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懇に 刊行され た 『特 建國寶 目錄』 は 昭和 二 年 以前 指定の 分を收 載して 

ゐ たが、 其の後 昭和 五 年に 古社寺 保存 法 緩され、 新たに 闕寶 保存 法が 施 

行せられ、 從來の 古社寺 所有の^ 築寶物 以外、 國家. 自治 鬮體. 公共 國 

體 並に 私人 所有の もの も 指定 せら-る、 事と なった の で、 おに 新たに^ 突 

追加 目 錄が編 募 迫 加され、 改題 をみ るに 至った。 これ 卽ち 本書の なリた 

ちで ある。 阔寶逍 加 HI 錄は 前編 特建 國黉： H 鉄に 追加と して 舉げ たものと 

共に 昭和 二 年 四月よ リ同十 年 五月まで の 指定 物件 を敉 め、 府^ 別 及び 品 

目の 配列 法 はすべ て 舊 を^ 襲し、 國家 . ほ 治圊體 . 公共 圃體 並に 私人 所 

有の もの は 社寺の もの の 次に 揭 載され た。 かくて 本書の 內^ は 前に 比し 

て 一 暦 充實し 便利な ものと なった ので あるが、 前著 所持者の 便益 を も 慮 

り、 追加 分 9 み を 別册 (四六判 紙裝ー 七 四 頁。 定慣 五十 錢。 ！！^！料四錢) 

として 如つ ことに もして ゐる。 好 學の士 に 御 薦めす る 次第で ある。 
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本書の 齊版 は、 M チ 界の權 成と して、 洛 陽の 紙 1^ を 高から しめたる 名著、 

しかも C 十く 絕版 とな つ て、 學徒の15?3^-を充たすことを得ざる事情に4^っ 

たが、 今：^^ 者 近 來の新 研究に i^- き、 學界の 趨勢に 對 する 鞍 正なる 批判、 

學 徒の 準 據 すべき 親切なる 指針、 闕史敎 育に 對 する 中 K なる 意； 等、 お 

を 新に して 書き改め、 个； 然 を 一新して、 . 史， 盯 新版 を學界 におく るに 

到った。 國史學 及び！： 敎 竹に 翻 心 をお する 諸氏の 熟 心なる 熟讀を 希望 

する。 

內{ 谷 概要 第一章 敘說。 第二 章 補助 學 (第一、 言語學 笫ニ、 せ 文 

書學幷 記錄の 研究 4 や 一 「展史 地现學 笫四、3^代夙^- 第五、 系譜 學 ^ 

六、 考古學 )。 第三 章 國史の編竹*^!9述。 ^四車 時代 史と 特別 (お 

一、 時代^ 分 第二、 地方 W 分 第；：；、 事物 K 分 、人物 w 分)。 

第五 章 1:^ の範圃 (笫 一、 國史の 年代 笫ニ、 國史の 舞 i:i«〕。 第六窣 

國號と 民族.' 笫七章 餘說。 

別 刷 禅 園 n  n  n タイプ 版 八 枚 = 凸版 五 枚 


行 刊 店 書 波 岩 


黒板 勝 美 著 


r  r  rr  ► -  菊判 五 五 

P 圈史の 研究 各說上 秦 t 湯 装 

す 1 1 I ノ—— 71 , ノン  送 J? 書 留 卅三装 

本書 收 むる ところ は 祌代以 降 古 武家時代 鎌 倉墓府 の 滅亡に 至る までにし 

て、 先き に總說 に發 表された る 著者 の 見解 の も とに 更訂され たる もの に 

して 而も 今や 全く 舊 版の 姿 を 有せず、 正に 新著と 稱 すべき ものな り。 そ 

の 奢 者 S 抱け る 時代 E 分の 概念に ょリて 如何に わが 國史を 叙述す るかの 

問題 を 事 赏に之 を 示し 又 內容各 章節に 於い て 最近まで 各方 面に わたりて 

學界に 提出され し 諸問題に 就いて 一 一 これ を提舉 して 評論し、 その 據否 

を 說明取 拾し 以 て 學界の 指針たら しめ 且つ 著者が 新に 世に 問 ふ 考案 少 し 

とせず。 更に 舊版 所收の 歷代皇 都名稱 表、 遣唐使 表、 搶卷物 表 等の 諸 表 

を據訂 せる のみならず 新に 御歷代 陵墓 名稱 表、 仙 洞 御所 一 覽表 等の 諸 表 

を 加へ、 また 初めて 世に 公に された る 九條公 © 家 所蔵 延喜式 所收 の大內 

裏圖 以下 收 むる 所の 圜版 すべて 三十 四 枚 更に 皇都 沿革 地圜、 境の 浦海戰 

地 園の 二葉 を 挿み たり。 國史敎 育 者 及び 一 般 人士に 對 して わが 國史に 就 

きて の 中正なる 槪<5 ふを敎 示す ると 共に また 國史 研究者の 座右に 備へ て 研 

究の 伴侶と なす ベ きものな り。 敢て 江湖に 提供す。 
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敵 愫心は 更に 加 は つ 
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る。 この 時北條 時宗 

成に 從 一位 を 贈られ、 

" 一 は國 難に 當 つて 

，』 盡瘁 したる 忠 は. 明 治 

ると いへ よ う、 や が て 

東洋に 於け る 指導 

して 欧洲に 於いて は 

霸と米 國の發 展と結 

國 また 之 に 參 加 し、 今 
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將來に 於け る 進展に 

五 八 三 


笫 十二 章  明治維新  五八 二 

じく 慶長 十四 年島津 氏に 征服 せられた が、 ま た 日 支の 間に 兩屬 の關 係に あつ 

た。 されば 日 支 關係を 明に する ことが 明治維新 以後 緊急の 事で あ り、 同 時 に 

耗 ^ 龍お 2 我が 國は 朝鮮. 琉球を 勢力 範圍に 置く 必要に 迫られて ゐ たので ある。 明治 五 

主と なす 年 琉球國 王尙泰 を琉球 藩主と し 華族に 列した の も、 明治 六 年征韓 論の 起った 

の も. そ の爲 めで あ り、 明 治 八 年 臺灣を 征討した の もまた 日支關 係の 解決に 一 

步を 踏み出した のであった。 たと へ 征韓論 は 失敗に 終った といへ. 朝鮮 問題 

は 前にい つた やうに 日支關 係の 上から も その 解決が 必要であった、 いは V 朝 

鮮は 歐洲に 於け るパ グカ ン 半島で あつ た-そ こ に *~ 問題 を 惹起した 所以が あ 

天津 條約 る。 それが 遂に 明治 十八 年の 天津 條約 締結と なった ので ある が： こ の條 約が 

物 をい つて、 二十 七 年 東 學黨の 蜂起 か ら、 朝 鮮 半島に 於け る 日支兩 軍の 衝突と 

日 涛戰役 な り 、曰 淸戰役 と なった ので あ る、 ュ、 して 二十 八 年 四月 下關條 約に よって 遼東 

半 島 と 臺 灣とは 我が 國に 割讓 せられた。 

し か し. 日 淸戰爭 に 大捷を 博した 我が 國は 忽ち 受難 時代に 入 り、 露 獨 佛三國 

三 國干涉 の干涉 により 淚を吞 んで遼 東半 島 を 還付せ ざる を 得な か つた。 しかも その 
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長 崎に 化來 して 貿易 を 營んで 

朝鮮が 將 軍の 代 始 ごとに 江 1!^ 

が、 朝鮮 は淸の 太祖に 征服 せら 
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した 觀が あつたの も その 爲 めであった とい へ 

に 於い て 盛 唐 文化 を 移植した やうな もので あ 

に 打 勝つ た 國民は 忽ち 覺醒し た、！： 粹 保存 論 は 

究も 盛に なって 來 た、 そ して その 間に 國カは 次 

して 成ら ざり し條約 改正 は 明治 二十 七 年 七月 

降下に 先 だち て 曰英の 間に 調印 せら れ、 米 國. 伊 

. に 明治維新 以來國 民の 苦心 は酬 いられた。 

を 促進した 劃期的の 出來 事で あるの みならす、 

導 者の 位置に 上らし めた もので あ り， ま たやが 

以の ものであった。 元來日 支の 國際關 係 は秀 

何等 解決せられ なか つ た、 廣 東 福 建の 支那 人が 

ゐ て も、 そ れは默 許 的の もの に 過ぎな か つた。 

に聘禮 したの は慶長 トニ 年 以後の ことで ある 

れて 寧ろ 支那に 近づいて ゐた。 琉球 もまた 同 
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に 至 つ た の で あ る。 

かくて 維新の 事業 は 一 ト づ 終 つ た. そ して こ、 に 憲政 述動時 代丄 入る の 

で あ る が、 憲 政 蓮 動 は實に 前に 樓述 した 公 議 輿 論 思 想 の 進展 で あ り ざ こ に ま 

た歐 米の 自由 民 櫂說が 働き かけて ゐる。 ュ、 れ は征韓 論破れ て 野に 下った 人 

人、 殊 に 板 垣 退 助 等 を 中 心 と して 起つ た 國會開 設 の 政治 運動 か ら. 幾 多 政 客 は 

血 み ど ろ に な つ て 政府に 肉 ft した の で あ る が、 や がて 伊藤博文の 憲法 箪 案と 

な り、 內 閣 制ゃ巿 町村制 も實 施せられ て 後. 明 治 二十 二 年 紀元節 を 以て 憲法 は 

發 布せられ， 翌 二十 三年から 帝 國議會 も 開かる 、 に 至つ た。 

しかも この間 我が 國 民が 一 日 も 忘る  >  こと を 得なかった の は歐米 各國と 

不平等 條約 を改締 する ことであった。 た、. - 他の 事業に 急な りし 爲め隱 忍 に 

隱 忍した が. 何 をい つても 國 力が この 問題 を 解決す るので ある。 我が 國 力が 

諸 外國に 認められぬ 間 は 如何に 條 約 改 正 を 迫 つ て も. 彼 等 は 少しも 耳 を 傾け 

な かった。 國民は 憤 起し た. 歐 米の 新 文化 を 輸入す るに 一 生 懸命と なつ た。 

留學生 を 派遣して 各方 面の 學術を 研究せ しめたの も その 爲め であ る. ま た 一 
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藩 知事 吉 井信 1^ 

津藩 • 丸龜 藩. 德山 

頃 諸 藩に 贋貨の 

の 事に よって 福 

四 年 七月 廢藩置 

こ 0 

あ つ た-こ の 問題 

の敎 育に ついて 

兵制 改革の 犠牲 

佛國式 を 採用す 

兵 の 徴兵 令 は 


力 


きこと は神佛 分離と 排佛 g 议釋 であり * 

排斥せられ たの は， 一 は德川 幕府の 下 j 


w 藩 縣の設 


版籍 奉還 


郡 縣の制 


意 を 述べ てゐる • 木 a 孝 允 も 慶應四 年 (明 治 元 年) 藩 主 毛 

ベて ゐる" 元來 我が 國 土が 皇 室の もの で ある こと は 

か つ た、 藩 主 は その 衝地を 朝廷から 預 つて ゐる ものと 

徳川氏の處分が終るゃ、^;^|府の直領 は、 京 都. 大 阪. 長 崎 

て縣が 設 け ら れ、 全 國 はこ、 に 藩. if に 分 た れ た が、 そ 

だ 統制がなかった。 しかし 地方行政の 統制 は 最も 緊 

の 存在 を 許さ ぬ. 姬 路藩 は先づ 版籍 奉還の 議を 上った. 

なかった が (史學 雜誌第 十五 編 三 上參次 博士 「版籍 奉還 

治 二 年 正月 薩長 十 肥 四 藩主 連署して 之 を 建議す るに 

^ し. 六 月 はじめて その 實現を 見る に 至った〕 尤も こ 

任命した ので あるか ら. 實 際に 於いて はさした る變化 

巾 央 政 」 肘 の 卞に 統制 せ ら る ベ き か が ま た 問 题 と な つ 

て 郡 縣制を 布く ベ しと い ふ 說は旣 に 維新 以 前 から 起 

うに 公議 間 題 ともなって ゐ たの で あ る か ら .£;;  具 視 
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利 敬 親に 同じく 之を陳 

當時 誰も 疑 ふ ものが な 

信じて ゐ たので あ る。 

な ど を 府 と し た 外-す ベ 

の 行政 は囚 より， Ci: ほ 未 

要 で あ り. 時 勢 は 最早 藩 

それ は 遂に 公表せられ 

に 關 す る  一 11： 題」 參 き、 明 

及んで 諸 藩 も _w つ て 上 

れ までの 藩主 を 知事に 

がな かつ た. 如何 にして 

て來た が-封^ 制 を廢し 

つて ra5 りひ M に 述べた や 

は 明治 三年 八パ そ の 化 
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官軍に 降る 


封建 制の 打 
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版籍 車 還の 

議 起る 
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德川 氏に 對 する 最後の 處分 とし て. 德 川 龜 

(靜 岡) の 城主 と なし 七十 萬 石 を 賜 はつ た の は 

に 東北に あって は 仙 牵米 澤のニ 藩 をして 會 

に 戰 意 な く， 却 つ て奧羽 二十 五 藩の 同盟 を 成 

じて 北 越の 諸 藩 また 同じく 官軍に 杭した。 

孝 等 は 非常に 困難した ，參 謀 世 良 修 藏は 殺害 

然るに 北 越の 諸 藩 は 長 岡の 河 井 繼之助 麓れ 

に 官軍に 降つ た (山 川 健 次郞男 監修 會津 戊辰 

米澤を はじ め 東北の 諳藩皆 降 を 乞 ひ、 それ ん、 

去って 兵 を五稷 廓に 擧 げた 槓本武 揚. 大 鳥 圭 

徳川氏 及び 佐幕 諸 藩の 處分は 一 ト 先づ片 

に は、 維新の 事業に 功 勞 あ、 0 し 諸 藩 を ま た 一 

か つ た， そ れ で な け れば 天皇 親政の 實を擧 げ 

來な いので ある。 慶應 三年 薩 藩の 寺 島宗則 


之 助 (後 ち 家 達 と 

この 年 五月の こ 

津藩を 討 た し め 

立せ し め、 長 岡 藩 

奧 羽の 鎮撫に 向 

せ ら れ. 總督 は 僅 

て 後 ま た 振 はや 

戰史參 考)。 こ れ 

] 封 を 削られた 

介 等 も 翌ニ年 四 

づ い r し かも 封 

網 打 靈に破 壊 し 

て 中央 集權 政治 

は 旣に大 久保利 


改 む) を 駭 河 "財 屮 

と で あ つ た。 時 


ら 


ォ. V/ 力 


藩 


を はじめ 之に 應 

つた 總督 九條 m 

に 秋 田に 移つ た。 

.會 涂藩も 八月 遂 

と 前後して 仙 臺. 

が、 さ き に 節 館 に 

月 降服した。 

建 制 を 打破す る 

な けれに な ら な 

を 布く ことが 出 

通 に 版籍 奉還の 


fSi 喜 追討 の 

命 下る 


寝 喜の 恭质 


江戸 城の 開 


彰義隊 


ろ， 慶 喜が 海 

之 L 


力 

し 


て 


ま 

內 

inn 


で 

說 


拒 

江 


は 直ちに 仁 和 寺 宮嘉彰 親王 を 征討 大將 軍と して 大 坂に 向 

路江 月に 還った の で. 反 狀 明白な り と し. 更 に 追 

の 間に 硬軟 兩派ぁ り、 互 に 相讓ら なかった 

し. 佛 國 公使が 彼に 援助 を 中 込んだ のに 對 

たるに 見ても その 精神が 窺 はれる。 

か ら、 書 を 松 平 慶 永. 山 內容堂 等 に 送って 救 

も あり、 輪 王 寺 宮公現 法 親王 また 駿府に 至 

つ いで. H 岡 鐡太郞 は 西鄕險 盛に 面會 して 

治 元 年) 三 ガ 十四日 隆盛と 勝 安房との 會見 

し. 慶 喜 をして 江 lil '城 を 開け 波 し. 水 I：； に隱 

臣の 中には 家 礙以來 三百 年の 幕府が 餘り 

少 か ら す、 大 鳥 圭介を はじめ 旗本の 諸士 

と戰 つた。 また 江 tjl' 


恭 

て 

慶喜 は 

親王の 御 

に 謁 し 


分 

の 

軍 


慶 

ナ 

0 


幕臣 

を 表. 

^城 

斡旋 

ま ひ 

年 (明 

こ 4^ 

i も 

も 幕 

も の 

官 軍 

こ パ . 

V7 力 
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ありし 彰義隊 は 上 

H にして 破 れ、 輪 王寺宮 もまた 奥州に 下 


は しめられ 

討の 命が 下 

が， 慶 喜 は ど 

し. 却って 我 


と こ 

こ 0 
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解 を 請 ひ. 和 宮 親 子 

,0 大總督 宮孅仁 親 

哀訴した。 それが 

となつ て、 德 川 氏の 

ra5 せし むる こと ゝ 

に 無殘に 倒れた の 

1:^ を脫 して 關束平 

野宽永 寺に 據 つて 

り た ま う た。 
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椎新 《s 時の 

議 政桷關 


公議 所の 議 


版籍 奉還 か 

ら暖 藩置驟 
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こ、 に當 時の 議政 機關 について 一 言 しょう。 先 づ慶應 四 年 (明 治 元 年) 閏 四 

月 議政官 上下 二 局が 設け ら れ. 上 局に は議 定. 參 與 等 あ --, 議 定 は 親王 諸 王 及 公 

卿 諸侯 を 以て 組織し、 下 局に は 議長が あって 諸 藩の 貢士が 議員であった。 こ 

の 年 九月 議政 官は廢 せられて 議事 體裁収 調 所が 置か れ、 つ いで 取調 局 また 廢 

せられて 公議 所と な つ た が .翌 年 三月 その 開院の 日參 列した もの 二百 二十 七 

人に 及んだ とい ふ。 ついで 同年 七月 之 を^ 議院と 改め， 四 年 七月 凝 藩 置縣後 

之を廢 して 左院の 一部と した。 公議 所の 議案に はやが て廢 藩置縣 となって 

現れた 郡縣 封建 論. 賤 民 名 稱の廢 止 等が あ り-ま た外國 人と 商法 を 結ん で 外 資 

を 輸入す る こと や、 御 用金 を廢 する ことな ども 問題と なつ てなる。 

中央の 政治 機關 はかくて 次第に 整つ た、 併 し 地方 政治が 封建的であって は 

明治維新の 理想が 徹底し ない、 こ れが 版籍 奉還から 廢 藩置縣 へ と 進展せ しめ 

たので ある。 それに つ いて は 先 づ德川 慶喜處 分の 事から 說 かねば ならぬ。 

元來慶 喜 は 德川齊 昭の子 と し て 尊王 論者で あり. 朝廷に 對 して 如何にも 恭顺 

であった. 彼 は 大政奉還の 後大 坂に 下った が， やがて 鳥 羽 伏 見の 戰勃發 し， 朝廷 


され ど 天下の 人 心 を 新に する に は 

で あ る、 そ れ もまた 早く 幕末 志士 の 間 

は 都を大 坂に 遷 すの 急務 を 論じて ゐ 

正 ガ大久 保 利 通 は大坂 遷都の 議を出 

事に 決し、 一 時大 坂に 行幸せられ たこ 

巾に は 大和 1 都の 說を 出した もの も 

新 平 を はじめ 東京 遷都 論者 遂に 勝利 

稱 し, 八 月 二十 七：：！ 卽 位の 後、 九， 月 八：：： 

月 二十日 車駕 京都 を發 し， 十 月 十三 日 

し. 東京 城と 改稱 せられた。 十二月 一 

月 途中 親しく 供勢 神宮 を 拜し給 ひて 

な り、 京 都 は卽位 式. 大甞 祭の 大儀 を 行 

に 人心 を 新に する 力が あつたの み で 

よく 治まった の は、 ま た實 にこの 遷都 

十二 章  明ュ a 維新 


翁 ほ 他に 必要な ことがあ つ た. 卽 ち. 遷都 

に考 へられた こ と で . 安 政 年間 眞木和 £ 水 

る： 大 夢 記 參 考〕。 ま た 慶應四 年 (明 治 元 年) 

したが 事 容 = ^に 決せ す、 朝 議 漸 /、 駐 禪 の 

ともあった が- 遷 都 論 は 次第に 盛 に な り. 

あるが、 やがて 江 月が 開城した の で. 江 藤 

を 占 め、.： J 月 十七 u 江 を 改め て 来し： 小 と 

明治と 改元して 一世 一元 の 制 を 定 め、 九 

東京に 着き 給 ひ、 乃 ち江 li; 城 を Ciii おとな 

た び 京 都に 還 幸 ありし も、 ま た 翌ニ年 三 

1^ 幸 あり 、束 京 は 遂に 永ぐ 政治の 中心と 

は せらる、 處 となった。 この 遷都 は 帝： 

ない、 束 北 地方な どが この 後 何事もなく 

の 賜物であった ともい へよ う。 

五 七三 


せ 吏 Q 公選 

入札 


公議 與論 の 

尊重 
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官と 行政官 は 互に 之 を 兼ぬ る を 得 

且つ 諸 官は四 年 を 以て 交代 し， 公 選 

注 意 す ベ き で ある。 固より 有名 無 

して 議 定. 參 與を 行政 官 に 置 き、 三 權 

の耍 望が こ 、 に 芽 ざ して ゐる こと 

にせよ 敎授の 公選が 行 はれて ゐた 

が 官吏 を 公 選 し. も し そ の {::IT 吏に 不 

全 な がら も 認められて ゐ たの で あ 

元來 公議 輿論 は， 早く も 幕末に 於 

た の で あ る. 坂 本 龍 馬. 大 久保ー 翁 な 

如 き も、 將 軍 は 時宜に よ 6 下院 を 解 

に 疑 を 起し た ら * 一  當 三 の 權 を 有 す. 

新史 講話 參考 )。 明治維新の 劈頭に 

決すべし と あるの は實に 天下の 人 


五 七 二 

ざ ら しめ、 各 府藩は 貢士を 出して 議員 と し. 

入札の 法 を 用うべし と 定められ たこと は 

實の 嫌が あ り、 や がて 二 年 五ガ議 政お を廢 

の 分立 破れた とはい へ、 國 民の 政治的 自由 

が 知られ る。 當 時大舉 で も たと へ 形式的 

-大 阪 府 な どで は 明治 五 六 年 の 頃まで 人 ：li- 

法の 事 あれば 之 を 告訴し 得る 自由が 不完 

る 0 

いて 弘化嘉 永の 頃から その 說が 起って ゐ 

ど旣に 西洋 流の 議院 制 を 發 表 し， 西 周 の 

散し 得る 權 を 有 し、 兩 院會議 に 於いて 斷 案 

ベ しと 論じて， Q る 藤 井 甚太郞 氏 著明 治 維 

於け る 五 箇 條 御 誓 文の 第一 に 萬 機 公論に 

心 を 新に する 所以であった。 


岩會 具視 の 

1 行歸朝 


征韓 論败る 


新に. Jin 制 を 

定む 


の 後 士族 は 袖 手 

はま だし も、 多 く 

また 政治の 局に 

はじめは 西鄕 

て將に 上奏 裁可 

の 一 行歐米 視察 

うして も 國カを 

しいと 目星 をつ 

を 中止せ しめた. 

の 佐 賀の亂 とな 

西南 戰爭 は必 す 

さて 五箇 條の 

を政體 書と して 

務. 外 國. 刑法の 七 
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し 

當 

を 

養 


て 


0 


靑 

1 一： IP 


金 

ネ 

-板 

へ 

し. 


けて 歸 つて 來 

征 韓 論者 は 皆 

6  , ま たついで 

しも 西 鄕の本 

御 誓 文 は 抽象， 

頒 布 し. 新 に 官 

官を 置い た. そ 

明治維新 i 


公債 

士族 

る も 

と す 

歸朝 

米 と 

て 


に 衣食し 得 る か. も し 

の 商法に 產を 傾けた 

のが 焦慮した ところ 

_ 江 藤 新 平等の 硬 論 優 

る に ^ 田， o-  2^ も 5 石 43 且へ 

した。 彼等 は 諸外國 

同じ 程度の 文化圏に 

たので あ る. 彼等 は こ 

野に 下った。 こ れ. が 

明治 十 年の 西南 戰举 

心 で なかった とい は 

的に 止まって ゐ るか 

制を定 め、 太 政宫を 分 

して 立 法. 行 政. 司 法 の 


/、は 役人に な り， 得 た も の 

の で あ る. こ の對 士族 策 も 

でなければ な ら ぬ 。 

勢で あ り、 三 條實美 によつ 

視. 大 久保利 通. 木 tl^ 孝 允 等 

の 文明 を HH 睹 して 來た. ど 

人 ら ね ば， 條 約 改 ； 止 は 六 ケ 

、 に征韓 論に 反對 して 之 

やがて 明治 七 年 江 藤 新 平 

となった 所以で あ る. 尤 も 

れ て ゐ る。 

ら， 同 四月 更に 具體的 政綱 

つ て、 議政. 行政. 神 厥. 會計. 軍 

三權. が 明確に せられ、 立法 

五 七 一 


維新 政 麻に 

對 する 不平 


征韓論 


征韓論 は 西 

鄉の 持論 


舊藩 士族 Q 

跡始末 
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も 力 ある もの で 

し め. す ベ て の 內 

た -.、 この 維新 

を 得 す して 不平 

て、 維新 の 政治に 

殺 に 遭 ふ な ど の 

中稱 にあった 人 

つたの で あ る。 

國 力の 養成 を 後 

國の實 力 を 養成 

尤も 征韓 論 は 西 

居られた 頃自か 

韓 論 に は 今一 つ 

の 跡始末で あつ 


明治維新 

あ り、 國 威擴張 

治 外 交 は 實 に 

當 時に あつ て- 

を 抱いた 爲め 

反 對の聲 が な 

忌 はしい こと 

々の 間 に， ま た 

そ れが 明治 六 

に し. ま づ 東 洋 

し、 歐 米に 匹敵 

鄕 隆盛が 旣に 

ら 進んで 之 を 

重大なる もの 

た。 歸農も 出 
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と國民 平等との 爲 めに は 1. 大決 心 を 以て 進 ま 

こ の 兩者を 中心として 動いて ゐ るので ある" 

_ 或は その 意見の 用 ゐられ ざるが 爲 めに. 或は 志 

に、 ま た 或は 薩長 二 藩の 勢力 餘 りに 大 なる を 見 

いで はな かつ た. そ して 大村益 次郞を はじめ 暗 

も頻々 として 起つ たじ かも 同じく 維新 政. W の 

政治の 道程に ついて 意見 を 異にする や う に な 
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家 の 如 き 親 藩 す ら、 幕 府の 政策と 齟齬す る 見 を 有する もの 多 /、. そ れ ら の 人 
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つて 幕府 はこ ゝ に 倒れた ので ある。 

明治維新 はいふ ま で も な く 天 皇 親政と いふ 國體 の，： a 覺の 上に 現れた. S 政 
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る 幕末 維新 史籍 は 二百 卷に近 からん と し. 野 史臺の 維新 史料 や、 吉 野 負 保の 嘉 

永 明治 年間 錄 や. ま た 近く 公 にせられた 幕府 會譯の 新聞 蒼 叢な どに も 貴 重 な 

る 材料が 含 ま れ、 村 上 專 精. 辻 善 之 助. 禁 尾 喷敬三 博士の 編纂に か 、 る 明治維新 

P: 佛 分離 史料 も參考 すべきで あらう。 それに この 時代の 重要なる 资料 とし 
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七 經齊 史上に 於け る 明治維新 
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九 明治維新の 廢 佛問题 

十 維新 前に 於け る 日露の 交涉 

十一 幕末 維新 史上の 日米 關係 

十二 下 關海峽 通航 を 中心とせる 英佛米 蘭四國 

公使の 聯盟 

十三 洋學の 發展と 明： m 維新 

ト四 國學の 發展と 明治維新 
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むべ から ざ る こと 

す、 幕 府 に反對 する 


L こ 
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も 桂 
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王 攘夷の 
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擧ケ 


聯 合 す る ま で に 

ふ溫健 主義が 一 

が 分明 6、 薩藩 の 

氣運 最早 抑 へんと 


暴露 

能 は 

せ す、 

禾 を 

公武 

て 抑 


收を 重ねた 末、 討幕 

は 先づ 薩長 二 藩の 

小 五郎 (木 孝 允) の 

並 ベ 稱 し， 藤 長 二 藩の 間 

出來 なかった。 然る 

論者 勢力 を 得 る や. ま 

に 出兵 を 拒んだ ので 


の 事 

握手 

宿 論 

ま す / 

に 薩 藩 

た 同じ 

あ る。 


は實カ ある 諸 藩の 聯 

が 必要で あると いふ 

で あ つ た が、 蛤 御門の 

/、相 1^-  HI し て、 容 易 

於いても 西鄉隆 

その 下心が あつ 


め 十？ a! 石 を 


長 藩 <w を 奉 

ぜず 


笫 二次の 征 

長 軍 


家 茂薨ず 

一 橋 慶喜將 

軍と なる 


志士の 運動 

から 諸藩聯 

合へ 


に 決し. 慶應 元年 五月 家 茂 は 江 戶を發 して 大 坂に 

髮 せし め、 封 土の 內十萬 石 を 削る 事 を 長 藩に 言 ひ 

藩 は 恭順 黨 に 誤られた る を自覺 し. 高 杉 晋作等 の 

大に揚 り. 恭 順黨の 勢力 忽 ち 地 に 落 ち た， そ して 幕 

戰す るに 決 し. 敢 て 幕 命 を 奉じな か つたの で. 六 月 

し た が、 薩 藩の 如き は 最早 出兵せ す、 出 征 の 諸 藩 も 

連敗した。 その 間に この 年 八月 家茂大 坂に 薨 じ- 

の  令  は  下った。 

幕府が かく 危急存亡に 際した る 折. 薩 長 ニ藩聯 

征伐の 始まろ ころから 起って ゐ たので ある。 前 

運動 はだん /、變 化して 來た。 最初の 運動 は實 

始 せら れ. そ の 中心と なった 人は德 川齊昭 であつ 

田柬 湖の 如き 達識の 士に 輔佐 せられて ゐ たので 

つたこと は. 如 何に して 幕府 を 尊王攘夷 たらしめ 

第 十一 章  新 武家時代の 七 〔德 川 時代 报夾 iS 港) 
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府を 相手に 死力 を盡 して 防 

幕」 $ は 第二次の 征長 軍を發 

兵 氣 多 く报は す、 幕 軍 は連戰 

慶 喜 嗣 いで 將 軍と な り、 休 戰 

合の 交 涉は旣 に 第二次 長 州 

にもい つた 通 り、 尊 王 攘夷の 

に 志士なる ものに よって 開 

た、 齊 昭は 名望 當 代に 重 ぐ. 藤 

あ る が、 そ の is:! 府の懿 親で あ 

ん としたので あ り、； 王と い 
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に說 かし め た と こ ろ、 監 物 は 

てし. 十一月 二日 一と 先づ恭 

腹せ し め、 敬 親 服罪 の 誓 書 を 

明、 錦 小路 賴德は 病 死 ：- を 九 州 
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よ-こ ゝ こ 

ため 都合 
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四 藩に 兵 を 

藤 藩の 西鄉 

毛 利 敬 親父 

順 を 表し て 
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諸 藩に 預く 
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i:: 盛 をし 

子に 謁し. 
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を 毀 ち、 五 

る こ ij と 
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したに 過 
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長 藩に 於いて 一 時恭 

かった。 幕- S はやが 

じた けれど 、城^  fem は 實 

平 容 保 は こ の 優柔な 

き を 以てし. 遂に 將軍進 發の議 


て 敬 親父 

行 六 ッ か 

る 處分を 


一 時 常 陸. 下 野 を 震駭 し. 追 討に，：！： ひし 幕軍 も收 北して 江 a- に歸 つた。 時に 結， 

城 黨の市 川 三 左 衞門. 朝 比 奈彌太 郎等 藩 政 を 執り 私曲 多 かりし よ り、 藤 田 黨 の 

武田耕 雲 齋等江 11； に 上りて 藩主に 訴ふ る 所 あ 6、-; 巾 川 等は黜 けられ たれ ど、 同 

時に その 黨を 以て 悉く 反對 黨 を 返 け、 武 田 等 は 妻子まで も 殺 さ れ、 ま た 巿 川. 武 

田兩 黨の爭 となった が、 慕 府 は 市 川 黨 を 助けて ゐた。 そこ で 耕 雲 齊 等 は 京 都 

に 上って 一 橋慶 喜に 謁せん と し. 中 仙 道よ h 越 前に 到りし も、 諸 藩の ため に 支 

へ ら れ て 京 都 に 入 る こ と を 得 す .カ き て 加 賀 藩 に 降 り、 翌 年 二月 比，：： 刑に 處せ 

られ. こ、 に 水 RU 潘の 尊王 黨は 殆んど 倒れて 了った。 この 水 藩の 赏例は 他 

の 諸 藩に も 起った、 た、. -水 In- 藩の やうに 劇烈で なか つた だけで ある。 筑 前 藩 

の 如 き、 ま た 尊王 佐幕 兩黨軋 礫の 末. そ の 首領 共に 幾れ て. いは V 九州に 於け る 

水 1：； 藩であった。 然 るに これ 等 諸 藩 の 中 で 幸に も 尊王 黨の 勝利に 歸し た も 

のが 薩長 二 藩 を はじめ 西 國に多 く、 そ れらの 諸 藩が 聯 介して；；：^  it に 一 致す る 

に 至った こと は， い よ/、 明治維新の 大 革新に 近づ かしめ たので ある。 

しかも この 際 幕府 は自 から そ の 無力 を 暴露し て、 全 く 威信 を 失墜し た-そ れ 
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藤 田 結械兩 
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て 英 人が 妄りに 行 
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擊し、 英艦 は， 三 隻 の 

も な く、 <!1 に 鹿兒島 

ま た 家臣 を 横濱に 

ぶに 至つ た。 こ の 

むべ からざる を 諒 

破し • 公武 合體 の 旣 

に 勢力 を 得て 來た 

こ ゝ に簡 軍に 最 

かう。 萬延 元年 八 

し く、 元 治 元年 四月 


新 武家時代の 七 (德川 時代 攘夷 開 

着した けれ ど、 英 國は 之に 甘 

せしめた。 され ど 薩藩は 之 

列 を 犯した こと を 責めた の 

み る や、 薩 藩大に 憤慨し. 直ち 

汽船 を 燒き棄 て-し ば ら く 砲 

灣を 去つ た。 爾來薩 藩 は 上 

遣 つ て、 英國 公使と 談判せ し 

間薩人 は西歐 文明 の 大に進 

解す ると 共 に、 如何にも 幕府 

に 時勢に 適せざる を 痛感し 

初から 尊王攘夷 派の 中心 た 

月 齊昭が  一 ss^ じ た 後 は 、藤 田 黨 

藤 田 小 四郞等 遂に 同志 を 率 


港)  五 四 八 

ん せす、 七月 軍艦 七般 を鹿兒 .：：^ 

を 拒 絕 し. 却 つ て生麥 村に 於い 

で， 英 艦は薩 藩の 汽船 三楚を 楚 

に 打 拂の命 を 下して 英 艦 を 砲 

火 を 交 へ た 後、 碇 を 引揚ぐ る 暇 

下 心 を 合せて 力 を 防 備 に し. 

め、 遂 に 扶助料 を 出して ：3； を 結 

步 したる を 知 り. 且 つ 開 固の-,」 

0 外交が 賴 む に 足 ら ざ る を 看 

て ，薩 藩に 於け る 討幕 論者 は大 

りし 水 It; 藩に ついて 述べて 置 

と 結 城 黨 との I 櫟 ます/ \ 甚 

ゐて筑 波 山に 據る や、 そ の 1^ 勢 


情 ある も 勅許 あるべ からざる 旨を奏 し， や がて 長 藩士 は 日 を 期して 歸 11 せん 

こと を 厳達せられ たが. 越後 等 命 を 奉せ す、 遂 に 一 橋 慶喜を 總督と し. 在 京 諸 藩 

の 丘； をして 長 藩士 を 討た しむる に 決 し-そ れ ぐ 部 署が 定め ら れ た。 之 を 聞 

いた 長 藩士 は 寧ろ 逆襲す るに 如かす と、 兵 を 進めて 入 京 し. 七 月 十九 日 こ、 に 

1 "御門の 變 蚣 御門の 變 と な り、 越 後 等 は^ 路國に 逃げ 歸 つた。 

され ど 公武 合體が 攘夷の 實 行に 何等 貢獻 すると ころな いのは 旣に 朝野の 

問に 暴露 せら れ. 薩 藩の 人士 も會津 藩と 事 を 共に する の 不得策なる を 見 透し. 

維！；？ へ Q 新 且つ 西鄕 隆盛 を はじ め、 討 幕の 已 むべ からざる を 論す る もの を 生 じ. 維 新の 大 

展開 

業に 向って 新たなる 展開 を 見る に 至った。 た、. - 彼等 は從來 の關 係から 感情 

上 討幕 黨の 中心た る 長 藩と 事 を 共に する 機 會を捉 へ 得ぬ に 過ぎな か つたが. 

こ、 に薩藩 をして 幕府の 賴 むに 足らざる を 知らし めた 事件が 起った。 さき 

生き 件 に 文 久ニ年 八月 久光朿 下の 折， 歸 途生麥 村で 英國人 三人 騎馬で 行列 を 切った 

の で、 扈從 の士 その 一 人 を 殺し、 二人に 負傷 せしめた ことがある。 翌 三年 ニガ 

英國の 軍艦 横濱に 至り 幕府に 對 して 齩 重に 談判 を始 め、 幕 府 は 遂 に 償 金 を 英 
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し. 形 勢 一 變し てまた 公武 合 體黨の 世 

-多 く 京都 を脫し て， 地 方に 奔 り、 討 幕 の 

備を なし 事を發 したので なく 皆 失敗 

本 鐡石等 は 天 詠 組と 稱 しこ の 年 八 

保 田 辰 彥氏著 天誅 組の 研究 參考/ 平野 

じく 十月 兵 を但馬 生 野に 起した が、 幾 


新 武家時代 Q 七 (德川 時代 报夾 n 港) 


れ勒を 下し 給 はん 

し， 中 川 宮朝彥 親 王 

• 瘸夷黨 はこ 、 に 一 

平 容保は 藩 兵 を 率 

西 季 知. 東 久 世 通 0. 

堺町 御門 守備 を 免 

に 一 時 鷹 司 邸に 引 

本 國に引 揚げた。 

となつ た、 志 十； の激 

兵を擧 ぐるに 至つ 

に 終つ た. そ の  一二， 

巾 出忠光 を^ じて 

國 ぼ 等 は 七 卿の 一 

くもなく 共に 諸 藩 

五 四 五 


將軍 攘夷の 

勅 を 奉ず 


長い t の 外 船 


の 

7 レ 

ず 

な 


幕 


入 

白 


お 十 


章 


. え 家 時代の 七 (德川 時代 援离 開港) 


定 

て 


ら 

の 期と な 

し 


め 


こ 

V7 

る 

船 を 

攘夷 

と 長 

京 坂 

奔走 


長 藩 は 攘夷 御 

汽 


ん 

す 

み 


の 


し 


方 

-幕 


と を 

得す 

事 を 

と を 

八ム使 

あ つ 

決定 

つ い 

を 誤 

最 早 

志士 

の 徒 


時 政治の 中心 

白 ニ條齊 

の 旨を奏 

り た ま う 

し 、慶 喜 江 

少しも 取 

つ て 之 を 


な 


し 


奏 

こ 0 

で 


こ ( 

月 


つ 

&) 

し 


軍 

す、 


、正 

空 


さ 

親 

し 


を 


長 藩 

實 德 

-、 天 

$ を 

公使 

符す 

時 日 


の 志 

等 卜 

皇 は 

奉じ 

を 招 

慶喜 

を經 


士 

き 

ま 


五 四 四 

久阪玄 

も ま 

茂. 石淸 

月 十日 

老中 を 

辭 職す 

し， 幕府 


瑞等 

た 之 


攘夷 

を 

行幸 
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國臣の 

程で あ 

底 彼等 

之 を 追 

き有爲 

られ た. 


す 


を 

fey 

多 

同 

士 

し 


至った。 こ 

去って 朝廷 

とで 幕府と 

まった ので 

等で あ b  、志 

は、 久 光 入京 

藤 藩の 士に 

意せ ざる を 

さしめ しも 

を 殺した。 

て 薩長 兩藩 


I  ) 

の 


は 幕， 肘が よしや 

移， o つ 、ある こ 

はんとす るので 

る 。 そ の 中心 は 

は fi^ に 陽 に 目 的 
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出で たもので あつ た、 卽 ち 國是を 立つ るに は 政治的に 朝 幕 <" 
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な し. 大 に 愤慨し た、. 遂 に 文久ニ 年 ず； 
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る もの 
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練 腕の 政治家 な く， い よ/ 

問 外交 關係を 瞥見す るに 

は ら す、 我 が 國民は 

國 人に 對し 傲慢な 

感情の 衝突 を 生じ た るの み 

起 す る こ と 多 かつ た の で、 幕 

に 露國の 士官 殺戮の 事 あり 

公 使 の 通 詞 ま た 品 川東禪 寺 

裟 ま で 嫌 は れ、 萬 延 元年に も 

害 賠償 を 出して 僅に 事 な き 

に 引 込 ん で 了 ひ， 護衞兵 を つ 

米國 公使 、ノ リ ス が 自分 は 日 

事 をして ゐ ない といって 獨 

が ある と. 田 逸太 一 氏 は ュ、 


、その 威 嚴 を 失墜す るば か 

米國を はじめ 歐洲諸 國と開 

だ覺め す、 而 か も 

づ る もの 少 から 

風 浴 習慣 を 異に 

その 處 置に 困惑 

國 副領事の 僕 刺 

害せら る 、 など 

暗殺され た。 ュ、 


敛國の 夢 未 

る 態 度に 出 

な ら す、 彼 我 

府は 何時も 

■ 十月に は佛 

の 門前 で 殺 

和 蘭人 二 名 

を 得 た が、 公 

け、 公 使 館 前 
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り で あった。 

港 互市の 條約を 

夷狄 視 して ゐた 

す、 唐 々内外人の 

し た る た め 誤 解 

した。 安政 六 年 

殺せら れ、 つ い で 

，所 謂 坊主 惡 けれ 

の 度 ごとに 幕 」 お 

る 治 外法 權の居 


使 は 多く 横濱な 

に は 野砲 を据ゑ 付く る に 及んだ „ 

本國 民に 對し横 演に引 込まねば なら な い や 

^江 月に 留まった の は 彼の 人物に 觀 るに 足 

の 著 幕末 外交 談に 力 リ スを 賞揚して おられ 


樯本 左內等 


水 戸 藩士 長 

岡驛に 屯し 

幕府に 抗せ 

ん とす 


井伊 爽弼樱 

田 門外に 袋 

はる 


ことに 決せし むる こと を 得た。 その 京都に 達せぬ 先き に 雲 濱等は 捕縛 せら 

れた 、つ いで 鶴 飼 父子 も 拘置せられ、 橋 本 左內. 藤 森 弘庵等 も 捕 はれ た、 そ して 彼 

等 は 江 月に 押送され て. 刑に 處 せられ 小 塚；^ の 露と 消えた ので あるが * た、、 一 

つ 後に 殘 された 問題 は • 先 きに 下った 密 勅が 水 月 藩に ある こと で、 如 何にも 幕 

府の維 威に 關す るか ら. 幕 府 はこれ を 奉還せ しむる に 決 し. 遂 に 朝廷より 勒命 

を 下されん こと を 奏請して 漸く 聽許を 得た。 然るに 密 勅なる もの は 水 1^ 城 

中の 祖廟に 納めら れ. 直 ちに 奉還す る ことが 出來 なかった。 ま た、 藩 士 にして 

奉還 を肯ん せぬ もの は 之 を 武力に 訴へ て も 幕 命に 抗 せんとして 長 岡 驛に屯 

集 し、 齊 昭の慰 諭に も從は す 、彼 等の 決心ます く 固 く、 遂 に 討 手 を 向けら る 、 

に 至って 漸く 解散した。 その 中十餘 人は脫 藩して、 皆 死 を 決し 直弼に 報いる 

ところ あらんと し て. そ の 機會を 窺った が、 佐 野 竹 之 助. 速 田 巿五郞 を はじめ 合 

せ て 十八 人、 薩 靡の 有 村 治 左 衛門ま た 之に 加 は り、 萬延 元年 三 三 曰の 晨、 大雪 

に乘 じて 直 弼を櫻 田 門外に 襲 ひて 之 を 刺した。 之 を 聞いた 尊王攘夷の 志士 

は 小 躍， 0 して 喜ん だ. そ して 大に 元氣を 鼓舞せられ たるに 反 し * 幕 府 に は こ の 
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があった とい ふの で、 越 前の 松 平慶永 を は じ め 慶 喜 に 望を囑 する もの ：！：^ だ 多 

か つ た が、 老 中 松平忠 優等 は 若し 慶 喜 を 將軍 とす る こ と に な つ た ら， 齊 昭 等の 

政見が 實 行せられ て. 外 交の 方針 も その 左右す る と こ ろ と な る ベ く. 從 つ て、 老 

中等の 地位に も 影響す る 恐が あるの で、 こ の議に 反對し て、 紀 州 家 か ら 德川慶 

紀伊 德川慶 福 (後 ち將 軍と な つて 家 茂 と 改 め た) を 迎へ 立てん と _ り、 兩 黨 の ；.^ 〕 動 激烈 を 極 

福 入って 宗 

家 を縝ぐ むる やうに なった 際 に、 直 弼は忠 優の 推擧 によって 大老と な り. 慶 福 黨 のた め 

非常に 氣勢を 加へ た、 そ して 忠 優の 大奥に 於け る 運動 功を奏 し ，慶 喜 黨の 全敗 

と な り、 慶 福 は 遂に 入って 世嗣 となる に 内定し た。 

ハリス 條約 もこの 際 は 前に ハリスと 約した 調印 期が 迫って 1^5 たの を、 遷 延に 遷延 を 

調印 を 迫る 

重ねてな た 時 で あ つ た. そ して 端な くも 英佛 聯合 軍が 支那に 問罪の 師を 起し 

て， 天 ^*<!： 條 約 を 結 び、 そ の戰 勝の 餘威を 我 に 加へ て • 米國と 共 に 調 印 を 迫 ら ん と 

する 形勢であった。 ハリス は 巧みに 之 を 利用し た. 若 し英佛 二！！ に 迫らる 、 

こ と に な つ た ら、 更 に 多大の 讓步 を しなければ ならぬ 二 日 も 早く 調印す るが 

利 益 で あると 幕府に 說 いた。 "リスの 申出 は 固より 外 交 上の 懸引 で も あ つ 
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で あ ら う が、 朝 廷 の 態 度 は 甚だ 强硬 で あった。 正睦等 上京し 

和 せんと し. 非 常に 盡 力した るに か、 はら す、 朝 廷の 紳 皆 攘 

に 勅許 も 蒙む る を 得 す、 更 に 諸侯の 意見 を徵 して 後奏議 すべ 

た 程 で. 正 睦 等の 周旋 殆ん ど寸 功な き 有様であった。 然るに 

九條 家と 關 係が 深かった の で， そ の 臣長野 主 膳 をして 九條關 

港の 事 も 漸くに して 關東御 委任と いふ 勅答に 決せん とした 

實美を はじめ 多く 之に 反對し て、 ま た 攘夷 派の 勝利と な り、 1$ 

せしめよ と 仰せ 出され. ついで この度の 條約は 許容され 難く、 

事 Is 止む こ と を すと 御 決 答 あ り、 正 睦 等の 述動は 全く 畫創 

tn- に歸る こと、 なった。 

年 四月 直弼 入って 大老と な り、 正 睦 職を罷 むる に 至 り、 因 循 な 

こ、 にー變 しだ V に 外 交 のみなら す、 京 都に 對 しても 諸侯に 

て 面目 を 改め、 强 硬の 態度 を 取った。 第一 に將 軍繼嗣 問 題の 

以前から 起って ゐた が、 前 將軍家 慶が齊 昭の子 一 橋慶 喜に 心 
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り、 ま たこの 條 約が 締結 せらる、 や、 齊 昭は 長文の 意見書 を 正睦に 送った。 他 

の 諸侯に も 同様の 建議 をな す もの 少 くないの で、 國 家の 重大 事で ある 力ら ® 

廷の 許可 を 得た 後に 施行せ ねばなら ぬと いふに 一 致 し、 幕 府 は大學 頭お r 等 

？ 上京 を 京都に 遣して そ の 內 意 を 奏 し， 開 港 互市の 已 むべ からざる 所以 を 述べし め 

た。 當時 朝廷の 人々 が 時勢に 暗かった こと は、 攘夷論 を唱 へて ゐた 諸侯より 

も 一 層甚 しく、 勅許 を 得る ことが 全く 困難なる 形勢に あつたから、 正睦は 遂に 

堀 田 正 自 から 上京して その 事に 當 るに 決した。 かくて 幕府が 朝廷の 許可 を 仰いだ 

上京 

こと は 却って 幕府が 政治 外交の 上に 制 时を加 へらる 、端緒 を 開いた もので 

あ る、 ュ、 して 幕府と 朝廷との 間に 大 なる 溝が 出來る やうに もな つたので ある 

尤も 幕府 は 嘉永六 年 米 艦渡來 以後 * 々京都に 使 を 送つ て 奏する ところ あ 

り、 常 に 朝 旨 を 奉じて 擧國 一 致の 實を擧 げんと 苦 慮 し. 更 に 京都 守 讒の事 を 

皇居 炎上 じ. 安 政 元年 皇居 炎上の 後 直ちに 之 を 修復して 奉戴の 實を 示さん とするな ど 

朝 幕の 關係 は猶ほ 圓滿に 進行して ゐ たので ある が、 こ の 度 端な くも 朝廷に 於 

い て 開港 互市 を 幕府の 專斷 として 却 けられた こと は. 齊昭 等の 勢力 もまた # 
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きを 唱 へて なた 人々 すら、 正弘 に反對 する {^ 様であった。 しかも 一た び節國 

の祖 法を變 じて 米 國の請 を 許した 幕府 は他國 にも また 許さねば ならな くな 

つ た。 つ いで 英國と は 長 崎に 於い て、 露國. と は 下田に 於いて 條 約に， 1 印 し. 和 

蘭 もまた 之に 加 は つ た、 之 をす ベ て 安政の 假條 約と いふの で あ る。 

かく 幕府の 對外 政策が 確立せ すして 遂に 條約を 結 び、 幕 府 要 路 の 不 人望と 

なり 來 つたの はまた 止む を 得ぬ 次第であった。 殊に 外交の 諮問に 備 はりし 

齊 昭 は、 攘 夷 派の 中心人物 であ り、 幕 府の 方針が 軟弱なる 開港に 傾く を 見て 非 

常に 憤慨 し. 正 弘に 迫って  一 二の 老中 を 返け し も、 幾 くもなく 堀 田：. 睦 (初 名 ：.^: 

篤) 入 つ て閣老 とな り、 幕 府 はいよ く 開港 論に 傾 き、 外 部の 人々 に は 國 の 輿 

J^l よりも 寧ろ 外人の 壓 迫 に 從 ふ や う に 思 はれて ゐ た。 然 るに 安政 二 年の 大 

地-中 &に 藤田柬 湖が 死んだ こと は齊 昭に収 つて 一大 損失であった。 その後 i:! 

府に對 する 地位 また 面白から す， 遂 に 幕 議に與 かる こと を 辭す るに 至 り、 WW  .W 

は 全く 開港 主義と なつ た. 攘 夷 開港の 兩 派が 公然 相軋櫟 する ことにな つたの 

はこの 頃からの 事で ある。 
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めた ものである。 こ の 年 七 月 露 西 亞 の 軍 艦 四 隻 長 崎 に 入 露 國 外 務 大 臣 か 

ら 老中に 充てた 書翰 を 持って 來た旨 を 告げた。 先づ その 書翰 を 受取 る や 否 

やに つ い て 奉行より 急使 を 江 5- に發 して 命令 を 請 う た が、 旣 にべ リ— の國書 

を 受取った 以上 之 を拒絕 する 譯に 行かない の で. 之 を 許す に 決した けれ ど、 幕 

府は矢 張.^ 祖 法の 抂 ぐべ からざる を M し. 我 が 國是を 彼等に 知らし めんと し 

た が、 そ れは， 却って 我が 退 se- 政策 を 看破せ しむる に 過ぎなかった。 露 國來狀 

の 趣旨 は、 兩 國の 境界 を定 むる こと と. 和 親 通商に ついて  一 二の 港 を 開く こと 

のニ條 であつ た が， プ チア —チン は 第 一條 は 是非 江 に 至り 老中と 會 見し た 

上 決定した いと 述べて ゐる。 幕 府 は 之 を 許 す こ と が出來 ない の で、 筒 井 政 寧 

川路 聖謨 二人に 返 翰を齎 して 長 崎に 下らし めた が、 兩 使の まだ 途中に ある 問 

に 一 時 露 艦 は 長 崎 を 去 り、 十 二月 また 來航 して. こ 、 に 談判 開始 せら れ、 遂 に 我 

が國ょ b 樺 太 視察 員 を 派遣して 境界 を定 むる 準備 をな さし めんこと を 約 し. 

露. 艦 一 と先づ 我が 國を 去つ た。 かくて 定 憲. 聖 謨 等 の 外交的 手腕 はよ く 幕府 

の 意見 を 貫徹した のみなら す、 境 界 問題に 於い て も露國 をして 大 に讓步 せし 


あ つ た。 

正弘 はこの 年 七月 諸侯の 登城に 當 . ^、米 ^の 國書譯 文 を -小 し、 通 商 和親の マが 

否に ついて 各 その 思 ふ と ころ を 建白せ しめ た、 こ れが 諸侯 をして 外交問題に 

嘴 を 挾まし むる こと、 なった 始 である。 いふまで もな く、 開 港 和親の 害 あ る 

を 論せ る 保守 說 勝利 を 占め た、 そ の 代表者 は實 に齊昭 であった。 され ど 井伊 

直弼の 如き 開國 主義 を { ^した もの も少 くな か つた、 齊昭と 直弼と 事々 に 反 對- 

する の は IHt や 此の 時から 兆して ゐ たとい へよう。 その他^ 外の 事情に 通じ 

てゐ たもの で、 浦 賀 奉行 11； 田 氏 榮 を は じ め、 高 a 秋 帆. 江川 太郞左 衛 門. 滕 安 房 の 

如 き も、 ま た 開港 を是 としたん々 であった こと は、 幕 末 外 國關係 文 害に よ つ て 

知られ る (史林 第 十三 編 • 井野 邊茂雄 博士 「ぺ リ ー 渡來の 際に 於け る國 論の 歸趨 

參 考)。 

幕府 はかくて 自 から 外交 方針 を定 むる ことが 出來 なか つ た、 止 む を 得 す 一 

時べ リ— に對 する 返答 を 延引して 置く 外はなかった が、 そ の 問に 露國 がまた 

プ チ ャ —チ ンを 使と して 長 崎に 來 らしめ たこと は、 更 に 開港に 一 步を 進めし 
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あ ら う。 

か く て、 全 國の 輿論ます/ ヽ 攘夷に 傾き 來れ るに 際 し、 止 む を 得す 開港の 必 

要に 迫られた 事件が 起って 來 た、 そ して 幕府 は 遂に 所 謂 祖 法 を 廢棄せ ざ る ベ 

ス リ '| か ら ざ る 蓮 命に 遭遇した。 それ は 嘉永六 年 六月 米國の 提督 ペリ ー が 突然 軍 
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んで 西洋 諸國と 交通す るな ど 夢想 だ も爲し 得た もの は 甚だ 少 かった。 そ こ 

で 幕府に 於い て 最も カを盡 した こと. は、 い ふまで もな く 江 月 潜の 警備で あ h  . 

弘化四 年 更に 之 を 殿に し. そ の 完成に 主力 を用ゐ た、 これが 孝 明 天皇 踐 肺の 翌 

孝 明 天皇 年で ある。 然るに 附近 を 暴され て はさした る 功がない などい ふ說も 起って 
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砲 を 鑄 造した ことで も 知られる、 一 般の 人々 また 望を齊 昭に屬 する ものが 多 

かった。 齊昭が 第一 の 建白 は 露 西亞の 行動に ついて 北門の 警備 を 殿に すべ 
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康英は その 處置を 誤った ため 責を 引いて 自 した。 幕 ，5 は 沿海 諸侯に 命じ 

兵備 を 固めて 戒厳 す る と こ ろ あらし め、 外 國船 にして 歸國 を肯ん じない もの 

あれば、 之 を搫攘 する も 差 支な しとの 旨 を 令した が、 文政 七 年 英國の 捕 at 船薩 

摩寳 島に 到り 亂暴を 働いた ことか ら、 從 來餘 りに 寛大に 過ぎた との 說が 出で. 

翌八年 二月 また 異國船 打 拂の令 を 下して. すべ て 之 を砲搫 する ことと なった 

(日英 關 係の 推移に ついては 、歴史地理 第五 十三 卷田保 橋 潔 氏 「館國 時代 ：n 英關 

係 復興 計 畫」、 同誌 第五 十五 卷 同氏 「鎖 國 時代 末期の 日英 曰佛關 係」. 中 野醴四 郞 氏 

「ナポレオンの 大陸 封 翁 令に 對抗 せる 英國 政略の 我國に 及ぼせる 影 響， 等 參 考/ 

且つ 漁夫 等が 夷人と 洋上で 賀 易す るを禁 じ. こ の 後 凡そ 十 年間 は. 外 船に して 

砲火の 下に 危險を 冒した ものが 少 くなかった， - 是 等の 外 船 は 多く は 武装し 

てゐ ない 捕 ilt 船な どであった から ビの打 拂令は 一 時 成功した 觀を呈 したが. 

天 保 十三 年に 至 り、 漂 流民 を 送つ て來た 船まで も擊攘 する の は 不仁で あると 

いふ 理由 で、 前 の 打 拂令を 改め、 薪水 食料 等 を給與 せしめた の で、 外 船の 渡來再 

び 頻繁と な り、 し かもみ な 漂 民 送還 を 以て 名 としたか ら干 四 年に は 漂 民 送致 
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露國の 使レザ ノ フ長 崎に 我が 漂 民 を 送り 來 り、 交 を 求めた が、 幕府 は 時日 を 
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露西亞 よりも 侵略し 來る こと な く、 幕 府は 暫く 小， 版に 安んじて ゐた。 
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金に よった の を 見て も. そ の 一 般 

が 次第に 諸侯の 間に 輕 くな り、 表 

は こ れ を 輕侮 する 念 が I？ 長して 

に. 家 康. 秀 忠の 時代から だん/ \ 

多 く な つて， 遂に 東西の 權衡が 失 

國ょ， < ^も 天 惠に 富んで 大 なる 發 

離れて 西國に 移って 來 たとい へ 

成功に 終った のも當 然とい はね 

いても、 學 問の 隆盛 は、 大義名分 論 

らぬ 思想が 懲湃 として 起って 來 

權を 古に 復 せんとす る氣 運が 醸 

て は 林 子 平. 蒲 生 君 平. 高 山 彥九郞 

思想が 次第に 濃厚と なった。 い 

として ゐ たので ある。 初め 家 -妮 


五 一 六 

を 知る に 足る で 

而 にに 幕 命に 恭 

來た。 且 つ 諸大 

變遷が あり， 次第 

は れ た のみなら 

展を見 た、 そ れ だ 

よ う， 後 ち 明治 維 

ばなら ぬ。 i:^ 四 

の 勃 典と な -0、 京 

た。 且つ， 朝廷に 

成せら れ， 寶 歷. 叨 

の 如き 宽 政の 三 

は、：/ 伸寸王 運動 は 

が 幕 府 ^4- 續 の 爲 


この 天 保の 改革が 不成功に 終った の は • 面より その-方法の 誤った ためで も 
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大局 的觀察 

くまで 衰亡に 近づいた 徑 路を述 ぶれば、 第一 に 生活が.！^ 上し、 風俗が 華奢に 進 

幕府の 救濟 んだ ため に、 幕 府 は先づ 財政 窮乏の 困難に 逢着した ので あつ た (經 濟學 論集 第 

策 は 有名 無 

實  八 卷土屋 喬雄氏 「德川 幕府の 財政 狀 態の 變遷」 參考 )。 之が 救濟 策と して 質素 儉 
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が 同じく 諸 藩に 起った にもせ よ. 諸 藩が 寧ろ その 囘復 養成に 好成績 を擧 げ、 そ 

の實 力が 幕府 を 凌ぐ もの あ つ たこと は 注意せ ねばならない、 天 保に 於け る 江 
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新 武家時代の 六 (德 川 時代 幕政 彌 §  二 

前 野良 5 蘭 化) に 次 いで 杉 田 玄 白. 桂 川 甫周. 大概 玄澤 等 出 で 、 

を 開拓 し .從 つ て 西洋の 銅 版 印刷 や 汕畫も 輸入せられ、 司. 馬 江 

き はこの 方面の 貢獻者 で あ る (新 撰 洋學年 表. 明 治 維新 史硏究 

の 發展と 明治 維 新」 參 考)。 しかも 當 時 庶民 敎 W に 於け る 心 €- 

、 に 特筆せ ねばならない" 心學は 八代將 軍の ころ 石 田栴厳 

が、 中 澤道 二ついで 之 を 盛に し た もので あ る 1 寸 小屋 は その 主 

字 で は あ る が、 同 時に 字義 文意 等 を 說 き， そ の 手本に 六 ま 衍 義 

-商 賣 往 來. 庭 訓往來 など を 用 ゐ、 讀 方 作文 地现 修身 等 をも敎 へ 

ゐ たの で あ る (石 川 謙 氏 著 日本 庶民 敎 育史 參 考)。 

問の. 獎勵は 諸 藩に も 影 饗 し， 學 校 を 設 立 し 人 材 養成に 力む る 

た， 中 にも 水 li; の弘道 館. 鹿 兒 おの 造 士 館. 熊 本の 時 羽 2 館. 尾 張 の 

習 館 な どに 最も 有名 な る もので あ る. (日本 敎 育史 资料 參 考)。 

窮迫 は 却って 藩 政の 釐革 を斷 行せ しめ、 賢 諸侯 を 出せる 藩が 

後の 細 川 重 賢 (銀 臺 遺 事. 池 邊義象 氏 著 細 川 銀 毫 公 參 き， 米澤 の 
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美術 


の 丸 炎上 し. 幕 府は 更に 財政に 困難 を 生じた。 その 普請 

邦で あつ た. 彼 は. 諸 大 名. 旗 本 等に 手傳 を， &し 付け、 その 命 

獻金を 命 じ、 ま たは 材 木. 銅 鐡 等を獻 せしめ て、 難 なく 之 を 

治 的 手腕 はこ 、に 認めら れ， 十 ニ年闺 正月 前將軍 家齊病 

世と なる や、 彼 は 筆頭 老中と して 所謂 天 保 改革 を斷 行す 

前 時代より こ の 時代に かけて、 儒 學國學 が 勃 典した こ 

自身 も 花 月 草紙 を はじめ、 多くの 著書が あ り、 奥 古文書 や 

して ゐる。 いは 德川 時代 文化の 爛熟期であった。 儒 

井 竹 山. 履 軒の 兄弟 あ り、 懷 德堂を 開 き、 賴 山陽 は 京都に あ 

記 を 著して ゐる。 その 他. 俳 諧に は與謝 燕 村. 小 林 一茶 あ 

曲 亭 馬 琴. 式 亭三馬 等 あ り. 畫 家に 池 無 名 (大 雅 堂) -圓 山應擧 

を 出 し、 吳 春の 門に は 松村景 文四條 派を剑 め， 文 晃は定 信 

派 を 起した。 また 浮世 繪 にも 勝 川 9!^ 章. 宮 川 長 春. 鳥 井 淸 

に 市 川 米 庵. 卷 菱湖 あり、 ついで 贯 名海屋 出で 、唐様 は 和 
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間の 消息 を 推す ことが 出來 よう。 尤も 定 信の 致仕した 後 は. そ の 意見の 採用 

せられた もの はた、：^ 大事 件の みとい つてよ いので あ る. 治 濟の 勢力 は隱 然と 

して 加 は b 來り、 やがて 田 沼 時代の 老中 水野忠 友が 復職して 世子 附と なり、 ま 

た 信 明の 反對 せし にか 、 はら す、 治 濟は 遂に ニノ 丸に 移さ れ， 信 明 も 一時 職 を 

罷 めら るゝに 至つ た. そ して 折角 定 信の 苦心して 立て直した 宽 政の 改革 事業、 

殊に 風俗の 匡正の 如き も、 多 く畫 餅に 歸 して， 次第に 奢侈に 流れ. 下々 に は遊藝 

歌 舞妓 等の 流行 また 盛に な り， 文 化 時代の 豪華 驕奢 を 現出す る こと 、なり、 所 

謂 大御所 樣 時代と い つて 江 月の 最も 繁昌した 時期と いはれ てゐ る。 
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十 人 を 越 え. し かも その 生母が 殆んど 同一 人でなかった とい ふ， 如 何に 內寵の 

盛な， 0, しか 、：/ 想像 せらる 、 であらう。 しかし 將 軍と てこの 多數の 子女 を 獨 
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は ま づ 要領 を 得て. Q る。 
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天皇 は 閑 院宮典 仁 親王の 
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朝廷で も 一時 御猶豫 遊ばさ 
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和漢の 例 を 勘せ しめ、 天 
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の 意中で は， 今 こ ゝ で 我儘 隱居を 入れて は、 次 第 に 
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勵 行の 令 を 下 し. 三 ケ年儉 約. 五 ケ 年 
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<ム 事 宿 


き (中 山 信 名著 墙保己 一 傳參 考) 成 島 和 § ^一司 直) に德川 實紀を 編纂せ しめたる が 

如き 皆定 信の 力であった。 また 幕府で 編纂した 寬政 重修諸 家譜 は實に 

時代 諸侯 旗本の 系譜の 白眉で あ り、 地 誌 編纂の 業と して は， 武 藏. 相 模等^ 

記 稿 まづ成 h  、江 II； は 再び 學 問の 中心と なるこ と を 得た。 同時に 定信 は 

の 獎勵に 力 を 盡 し， 從 來の形 劎術こ 、 に 試合 劍術 とな り， 平 山 行藏の 如き 有名 

なる 劎客を 出した。 太田蜀 山人の 狂 歌 「世 の 中に かほ どうる さきもの はなし 

ぶんぶ ぶんぶと 夜 もね むれ す」 は 定 信の 文武 獎勵を 諷した ものである。 

次に 風俗の 1M 正につ いて 定 信が カを盡 した こと はいふに 及ば ぬ、 こ れ ま で 

田 沼 時代に あって は 諸事 賄赂で 決せられ ■ 公事 訴訟の 如き も 役人に 贈る 賄赂 

の 多少で 勝訴と も爲， 0 敗訴 ともなつ た、 若 し 贿赂を 出さね ば、 徒 らに之 を 遷延 

せ し め、 そ の费 用に 堪へ ぬ やうに 仕向け た、 そ して また 公事 〈；？ と稱 する ものが 

出來て その 手代が 間に 立つ て 內濟を させた り、 賄 賂の 上前 を はねたり する の 

であった。 定信は 先づ此 等の 弊風 を 禁じて 訴訟の 進行 を 敏活に すると 共に 

有司 を戒飭 して 偏頗な からしめ た。 また 奢侈 淫靡の 風 を 医 正せん がた め、 質 
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中と なり 改 

革 を斷； 仃す 


^ 幕政 彌縫 時代 

家齊が 一 橋 家から 入って 將軍 となった の はま だ 十四 歲の 弱年で あつたか 

ら、 御 三 家の人々 が內々 の 後見と な り、 松 平定 信 推薦 せられて 老中に 任 じ、 將 軍 

の 輔佐と して 一 切の 幕政 改革 を斷 行す る こと、 なつ た。 定信は 田 安 宗 武 の 

三 男 で、 文 武の道 に 秀 で 、 ゐ た、 三 上參次 博士 著 白川樂 翁 と 德川 時代 は定 信に 

つ いて 研究 せられた 最初の ものと いふべ く 史學雜 誌 第 十八 編に も 同 博士の 
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しめ たかを 述ぶ るで あらう。 た..^ しこの 時代から 天 保に 於け る 水 野 幕閣の 

改革まで は. 改革の 名の 下に 一 時を彌 縫し 太平 を 粉飾して ゐ たに 過ぎな かつ 
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第 九 章  新 武家時代 Q 五 (德川 時代 幕政 緊張)  四 九 四 

の考へ 出した 蓮 上 を 採用して、 いろ/、 の 商品に 稅を 課した。 例へば 上野 國 

あたりで は紹絲 賣 買に 改所を 置 き、 そ の產出 を檢査 せしめて 官の 檢證を 取り 

市場に 賣 出す とき、 緒 一 匹に 銀 二分 五 厘、 百 目に 銀 五分と 買主から 述上を 差 出 

さしむ る こと と し. 改 めの 場合に-之 を 前納させる ので ある。 然るに 絹絲 商人 

は 之 を 聞いて 買 ふこと を 差控へ たた め、 品 物が 少しも 捌けなかった。 上野の 

綿絲 業者 は 折角の 商品が 賣れ ない ので 大に 困窮 し. 蜂 起して；.^〕 上収 沿の こ と 

を 強訴 し、 幕 府も 止む こと を 得す 之 を 中止す るに 至つ た (辻 善 之 助 博士 著 田 沼 

時代 參考) 

意次が 威 福 を 弄し 賄賂 を 貪る 振舞 は 誰 一 人 之を惡 まぬ ものが なかつ た、 ュ、 

し て そ の 專權も 最早 長い こ と はな かつ た、 端 なく 系圆の 一 件から 天明 四 年 そ 

の 子 意知が 佐 野 善左衛 門に 殿中で 殺された こと は、 彼 の 下り坂に なった 第一 

步 であった。 切腹 させられた 善左衛 門の 墓 を 世 直， 0 大明 神と いって 人々 が 

參 詣 したの で も. 如 何に この 事が 一 般に 喜ばれた かが 分明る。 

家 治の 世子 家 基 は 英邁な 性質で あ り. 人 々望 を囑 したと こ ろ、 安 永 八 年 俄 に 


南 鋭 銀の 鑄 

ま" 一 


役人 Q 收贿 

と 百姓 一 揆 


天明 Q 飢饉 

淺間 山の 噴 

火 


るべ くもなかった。 

幕府 は 財政 困難の 餘 また 南錄鈒 とい ふ 新 銀貨 を 鑄 造 

水で あつ た. や がて 原料 も なくなって 了った。 それの み 

歛 を 事 と し、 す ベて 賄赂 によって 事 を 決し た ざ して 百姓 

來 たので ある。 明 和 元年 武州 秩ハ义 郡に 起った 百姓一揆 

じ て 富 豪 の 家 を 襲 ひ、 金錢 米穀 を 掠奪した の で. 郡 代が 附 

载 腰に 從ひ、 之 を 捕縛して 江 戶傳馬 町の 獄屋に 入れた と 

草. 品 川の 溜へ 入れても 一 杯と なり 互に 押し合 ひへ し 合 

に 上った こと は 有名な 話で ある。 それに 年々 凶 歲打續 

起った。 天明 三年 奧 羽の 大 飢饉に は 餓死す る もの 數を 

ぬ慘狀 であった。 また 同年 信 溝の 淺間山 噴火して 死傷 

斐. 信 濃. 上 野. 駭 河 四 國の田 C£ 被害 甚し く-そ れらの 地方の 

ない のに 將軍は 何も 知ら す、 た 、.- 天下 太 平 と 思って ゐ た 

幕 府 の 政に は 意次 もい よ /、 百 計 盡 き た、 そ して 遂 
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したが、 矢 

な ら す、 役 
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き， 飢 0 全 
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張り 燒石 に 

人 はた、；/ 收 

々に 起って 
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と 打合せて 

人數多 く、 淺 

もの 數十人 
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も 當 て ら れ 

人に 上 blE- 

しも 歲 入：^ 


に 山師と 稱 する もの 
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ま に 威 福 を 弄した。 切 角 聰明なる 家 治が 上に あっても 下情 は 全く 意次 等に 

蜜 塞 せら れ、 贿 路 の 公 行 は いふに 及 ば す、 家 督 などの 祝儀に ま で、 老 屮を 招待し 

風俗 Q 淫靡 て饗應 する こと を、 法 令で 催促す る ほどで あ つた。 ュ、 れに當 時 淫靡の 風俗 は 

深く 武家に 浸潤 し. 町 藝 者と 稱 する ものが 杯盤の 間に ET 旋し た り. 歷 々の士 人 

が 歌 舞妓 狂 言 な ど を 見物した り、 ま た は. 素 人 芝 居 を やったり し た。 博 亦； <  を な 

す はもと よりの 事、 町 藝 者の 流 行 は 下 町. 山 ノ 手の 差別な く、 少し 容貌の よい 娘 

を 持てば 藝 者に 仕 立 て. 三 味 線 な ど は少々 で 誤 魔 化 し. た 、：- 淫樂に 耽る 有様 で 

あった。 この こと は 海 士の燒 藻な どに 面白/、 書いて ある。 從 つて 政治 は 腐 

武士の W 窮 ^ し. 風 紀 は紊亂 し、 そ の 結果ます/、 旗本 を はじめ 武士階級の 困窮が いよい 

よ 加 はった。 また 吉宗 の晚 年に 鑄 造した 惡貨 のた め 米價の 騰 贵 と なって， 一 

時 武士の 收入 がよくな つたこと があった けれど、 一 たび 不作の 年に 遇へ ば> ； 

らんに も 米が な く、 驕 奢に 慣れた 生 活 を つ -.、 /、 るた めに. 旗本 な ど は 高利の 借 

座頭 金  金 所謂 座頭 金 を 借る やうに な り、 座 頭 は 遠 盧 な くこれ を 催 促 し，.^  士 の而： n は 

地に 墮ち てし まつ た、 如 何に 儉 約の 沙汰が あって も、 た 、=^ 1 時の 事 で. 到 底 行 は 


家 直薨ず 

十代 將軍家 


田 沼 意次 


名なる 人で ある。 國學 者の 傳記に は 

また 村 岡 典 嗣氏著 本居宣 長、 野 村 八 良 

O00O00OO0O0OO000 

田 赛滿全 集. 賀 茂 眞 淵 全 集. 本 居 宣長全 

書 を 網羅して ゐる。  . 

記述が 少し 後の 時代に 及んだ が、 家 

移らぬ 間に 翌十 一 年 六月 薨去した。 

宗は家 重 をして 早 く- 將 軍職 を 家 治に 

とい はわて ゐる。 彼 は古宗 の 敎訓に 

て享 保の 盛時に 復 せんと し. 武 道の 獎 

質 を 受けて 矢 張， 9 疳 癖の 强ぃ將 軍で 

を 嫌 ひ. 御 側 衆が その 間に 立って 事 を 

つ た、 そ の 人が 卽ち田 沼 意次で ある。 

意 次 はもと 吉宗の 小姓で あつ た、 家 

れ、 侧 用人より 老中に 進 み、 一門み な顯 
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古 學小傳 が あ り、 國 學者傳 記 集成が ある、 

博士 著國學 全史 等 も ー讀に 値する。 荷 

集. 平 田 篤 胤 全集 等 はすべ て 四 大人の 著 

重 は 寶暦十 年に 職を辭 し • 未 だ 西の 丸に 

十代 將軍家 治 は 通父吉 宗 に 愛せら れ、 吉 

讓 ら せ て. 自 から 後見 せんと 考 へて ゐた 

よって 弓馬の 道に も 達 し 政 治 を 改革し 

勵 など 大にカ を用ゐ た。 しかし 父の 性 

あ つ た、 そ して 老中な ど 、對談 する こと 

爲し. ま た 側 用人 が- 權勢を 振 ふこと、 な 

治の 御 側 衆と なって、 遂に 大名に 列 せら 

要の 地位 を 占め て、 萬 事 己れ の 欲する ま 

代 幕政 緊張)  四 九 一. 
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た 優 魔 
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W- も K  r'i 

f 丄， 


國學四 大人 短冊 


荷 田 春 滿短册  東京 佐 佐 木 信 綱 氏所藏 


賀茂 眞^ 短册 


故關根 正直 氏 所蔵 


本居宣 長短 册 


東京 佐 佐 木 信 綱 氏 所蔵 


平 田 篤 胤短册 


東京 和 S 英松 氏所藏 
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の 下 に 彼 を. 八丈島に 流した が、 三 宅 島に 寄港の 際 彼 は 病死した。 

. かくて 京都に も 江 月に も 尊王 論の 鼓吹者が 現れた が、 同 時に 注意す ベ き は 

國學 Q 勃興 國學 の勃與 である。 國學 者と して は旣 に元祿 時代に 契 冲阿闍 梨 を 出した が. 

荷 田春滿 やがて 荷 田卷滿 京都に あ つ てまた 古典の 學を唱 へ、 國學は 先 づ 上方に 於いて 

與 つた。 ついで その 養子 在滿江 11^ に 下って 田安宗 武に 仕へ， こ、 に 國學は 江 

戶 にも 地步を 占む る こと ゝ なった が、 そ の返隱 する に 及んで 推薦 せられた 門 

賀茂眞 湖 人 賀茂眞 淵であった。 いは、. -江 月の 國學は 實に眞 淵に よって 盛に なった の 

であり、 萬 葉 集の 研究の 如き は 尤も 多く 彼に よつ て 普及せられ た、 そ の 門人に 

村 田 春 海. 加 藤 千 蔭 等 あ り、 歌 文に 長 じたの みならす また 優麗 なる 上代 樣の書 

を 善くした 人々 である。 

しかし 眞 淵の 門下に して 最も 國學 に貢獻 した 人 は 伊勢松 坂の 醫本 居宣長 

本 居宣長 で あ る、 彼 は 古事記 俥の 大著 を 公に し. 古 神 道 を 鼓 吹 し. 我 が 皇道の 復興に 於い 

て當 時の 中心人物 と なった。 その 門弟 甚だ 多 く、 子 大 平. 春 庭 またよ く 家學を 

平 田 篤 I 繼 い だ， ュ、 して 熱烈なる 古神 道の 鼓吹者 平 田 篤 は 彼が 歿後の 門人と して 有 
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叛 などの 證 跡はなかった 

り、 か 、 る 說が諸 大名に 波 

四 年 八月 遂に 大 は 死罪 _ 

も 連坐の 罪に 處 せられた 

つた けれ ど， も と 同 說 を 唱 

から 京都へ 行った の を 口 
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柳 子 新 論 を 著して 

して 以來 皇室の 衰 

なかった が、 上野 國 

く、 信 邦に 勸 めて そ 

た 家臣 が、 玄 蕃. 大 武 

1^ 町奉行の 耳に 入 

頻りに 幕府の 專横 

交際せ る 人々 を逮 

し容 ならぬ 言 說 

• 幕府 は 二人 を嚴科 

と (儿 ま り、 織 田 氏 は 

も 別に 大 1!^, こ關係 

る から^ 府 は. 之 を 

所 に 立 入った 罪 名 

四 八 九 


式部 京都 を 

追放 せ ら る 


山 驟大贰 
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に 背く もの は 親兄弟で も誅 する のが 我が 國の 大義で あ 

め學 問を勵 めば 天下 歸 服して 將軍も 大政 を 奉還す るに 

てゐ る。 公家 堂上の 人々 は， こ 、に 尊王 論の 鼓吹者 を 得 

甚だ 多 く、 中 に は 天皇の 近臣 も あ 6, 式部の 說は叙 聞に 達 

幕府に 對し 憚らねば ならぬ こ と 、 な り、 寶 曆九年 京都 所 

を 亂 し た とい ふ 口 實の下 に、 式 部 は 京都 以外に 追放 さ れ 

王 論 はかくて その 種子 を 山 崎闇齋 によって 下さ れ、 こ 、 

そ の 芽 を 出し た、 そ れが 後ち 外國關 係が 緊迫す ると 共 に 

新 を 見る に 至った ので ある。 竹內 式部に ついては、 嘗て 

兼 胤 卿 記 を 始め 當 時の 日記 記錄 によって 研究され た 竹 

り. 史 學 雜誌第 十 編に 山縣 昌 藏 氏 の 「寳 曆に 於け る 竹 内 式 

氏 の 辯 駁論 難が ま た 同誌 第 十 編に 载 せられて ぬる。 

竹內式部と同時に.5縣大„^^が江11:;に於ぃて大義名分 

幕 威の 盛であった 時代に 好い 對照 で ある。 大贰 はもと 


四 八 八 

る と 論 じ-天 子 

至る ので ある 

て、 そ の 門に 入 

する に 至った 

司 代 か ら. 堂上 

た。 京都に 於 

に 竹 内 式部に 

全 國に慷 がり 

故 星野恒 博士 

0  0  0  0  0  0 

內 式部 君事蹬 

部 事 癀考」 が あ 


を は じ 

といつ 

る も の 

。 に 

の 風儀 
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よって 

、明治 維 

が廣橋 

考がぁ 

つ て、 兩 


の 論 を 公に したの は. 

幕府の E" 府 與 力 で あ 


+乂小 Q 施設 

V へせに 破壊 

せらる 

京都に 於け 

る 學問 の 興 


竹 円 式部の 

大義名分 論 


吉宗み 力に ょケ 緊張した 幕政 もこ 、に 弛廢 して 來 た. 例 

侧 用人に 賄賂 を 贈る やうな ことにな り、 總 ベ て侧 用人の 

程であった。 風俗 は亂 れ、 奢 侈 は 長 じ、 幕 府 はまた 財政の 

なった。 これにつ いて 财政 整理の 方法と して、 檢地を や 

う に して 租稅を 取 上ぐ る こと  >  し. 少 しく 財政 を 囘復し 

專權は 吉宗の 施設 を 次第に 破壊し 去った。 

之に 反し 朝廷に 於いて は 元 祿以來 公武の 調和に よつ 

つた 觀を呈 した。 尤も 吉宗 以後 朝 幕の 間 多少 練隔 する 

間に 京都に 於け る學 問の 典隆は 優に 江 と枯抗 する こ 

人に し て. 有 職 故 實に通 じ. 學 問に 造 詣 深き もの 少 からす- 

起って 後 ，大 義 名分 論 漸く 勢力 を得來 り， こ  >  に 京 都 結 紳 

なった 人が 竹 内 式部で ある。 

式部 はもと 越後の 人 で、 山 崎 派の 學者玉 木 葦齋に 從 ひ. 

っ軍學 などに も 達して ゐた。 その 說く ところ. は 堂 々 た 

笫九章  新 武 家 時 代 の 五(德 川 時 代 政 緊 張) 
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祌 儒の 學 を硏究 し、 且 

る 大義名分 論で、 天皇 
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威權に 影響 するとい 
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如 ？ 奥向きの 輩の み 

用人 政治と なり 来た 

て 善く 行 ひ 得らる 、 

りした 輔佐の 老臣に 信 

乘邑を 老中に 任じ た、 乗 

人を將 軍に つけて 置け 

も な く 乘邑が 家 重 及び 

，德川 氏の ために 不幸 

安 宗 武は學 問 も あり 

を 宗 武に傾 け、 將 軍 廢 


田 

心 

のない 俗 說に過 

の 後 側 用人 大岡 


將 軍と 老中 

との 疏隔 
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時 代 政 緊 張)  四 八 六 

ら、 成 る ベ くきから 政治 を 執る こ 

た こ と が-こ の 後 二た び元祿 時代 

もあった。 これ は有爲 英明なる 

る、 家 重の 如き 優柔に して 疳癖强 

ければ な ら なか つた。 吉 宗 は 隱 

岡忠 相が 感服した 程の 偉い人 物 

だ と 吉 宗は 思って ゐ たの で あ る 

の 人々 と銜 突して けらる 、 こ 

た。 家 重 は內行 修 ま ら す、 惰 弱 な 

方 正 な の で、 衆 望が 歸 して ゐ たか 

があった など 、書いた もの も あ 


と ゝ し * 驾 

の やうに 

吉 宗 に し 

き 將軍は 
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で あ り， も し將 軍に 世嗣 のない 場合に は 、ま た 入 つ て將軍 家を繼 がしめ ん とし 

たのであった。 彼 はまた 一門の みならす 諸 大名に も 優遇の 方針 を 取 り、 減 祿 

せられた る もの 甚だ 少か つ た、 從 つて 田 安二 橋兩 家に 領地 を與 へんに は. 三 家 

との 權衡も あ り， 且 つ 内々 その 家格 を 三 家 以上と せんがた めに 此擧に 出で た 

ので あら う、 後 ち 家 重 また 次子 重 好 をして 淸水家 を 立てし め、 併 せて 三 卿と 稱 
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次に 吉宗が 家 饭を眞 似た こと は隱居 政治であった。 延享ニ 年 世子 家 重 三 

十五 歲 となった の で、 彼 は 家 重に 將 軍職 を 讓り. 自 から 西の 丸に 移つ て 大御所 

と 稱 し. 矢 張り 政務に 關 係して ゐた。 家 重 は 疳瘤强 く， 世 に. 泔瘤 公方と いはれ 
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なる を 愛 し、 そ の 早く 職に 上らん こと を 欲し 一 ト先づ 家 重に 職を讓 つた かと 

も 思 はれる。 しかし 不幸に も 彼 は 寬延ニ 年 六 卜 八歲で 界ぬ 去した。 

吉宗は 眞に實 力 そのもの 、將軍 で あ つ た、 老 中等の 權カ餘 り强く な つて は. 
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遂に 幕府 はお 定め 相場 な る もの を始 め、 僅 に 米惯を 維持す る こと を特 た。 そ 

れで 貨幣 は 如何に 良好で あ つ て も、 物 價 騰貴 を 免 かれ ざ る こ と が 諒解せ ら れ. 

元 文 元年に 至って また 文字 金と いふ 粗惡 な る 貨幣 を 禱 造 し た. そ して 折角 前 

代に 於いて 苦心 し た惡 貨 改鑄は 全く 水 泡 に 歸 し. 一 層 劣 惡 なる もの、 流 通 を 

見る ことと な り、 遂 に慶 長の 古制に 復 する こと を 得な か つた。 

吉宗の 如き 有爲 なる 將 軍の 時代です ら旣 にかくの 如しと せ ば、 吉 宗 以後の 

時 代 に. ま す/ \- 財政 上に 困難 を 加へ 來る は當然 である。 もし 少 し で も紀綱 

弛んだなら ば、 S に 政治の 頹廢 となり 財政の 紊亂を 見る に 至る であ ら う。 一 

言 以て 之 を蔽へ ば. 武 士 階級の 困窮 は 最早 救 ふべ からざる 境遇にまで 推し 進 

めら れて來 たので ある。 土 屋喬雄 氏 は その 著 封建 社會 崩壊 過程の 研究に 於 

いて 代表的 諸侯の 財政 困難 を 詳述し、 經濟學 論集 第八卷 「德川 幕府の 財政 狀態 

の 變遷」 に 於いて 幕府の 經 濟的甚 礎の 動搖を 明かに されて ゐ る が、 實 は 幕府の 

財政の みが 困難と なった ので な く、 諸 大名に あっても 參動 交代 と • 江 P 在府に 

莫大の 費用 を 要 し、 且 つ江 月 城門の 警衛 消防 その他の 公 役 に 服 し， 幕 府 へ の 臨 
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する こと 、なった ので ある (經濟 I- 辭書幸 田 成 友 博士 「米 相場」 の條參 考)。 
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たけれ ど、 一 時米價 非常に 騰贵 して 世間 一 般に 困難した * これ は、 畢 竟 相場師 等 

が 買占め を やった ためで あると い ひ、 大 坂で は 相場師の 家 を 襲ふ騷 動と なり. 
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武 調和の 方針 こ、 にー變 し • ま た 武家 主義の 復興 を 見る に 至った。 
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當 時の 學 者に 一頭 地を拔 いて ゐる といって よい。 前に 擧 げた 著述の 外に 有 

藩翰譜  名なる もの 二三 を數 ふれ ば 、藩 翰譜は 流麗なる 筆致 を 以て 三百諸侯の 事疲を 
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. 幕府 は これら 

て、 綱 吉の 一代 を 

そ の效驗 がな か 

が元祿 十六 年 麻 

豊を迎 へ 、名 を 家 
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つ 

V7 


火災 
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濟に 

た が、 

，そ し 
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新 井 白 石 で あ る 


，敬遠 主義 を 

祿の 弊政に 

，悉 く 牢舍の 

の 背後に あ 


る を 

こ 、 

を 解 

し 

. 彼 は 家 宣の甲 府在藩 以來侍 諝 


向 

つ 


つ 

に， 


てゐた 

て 一 大 

放免し 

政務の 


知行 制度よ 

り廩祿 制度 

へ 


が (德 川 實 紀. 常 憲院殿 實 錄 參 考)， そ の 事 も 都合よ く述ば す. 翌 年 二月 一 日 遂に 士 

法に よって 切腹 を 命じた。 その 如何に 幕府から 同情せられ たかに つい て、 こ 

こに 一 例を擧 ぐれ ば. 同 志の 一 人 寺坂吉 右衛門が 復仇の 後 直ちに 國 許に 使し. 

諸 士切股 後に 江 月に 歸っ て 自首した とこ ろ、 旣 に 一 件 落着の 後 今更 申し出 づ 

る は 却って 公儀 を輕ん する ものである と. 全 然 その 罪 を. 問はなかった。 當時 

の 學者は 多 くこ の義擧 を賞贊 し. 林 鳳 問の 如き は 詩を賦 して その 忠死を 悼み、 

室 鳩藥は 義人 錄を 著して その 事廣を 世人に 知らし めた、 た， 荻 生徂徠 めみ 國 

法 を 曲ぐ ベ からすと 反 對說を 吐いて ゐる。 

猶ほ 大局から 見 て、 元 祿 時代に 於いて 德川 幕府の 治下に あった 封建 武士 社 

會 はー轉 機に 臨んで ゐ たので ある。 封建制度の 本來の 原則で ある 知行 制度 

が 漸く 應祿 制度に 變 じて 來 たの はこの 時代 前後から である。 货幣の 流通が 

著しく 發 達し-いは ゆる 米 遣 ひの 社會 よりして 金銀 遗 ひの 社 會 ともい ふ ベ き 

ものに 變轉 して 來 たの もこの 頃の ことで ある。 殊に この 時代 前後より して 

武士が 扶持米 武士と いはれ る やうな ものに なって 來 たこと は 彼等の 生活 上 
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藏の 話な ど 全く 俗說 であ り. そ の 氏 

兄が なか つたこと や 酒飲みで なか 

に考證 された とこ ろ で あ る 。 

さて この 事件の 落着に 就いては 

に 熱 心 で あ り. 忠 孝の 事な どに 心懸 

賞 狀を與 へたく らゐ で あつたか ら. 

の考も な い で は な か つ た、 ま た 當 時 

の 評定 も 兩樣に 分れ、 甲が 武家 諸 法 

さんと 主張 すれ ば、 乙 は 大勢 申合せ 

武家 諸 法度に よって 罪に 問 はんと 

渡しの 折に 發 すべきで あるの に、 そ 

き 所 以 で な いと 論 じ. 暫 らく その 裁 

濟 ま す 譯 に 行かぬ か ら. 綱 吉 は內々 

例に より 上野 宮 よりの 口 入に よつ 
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も 赤 垣 で な ， 、て 赤 域で あつ た、 ま た 彼 に は 

つ た こ と な ど、 池 田晃淵 氏が 嘗て 古今 史諱 


いろ/、 議論 も 

け、 駿 河の 孝子に 

良 雄 等の 忠心を 

の 輿論 も 良 雄 等 

度の 文武 忠孝 を 

て 兵 具 を 持參し 

い へ ば， 甲 は徒黨 

の 事がなかった 

斷 を猶豫 してな 

助命の 事に つき 

て 法律 を寬 めん 


あ つ た が、 綱吉 は 元 來經學 

特に 將 軍の 朱印 を捺 した 

感じ 之を宽 典に 處 せんと 

に 同情す る もの 多 く、 老 中 

勵 むの 條 によって 之 を 免 

たの は 如何と 駭 し、 同 じ く 

を 結ぶ 志 あらば 赤 德城引 

の は， こ れ により 處斷 すべ 

た。 され ば と てュ、 の 儘 に 

上野 輪 王 寺宮に 申入 れ， 惯 

と考へ てゐ たやう である 


乘 siQ 風睃 みの 爲 めに 乗馬の 風 は廢れ て、 町 駕 籠 流 行 し. 武 家 諸 法度に 規定した こと も 行 

能樂の 隆盛 はれぬ やうに なって 了った。 殊に 武家の 式樂 ともい ふべき 能樂が 盛に 行 は 

れ たこと は 前後に 比な しとい ふべ く、 將 軍自 から 之を演 せし のみなら す、 能 役 

者 を 旗本に 列す るに 至った 程で ある。 無論 諸 大名な ど，： H 身に 之を演 する こ 

とが 出來 ねば 大に 恥辱と したので あって、 武藝 など 全く 練ん せら れ、、 ま た 之 を 

顧みる ものがなかった。 

それで 剛健なる 士道の 廢頹 した こと はいふまで もな く、 世 はた、. - 粉飾され 

赤德 四十 七 た 太平に 醉 うて ゐた が、 こ 、 に元祿 十五 年 十二月 卜 四 n 播州 赤 德の浪 士大石 

良 雄 等 四十七士 が、 高 家 吉良義 央の首 を 取つ て 舊主淺 野 長 矩の仇 を 報じた こ 

と は、 實 に 晴天の 霹靂であった。 その 實況は 同志 磯 貝. 富 森の 二人から 細 川 家 

の臣 堀內傳 右衛門に 與 へ た 書翰に 最も 詳しく 出で 、 ゐ る、 堀 内傳 右衛門 は 細 

川 家に 於いて 義士の 接伴 役で あつ た、 そ の 預かり 中に 聞いて 書いた 覺書 は .績 

史籍 集 覽に收 めて ある。 尤も この 一件に ついて は 赤 城 盟傳. 義人 錄な ど槪略 

を 見る にょい ものである が、 義 士に關 する 編著 多く は 虚實相 半 し • 彼 の 赤 垣 源 
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論 吉 保で あつ た。 吉保 は綱士 " に 信任 せ ら れ、 そ の權カ 

類憐 みに ついて は、 彼 の 生年 も 戌で あると いふの で、 よ 

その 偏諱 まで も 頂戴した。 元祿 十一 年 大老 格に 上 り 

な b.. 父 子 共 に權勢 を 恣 に し た。 後 ち吉 保が 桂 昌院の 

を盡カ し. 先 例な きこと に 成功した と て、 綱 吉 は 非常に 

て吉 保に 甲府城 十五 萬 石を與 へて 少將に 任じた。 さ 

のでな け， れば 地位 を 得る ことが 出來 なか つたと い つ 

て 左右した ので あ る、 さ きに 一 たび 振肅 された 綱吉の 

潜め、 財政の 紊 亂、 風 紀 の頹廢 いよ/、 甚 しくな つた。 

しかし 表面に あって は 所謂 元祿 時代 を 現出し. 文 藝 

く、 江 月の 繁昌 目 を 驚かす ばかりであった。 その 風俗 

( な り、 女 の 袖 は 長く な り、 華 奢 風流 は 當 時流 行し た 菱 

つても 推測 せられる。 英 一蝶が 朝 妻 船を畫 いて 當時 

に 流された こと は 有名な 話で ある。 淨瑞璃 そ の 他 の 


四 五八 

他の 老 ぼを壓 し、 殊 に 生 

く 綱吉の 意を迎 へ 、遂 に 

• そ の子吉 里は侧 用人と 

ために 從 一位 宣下の 事 

これ を 喜 び. そ の 賞と し 

れば士 口 保に 媚び 諫ふも 

て よ い、 萬 事 贿赂に よ つ 

初 政 は 殆んど その 跡 を 

の 隆盛 はいふまで もな 

の 華美なる、 帶の 幅は廣 

川師宣 等の 浮世 給に よ 

を諷刺 し た た め、八 丈^1;| 

演藝も 盛 に なり、 生類 隣 


乾 

"《 

金 


は 錫 や 鉛 を 入れて 其 質 を 惡 く し た の で あ る か ら. 誰 も 舊货を 新貨に 引き かふ 

る ものがなかった。 幕府 は 舊貨の 手招れ たり 目拽 りの した 分 をば 通用に 不 

便で あると いふ ロ實の 下に、 これ を 幕府に 上納す る 場合に のみ 用ゐ しめて そ 

の 引き上げ 策 を 講じた けれ ど、 K 問で は 何としても 新货を 好まな か つたから、 

遂に 舊貨 の 通 用を禁 じ、 虔 長 判 金の 流通 も 見る を 得ざる こと 、 なった。 然 る 

にこの 元祿 小判 は 薄く して 且つ 交せ もの 、多かった ため、 折れたり 裂けたり 

して 不便 少 から す、 寶 永 元 年 更に これ を改 禱 し、 鈒 と 銅と を また 多く 加へ て そ 

の 質 を 硬ぐ し-一 層 惡 貨 となった た め、 却 つ て 元 祿判金 を 重ん する やうに なつ 

た、 之 を 乾 字 金と いふ (乾 字 金に ついては 柴 謙太郞 氏が 歴史地理 第 四十 五卷に 

論じて 居られる)。 また 同時に 鈒货を も改禱 してます く粗惡 なる ものと し. 

贋造 貨幣に 却って 質の よい ものが あつたと 稱 せらる、 くら ゐで あった。 一 

體， 貨 幣 の改惡 は 封建 社會の 健全 性が 失 はれた 際に 何處 にも 現れる 一 徴候で 

あ つ て. 德 川 時代 もこの 原則 を 免 かれ 得ぬ ので ある。 

こ の？ i| 府 有司の 私曲 を營む もの 多 く、 そ の 中心人物と いふべき もの は 無 
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いったの を 信 じ、 更 に 一 步を 進めて、 犬の み な ら す、 す ベ ての 生類に 及 び. m 匠 を 

廢 し、 獵 師 狩人 を 禁じた ため、 田舍 では 狐狸の 跋扈 甚だし く， 如 何に 田，： ：5 を 荒 さ 

れても 手の つけ やうな く. 雀 一 羽 殺して 斬罪に なった り. 甚 だしき は 一 寸 犬に 

傷つけ たもの や、 狼 を 打殺した もの を 獄門に 懸 くるに 至 り、 慘 酷と も 滑稽と も 

評す ベ き やうが な かった。 

蠤府 財政 Q  かく 綱吉 は祈禱 のた め 多ぐ 寺院 を 造った り、 生 類 憐 み な どに 無用の 財貨 を 

費した るに 加 へ て、 性質 華麗 を 好み 失費の 多 か つたた め、 實に家 庶以來 累代 蓄 

積せ し 金銀 を 以てしても 不足 を 生す るに 至った。 殊に 諸 大名の 邸を訪 ふこ 

と 度々 に 及び、 これが 爲め 大名にまで 困！ i せし むる こと  >  な つ た. 前 田 氏の 如 

き大 藩で も、 一 度の 訪問に 御殿 を 新築し 一 切の 費用 百 萬兩に 上った とい ふこ 

とで ゐる。 また 引績 いての 天災に 幕府の 歲入大 に 減 じ. 财 政 非常 に 逼 迫 を 吿 

货幣 Q 改鑄 げた。 遂に 勘定 奉行 荻 原 重 秀の議 によって 元 祿八年 貨幣の 改 鑄 を 斷 行 し： 小 

時の 用に 貯へ てあつた 大坂城 分捕の 金 分銅な ど 悉く 鑄 fm して 了った。 货 1^ 

さへ 多く な れば 財政 はよ くなる とい ふ 經濟的 低 見 か ら. 金 に は 銀 を 交 せ、 銀 に 
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吉に勸 めて 
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院 の僧宽 

見えな か 

靈 雲 寺 と 

淸水 八幡 

や 造 寺の 费 

覺 め す 、隆 光 

ると 隆 光力 


元祿 時代の 

風紀 ss- 


大佛 殿の 再 
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八 章  新 武家 時 

ベ た と こ ろ は、 綱 

初 世に 似 す、 風 紀 

に 現れた。 第一 

の 困難より 生じ 

に 老中 格と な， 9 

母 桂 昌院に 奉す 

良 東大寺の 大佛 

した もの 少 から 

• 護 國寺を 建て 、 

推薦せ し 知足院 

を 建て、 關柬新 

は 今護國 寺に 存 

する？ こころ 多く 

。 また 綱 吉 は そ 


代の 四 (德川 時代 幕政 修飾)  四 五 四 

吉 時代に 於け る 光輝 ある 方面で ある が、 晚 年に 及ん 

漸く 廢類 し、 士 道 地を拂 ふに 至 り. そ の 弊政 はいろ い 

側 用人 政治の 弊、 第二 佛敎に 侯した 弊、 第三 之に 伴へ 

た惡 政で ある。 側 用人 政治の 弊 は 柳 澤吉保 登庸せ 

專櫂を 振った ことに 起った。 元來綱 .fH は 非常に 孝 

る こと 甚だ 厚 く. 何 事と い へ ども その 命 これ 奉せ ざ 

殿 再興 または 法隆 寺の 修繕 を はじ め、 近 畿 地方の 寺 

ざるの みなら す、 江 II； に は 眞 言 宗新義 派 知足院 亮 贤 

幕府の 祈願 所と な し. 關 東 第一 の檀 林と 定めた。 ま 

の 後住隆 光の 爲 めに 寬永寺 同様の 大訐畫 の 下に 別 

義 眞 言 宗の 大本山と な し、 隆光を 大僧正に 進め た、 隆 

して ゐる。 これに ついては 吉 保が 綱 吉の意 を 迎 合 

，しかも その 勢力 を 得る に從ひ 私曲 を 營 む こ と 少 く 

の 子德松 夭死せ し 後 二 人の子な く、 世嗣を 得る こと 
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く 公家 は 財政 
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とする 形勢 

江 5- 猶ほ重 
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が 叙盧 

て 典 

理し奉 

陵 修理 

の 家 ぼ 


て 

こ 

つた。 また 賀茂 神社の 葵祭 


こ 

つ 

あ 


であつ 


と は、 ま た 幕府 施政の 方 

に對 する 幕府の 態 度 は- 

異 に し. そ の 間 極めて 圆 

つたこ 

や、 御歷 

、實に 綱 

盡 した 

.吉 保 か 

や 競 馬 


！ *  r て 
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土 佐 光起と 

住 吉如慶 父 

子 

尾 形 光琳 
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て 狩 野 派 はこの 後 また 振 

起 あ り、 土 佐 派の 中 典と 稱 

如慶 父子 は 江 月に 召し 下 
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に 道春點 本と 稱 する もの は. S ちそれ で 

て 月 一 囘黑 書院に 於いて 四書より 五經 

年 二月から 綱吉 親から 論語 を講 じ. 孟 干 

々に聽 聞せ しめ た、 そ して 木 下 順 庵. 荻 生 

答 な ども 行った。 

綱 吉 は かく 學問 を獎徵 したの みなら. f . 湯 13! 
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步が 誤って ゐる こと を立證 し、 さ きに 家 綱の 時代に 改曆 のこと を 幕府に 建 言 

し た が、 大 老酒 井 忠淸之 を 採用せ す、 そ の 儘に なって ゐた。 然るに 彼 は、 天 和 三 

年の 月蝕に つ いて また 宣明曆 の 誤を豫 言 し た の で. 綱 吉 彼 を、 天 文 方 と な し. 且 

つ、 朝廷に 奏請して 真享 甲子 曆の 頒布 を 見る こと 、 なった ので ある。 

また 當時諸 役人 一 般に困 弊に 陷れ るよ り、 從 來の役 料 高 を 加增 高と して 與 

ふること、 せし が 如 き、 服 忌 令 を 改正せ しが 如 き. そ の 見るべき もの  一 二に 止 

まらぬ が、 こ れ みな 正 俊の 輔佐に よって 實 行せられ たのであった。 彼 はやが 
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に 我が 國が 世界の 大勢に 後れた る はまた 已むを得ない 次第であった。 

家 光の 時代に は 幕政 創始 以来の 法令 や 制度が だん/、 整頓 せられた。 そ 


鉞國令 

蘭 飽を平 戸 

より 長 崎 出 

島に 移す 


海外 往來 の 

禁 


ジ ャガタ 

文 


改 考」 參 

し か 

つ た. ま 

する も 

に 宽永 

りし 和 

ぬ 條 

の 後 


せ 

を 


又 幕 

も. 五 

あ る 


考 )0 

し 外 國と贸 易す る 


の で あ 

十六 年 

^  ，に 

件の 下 

每 年 バ 

し， 海外 

府 は 我 

年 を 過 

と 定め 

ジ ャ ガー 


切な さ をよ く 

第七聿 


以 上、 完 全に 外敎を 禁 遏 する こ 

牙 を 敵視して ゐた和 蘭 人 も、 切 

ると 忠告した。 そこに 天草の 亂が 爆發し 

七月 鎖 國の令 を 下 し、 長 崎に 在留の 葡萄牙 

を 長 崎に 移し て、 出 お を ois 留地 と し、 切 支 丹 

に 特に その 來航を 許した" 和 蘭 商館 は そ 

タビ ャ から E- 比 丹が 出お に 來，^ 、江 月に 上 

の 事情 を 幕府に 報吿 する を 任務と したの 

が國 人の 海外に 往来す る こと を 厳禁 し. も 

ぐれば 歸國を 許さぬ、 假令五 年の 內 で も、 外 

た が、後 に は 外 國 の 在 留 者 と 書 簡 の 独 (5^ さ 

タ ラ文 はよ し 假托の 作と して も-外 11 に 取 

寫 して ゐる。 歴史地理 第 十六 卷佐 藤獨噴 

新 武家時代の 三 .徳 川 時代^ 政 創始) 


と は 到底 不可能で あ 

支 丹 は 日本 國を 窺覦 

た の で あ る、 幕府 は 遂 

人 を 放逐 し. 平 戶 にあ 

に 關 する 書物 を舶载 

の 束 印度 會 社に 屬し_ 

つ て將 t 卓に 謁見す る 

で あ る 。 

し 海上で 難 風に 遇つ 

國に 住宅 を 有する 者 

へ 禁 じた. 長 崎 夜話 草 

殘された^t人の心の 

氏 が 「ジ ャガ タラ 文の 

四 二 五 


田 氏 鐵西： 卜 

す 

赏昌戰 死す 


信辆 持久 策 

を講す 


原 械陷る 


宗門 改 

寺請證 文. 

S 會 

OA 条 


り、 重 

開 始 

I 一  ほ- 

が . 

勢 を 

と し 

城兵 

誌 第 

策」 參 

幕 

共 に. 

た 寺 

さ 一口 卬 


曰 曰 は- 

せ  し 

き な 

ト- J ) 

見 て 

、田 リ 

糸 1/ 

に 降 

よ つ 


七 章 

二 使 を 

に、 幕軍 

つ た- 

兵 せ 

久策 


き 

府 も W 

諸 大名 

請證文 

せ -. さ る 


二 月 


田 良 氏 「島 

衞門作 は 

支 丹に は 

をして 每 

の 外 に、 踏 

證明 とし 


新 武家時代 

見る 面目 な 

多 く、 重 

の 妝報 

事 體 ま 

じ、 遂 に 

な り と 

け れ ど. 

二 忠义 

原 亂」 及 

當時 の 

よぐ/ 

年  一 

繪の制 

0  0 

た (史 學 


死傷 

) こ 

し め、 

を講 

め た 

の 末 


の  一一 一 (德 川 時代 幕政 创始) 

しとて * 自 から 死 を 決 

昌 も ま た戰 歿し た、 し 

に 接して 幕府 は大に 

す /\ 容易なら ぬ こ 

長 崎の 代官に 命じて 

一 喝 せられた とい ふ 

さ し た ろ 効 も な か つ 

擊を 試み、 漸く 賊壘を 

び 同誌 第三 十六 編 栗 

歐風 によって 繪を善 

、懲り 果て た、 ま す / 

領民の 宗門 を 改 め て" 

を 立て、 耶蘇 や 聖母 マ 

雜 誌 第一 編 岡 田 正 之 


し- 


力 


き 


V7 


田 


十五 年 正 

も賊 兵の 

九州の 

な つ た 

人の 拨 

た 信 綱 

て、 諸 軍 

次 氏 「江 

たと 傳 

の 禁制 

支 丹 行 

ァの像 を 

士 「德 川 幕 


四 二 四 

月 元 且 總攻擎 を 

死傷 僅に 十七 人 

諸 大名 をし て 總 

が、 信 綱 は 城の 形 

助 を 乞 はし めん 

は 矢文 を 放って 

m 右衞 i: 作の. 2： 

凱旋した (史 學雜 

ヌ 幕府の 牢人政 

へ ら れてゐ る。 

を 殿し くす ると 

に 報 化 Z せし め. ま 

路 ましめ て、 之 を 

府古利 支 丹 お 門 


鳥 原の 一揆 

領主の 兵 を 

破る 


賊原 城に 據 

る  ！ 


板 倉 重昌西 

下す 


松 平信 綱戶 


多 

*、 

の 

ン 

力 

一  181 

草 

の 


は 民 

と な 

W で 

浪人 

な る 

ァ 14- 

を 破 


岛原附 

幕府 は 報 

力 及ばぬ 

昌は賊 の 

に、 鍋岛氏 

報告に 接 


に 下 

る 0 

主領 

敎心 

島民 

V7 

て 兵 

な る 

を 得 

折 に 

勢 熾 

を し 

し 、ま 


つ 


寬 


位地 

永 十 

と な 

相應 

倉 氏 

出 さ 

城 に 

-初 め 

援す 

る を 

島 原 

松 平 


人 


と な 

あ つ 

年 十 


ベ 


つ 

月- 

切 


そ の 

天草 

急 を 

の で" 

つ た- 

た ,K 

き を 

見、 更 に 

に 各.. 兵 

信 綱. 月 


幕 


た， そ 

〕 そ 

巴 ：^川 

nfl  、一に 

支 丹 


M と 

"i; こ 


原 城 は 有 


土民の 

命じ、 板 

立 花. 有 

を 進め 

田氏鐡 


て 若 

ら 力 

原 城 

奉じ 

極 め 

ふ 一 

二 氏 

つ て 

馬 氏 

授 と 

重 昌 

の 二 

贼を 

遣 し 


し 領主の 

切支丹 禁 

主 松會氏 

てゐ たも 

• 松 倉 氏 

少年 を 

に 吿 げ 

ゐた間 

の 故城 

輕視 し- 

を 上使 

氏に 出 

寸こ ) 

き V7 し 

て 臨機 


菲 政で 


び 


の 

クし 

で 


兵 

の 


の 民 

の を 

兵 却 

將と 

が、 共 

- 暴徒 

あ る 

川. 鍋 

し て 

せ し 

こ 0 

V7 

處分 


政亂 


し. 

さ、 

島 

め. 

ダ 

を 


笫七章 


新 武家時代 Q  00 川 時代 幕政 創始) 


あ 

こ 

家 

二 氏 

を監 

-田 nu 

糸 J 

る に 

な さ 

四 二三 


ば、 百姓の 

いたのが 天 

、 や、 小 西 行 

た。 彼等 は 

れ、 暴 徒 はや 

諸 所 に頜主 

諸 法度に 觸 

天草 &.? を從 

に も 倉 氏 

せしめた が、 

氏 を して 天 

幕府 は重昌 

しむる に 至 


伊達 政宗支 

倉 常 長を碟 

馬に 造す 


當 時の 外國 

船 及び 朱印 

船 


浪人 Q 勢力 


第 七 章  新 武家時代 Q 弓德 川 

卜 八 年に 宣敎 師ソ テ & を 案 內 と し" 

送 つ た、 羅 馬で 畫 いて 貰った 常 長の 

今 伊達 伯爵 家に 保存 せられて ゐる 

る が、 根 本 史料 は 多く 之 を 外 國に仰 

ート 纏めと し. 外 國 文に は 翻 譯を加 

當 時の 外 國船は 所謂 南蠻屛 風に 

船 は 京都 清水寺に 末吉 氏の 奉納せ 

額 (今 原物 を 失 ふ) 等に よって その 船 

した 航海 圖も 東京 帝室 博物 館. 伊 勢 

に 精密な ものであった。 名 古屋情 

ッ ュ ランに 於け る rrz 本 町が 朱印船 

のフ ェ ー ホ にも あ り、 暹 羅の ァュチ 

前に 述べ たやう に 關ケ原 役 後 有 

祿を 失って 了った。 彼等の 中には 


睁 代^ 政 創始) 

■ 墨 西 哥を經 て 

肖像が、 羅馬法 

0 この 遣. £ に 

がねば なら ぬ- 

へ  て 出版され 

多く その 圆が 

し 額、 靜岡淺 間 

形 や 大小 を 知 

大湊の 角屋氏 

妙 寺 所 藏茶星 

と共に 繪 かれ 

ャを はじめ 諸 

力 な る 大名が 

他に 主取りが 


羅馬 法王に 

王 パ ゥ ひ 五 

ついてはい 

0  0  0  0  0 

大日 本 史料 

てゐ る。 

存 して ゐる 

神社に 山 田 

る ことが 出 

そ の 他に 傳 

氏 安 南 渡海 

て ある。 日 

處に 存在し 

滅ぼされ て 

出來 たもの 


CI  ニニ  ， 

使節 支 倉 常 長 を 

世の 畫像 と共に 

ろ /、 材料 も あ 

第 十二 編に 之 を 

。 また 我が 朱印 

長 政 の 奉納せ し 

來る。 當時 使用 

へ てゐ るが •  .is A 口 

圖に は佛領 印度 

木 町は當 時同國 

てるた。 

，その 家 ほ は 一 時 

もあった にせよ、 


耶蘇 敎 ^=-敎 

師諸國 に 潜 

んで傳 道す 


南蠻^ 易- 

禁敎 

南 ® 貸 易 


歸化人 三 滞 

按針 


亂と いはる 、 切支丹 一 授の 蜂起で あ 

時代 天 正 十五 年に 始まった ので ある 

國宣敎 師は猶 ほ 諸 固に 潜んで 傳 道し 

なかった。 慶長 十六 年 宣敎師 を搦め 

追放した が、 尙ほ之 を 掃蕩す る ことが 

る 情勢であった。 クラ， セ 日本 西敎 

に、 改 宗を 迫つ て も 頑固なる も-め 多く 

長 崎 附近 最も 慘酷を 極めた とい はれ 

南蠻贾 易の 獎勵が 切支丹の 禁 遏に大 

南蠻賀 易に つ いて は 史學雜 誌 第 十 

策」 に 詳 である や う に、 南 洋諸島 を はじ 

交 通 し. 菊 萄 牙. 西 班 牙. 英 告 利. 和 蘭 等の 

を 設 けて ゐた (コックス 日 記 參考) 、英 人 

三沛 按針と t- ばれて ゐる (按針 は 水先 

. 第 七 章  新 武家時代の 三 一徳 川 時； 


つ た。 尤も 切支丹 

が、 一 方に 賀易を 行 

，秀忠 の 時代に 至. る 

捕 へ 、改 宗 を 肯んせ 

出 來 す、 更 に 切支丹 

0  0  0  0 

史. パ ジュ— 日本 耶 

- 火刑に ま で し て 嚴 

てゐ る。 かくて 家 

なる 妨害と なった 

六. 七. 八編柴 謙太郞 

め、 墨 西 哥 (當 時 ノビ 

商船 我が 國に 来航 

ァダ ム スの 如き は 

案內の 事で あ る)。 

代 政 創始) 


の 禁制 は旣に 秀吉の 

つて ゐ るので あ り， 外 

も そ の 禁 令 は 徹底し 

ぬ 信徒と 共に 國 外に 

を 信す る もの を 生す 

蘇敎史 にも あ る や う 

しく 之 を m5 し. 中 に も. 

率秀 忠のニ 代 は 所 謂 

ので ある。 

氏 「德 川 家廢の 外交 政 

スパ ン とい ふ) ま で も 

し、 平 月 や 長 崎に 商館 

歸 化して 家 厳に 仕へ、 

また 伊達 政 宗は慶 長 

四 二 一 


加 藤 忠廣の 

改易 


■ . 氏の 後 

に ii 川 氏 を 

移 封す 


切支丹  一 ^ 

の^ 起 


笫七章  新 武家時代の 三 (德 川 時代 慕 政 創始) 

で 上 野 の 高 崎に 移 し， 阿 部 重 次 を 遣して 切腹 を 命じ 


0 

あ 


法度 を. 

る 0  ； 


こ 

行 し て、 將 軍の 直 弟で も 決して 假借 せぬ こと を 天 


廣幼 

成敗 

薩摩 

諸侯 

も 當 

_  一  M 

H ゲ肯 

忠典 

さ 


福 島 

幕府 

少 に 

せ ら 

の 島 

配 置 

然で 

城し 

の 子 

nl ど 


次に 彼 は寬永 

旣に福 島 正則 を 

の 忌 む 

し て 家 


忌 

て 


プ ^ 

改易 

と こ 

先づ 


氏 

る ハ 


ま 

の 

V7 

忠利を 

家 光 0 時代 


策 の 

そ の 

幽齋 


六 

て- 

の 


倉 

起 


忠 

、之 

の 

移 


廣 

ネ/ 

糸 

-同 

封 


の 封 を 

く 曰 fs^ も 

(ま 


最後 


亡 

-1 早 

の 


で 

力 


な 

際し、 西 軍 

東軍と し 


廣 

一 J 

I 一 

て 


出 

後 

の 儘 

け て 

せ す 

ケ 原 


ゐ 


次 


れ は 

下 に 

流し 

大名 


た 

き a 

L 

ブ， 

そ 

役 


へ て 

州 の 

し て 

の 封 

て. 丹 後 

に 動 功 


光 

し 


武家 

の で 

れ は 

た こ 

。 忠 

も に 

位し. 

と よ. 

た の 

逸 城 

て た 


クし 0 

重大なる 事件 は. 天 草の 亂 または 岛 原の 


舞 音曲の 停止 を 命じ た、 湯 島 切通に ある 麟祥院 は その 菩提寺で ある。 

家 光 最も 家  家 光 は 最も 祖父 家廒を 信仰して ゐ た、 そ の 薨 す る や、 家 康と 同じく 日光に 葬 

康を 信仰す 

らるゝ やう 遺 言 したの も、 そ の 現れの 1 である。 日光 大欲 廟に藏 めら れてゐ 

る 家 光 自筆の 文書 に、 「何 事 も 東 照 權現樣 の 心の ま、」 と 書いて ある。 彼が 日光 

東照宮の 改築に 全力 を盡 した こと や (史 學雜誌 第三 十二 編 平 泉 澄 博 土 「誤 ら れ 

たる 曰 光 廟」 參 考)、 ま た 彼が 家康を 夢み る ごとに 狩 野探幽 をして その 像 を 絶 か 

しめた こと を觀て も (そ の 畫像八 幅 日光 輪 王 寺に 保存 せられて ゐ る). 如 何に 家 

康に 私淑し 且つ 信仰して ゐ たかが 知られる であらう。 

幕府の 基礎が 全く 固まった の は實に 家康. 秀忠の 二 代 を 經て家 光の 時代に 

駭河 大納言 入って からで あつ た、 こ 、に  一二の 事件 を擧げ よう。 第一に 弟駿 河大納 言 忠 

忠長 Q 一  件 
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て た、 は じめ 好意 を 以て 彼に 對 
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た こ と は、 心 から 豊臣 氏の 爲め に 働く もの 僅に 加 藤淸正 その他 二三の 將士に 

過ぎな か つ た 所以で あつ て、 到底 家虚が 父祖 以來主 從關係 を 結んで ゐた三 河 

武士の 敵手 で な か つ た。 幕府 は 實に三 河 以來の 譜代大名 や 旗本で 組織 せら 

れ たといって よい。 特に 緣 故の 深 い、 そ して 腹心の もの を C やげ 用ゐて 府の 

要 路に立 た し め、 そ れらの 人々 はみ な德川 氏の こと を 大事と 考 へ たもの のみ 

で あった。 それが 後 に-外 樣 大名で も 重要なる 役に 任命 せられる ことにな つ 

たの は 幕府 そのもの 、破滅であった。 

幕府の 創業 期に 於け る 大事 件に つ いて はこ ゝ に簡單 なる 敍述に 止めよ う。 

第一 に 家康が 關ケ原 役に 大捷を 得た 後、 そ れん \ 諸將に 賞罰 を 行 ひ、 殆んど そ 
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と い 

が、 ま 

か つ 


の  一二 (德 川 時代 墓 政 創始) 


七 


宗門 改 奉行 

路綺の 制 


道中 泰行 

郡 代と 代官 

勘定 吟味 役 

御 留守居 役 


御 側 衆 


第 

せ る、 例 へ 

また 藤 は 

あ た り に 

つても 蔓 

味で ある 

ま た 種 

ぐ れ ば、 切 

ふこと な 

道中 奉行 

八州 • 代官 

味 役 は 現 

の 事の み 

に は 公用 
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新 武家時代 Q 三 (德卅 時代 慕 政 創始)  四 0 六 

ば 魚類に 日本 橋の 魚 河 岸 か ら、 靑 物 は 神 田の 靑物 市場から 上納す る、 

疊 町 と か、 染 物 は 紺屋 町 と か、 各々 其受 持が 定めて あ る， 京 橋 や 日本 橋 

さう 云 ふ 町名が あるの は、 皆 其 受持を 定めて 置いた 町名 で、 Sili 町と い 

屋 のみで 一 町が 出 來てゐ たので な く、 た 、. -疊を 上納す る 町と いふ 意 


々特別なる 事に は、 みな 奉行が 置かれて あった _ 

支丹宗 禁制 以來 宗門改めの 奉行が 設 け ら れ、 宗 

ど 皆 その 掌る ところで あつ た. こ れは 大目 付が 

田 正 之 氏 「德 川 幕府 吉利支 丹 宗門 改 考」 參 考〕。 ま 

を 兼ねて ゐた。 勘定 奉行の 下に は 郡 代 や 代官 

は關東 八州 以外の 幕府 直領に 置かれた もので 

今の 會計檢 査院の 事 を 行つ て 居 り、 御 留守居 役 

な ら す、 江 戶に 置いて ある 大名の 夫人の 事な ど 

取次の 御侧 衆と い ふ もの も出來 た. これに 前に 


-そ の 重なる もの を擧 

門 帳に よ. 0 踏 繪を行 

兼ねて ゐ た (史 學雜誌 

た 勘定 奉行の 一 人 は 

があった、 郡 代 は關東 

ある。 その他 勘定 吟 

は 江戶城 御殿の 奧向 

に關 係して ゐる。 後 

いった やう に、 將軍 の 


間口 稅 


地方 三役 


町人 Q 組合 


收 入の 確保 

を笫 1 とす 


割の やうな 間口 税 であった" 

各々 町稅 を徵收 したので あ 

濟史 研究 參 考)。 

地方の 百姓に は 名主 又は 

が あつ て、 所謂 地方 三役 を 成 

姓が 名主 を 選んだ 地方 は， 舊 

姓より 選出 せら れ、 村 は 一 の 

農民より 領主 へ の 貢 納が村 

又 町人の 中に は、 商賣 によつ 

か、 各 々其 組合が あつ て、 酒屋 

に當る もの を 全體で 額を定 

居って、 色々 と 相談 し、 そ の 割 

德川 氏の 政治 は 成るべく 

にあった。 幕， W に 於いて 必 

银七章  新 武家時代 


一 小 間 を 表 六尺， 奥行 二十 間 

る (江戶 名主 等 について は 幸 

庄屋が あ り、 其 下 に、 組頭 百姓- 

し.  そ  れ らが總 ての 事 を 行つ 

のま ゝ 自治に 任せて 置いた 

自治 的 人格 を 成し て 居た が _ 

の 責任に 於いて 爲さ しめら 

て 種々 の 組合が 造られて ゐ 

の税は 一 千兩、 木綿 屋の稅 は 

め、 組 合で 每年納 金 す る、 そ し 

前 を 決定した ので ある。 

役人の 手數を 者く と 同時に 

要なる 品物 も 各々 其 商人 か 

の 三 (德 川 時代 慕 政 創始) 


と 定め. 其數に 依って 

田 成 友 博士 著 日本 經 

，更に 其 下に は 百姓 代 

た、 そして 從來 村の 百 

し、 百姓 代 は 一 般に百 

• その 主要なる 意義 は 

れる ことで あ つ た。 

る、 酒 屋 と か、 木 綿屋 と. 

五 百 雨と、 所 謂 營 業 稅 

て 仲間の 中に 行司が 

收入 の 確保 を 期す る 

ら額を 定めて 納めさ 

四 〇 五 


直領に 奉行 

重なる 都市 

に は 町奉行 


役 寺 及び 別 

本山 


江戸の 市制 

五人組 

月 行司， 


名 

大 


へ 種 


名 


第 

々 

す 


神 # 寺 院- 

軍 家直領 

力 

々 

す 


力 

て- 

幕 


人 


7  _ 

、ォ 

る 


次 に 


主 


0 


あ 

る 


七 章 

の 事 を 一 

す 


新 武家時代 Q 三 (德 川 時 


江 

こ 

ま 


達 一 

を 一 

る 事 を _ 

官, 曾 呂- 

百姓 を 

一 

な る 勒ー 

事 を 監：) 

方 の 

の 交 

然と 

の 市制 

主が あ 

は 居 付 

地方 稅 


し 


寺 


し 


つ て 

_ 若年 

を 扱 

し て 

は 町 

• 乞 食 

は H 

る と 

\  一  ^ 

る に- 

人 組 

主 が 

い ふ 


事 を 

ゐ た 

寄 は 

ひ、 町 

ゐ た- 

奉行 

bp ん 

47 ソ 

Q 一 一 

い ふ 

画 內 


す る 

え 

旗本 

奉行 

》 其 

が 置 

或 は 

役 寺 

ェ An 

の 統 


，町奉行の 

が あ り、 そ 

處 分し、 月 

ベ き も の 


代 慕 政^ 始) 

もの を iJ; 劾した 

くて 大 老. 老 中 は 

及び その 知行 所 

は 江戶の 町人の 

外 幕府の 直領 と 

か れ た 、そ して 同 

願 人 坊主な どに 

を 置 き. 本 山から 

に、 す ベての 方面 

制が 出來 上った 

下に 町 年寄が あ 

れら がすべ ての 

行司 を 置い て 地 

は 、間 口に 割付け 


四 〇四 

り， ま た 老中 以外の は 人 

京都の 宮門 跡. 公 卿 及び 

の 事 を 扱 ひ、 寺社 奉行 は 

事を极 ひ、 勘定 奉行 は將 

なって 居る 所に は 奉行 

時に 大小の 目 付が あつ 

も 比-; I 各 々 其 頭 が あ つ て 

江 1!； に 別 本. H を 立て >. 

に德川 氏の 政治が 行き 

り、 其 下に 名主が あ り， 地 

事 を やって 行 く、 町 ^ に 

惜店 惜に關 する 事を极 

たので あつ て、 今 の li^ 數 


町奉行 


勘定 苯行 

關束 代官 


勘定 所 

目 付 衆 

大， 咽， 


地 院崇傳 

奉行の 名 

を 奉行 


ど 

ほ 

ふ 

一 


奉行 

名 を 


す 


と 


代官 

をノ後 

そ の 

。- 事 

意 味 

光の 時 

笫 


の 二人が 扱って ゐ 

が 起った。 町奉行 

して、 岡 崎の 町と 三 

れ たの は その 頃の 

町奉行，.」 したが、 天 

な -々 に關 する 

げた 人で ある。 ま 

る 勘定 を极っ てゐ 

して. 歲入歲 出の 事 

勘定 奉行と 改 め た 

勘定 所と 云 ふ 役所 

掌って ゐ た。 ま た 

- もとは 戰爭に 於い 

力 ら 大目：^ と稱す 

七 章  新 武家時代 


た が、 崇傳が 

は 三 河 時代 

河の 在方と 

ことで ある 

正 十八 年關 

一切の 事 を 

た 勘定 奉行 

ナ 力. .5^ 力 

務に當 らし 

ので ある。 

が 江戶城 の 

目 付 所と 云 

て 兵 卒の取 

る ものが 出 


死 ん 

に 本 

を 支 

リ 家 

東 へ 

處 理 

は 初 

め て 


だ 後、 家 光 

多重 次. 天 

し め 

康が駿 河 


め 


力 


本丸に 

ふ 役所 

綺 監督 

來、 目 付， 


後、 

， 

せ 


た- 


移 

を 


所 

. 名 


あ 

共 


な 

と 

ク J 

を 

た 


の 時代に はじめて 

康 承 髙 カ淸 長の 

て ゐ た、 佛 高 力、 鬼 作 

に遷 つた 後 ち， 板 倉 

つ た 時. 勝 重 また 江 

は 後ち 京都 所 司 代 

稱 せら れ、 す ベて 收 

後 • 伊 奈忠 次 を關東 

改めて 勘定 頭と 言 


の 三 (德 川 時代 幕政 創始) 


丸に も あつ 

た が、 0 付 と 

のであった 

老中の 手先 

四 〇 三 


,且 ^ 

監督 

三代 

な つ 


寺社 

三人 

左な 

P の 

と し 

入 支 

八州 

つ た 

や 會 

と 云 

將軍 

て、 大 


第 七 章  新 武家時代 Q 一一 一 (德 川 時代 慕 政 創始)  四 〇 二 

傳奏 屋敷 の 事件 は 所謂 偉奏 屋敷 で 行 はれた。 傳奏 屋敷 は 京都から 公卿 }^  .M の 時 使用 

する 以 外、 大 槪 空 き 家 で あつたか ら. ま た集會 所と し て、 種 々 の 事 を 討議したり" 

また 裁判 もした ので ある。 されば 當時 すべての 事が 如何にも 簡素であった- 

酒 井 忠淸は 下馬 將軍 とい はれた 程 威 權赫々 たる 人であった にか 、 はら す、 嘗 

て 評定 所に 於いて 汗に なった からと い ひ、 襦 祥を 取つ て 干した と  >  」 ろ. 繼 ぎ 張 

りした もの を 着て ゐ たとい ふ。 又 評定に あたり 遊女 を 呼び出して 給 化 人と 

した こと もあった。 

評定 所 Q 式 評定 所に 集まる もの は 大老. 老中の 外に、 寺社 奉 行. 勘 定 奉行 及び 江 lil' 町奉行 

日 及 立 合 日 

な ど で あ る、 月 に 極った 式 曰が 三度 あ り、 立 八 口 曰 も 三 度 あつ た。 また 大目 付.：：： 

付な ども 此 所に 集まって 種々 の 事を議 して ゐ たので ある が、 後 の 時代に な る 

と、 か く簡單 にやった 事 も 次第に 複雜 にな \i ^奏 屋敷 を 二つに 分け て、 別 に 評 

定 所 を 造る ことにな つた。 

寺社 奉行  寺社 奉 行. 町 奉 行. 勘 定 奉行 は 幕 府- の 行政に 當 る 主 要 の 役 で あ る、 寺 社 奉行 は 

主として ま 寺に 關 する 事 を 掌 り 、初 め は 別に 奉行な ど、 いは す. 板 倉 勝 重と 金 


評 
定 
所 


御 御 

取 側 
次 衆 


居間 

ら 聞 

と 同 

の 初 

部 屋 

用 部 

其 問 

加減 

て 來 

合 に 

大 な 

役宅 

稱す 


え て 


あ 


力 

ゐ 

-家 

つ 


事 を 


評 

寒 

亍 

\ィ 


老. 

す 

ま- 

ま- 


し 

寄 

え 

と 云 

か ら 

實 に 

と も 

大老 


か隔っ 

はれる 

は專撗 

正 俊が 

、こ の 後 

とに な 

ガ仙 取.^ 

うにな 


て 居 


を 


、老 


ゥ 


七 聿 


ふ 役所 

將 軍の 

あ り、 彼 

酒井忠 お h: 

新 武家時代 


一 1 

\ィ 

力 

あ 


ら 

力 

を 


て 

こ 

. 、 


所 で 

將軍 


寬文. 

の 屋ー 

Q 三 B 


力 


所 を 

大老- 

役が 


たビ 


い た 

あ つ 

間 に 

で 裁 


、家 

.老 

衆 

の 

起 


老ゃ 年^ 

家 老. 年 寄 

來 なかつ 

れ た、 そ れ 

軍の 御 ii 

中との 問 

來 て.、 將 軍 

に 非常な 

現今の 裁 

で あ る、 例 

，尤も 事件 

つた 仙臺 

して ゐる „ 


の 相談な ど將 軍の 居間 か 

との 間 極めて 親密 で あ る 

た。 然るに 五代 將軍 綱吉 

將 軍の ras 問の 次の 

に 移 し. ま た 之 を 御 

疎濶 になって 來た、 

との 間に 立 ち、 よ い 

を 振 ふ ものが 生じ 


丁度 

の 間 

多 少 

老中 

勢力 

所 に 

ば 諸 

^ ク 

の 内 

し か 


t- 代 政 创 始) 


當る。 大事 件の 場 

侯の 御家騷 動で. 重 

て は、 大 老ゃ 老中の 

爭、 俗 に 仙臺騷 動と 

し 普 通 に 町人 百姓 

四 〇 1 


幕府 Q 政治 


御用 部屋 

大老と 老中 


若年 寄 


御用 部屋の 


第 七 章 

たの も 早く こ の 

こ 、 に 德川氏 

て 幕府 を 開いた 

政治 機關に 殊更 

政治 機 關を續 け 

て 實 を 取 つ た 鎌 

御用 部屋と 稱し 

老. 年 寄 は、 後 に は 

が、 將 軍 は 後 々 ま 

も の で あ つ て、 幕 

康に 政治的 見識 

から 旗本の 事 を 

ら若 年寄と い つ 

御用 部屋に 鎌 


新 武家時代 

頃に 萌した 

の 政治 機關 

が、 元 來三河 

大裟裟 な 名 

て 行った と 

倉 幕府 の 政 

，家 老. 年 寄. 若 

普通に 家老 

で 老中 を 年 

府 を 開 き 將 

が あ つ た こ 

支配せ し む 

たので ある 

倉 時代に 於 


の 三 (德 川 

と い へ 

につい 

の 小さ 

稱 を. つ 

こ ろ に 

策 を 襲 

年寄が 

を 大老 

寄 と い 

軍と な 

と を 觀 

る爲め 


幕政 創始) 


略敍 し： 

大名 か 

な か つ I 

家 主義 一 

た の で 

、 に 詰 „ 

い ひ、 年 

てゐる „ 

て か らー 

ベ き で： 一 

置かれ 一 


こ ヽ 0 

デ I 

ら、 家 を 

た. の み 

が 見ら 

あ る。 

めて 政 

寄 を 老 

. しか 

特 に 設 

あ ■ ら う 

たもの 


家康は 豊 

起した の 

な ら や. 舊 

れ る、 そ れ 

幕閣 とも 

務を 執つ 

中と 稱す 

もこの 名 

けた もの 

。 なほ 若 

で、 老中 の 


四 〇0 

臣 氏の 

であり 

來惯行 

はまた 

た。 尤 

る やう 

稱 は 三 

で は な 

年寄 は 

子 息 を 


後 を 受 け 

彼 は その 

のま ゝに 

名 を 拾て， 

き もの は 

もこの 家 

になった 

河 以來の 

か つ た， 家 

家 光の 時 

任じた か 


る政听 に相當 する ものである。 初めは 將 軍の 


澤 庵の 上疏 


春 日 局の 幹 

旋 

明 正 天皇の 

！ 忙 


朝廷 幕府の 

背離と 尊王 

論の 萌芽 


れんと する 程であった。 御受禪 になる 親王 は柬福 門院 

皇子で. 德川 氏が 內々 希望して ゐた御 方と 略-. 纏 ま りし に- 

ら  せられした  め、 女 一 宮 に御讓 位の 內 意 ある こと を 幕府 

く 女性 天皇の 卽 位中絕 した こと 、 て、 幕 府は顯 はに 辭退 

せざる 間 に、 紫 衣 勅許に つ い て大德 寺の 澤庵 宗彭 等が 參 

藤に 關係 せざる を上疏 せし よ り， 幕 府は澤 庵 以下 四 人 を 

の 綸旨を 取り 上 げ、 勅 許の 紫 衣を褫 いだ もの 七十 餘 人に 

の 御纖憤 はます/ \甚 し く、 重 宗朝 幕の 間に 立って 百方 

進 返 谷 ま る 情勢と な り、 遂 に 家 光の 乳母 春 日 局天氣 奉伺 

旋 すると ころ あ り. 天 皇は 俄に 女  一 {WI に 御讓位 遊ばされ 

天皇の 登極 を 見る こと、 なつ た、 卽 ち 明 正 天皇で あ ら せ 

を 伺つ てゐ たもの は ニ條康 道と 中 院通村 二人に 過ぎな 

め に 武家 傳奏の 職を罷 め. 江 1^ に 召 下されて 四 五 年の 間 

ば 朝廷 幕府の 背離 は 旣に當 時に 兆した ので あ つ て、 伸》 王 
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の 御腹に 生れられた 

忽ち 御惱に て 襄 去 あ 

に傳へ 給うた。 久し 

申 上げた が、 議 未だ 決 

禪 悟入の 必す しも 年 

流罪に 處し. 其 他出 座 

及んだ。 されば 天皇 

和解せ しか ど、 却 つ て 

を 名と して 上洛 し. 幹 

，久しく 絕 えた る 女性. 

られ る。 その 御內意 

かった、 通 村 は 之が 爲 

滯 在して ゐた。 され 

論が 起る やうに なつ 

三 九九 


東 福 門院の 

入內 


御附 武家 


所 司 代御附 

武家と 傳奏 

衆 


朝 銜突 


紫 衣 勅許 差 

止に ついて 

後水尾 天皇 

の 逆鱗 


入 

內 

る 


於 

の 


力 

力 


の 紫 

の 差 

す こ 


笫七章 

の 事將に 
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行し， つ いで 實 現に 

としたの であ る. 家 

望した の は 當然で 
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第. 七 章  新 武家 時 代の 三 (德川 時代 幕政 創始)  三 九 六 

， 上 者，？ 准 王， 但 皇子 連 技 之 外 門跡 者， 親王 宣下 有 間 敷 也， 門 跡 之 窒 之 位 者， 可， 依，： 其 仁 體； 考， 

先 規； 法， 中 之 親王， 希有 之 儀 也， 近 代 及.. 繁 多； 無. -其 謂； 攝 家門 跡， 親王 門跡 之 外 之 門跡 者， 可， 爲， 

准 門跡， 事 

一 僧正、 お 門 跡， 院 家、， 守-先 例； P 平 民， 者， 器 用 卓拔之 仁、 希 有 雖， 任， 之、 可. 零 准 僭 正， 也， 但 國 王 

大臣 之 師範 者， 格 刖之事 

1 門跡. 者， 僧都： g§ 法 印 任 叙 之 事. 院家者 僭 都；^ ま 律師. 法 印， 法眼. 任 先例： 任 叙 勿論 也. 但平 

人 者， 本 寺 推擧之 上 "猶 以 相& 器 用； 可，， 申 沙 汰， 事 

一 紫 衣 之 寺 者， 住持 職先規 希有 之 事 也 • 近年 獏 勅許 之 事、 且 亂藤 次； 且 汚 a 官 寺； 甚 不ぉ お； 向 

後 1 者， 撰-其 器用； 戒藤相 積 有 =智 者 之 聞， 者ズ 院之儀 可 申 沙 汰. 事 

1 上人 號之 事、 碩 學之輩 者 • 爲，， 本 寺， 撰，， 正 權 之 、於， 申 上， 者 ，可， 被 k_ ：勒 許； 但 其 仁 體， 怫 法 修行 

及 J 一  十 箇 年， 者. ヌ爲 お. 年 序 未， 滿 者.？ 爲输、 猥 競 望 之 儀 於， 有， 之 者、， 被， 行，， 流 罪， 事 

この 法度 も 朝廷の 勢力 を 抑制 せんがた めに 幕府が 自 から 都 八：： のよ いやう 

に 適用すべく 出 來てゐ る。 朝廷に 於いて 攝關を 任せら るゝ 場合に 幕府の 内 

恋 を 伺 はすして 發 表せら る 、 か、 も しく は 不同意の 人で あるな ら. 何 時 で も， こ 


直 衣 等 之 事 

仙 洞 之 御 袍. 赤 色. 橡. 或 甘 御衣. 大臣 袍. 橡 異 文. 小 直 衣. 親王 之 袍. 橡 小 直 衣. 公 卿 着，. 禁 色 雜袍； 

雖： 殿 上 人； 大 臣息或 孫. 聽， 着- 禁 色 雜 袍； 貰 首. 五 位藏 人. 六位藏 人. 着，， 禁 色. 至，， 極 藤， 着， ft 塵 袍； 是 

申 下 御 服 之 儀 也， 晴之時 者 雖，， 下 藤， t5r 袍 色、 四 位 以上 橡， 五 位緋， 地下 赤 衣、 六 位 深 綠-七 位 

淺 綠， 八 位 深 縹、 初 位 淺鏢， 袍之紋 、轡麼 草 輪 無、 家 , 以=舊 例， 着 用 之； 任槐 以後 異文 也、 直 衣 公 

卿 禁 色 直 衣、 始或 拜領家 々、任，， 先 規， ま 用 之； 殿上人 直 衣， 羽 林 家 之 外 不 jf, 之， 雖.： 殿 上 人； 大 臣 

息 又 孫 聽 J5fe 色； 直 衣， 布 衣， 直 垂， 隨. 所 着 n 用 之， 也， 小 袖， 公 卿 衣冠 之 時 者 著， 綾， 殿 上 人 不， 着， 綾， 

練 莨， 羽 林 家 卅六歲 迄 着， 之. 此 外 不^^ • 紅 梅. 十 六 歳 三月 迄 諸家 着， 之， 此 外 平 緒 3. 冠 十 六 

歲未滿 透 額、 帷 子， 公 卿、 從>: 端 午； 殿 上 人、 從 Iral 月 酉賀茂 祭； 着用 普通 之 事 

一 諸家 昇進 之 次第， 其 家々 守 ％ 例： 可.， 申 上； 但 學 問， 有 職、 歌 道 令 勤 學； 其 外 於. 積： 奉 公 勞, 者， 雖 fet" 

超 越； 可 成-: 御 推 任 御 推 叙； 下道 眞備 雖. 爲 4^ 八 位 下； 依. 有， 才 智 譽； 右 大臣 拜任， 尤 規模 也， 螢 

雪 之 功 不竒， 棄 捐， 事 

一 關白 傳奏幷 奉行 職 事 等 申 渡 儀， 堂上 地下 之 輩， 於-: 相 背， 者，， 爲，， 流 罪， 事 

一 罪之輕 重， 可 k お n 守 名 例 律， 事 

1 攝家 門跡 者， ヌ爲. 親 王 門跡 之 次 座； 攝家三 公之 時， 雖. 爲親 王 之 上； 前 官之 大臣 者， 次 座相定 
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第 七 章  新 武家時代の 三 (德川 時代 幕政 創始)  三 九 四 

一 天子 諸 御 藝能之 事 

第一 御學問 也， 不， 學 卽 不， 明 =古 道 一而 能 致-太 平， 者 未， 有， 之 也、 貞觀政 要 明文 也 ，寬 平 遣 誠， 雖 

.l.fe 史；， 誦物 群 書 治 要， 云 ^ 、和 歌 、ま 光 孝 天 舉未 雖. 爲-綺 語； 我 國 習俗 也， 不 可 =棄 置， 

云 々 ， 所 翁.， 禁 秘抄； 御 習 學專要 候 事 

一 三 公之 下 親王 ■ 其 故 者 右大臣 不比等 着 答 人 親王 之 上 一。 殊舍人 親王， 仲 野 親王 贈 太 政 大臣、 

穗積 親王 准 右大臣 是皆ー 品 親王 ^ 後、 被. 贈， 大 臣， 時 者， 一二 公 之 下，？ 爲： 勿 論， 敷， 親 王 之 次， 

前官 之大 臣、 三 公 在官 之內 者， 雖 fel: 親 王 之 上； 辭表之 後 可， 爲 k 座； 其 次 者 諸 親王， 但儲君 

者 格 g 、前官 大臣， 關白職 再任 之 時 者 ，攝 家 之 內、 可 位 第， 事 

一 淸華之 大臣 辭表之 後 座 位、， 爲 4§ 親王 之 次 座， 事 

一 雖 為- 攝 家； 無，： 其 器 用， 者， 不. 可お， 任： 三 公 攝 關； 况 其 外 乎 

一 器用 之 御仁 體， 雖挺. 及- 老 年； 三 公攝關 不， 可， 有 _ ：辭 表； 伹 ，有，， 辭 表， 可， 有お 任 >  事 

1 養子 者 連綿、 但 ，被， 用茼 姓； 女緣者 家督 相 續， 古 今 一 切 無乏 事 

一 武家 之 官位 者， 可. 爲， 八ム 家 當 官 之 外， 事 

一 改元 者， 漢朝 年號之 內、 以： 吉 例， 可，： 相 定； 伹 重 而 於 習 0 相 熟， 者、 ヌ 爲，， 本 朝 先規之 作法, 事 

1 天子 之禮 服. 大 袖. 小 袖. 裳. 御 紋 十二 象. S  SI I 御袍、 麵 塵. 靑 色. 帛. 生 氣 御袍. 或 御 引 直 衣. 御 小 
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家政 治 を 布く ことと な 

然 政治 圏外に 置く こと 


< -地院 せポ傳 


可. 隨 •， 其 分限， 矣， 

1 衣裳 之 品 不％ - 混雑, 事 

君臣 上下 可， 爲-, 各 別 H 綾， 白 小 袖 • 紫 裏， 練 無紋小 袖、 S 御 免-衆、 稷 不讨^ -> 着 用； 近 代 郞從諸 

卒， 綾羅 錦 繡等之 飾 服， 非-古 法、^ 制 焉、 

一 雜人恣 不％_ 桑 輿 1 事 

古 來 依： 其 人； 無： 御 免- 乘 家 有乏， 御 免 以後 乘家 有乏， 然 近來 及-象 郞諸 卒： 乘 輿， 誠 濫吹之 至 

也. 於，， 向 後， 者， 國 大名 以下 一 門之歷 A 者， 不. 及  御 免-可， 乘、 其 外 眤近之 衆、 幷 醫陰兩 道、 或 六 

十 以上 之 人， 或 病人 等， 御免 以 後 可， 乘， 家 郞 從卒恣 令细 者， 其 主 人 ，爲- >  越 度ー但 公家 門跡 

幷諸 出世 之 衆 者 非. 制 限； 

一 諸 國諸侍 可 用- -儉 約-事 

富 者 彌 誇， 貧 者 耻" 不 俗 之 凋 弊 無" 甚ぉ 此； 所， 令-: 嚴 制 1 也， 

一 國主 可， 撰.， 政務 之 器用， 事 
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第 七 章  新 武家時代の 三 § 川 時代 慕 政 創始) 


なし. 幕府 の 安全 を圖 つたの 

の諸士 にこれ を 分け 與 ふ る 

は 關ケ原 役 後 新附の 大名 卽 

三 河以來 の舊臣 か、 も しく は 

である。 且つ 京都の 附近に 

牽制す る 政 略 上 "小 便 で あ る 

とし. 外様大名 の 中 で も. 特 に 

置 せら れ、 そ の 勢力 を 張らし 

譜代大名. 外様大名との 領地 

に德川 氏の 苦 心 が 多く 存じ 

を 置いて 支配せ しめた。 今 

の 奉行 を はじ め， 佐 渡の 金山 

その 最も 重要なる もの は實 

府の關 係の 條に述 ぶる であ 

三 八 三 


の 氏 Q 

地位 

家 康賴莉 に 

私淑す 


諸侯 Q 配 K 


皇室と 幕府 

と の闢係 
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後 ま た 何等 憚 か ら す、 そ の 思 ふま、 に 種々 の 施 設 を 行つ た が、 そ れ について 先 

づ 苦心した の は 諸侯 制御の 政策で ある。 元 來家庶 は源賴 朝に 私淑 し， 鎌 倉 幕 

府 時代に 於け る 武家 制度の 眞 髓を捉 へ た、 賴 朝が 功勞 ある 武士の 恩賞 を 一 處 

に 集中せ すして 諧 所の 地頭 職に 補した ことな ど、 武 士を 制御す る 上に 最も 好 

都合であった こと は. 家 廒の必 す や 看破し た と こ ろ で あらう。 また 町 時代 

に 入り、 諸將を 勢力 ある ものにした ことが 足 利 氏の 亡びた 所以の 1 であるの 

も、 彼 は 早 く 認 めて ゐた で あ ら う。 しかも 信 長の 後 を 承け て 天下 を統 一 した 

秀吉の 諸侯 配置 策 は 更に 家.；^ をして 大に 得る ところ あり、 彼が 尾 張 を 親 藩 と 

したの も 實に秀 吉が秀 次 を 封 じた 政策 を 踏襲した とい へ よ う、 そ の 諸 藩 や 直 

領を 交錯せ しめた 配置 は 如何にも 巧妙で あ り、 周 密 で あった。 

第一に 彼 は、 朝廷と 幕府との 關 係から 諸侯の 配置 を計畫 した。 徳川 氏が 江 

月に あって 政權を 執って 行く 以 上. 彼 は 朝廷に 對 して 一 から 十まで 都合よ く 

その 關係を 保つ ことの 到底 不可能 な るを豫 想した、 これ も賴朝 以来 鎌 倉 幕 府 

が 常に 注意 を拂っ た こ と で、 京 都と 關 東との 連絡 は 尤も 重要であった。 賴朝 


かった こと は、 少 年 時代からの 境遇 も然 らしめ たといへ よう。 彼 は 初め 織 田 

氏に 質と なり、 つ いで 今 川 氏に 質と なつ てゐ たが、 義元桶 狭間に 戰 死した 後、 や 

て賤田 氏に 屬 した。 當時家 ぼす ら家庞 に反對 する 者が あ り、 殊 に土呂 一校 

と稱 する 一 向宗 一 揆烽 起す る や * これに 應 する 家康の 家臣 また 非常に 多 かつ 

た。 か、 る 窮境に 立っても 家， 厥 は 毫 も その 方向 を 誤ら す、 遂 に 三 河 を 平 定 し. 

更に 進んで 遠 江 を 併せて 居を濱 松に 移し、 つ い で B" 州の 武田 氏と 對抗 し信玄 

西 上す る や、 三 方ケ 原に 大敗 し. 濱 松 城 また 陷れら れんと した 事 もあった が、 そ 

の 間 巧みに 勢力 を囘復 し. や がて 駿河を 定め 甲斐 を 加へ 、そ の 勢力 信^に 及ん 

だ。 この 長い間の 辛苦 艱難が 家 康を玉 成せ しめたの である。 急いで は 大事 

を 成し 得ない とい ふの が實 に家康 の信條 であった。 これら 家廣 前半の 生涯 

に關 して は 大久保 彥左衞 門 著 三 河 物語 または 松 平 家 忠 日記な どが よく 事實 

を傳 へて ゐ る， 岩 淵 夜話と か 三 河 後 風土 記 とかい ふ 類 は そ の 記述に 誤 多 く、 信 

用出來 ない ものである。 

さて 關ケ 原の 役に 德川 氏の 勢力 を 全く 確定 的の ものにした。 家庶 はこの 
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引き 移って 了った の で、 秀 吉も その 神速 な るに 驚いた。 これ は 家 厳が 秀吉の 

意 を 察 し、 出 來る だけ 早く 故國を 去って 秀吉に 安心 させた ので あらう。 また 

家 康は武 田 信玄の 民政に ついて 學ぶ ところ 多 く、 种 の 制度 も武田 氏の 遺 法 を 

家 康北條 氏 採用して ゐた が、 關 東に 入部す る や、 北 條 氏が これまで 行って ゐた 弊政 を 悉く 

の 弊政 を 除 . ？  ，  ，^  。 

く  除き 去った。 

家康 Q 性格  それらの 點 から 觀て も、 家 庶の 性格 は 鈍重の やうに 見 え て、 寧 ろ 機 敏 な る と 

ころが あつ た、 た 善く 前後の 利 害 を 研究して、 事 を 慎重に 行 ひ、 そ の 過失な か 

らんこと を 期 し、 機 會の 到る ま で は 隱 忍 に隱忍 し. 待 ちに 待つ てゐ たと こ ろ に 

そのえ らい 性格が する。 秀 吉 は 彼 に 對 し て 出 來 る 丈 け の 禮 遇 を ^11 し た、同 

時に また 家康の 勢力 は隱 然として 諸侯の 上に 重き をな したの みなら や、 彼 は 

諸侯の 間に 私 恩 を 施 し、 そ の 人望 を 得る に 力めて ゐ た、 例 へ ば 秀吉の 機嫌に 觸 

れた 人が あれ ば、 出 來る 丈け 其 間に 立つ て 周旋 し. 秀 吉の怒 を 解いて やつ た、 之 

を德 として 彼に 靡いた 人々 も 多かった。 

力  家康の 人物 は實に 忍の 一字で 代表し 得る。 その 總べ ての 事に 堪忍 力の 强 
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第 七 章  新 武家時代 Q 三 (德川 時代 幕政 创始)  三 七 六 

二 細 川銀臺 侯の 略傳 

三 榊 原康政 加藤淸 正に 贈る 書翰  * 

四 大鹽 平八郞 父子 歐洲 渡航の 辨妄 

五 關ケ原 役と 維新 亂 との 關係 

六 元 和延寶 間の 武士 形氣 

七 水 野 和 泉 いろは を 妻に 學ぶ  ， 

m 幕政 創始 時代 

德川氏 Q 出 一 こ、 に は 先づ筆 を德川 氏の 家 系 に 始めよう。 この 問題 は 嘗 て國學 院雜 誌 

に 井野 邊茂雄 博士 や 阿部 愿氏 などの 考證が 出た こと も あ り， 今 日で は 大體明 

かにされ た が、 史 學雜誌 第三 十 編 渡 邊世祐 博 士 「德 川 氏の 姓氏に 就て」 同 誌 第 三 

十三 編 宮地直 一 博 士 「三 河國に 於る 德川 氏の 氏 神」 等 も參考 するべき もので あ 

る。 その 系圖 では 皇 家中 典 時代に 於け る 忠臣 新田 氏の 後 3| が 流浪して 三 河 

國に來 6 、松 平氏の 養子に なって 家 を 典した とい ふので ある が， 前 きに 氏 姓の 

變遷を 述べ た 所でい つた やうに、 家康は 始めから 源氏との み稱 して ゐ たので 


五 赤 垣 源 藏に兄 はなく 又 酒 好に あらす 

六 使 番駒井 右京の 機敏 (由 井 正 雪) 

七 渡 邊金內 の 事蹟 (附關 織 部 j 

八 水 野 和 泉守忠 之の 事隨 

九 寬 永年間 朝廷 元日 節 會に腹 赤 費 を 再與す  . 

十 自貞 尼の 事 绩， 情 史瀨 川五鄉 の實說 J 

(第三 卷) 一 加 藤 明 成の 封土 還納 一件 

二 酒 井忠德 朝臣の 事蹑 

三 佐 倉 宗五郞 強訴 一 件 

四 榊 原 家 越後 高 田 轉封ー 件-十 一代 高 尾 事 m) 

(第 四卷) 一 駿 河大納 言 忠長 卿の 事蹑 

二 鬼 作 左 事蹟 考 

三 松 平 外 記 殿中 傷 始末  _ 

四 生 駒 家騷動 

(第五 卷) 一 板 倉 修理 殿中 傷顚末 
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笫七章  新 武家時代の 三 (德 川 時代 槪說)  三 七 四 

對 し. あ りの ま 、 の事實 だけ を舊記 等に よつ て考證 せられた もの で， 參 考 と す 

る こ lit る もの で あ る、 今 德川 時代 だけの もの に つ いて その 目次 を擧げ よう。 


(第一 卷) 一 信 玄謙信 川 中島 格闘の 說と天 海 大僧正の 法螺 話 

二 黑田孝 高 の 逸事 

三 黑 田家 騷 動の 顚末 

四 眞田信 之 小 野お 通に 贈りし 書簡 丼お 通 事積考 

五 K 安由 井 正 雪 一せ 

六 宇 喜 多中納 言 八丈島 流罪の 顚末 

七 臈金文 七 等の 罪 案 及び 處刑 

八 天 一 坊 の實說 

(第二 卷) 一 東 照 公 病中の 御手 療治 

二 水野大 監物忠 善の 事蹟 

三 赤 穗城取 立の 起源 (淺野 内 匠 頭) 

四 赤 穗浪士 夜 討の 窒況 


に 關 し、 獨 創の 見解 を 示された 諳論 

0〇r-〇o  o〇o〇 

の德川 政敎考 や江 時代な ども こ 

OJOOOOOOOOJOOOO 

敎 育 史 资 料. 日 本 經濟大 典. 日 本 財政 

時代に 於 け る學 者の 論策 や 敎育關 

てゐ る。 法 令. 觸 書 ま たは 定書 等に 

が 最もよ く 纏まった ものである。 

史實 と俗說 一 こ、 に 一 言 したいの は、 或 る 事柄 

が. こ の 時代に 少 くない ことで ある- 

に  仕組ま  れ人 口に 膾炙せ るた め、 却 

た 中には 公 儀 を 憚 り、 殊 更に 事實を 

て 之を撿 討し なければ， 飛んだ 誤認 

動の 如 き、 ま た 敵 討 物語の 如き、 名 は 

き は、 旣 に學 者の 定說 であ る 。 嘗 て 
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の 大名で も 服從さ へす 

ことが 封建制度 を 維持 

歌され た 武家政治 は、 社 

く 政治より 離 れ、 ま た 政 

更に 續 いた。 家 庶が中 

趨勢 然 らしめ たとい へ よう- 
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いて 起った 大砲の 實 用であった。 折 堅固な 

搫 されて は 到底 これ を 支 ふること が出來 す、 小 0 

れ 、大. 諧 侯 また 勢力 を 維持す る ことが 困難と なり、 

、 ことにな つたの は 歐洲の 歷史に 見ら る 、とこ 

爭観 時代に 小銃 はじめて 輸入せられ、 戰術ゃ 築城 

郭を 出現せ しめたの である が、 山 岳 や 水田 の 多 い 

便 多き のみなら す、 元 來 我が 國の戰 爭は歐 洲のゃ 

の で. 大 砲が 多く 實用 となら やして 止んだ こと も 

所以で あら う。 

本位たら し めビ 、 に 新 武家時代の 中央 集 櫂 的 封 

に 皇室 を 上に 奉戴して ゐ たからで ある。 歐洲に 

侯の 勢力 を 殺 ぎ、 中 央壤權 政府が 樹立 せられて、 郡 

ので あるが、 群雄 爭霸 時代 以後の 皇室 は、 郡縣制 度 

安 朝 時代に かけて 盛であった 皇室と 全く 異な-り、 
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先づ 都市の 發達 について いへ ば、 京 都 は應仁 文 明， の大亂 

首都た る 體面を 維持す る ことが 出來 なくな り、 相 模の小 田 

き 繁華なる 都市 を はじ め、 武 將の 保護に よつ て、 所謂 城下町 

た。 織 田 時代から 豊臣 時代に 入って 京都 も 多少 舊 態に 復 

の 他の 城下 都市が 新たに 發展 した けれ ど、 ま た 皆 武將の 庇 

なかった。 尤も 室町 時代に 四 貧 津と稱 せられた 伊勢の 安 

前の 博 多. 和 泉 の 堺、 中 にも 博 多 及び？ I- は、 當 時 通商の 要港と 

いふべき もので あ り、 殊 に 外國賀 易の 市場と して 勃興した 

會の 下に 發 達し た * も のであった。 しかし これらの 都市 も 

はらぬ もの はな かつ た、 歐 洲に 於け る 伊太利の ゲ ェ ネチ ャ 

盟の 如き 自由 都市と は 全く ュ、 の 性質 內容を 異にして ゐる 

都市に 住んで ゐた 富豪の 潜勢力が 旣に 侮る ベ からざる も 

德川 時代に は猶ほ 多く 武家の 下風に 立たざる を 得な か つ 

次に 歐洲に 於いて 小 領主の 據 有して ゐた 城郭の 賴 むに 


一一 一七 〇 

後 非常に 廢頹 して 

原. 周 防の 山 口の 如 

が 諸 地方に 出現し 

し、 大 坂. 江 ヌ. 伏 兄 そ 

護に 依らねば なら 

濃津. 薩 摩の 坊 津. 筑 

し て、 自由 都市と も 

長 崎 は、 一 時 耶蘇 敎 

皆 武將の 保護が 加 

ゃ獨 逸の " ンザ同 

0 よしや これらの 

の ありし とはい へ、 

た。 

足らざる を覺 らし 


旣に內 田銀藏 博士 著 日本 近世 史 にも， 我が 德川 時代が 歐洲の 所謂 近世なる も 

のと 同じ 意義 を 有する ところ 少 くない こと を 述べて ある が、 も し 彼の 中世に 

於け る暗黑 時代が 我が 群雄 爭覇 時代と 相 類似す る もの あらば、 彼の 文藝 復 典 

期 はま づ 我が 織 田 時代から 豊臣 時代に 當 ると いふ ベ く、 德 川 時代 は 正 に 近 世、 

少 くと も佛蘭 西大 革命 以前に 似た ところが ある。 想 ふに 歐洲に 於いて は 近 

世に 入つ て 封建 制が 打破せられ、 中央 集 權の國 家が 造られた のに 反し、 我が 國 

にあつ て は 同じく 中央 奥權 とい ひなが ら、 封 建 制の 下に 新 武家政治と なった、 

しかも 三百 年の 久し き、 祧 源の 夢暖 なる 平和 時代 を 出現せ るに か 、はら す、 そ 

の 間 歐洲諸 國が爭 奪の 歷史を 繰.^ 反して ゐ るの は 面白い 對 照と いはねば な 

らぬ。 この 對照 は、 根本的に いへ ば、 社 畲組織の大陸的なると^：^國的なるとに 

よつ. て 生じた ところ で あ ら う が、 歐 洲に 於いて 封娃 制度 を破壞 した 要素の 一 

として 擧 げられ てゐる 都市の 發達 が、 我 が國 では 却つ て 武家 階級の 保護に よ 

つた 事情が あ り、 ま た 大砲の 赏 用が 殆んど 我が 國に 見られな か つたこと も數 

へられる であらう。  . 
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ど豊 臣氏滅 


た 織 田 信 長の 後 を 承け た豐太 ral 

て、 新 武家時代の 完成 者た る 德 川 

戰に 天下の 諸侯 を 江 1^ に 朝 《示せ 

る 時代 を 現出せ しむる 1^ を き. 

の 維新に 及んだ こと は、 我 が國史 

ある。 嘗て 內田 銀藏 博士 は 日本 

て 近世の 初と し、 暗 に德川 時代の 

は 第 十二 編 を 慶長八 年 家 饭の將 

の 以前と 以後と に 於い て. ii;- 川 幕 


龍 江 院のカ テキ 樣  村 上 直次郞 博士 (第 三 十七！ 1) 

W ぴ龍江 院の貨 狄樣に 就い て  村 上^ 次郎 博士 (笫 三 十 八 編) 

日本 切支丹と ロマ 敎皇 との 交通  姊， お 正 治 博士 (第 三 十九 編) 

切支丹 敎師の 曰 本潸入  姉^ 正 治 博士， 笫 四十 編) 

安 南 普 陀小靈 中佛の 碑に つ い て  黑枳勝 美 (笫 四十 編) 

山 田 長 政の 15 に 就いて  一： 一木 榮氏 (第 四十 一 編) 

アン コル ワットの 石柱 記 文に ついて  黑板勝 美 as 四十 一 編) 

この 外歐 文の もので は クラッセの 日本 西敎 史.パ ジュ ー の 基督 敎史を はじ め-こ 

の 表 中に 擧 げた 村 川 堅固 憐士ゼ スィ 7 ト布 敎關係 書類の 目錄 によって 抽出 

す る 外、 英 人コ ゥクス 日記の 如き 外國 商人の 日 記紀 行、 及 び 外國宣 敎師の 年報 

によって 研究し なければ ならない。 尙ほ新 村 出 博士の 南蠻廣 記. 續商 蠻廣記 

や 岩 生成 一 氏 著日葡 交通 小史. 濱田 耕作 博士 譯天 正遣歐 使節 記な どに よって 

その 一 班が 知 もれる。 
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笫六章  新 武家時代 Q  二  (璺臣 時 代) 

セ ー リ ス の 家 康に呈 せし 請願書に 就い て 

ゼ ス イット 布 敎關係 書類 目錄 

羅馬府 ばる ベり に圖書 館所藏 日本 古文書 

大友大 村有 馬 三 家 使節 ゑね ちゃ 政府へ 呈 せし 

大友大 村有 馬 使節の 感謝 狀 

石 母 田 文書 南蠻へ の 御案內 文中に 見 ゆる 外國語 

シ マン カス 文書 

ヰ リャム • ァダ. ム スと 逸見に 於け る 彼の 墳墓 

德川家 康の商 政 と 「メ ルカン チ ル. シ ス テム」 との 關係 

を 論じて 彼が 通商 獎勵の 動機に 及ぶ 

伊達 政宗 海外 遣 使の 目的に 對 する 吾人の 疑問 

大友有 馬 大村三 侯の 西 伊 遣 使に 關 する 新 史料 

呂宋の 入貢 を 促した る 秀吉の 書翰に つ い て 

蒲 生 氏 鄕の羅 馬 遣 使に ついて 


• 三 六 四 

村 川 堅固 博士 (笫 十 一 編) 
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九州に あって 三 成の 與黨を 討った が、 其 眞意は 家康の ためとい ふので なく、 一 

か 六 かの 大博变 を 打たん として ゐ たので ある。 黑 田家 文書に 收 めら れてゐ 

る 如 水の 遣 言 狀 に. 彼 は 子 長 政が 家- 1^ に從っ て關ケ 原に 楚戰 した こと を 評し、 

自分の 子に も 似合 はない 馬鹿で あ る， 自 分 が 九 州 で 活 動 し た の は 決 し て 家 

のた めでな ぐ、 た 汝 のために 働いた ので あるの に、 汝 は 親 の 心 も 知らぬ 馬 鹿 
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束 軍 は 凡 二、 十 萬、 西 軍 は 凡 

を强 めんと し、 小 n 十 川秀秋 


ほに 向った 間に， 彼 は 


家：^ 景勝 を 

討たん とし 

て 東 下す 


一一 一成 寨 兵の 

報 至る 

三 成 與黨の 

諸將 


家^-諸將に 

向-^：を決せ 

しむ 


を 

畐 

を 


家康は 無論 こ れ に 

ロ實と し. 六 月大坂 

豪 鳥 居 元 忠を同 城 


と し 


義 


て 


山 

藤淸 

政 等 

決せ 

を 致 


て 之 

岡 八 

着 い 

は 主 

始 め 

-黑 田 

家康 

め た 

ん こ 


を 守 ら 

幡宮に 

に 着い 

た 時、 三 

と し て 

、長 束 正 

如 水 等 

に屬し 

が、 美 濃 

と を 盟 


背後よ 

氣づぃ 

を 發 し 

の 留守 

め、.！^^ ぎ 

で、 途 す 

。 彼 は 

兵を擧 

方の 諸 

，大 谷 吉 

九州に 

東 下し 

田 丸忠昌 

た。 家康 


て 

、諸 

た 


家 

な 

、增 

. 一一 目 

ま 


M を 

，J  0 

を 率 

し. 內 

巿 に 

放鷹 

一 _ 帶 

伏 見 

糾 合 

田 長 

て 三 

家， 就 

濃 の 

次子 
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新 武家時代 Q  二. 時 


攻 め 

彼 は 

ゐ て 

藤 家 

出 で 

し. 上 

を攻 

し 、毛 

盛. 小 

成 の 

は 諸 

眞 田 

秀虚 

代) 


ん とした。 

五 年の 春 景勝が 上洛し ない の 

す る や、 先 づ 伏 見 

長 父 子. 松 平 家 忠 

河士 n 田に 至り、 やがて 鎌 

形勢 を 窺 ひな が 

と 半月 餘. 七 月 一 一 


長 

-元 

V7 


城に 入 

• 松 平 近 


り、 殊 に 一 

正 等 を、 


倉 

ら武藏 の 

十四 下野の 


に 入 

佥澤 


とい ふ 鳥居 元 忠の報 を 得た。 

元. 小 早川秀 秋. 宇 喜 多 秀 家 あ 津 

長 等 皆 三 成に 應 じた。 た、. -加 

攻 め、 加 藤 嘉 明. 福 正 則. 黑 田 長 

维 めて 軍議 を 開 き、 そ の 向 北 H を 

二人の 外 は 皆 家 厳の 爲 めに 力 

都宮に 留めて 景勝に 備 へ、 伊達 

三 五 五 


利 家の 老衰 

と 家 康の專 


三 成 家康を 

除かん とす S. 


武斷 派と 家 

三 成 を 領地 

に 整 居せ し 

む 


馆六章  新 武家時代 Q  二  (璺臣 時 代) 

來が危 い と、 輝 元. 秀 家. 景 勝の 三人と 結ん 

時に 利 家に 旣に老 衰 し、 餘り 政務に 關 

で 誓 つたこと を 忘れた かの やうに 自か 

ば 大名の 婚姻 は 自由に 定 むる こと 出來 

その 一 存で之 を 許した 


：; 五 3 


三 成 上杉景 

勝の 臣直江 

兼讃と 通ず 


となる ものに は 

謀 つ た が、 黑田長 政. 加 

三 成 を 除かん と し. 三 

ひ、 三 成 をして その 領 

殺さ やに 蟄居 させた 

なりと いふに 殆んど 

五 大老の 一 人た るに 

に 事 を 起 さ し め て. 豊 

三 成 は 蟄居せ しめら 

の 老臣 直 江 兼 續と連 


藤 淸 正. 福 島 正 則. 淺 

成の 計畫を 家庞に 

地に 蟄居せ しめた 

こ と を、 そ の 遠謀の 

一 致して ゐる。 三 

過 ぎ ぬ、 家虚 は ま づ 

臣氏 恩顧 の 諸將 に 

れ たと て 決して 泣 

絡 を 通 じ. 景勝 を し 


で 家虚に 

係し なか 

ら者合 

な い の 

0 そ こ 

野 長 政 

申吿し 

。 これに 

存 すると 

成 を 殺せ 

三 成 を そ 

打 擊を加 

寢 入る 人 

て 兵 を sfii 


對抗 した。 

つたの で、 家 

事を滕 

た が、 家 

ま 


つ 

の 

津 


つ 


康 

を 


嘉 

ろ 

な 


て 


む 

. 本 

て 

の 


,ぁ 


家 isj 

等武 

S 止 

史家 

な し 

の 地 

に し 

し た 

つ た、 疾 

げ し め、 


秀 

一丁 

パイ 

力 

あ 


家庶 


吉 

力 

き 口 

-ゃ 

る- 

力 


の 

た. 

々 


、例 へ 

親類 

と を 

ま た 

を裝 

成 を 

獻策 

で も 

て 彼 

) 果然 

杉 景勝 

そ の 討 


禿吉薨 後蘭 

ケ原 役に 至 

る 大勢 


石 田 三 成の 

人物と その 

勢力 


送った こと も あ 

を 思 ひ 止まらね 

つた。 その 折 諸 

三 ヶ月， 一 ヶ月で 

た 母の 菩提のお 

さて 秀吉の 薨 

及び 史學雜 誌 第 

の 成 行 を 述 ベ て 

す ま す 高 

全く 家廣 方と な 

任 を 受 け、 五 奉 行 

そして 彼が 中央 

よく 民政に 力め 

漸く 禿賴に 利な 

第 六 章 


め 


の で. 彼 は 

ならぬ や 

寺に 祈願 

大政 所の 

高野山に 

關ケ原 役 

編 小 倉^ 

う。 家 

一 el す る 

了った 

でも； ill 

いて 活 

實がぁ 


出 來るだ 

うにな つ 

か け、 ど 

命を延 

巌 寺と 

至る ま 

氏 「關 ケ 

は 伏 見 

の 次第 

- 然るに 

機 を 握り， 

躍した 背 

る (近 江 ず 


た 


孝養 を盡 した。 文祿の 役に 彼 

直接の 動機 は、 全く 大政！^ 


を 


赏 


も 


る を 見、 lE と し て 


うか 今一 年 二 年が 六ケ 

ばし 給へ と 願文に 書い 

いふ 大 伽藍 を 建立した 

で の事情は陸軍參！^^本 

原 始 末」 な どに も 出て ゐ 

にあって 天下の 政治 を 

に 多くな つた。 武斷派 

三 成 は 非常に 才幹 ある 

近 江の 佐 和 山城 十 入 萬 

後に は 父 木工 入道が そ 

瀧 寺 文書 參考 )。 三 成 は 

も 早く 家，；^ を 除か なけ 


し 

て 


ゐ る 


新 武家時代 Q  二 (S  E 時代) 


か ら 

ひ、 そ 

人々 

物 で 一 

を 額 

所領 

今や 家 

れ ば、 豊 

三 五三 


力 

病氣 

ば 六 

リ 彼 

0  0 

ケ 原 

、た -、 

な ど 

秀吉 

し て 

を 支 

康 の 

臣氏 


度- 海 

で あ 

ケ 月， 

は ま 

0  0 

戰史 

望 ま 

ま た 

の 信 

ゐ た、 

己 ン 

0 し 

亍 助 

\ ィ 

の 將 
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思った こと 

を 思 ふ ま - 

に 行 ふ 

秀吉 Q 機敏 

秀吉 QH< 眞 

瘸 澄なる 性 

格 


大政 所に 對 

する 秀吉の 

孝 ti 
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極めて 身 輕に扮 装って 諸方 を 微行した。 前 田 玄以が 之 を 心 

白 や 太閤の 貴き 身で あり な が ら * さ やうに 輕々 しくな されて 

諫 め た と こ ろ、 秀 吉 は 笑 つ て、 自 分に 反する 者 はとても ある ま 

人 は 今 ま で な い で はない かとい つた。 何 で も 自分の 思った 

行す るの が、 彼 が 天下 を 支配した 行 き 方 で あ り、 し かも 事に 當 

あ つ た. 明 知 3 光 禿 討伐の 際 急に 毛 利 氏と 和して 攝津に 引上げ 

越した の は その 一例で ある。 殊に その 天眞 爛漫なる 性格 は 

現れて ゐた。 小 田 原 征伐に 長陣を 布く や 議將に 妻子 を 呼び 

し た が、 彼 も 夫人 淺野 氏に 書 を 送つ て、 戰爭の 樣子を 知らせ、 且 

室 淀 君 を どうか 送って 吳れる やうに といつ. て やった。 その 

た 消息に は その 眞 情が 溢れて なる ものが 多い。 全體を 通じ 

狀 は そ の 思 ふま、 を 書 き 下 し、 如 何にもよ くその 性格が 1^ ば 

秀 吉 は 幼 少 の 頃 早く 父 を 失 ひ、 非常 に 母 大政 所の 世話に な 

康の 上洛 を し た 際、 く の 間と はい ひなが ら、 人 質 S 意 味 で 


三 五 二 

配して どう， も 關 

.^If 丄ぶ し く な ハと 

い、 自分 ほどの 主 

事 を 思 ふ 儘に 實 

つて 尤も 機敏で 

，他 の 諸將 G 先 を 

，閨 門の ことに も 

寄す る こと を 許 

っ氣に 入りの 侧 

外 北 政所に 充て 

て秀吉 自筆の 書 

れ る。 

つ た、 殊 に 徳川家 

家 旗の 許に 母 を 


秀吉 Q  , 、物 秀士 n は 身 匹夫から 起って 天下の 全權を 握る こと 凡そ 十 六 年. 位 人臣の 榮を 

極め、 我が 國史に 於いて これ だけ 花々 しい 生涯 を 送った 人 はない。 その 人物 

について は 上に も 述べた が、 猶 ほ、 老 人雜 話に よれ ば， 秀 吉は心 も 言 葉 も 振舞 も 

萬 事 早 いが 至つ てま？ 揚で. 少， しも 吝 かなる 所がない、 それで 極めて 天 眞 爛漫で あ り、 萬 事 早 

すき 

いが 好 き で あ つ た、 或 時 右筆が 醍醐の 醍の字 を 忘れた 時 に、 秀 士ロは 犬の 字 を 示 

して、 斯う 書いたら よいと いった。 叉 織 田 信 雄と 兵 を 交へ た 折、 先 鋒から 早く 

兵 を 繰 出して 吳れ といって 來 た、 秀 吉 は、 千 利 休の 茶 の 湯の 會に 臨んで ゐた が- 

それ を 聞く や 否や 直ちに 飛び出 し. 臀 を 捲って ュ ィャ くと いって 駆けつけ 

人物 を兑る た。 また 北 條氏を 滅ぼした 後、 會 津に蒲 生 氏 鄕を封 じた が、 そ の 折先づ 人々 に 

投票せ しめ、 誰 を 封 するがよい かと 人選せ しめたと こ ろ、 細 川 幽齋を 選んだ も 

のが 多かった。 秀吉は それ を 見て、 汝等 は譯が 分らぬ、 おれが 天下 を 容易に 取 

つたの も 尤も だ. 氏鄉 でなければ いかぬ といって 彼 を 會津に 封 じた。 

秀吉 Q 度量  それに 秀吉 はすべ て 心 を 人の 腹心に 置いて 仕事 をす るので あつ た、 當 時 百 

戰を經 て來た 豪傑 も 皆 彼が 藥籠 中の ものと なって 了った。 また 秀吉 は 平 素 

第 六 章  新 武家時代 Q  二 (璺 E 時代)  三 五 一 


秀吉秀 次 を 

自殺せ しむ 


秀吉 秀賴の 

將來を 心配 

す 


家康伏 見に 

あって 政 移 

を 行 ふ 


六 章  新 武家時代の 

て來 た、 もし 秀次が 行動 を 慎ん 

など を獎勵 した 人に も 似 す (史 

き て」 參 考〕. そ の亂 暴なる 性格と 

こと、 な つ た。 機敏なる 三 成 

祿四年 七月 秀吉 は秀 次の 亂行 

1^ 吉の やうな 達識の 人 は、 旣 

た。 彼 は その 薨去 以前から 非 

傅り 育て る やうに と 諳將に 遣 

淺野 侯爵 家 文書に 五 大老 等の 

奉行の 和睦 一 致 を 誓 はしめ、 血 

た家康 をして 伏 見に 居り 主と 

秀賴の 傅と な り. 相 並んで 天下 

利 輝 元丄 杉 景 勝、 宇 喜 多 秀家等 

うにと 戒めた ので あ る が、 家 0 


一： §  E 時代) 

で ゐ た ら、 穩 かに 解 

學雜誌 第 四 編 岡 田 

放 博なる 素行と は- 

は  早く  も  秀吉の  意 

を責 め、 高 野 山に 放 

に 天下の 形勢に つ 

常に 秀賴の 將來を 

言 し. 互 に 起 請 文 な 

起 請 文が 收 めて あ 

判 を 以て 互に 二心 

して 政務 を 行 はし 

の 事 を視る こと 、 

は諧事 二人の 意見 

は 次第に その 鋒 鋩 


三 五 〇 

決 し た で あ ら う が、 彼 は 文學 

正之瑰 士 「豊 臣秀 次の 事に 就 

- 遂に その 地位 を 危うくす る 

を 察して 迎合し た. そ し て 文 

って^！：！殺せしめた。 

いて 多少 見 透 しがついて ゐ 

心 配 し-よ く 一  致して 秀賴を 

ど を 取 か はさ しめてなる。 

る が、 そ れ に は先づ 五 大老. 五 

な きこと を 示， さ しめた。 ま 

め、 前 田 利 家 は大坂 にあって 

し. 同じく 五 大老に 列した 毛 

に從っ て 政治 を 輔佐す る や 

を 現して 來 た。 


家 i^Q 棟 略 

武斷派 を 掌 

中に 收む 

秀 吉の內 IE 

北 政所 

君 


秀次 を關白 

となす 

秀頼 Q 出生 


0:E 氏の 繼 

嗣 問題 


杉 景 勝 及び 其 老臣 直 江兼績 等が 連絡 を 通じて ゐ た I 

則. 後 野 長 政. 加 藤 嘉 明. 細 川 忠典等 を はじめ 三 成と 惡 

て 彼 等 が 三 成 を 除かん とした こと は 却って 家庶の 

等 は その 掌中に 丸められて 了った。 ， 

次に 秀 古の 內閻は 北 政所 淺野 氏が 糟 糖の とし 

が、 五 奉行の 一 人 淺野長 政 は そ の 兄 で あ り、 淸 正. 正 則 

武將 であった。 然るに 側室 淀 君 は， 淺 井 長 政の 女で 

吉の 寵愛 を 蒙って ゐた。 北 政所 は 元 來贞淑 の 婦人 

なかった が、 三 成の 如く 史才を 以て 登庸せられ たも 

てゐ た。 武斷 派. 文 治 派 はまた 內 閨の關 係に 於いて 

また 秀吉 は. 娃 秀 次 を 養子と し、 關 白を讓 つて 太閣 

腹に 秀賴 生る 、 に 及 び、 老 後の 一 人 子で は あ り、 非 ルぉ 

の 消息に は 神 田 男爵 舊藏 文書 を はじめ、 天 眞 爛漫 子 

ゐる ものが 多い (史徵 墨寶第 一 編參 考)。 そ こ に 秀 吉 

J> が 六 章  新 武家時代 Q  一  § 臣 時 代) 


_武斷派 は 加藤is正.1^2^^ 

か  り  し  人  々  で  ぁ  つ  た. そ し 

櫂 略 術策に 翻弄 せら れ、 彼 

て內 助の 功， 甚 だ 多 かった 

また 多少 北 政所と 有緣の 

信 長の 姪で あ り、 非 常に 秀 

で、 淀 君 との 間 何等の 爭も 

の は 自然に 淀 1_ に 近づ い 

も 相 分れた ので ある。 

と稱 じた。 然るに 淀 1^;? の 

に 可愛い がつ た、 秀 士  3 自筆 

を 思 ふ 父の 情 が 流露して 

の心屮 に繼嗣 問題が 動い 

三 四 九 


築城 法 


染物師 


秀吉藉 後 の 

暗雲 


德川 家康の 

野心 


. にぬ と武 

fcii ふい 
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刷史 日本 篇. 木 宮泰彥 氏 著 日本 古 印刷 文化史 參考 )。 

さて 我が 諸將は 朝鮮に 滯陣 して ゐた 問に 築城 法に 

い、 加 藤 淸正を はじ め、 歸 國後 多く そ の 居城 を 築い だ、 慶 

に淸 正の 臣飯田 覺兵衞 が 朝鮮で 研究した 石垣の 築き 

ゐ る。 ま た 繊 師. 染 物師 等の 職人が 伴 はれて 來 たこと 

響して ゐる (征戰 偉績 平 出 鏗次郞 氏 「文 祿 役の 我が ェ 藝 

秀 吉 は 前 に 述 ベ た や う に、 再 度の 外征 半ばに し て. 病 

見 城に 薨 じ た、 そ の 薨 去 前， 或 は 高 野 に 詣 で、 或 は 吉 野に 

に 一 代の 豪華 を 極めた ので ある が、 薨 去 の 後 忽 ち 豐 臣 

した。 外にあって は十餘 萬の 士卒が 戰に 疲れん とし 

嗣秀賴 まだ 分別 もっかぬ 少年で あ る、 五 大老の 首班 德 

賣 つて 手撫 けて ゐ る、 し か も、 秀 吉 の 腹心 股肱た る ベ き 

所 謂 文 治 派. 武 斷 派に， 分れて 相爭っ て 居る のであった 

中 心 と し、 大 谷 吉 繼. 增 田 長 盛. 長 束 正 家 な ど 五 奉行の 錚 


一二 四 八 

ついても 硏究 したら し 

長 十 年 名古屋 城の 築城 

方 をした と傳 へられて 

もこ の 後 我が 工業に 影 

に 及ぼせる 影響」 參 考)。 

を 獲て 慶長 三年 八バ伏 

遊 び， ま たは 醍醐の 花 n 儿 

氏の 運命に 階 雲が 去來 

て ゐ る、. s: にあって は 後 

川 家庶は 諸侯に 私 恩 を 

人々 の 問に 一 致を缺 き， 

。 文治 派 は 石 E 三 成 を 

々たる 人々 を はじ め、 上 


宋版 一 切經 

の-泥 來 


春 日 版 

高 野 版 

正 平版 論說 

五山 版 


の 

ゝ 

谷 


力 


の 


せしめた ものである。 恐 

中で 常に 讀 誦 し. も しく は 

ら う。 それにつ いて は ま 

い。 宋版 一切 經は 一條 天 

ら. 鎌 倉 時代まで 多く 輸入 

る。 今 宮內^ 圆書 寮. 東京 

寺. 紀 伊 金 剛 峯 寺 等 に 多 少 

興 福 寺 で 刊行され た 版 經 

は 建 久以來 室町 時代まで 

刊 經史參 考 へま た 高野山で 

けた 秋 田 城介泰 盛の 開 板 

で佛敎 以外の 書 も 正 平 十 

版木 は 東京 帝室 博物館 現 

で あ る (和 田 維四 郞氏 編訪 
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らくこれ まで 信 

研究 せらる 、も 

た宋版 一切 經の 

皇 の 御代に 入宋 

せ ら れ、 蜀 版.， i 州 

增 上 寺. 京 都 南 禪 

缺本 では あるが 

が 主として 恭日 

の 版木が 今 も 保 

出版され たもの 

などが あ る (水 原 

九 年に 北宋 版の 

藏)、 ま た 當時五 山 

書 餘錄. 文學 博士 

の  一 一 (t 乂  E 時代) 


仰に よって 書寫 して ゐた 經疏等 

のが 先づ 木版に 附 せられた ので 

影 響 ある こと を も 知らねば な ら 

僧ま然 初めて 北宋版 を將來 して 

版. 思 溪版 などい ろく の 異 版 が 

f0 醐 寺. 大 和 唐招提 寺. 西 大 寺. 長 

保存 せられて ゐる。 

P と稱 せらる 、 ものである、 同 寺 

存 せられて ゐる (大屋 德城氏 著 寧 

を髙野 版と 稱じ. 建 治より 仏 安に 

堯榮師 著髙野 版の 研究 參 考)。 つ 

論語が 堺 港で 覆刻せられ た が (そ 

版が 現れた こと は 前に 述べ た 通 

中 山久四 郞. 龍 肅ニ氏 共著 世界 印 
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百 萬 塔陀羅  妙法 莲華 經卷 第二 東京 內野 五郎 一一 一氏 所藏 


本邦 印刷の 

沿 

百 萬 塔陀羅 


世界 最古の 

印刷物 


我が 國に於 

ける 木版の 


节 ナ、 章 

都な どに 出版 

序 でに 我が 

る 最古の もの 

四 種 陀羅尼 で 

考) ビ れは 多數 

つた 鋒 版 と 0 

年間の 金剛 波 

次郞博 士 「寫 本 

も、 未 だ 盛 唐に 

印刷物と して 

木版の 佛經 

經卷三 を 最古 

相違な い)。 次 

が あ る， 卷第十 


新 武家時代の 二 (畳 E 時代) 

業者が 起る やうに な り、 殆 んど 木版 本と なつ 

國に 於け る 印刷の 沿革に ついて 略叙しょう 

は實 に寶龜 元年に 勅命 を 以て 十大 寺に 頒た 

あ る、 今 法隆 寺に のみ 保存 せられて ゐ る (平 子 

筆 寫の勞 を 省かん が爲 めに， 當時行 はれた 銅 

めら れる。 支那の 木版で は 今 大英博物館の 

羅密經 が 現存せ る 最古の もので あ り， 史 學 雜 

時代と 版本 時代と に 於け る 支那 書籍の 存亡 

は 木版の 行 はれた 證據 がない や う で あ る、 從 

支那よりも 古 く、 ま た實に 世界に 於いて 最古 

で 我が 固に 現存せ る もの は 柬京內 野 五郎 三 

と す る (白 河 天皇 承 暦 四 年の 奧誊が ある から 

に 正 倉 院聖語 藏に藏 せらる 、堀 河 天皇 寬治 

の 跋文に よれ ば、 典 福 寺の 學 衆が 財 を 集め 模 
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て 末に 及んだ。 

. 我が 國に 現な せ 

れた百 萬 塔 所納の 

小： i! 氏 著 百 萬 塔 考 參 

印 ゃ禱出 銘文に 傚 

所 藏に歸 せる 咸通 

誌 第 十 一 編 市 村 讚 

狼 散」 に よって 兄る 

つて この 陀羅尼 は 

の もの で あ る。 

氏 所藏の 妙法 速 華 

その 以前の もの に 

二 年刊の 成 唯識論 

ェ 曾 觀 # をして 鎮 


获燒 

架^ 燒 

沾字 本の 出 

版 

文祿版 古文 

孝經 


圆 光寺の 活 

字 版 


後陽成 天皇 

の觔版 活字 

本 


娥本 


燒を 

た 墓 

麗左 


造り 

石な 


次 


る 

旣 

に 


り ^  J 


佶 


卷. 職 

0 影 參 

假名 文 


出 さ 

ど も 

に 起 

活字 

敎會 

LI  .h 

タ \ 仏 

ゐ ら 

じ、 銅 

成 し 

原抄及 

考)。 こ 

に P 用 

術， 大 に 

^ 六 章 


£1 

力 

ゝ卩 

を 


し め、 今 

存 して 

り、 出 雲 

版の 書 

活 字 本 

の 出版 

の 際 早 

る、 に 

活字 や 

たもの 

び 四書 

の 活字 

せられ、 

進 み、 且 


ほ^ 代 川 

る。 こ の 

樂山燒 は 

が 始めて 

は 文祿ニ 

に 活字本 


つたので 

活字 を以 

後陽成 天 

如き は慶 

は 元 和. 寬 

謂 峰峨本 

文學 の^ 


そ の 

長 門 

の 

版 の 

存在 

し た 

ら う 

諸 書 

の 勒 

活字 

と 引 

一一 一一 p 

る に 


子孫が 

の 萩 燒 

子が 窯 

の も ま 

古文 孝 

して ゐ 

活字 を 

" や 

を 版 


本 の 

き つ 

な ど 

伴 ひ 


白 
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一 部 落 を 成 し， 諺 文 で 名 

は 毛 利 輝 元が 連れて 歸 

を 開いた とい はれて ゐ 

たこの 外征の 賜と いは 

經が： ：| 初の ものである- 

たこと は 我が 國 人に 知 

獲 て 之 を 持 歸 り、 經 書 國 

て慶 長年 間 家， 腿が 圓光 

し た こ と は 、我 が 國の印 

て 有名なる 錦 纖段. 日 本 

であつ た (鈴 鹿 三 七 氏 

い て 多 ぐ 行 はれて ゐ る- 

出版 せられた。 然るに 

籍の 需要 多 かりし より 

三 四 五 


を 11^- し 

つた 高 

る 0 

れてゐ 

一 《"s 

られて 

典 等の 

寺の Is: 


ぎ P 


そ の 後 

江 1^. 京 
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後陽成； 大皇が 慶長四 年に 上刊 せしめた まひし もの 
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H 藝に 及ぼ 

した 影 教1 

近世 陶磁器 

の發達 


茶 湯 Q 道具 

調 


應取燒 

上野 燒 


有田燒 

1 一一 河內燒 

薩摩燒 


の 

筑 


ま 

な 

所 

V7 


本 

つ 


で 


て 製 


こ の 

は 殆 

し め 

寄 者 

で、 茶 

々 を 

高麗 

き、 諸 

諸將 

こ 

取燒 


方 


力 


を 

:•  .  _は？ 直 茂の 下 一 


名 を 得 た 者 

て 三 河內燒 


我 力 


た も 


外征 は 

んど朝 

の 

い は 

湯 の 

て 垂 

は 非 

か ら 

朝鮮 

よ し 

^口 1 り 

、、！ J 

に歸 化し 

が 有田燒 

を 0 


數 

な 


れ、 古 

道 具 

诞措 

常 の 

茶 壺 

か ら 

め た、 

出し、 細 川 

f き 

の 祖 

律 義 


を 


ての 數 


の 二  (登 臣 時 

に大 なる 

移し 

當 時 

-織 田 

贫 に 

ざ ら 

り、 淺 

る に 

例 を 

齋 の 

人 よ 

な つ 


次 

を 


て 

當 

た- 


代) 

武 


一一 一四 四 


弘は熊 川 • 


奢 を 及ば 

つた 觀が 

將蒲生 氏 

細 川 忠 典 

し く、 朝 鮮 

た。 從 つ 

長が 蔚山 

0 

こと も淺 

彼等 は 多 

れ ば、 黑 田 

歸 化した 

) 叉 松浦鎮 

金 海より 多 


釜 

た 


人 


し て 

あ り 

鄕. 伊 

を は 


野 侯 


長 

數 


政 


て 文 


る- 


陶 ェ 


が 陶磁器 ェ 

政 宗. 細 川 幽 

め 各 茶道の 

發 達 し て 

長 の 兩 役 

一 ト足先 

文書に 見 

伴 ひ 歸 り. 

に歸 化し 

ぁゲ C 

前の 上野 

金 井 三 平 

とい ふ 者 

を 連れ 歸 


業 


器 工業 

を 劃期 

ど が 

と な 

0 つ 

歸朝 

ゐ る。 

優遇 

起し. 

いふ 日 

半 、ノ 帚 

や こ £ 

て薩摩 


な 

V7 

て 

を 


山镜城 


秃吉薨 じ 全 

軍 を 引揚ぐ 


泗川新 塞の 

戰 


外征の 影響 


た の で、 幸 長 寡兵 

幸 長が 辭 世の 歌 

手兵 を從 へて 入 

嗨み馬 を 屠つ て 

正月 明 軍 を 破り 

た. そして 造 言 に 

を收 めんと して 

弘殊 死して 戰ひ 

皆 朝鮮 を 引き 揚 

前後 七 年に 亙 

して 終り、 何等 獲 

える。 しかし 我 

亡 ぼ し、 朝 鮮 を 從 

て 一 55 を 染め 得 

0 六聿 


追 

丄 

ゐ 

-ま 

/、 

る 

力 

へ、 

な 


以て 明 

書いた 

し 幸 長 

く 生命 

擊 して 

り 石 田 

た 間に- 

た 犬に 

た。 時 

る秀吉 

所 な く- 

武威の 

殆んど 

かつお 


3- 


を 


一一 


/- 

た 

野 


に 當 

下 の 

合 し 

つ 、く 

首數 

成. 淺 

將董 

軍 を 

李舜 

外征 

つて 朝 

なる を 

の 蒙 

ま 


臣 

ま 


，死 を 

ネ J ん 

が、 築 

ご 0 

に 及 

長 政 

元大 

つ て 

ま 拔 

そ の 

知 ら 

古 た 


決して 戰 つた. ( 野淺 

今淺 

城 未 


だ 


ん だ 

博 多 

擧し 

棹 尾 

が 軍 

亮去 

怨 を 

し め. 

り し 


第 

こと は少 くと もこの 


男爵 

全 か 

な く 

然る 

下 つ 

武名 

歸路 

共 に 

ふ こ 

が て 

か \ 

タ \ィ 


家に 傳 

らす、 糧 

秀元. 長 

に こ 


ま 

の 


の 


負 

大 


し 

こ 

を 

す 

な 
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侯爵 家 文 書 參 考)。 

はって ゐる。 淸正 

食 ま た 乏 し く、 紙 を 

政 等來拨 して、 三年 

年 八月 秀吉は 慕 じ 

の 命 を 發 し、 全 軍 兵 

新 塞 に 迫った が義 

た。 やがて 諸將は 

ん として 戰 死した。 

實 現す るに 至らす 

か つた やうに も 見 

典った 淸 朝が 明 を 

_ 我が 國に 向って 敢 

る赏獻 であ る。 
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我が 軍 京 城 

に 迫らん と 

す秀吉 許さ 

ず 


我が 軍の 配 
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じめ 多く 今日に 遣つ てゐ る- 

るに 及び、 慶長ニ 年 三月  我が 

め， 八 月 秀 家. 淸 正. 隆 景. 行 長 等 

を 陷 れ、 我 が 軍 は忠淸 道に 侵 

我が 軍 を 退かしめ たの は 如 

し た の で. 更 に 兵備 を 整 ふる 

こ 、 に 我が 軍 は 南海 岸に 

小 西 行 長 を、 泗 川の 新 塞に 島 

を， 竹 CIS に 鍋 島 直 茂 等 を、 梁 山 

び蔚 山に 加藤淸 正. 淺野幸 長 

嘉 明. 藤 堂 高 虎 等 は 南 海. 唐 島 

朝鮮 軍と 合して 我が 軍 を 逆 

攻めん とし 二 部の 兵 をして 

萬 四千 人の 大兵 を 以て 蔚山 


の 二 (風乂  E 時代) 

- ま た 行 長 は 反 

海軍 大に元 均の 

の 諸 將全羅 道 南 

入 し、 將 に 京 城に 

何にも 不可解で 

必 要 を 認めた か 

引 き 上 げ た， 淺 野 

津義弘 等 を、 南 海 

に 黑田長 政 等 を 

し、 宇 喜 多 秀 

にあって 


三 四 二 

間 を 放って 李 舜臣を 退 

兵 を 互濟， おに 破って 制 

原に 明 將楊元 等 を 園み 

迫らん とせし に、 秀 吉 之 

あ る が、 當 時 明 兵 多く 各 

ら で あ ら う。 

侯爵 家 文書な 

に 立花宗 茂 

-林浪 浦に 伊東 

Mfei お」 K 等 


岸の 守備に 任 

ん と し. 各-. 部署 を 定 め た が- 

釜 山. 顺 天の 軍を 牽制せ し 

めた。 淸正 時に 西 生 浦 か 


どに よれ 

祐 兵 等 を. 

.51? 签ぉ こ 

じた。 明 

楊 5f . 麻 貴 

め、 こ の 年 

ら機 張に 


、元 均 代 

植を收 

ま た 之 

許 さ す、 

に 屯 在 

顺 天に 

直 n ぶ ii 等 

生沛及 

り、 加 藤 

大軍は 

淸正を 

二月 四 

つて ゐ 


慶畏 役の 經 


明 ：4 至る 

我が 5* 本陣 

を签 山に K 


の で. 手 で 裂かれる やう 

再度の 外征 は 卽ち慶 

黑田如 水 後見と な り、 本 

軍令に よれ ば、 淸 正. 行 長 

る。 また 前 役と 同じく 

の！^ 長 元年 朝鮮 國城々 

ま で 沿道の 城 邑 を 列 記 

明 國が大 軍 を 以て 朝鮮 

一 騎 がけで 渡海し、 卽時 

明廷は 我が 再征の 軍 

下せし め、 ま た 劉 梃 をし 

前. 役 に 懲 り、 先 づ根據 地 

洛東 江の 沿岸に 連珠の 

城よ. 0 兵 を 出して 之 を 


も の 

の 役 

に あ 

こ の 

明 で 


里 程 

都 を 

出す 

お 3 

固 め 


で 

あ 


て 


な 

つ 

--、 1 

>ー 

る 


、現に 石 川 子^ 家に 傳は 

。 兵數 凡そ 十三 萬餘、 小 

軍 を 統率した。 慶長ニ 


る- 

そ 鬮 を 取 

こ 
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の 

五 
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を 率ゐて 

て 持久の 

如く 城 を 築いで 

包囤 せんとす る 

新 武家時代 Q  二  E 時代) 


つて 二日 替 

こ と は. 宗伯 t 好家舊 

から 遼束^ 海 關 を 通過 

形勢 を 註記して ある も 

六 nr 行程の 地 ま で 兵 を 

を從 へんと 聚 語して ゐ 

邢 秒 楊 鎬. 麻 貴 を 將 と し 

水 軍と きせし 

で， 签 

r. し ン 

ま X 


の 

を 


策 に 

諸將 

する 形勢 を 示し た. そ の 諸 


も 


合 

し 


軍 


つ て 

年 二 

先鋒 

鮮史 

し て 

の や、 

進 め 

る の 

大兵 

め た _ 

と し" 

至 ら 

お LJ 

三 四 一 


ば 直 

は 签 


の 下 に 

一 H の 

つて ゐ 

會 現藏) 

に 至る 

軍令に 

_秀 吉 は 

ら れ る。 

ゐ て 南 

が 軍 は 

岸 及 び 

ちに 諸 

山 を は 


耩和 Q 條 


明の I 封 使 

來る 


し 

の 


の 

そ 


-亍 

Z ィ 

を 

ク ^ 

,を_ 
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長 は 明 使 を 
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三 四 〇 


秀吉 再征の 

軍 を發す 


さ 


を 我 

大臣 

た ら 

を定 

返 還 


る に 

> し 

し て 

怒 つ 

れ た _ 


め 

は 吉 怒 つ 


て 


后妃 

誓 詞 

る 事- 

た  (前 

し め 

も 見 

惟敬 

秀吉 

の 國 

-行 長 

乃吉 

て 明 


伴 ひ て、 名 護 星 

とする 事、 (二) 日 

交換、 (四) 朝鮮 四 

I 六) 捕 慮と な れ 

0  0  0  0  0  0 

田 侯爵 家 文書 

た、 二王 子が 淸 

えてなる。 

は この 媾和 條 

楊 方 享. 沈 惟 敬 

明 使 を 伏 見 城 

書を讀 ましめ 

及び 明 使を誅 

は 直ちに 明 使 

の 國書を 裂い 


に 歸 り、 秀 吉 に 謁して 媾和の 條件 を 

明賀易 勘合 船 の 復舊、 (三) H 明 通好に 

道 の 讓渡、 (五) 朝 鮮 王子 及び 大臣 一 兩 

る 朝鮮 二王 子の 返還、 (七) 朝 鮮 宰 臣 の 

參 ぎ。 秀 吉 は 之 を 許 し. 先 づ 淸 正 に 

正の 陣 にあり し 間、 如 何 に ^  ^ を 徳 

件 を詐っ て秀告 の 降伏な， 9 と明國 

二人 を册封 使と し * 朝 鮮の 使節 ユー 共 

に 引見 し. 當 時 外交の 事に 當れ る扣 

と こ ろ、 封. 爾 爲 一一 曰 本 國 王 一と い ふ 句 

ん と し た が、 行 長辨 疏是れ 力め. 僅 

追 ひ 却 し、 再 度の 外征 令 を 下し た ( 


た 

たと ある が、 こ の 國書は 大幅の，！ に嘗 かれた も 


議し、 二 1* 

關 する 日 明 

人 を 我が 國 

誓 紙 出 等 

命じて 二王 

とせし か は 

に ij:: げて廷 

に來 朝せ し 

國 寺の $5 承 

に 至り、,^ 古 

に ュ、 の 罪 を 

. 太閣 記に 


明廷沈 惟敬 

をして行4^ 

と 和 を議せ 

しむ 


明 廷李如 松 

をして 平壤 

に 向 はしむ 

行 長 平壤を 

拾つ 


碧 蹄 館 の 戰 


孀 和の 議 


將 南下す 


とし 援軍 を 朝鮮に 送った が、 忽 ち 我が 

客と し 媾和 を 行 長と 議 せしめた。 そ 

が、 媾和 條 件の 誤解 は旣 にこの 時に 起 

國が使 を 遣して 我が 國に 入貢す るの 

るので あると 信じて 和議 を 進めたら 

意な かりし は 沈 惟敬の 如き 無頼の徒 

を將と し. 兵 五 萬 を. 率 ゐて平 壤に向 は 

如 松の 軍 を 封 貢 使の 一 行と 思 ひ 誤 ま 

て 敗 わ、 遂 に 平壤を 拾て、 京 城に 歸る 

等の 沈勇なる 戰爭 ぶりに、 文 祿ニ年 正 

り， 李 如 松 は 僅に 身 を 以て 通れ た。 

こ 、 に 媾和 風が また 吹 い て 來 た、 我 

食 また 漸く 乏 し か .^ し 爲 め、 媾 和に 傾 

沈 惟敬の 和議 を 納れ、 行 長 等 京 城 を 退 

笫六章  新 武家時代の 二 (皿 3i  E 時 


軍に 擊 返せられ た 

の 內容は 之 を 詳 か 

つた やうで あ る。 

で あると 解 し、 封 王 

しい。 しかも 明國 

を して 之に 當 ら し 

せて ゐ たので も 明 

り、.；. 寸 備 を 总 りし 爲 

の 巳むな きに 至つ 

月 碧 蹄 館に 於いて 

が 軍 は在陣 旣に久 

ぐ も. の も 少 ぐな 力 

き、 諸 將 ま た 南下し 

代) 


の で、 m に 沈 惟敬 を說 

に. す る こと を 得ない 

卽 ち 行 長 は 入貢 を 明 

を秀吉 が明國 王に な 

力、.^ 力ら, ^ ズ VJ  する 

め、 そ の 問 旣に李 如 松 

か で ある。 行 長 は 李 

め、 李 如 松に 攻められ 

た。 幸に 小 ！： 十 川隆景 

我が 軍 大に明 兵 を 破 

し く し て 载 に ^；せ 、糧 

つた。 二 年 四 月 遂に 

て 签 山. 熊 川 等に 分 屯 

三 三 九 


秀吉 先づ援 

軍 を 送 り 自 

ら 渡海 せん 

とす 


秀吉波 海 の 

議 止む 


. 軍 八 

は is す 

る も 水： 車报 

はず 


朝鲜國 王援 

を s^s; にに 求 

む 


六 章 

道 を 進 み、 淸 正 は 

は 京 城に 留まる 

野 幸 長の 軍 を は 

うて 海 を 渡った 

家 寧 利 家 等に 諫 

た ま うたと ころ 

革 ま る 報 が あ 6 

に 止んだ の は 文 

不成功に 終った 

京 城 占領 後 • 行 長 

に 至って 臨 海. 嚼 

を 風靡し た が . 海 

んだ 睦 軍 も、 た V 

これより 先 き 


新 武家時代 Q  二 昼 E 時代)  三 三 八  一 

咸鏡 道に 向 ひ、 小 n 十 川 隆景等 は 他の 譜道 平定の 任に 當 り、 秀 家 

こ と 、 な つ た。 秀吉は 京 城 占領の 報に 接 し、 更 に 石 田 三 成. 淺" 

じめ 六 萬の 兵 を 送った が、 伊 達 政 宗の如 き は 進 ん で 禿 吉 に 請 一 

。 この 時 秀吉は 直ちに 自 から 渡海の 準備に 取り か 、 りしに、 

止せられ たのみなら す， 後 陽 成 天皇 も 袁翰を 賜 は り 之 を 留め 一 

に (宸翰 は 蜂須賀 侯爵 家 文書に 收 めて あ る/偶-. 母 大政 所」 柄： n に - 

、秀 古 は 一 時 京 都に 歸ら ざる を 得 な かった た め、 渡 海の 謎が 遂 

祿役 をして 寵頭蛇 尾に 終らし めた 所以の 一で ある。 しかも 

他の 一因 はまた 我が 海軍の 弱 勢であった。 陸軍に 於いて は 

.淸 正 は 開城に 相 別 れ、 行 長 は 平 壊を陷 れ、 淸 正 は 咸 鏡道會 寧 府- 

和兩 王子 を虜 にした るを始 と し. 我 が 軍 破竹の 勢 を 以て 八^ 一 

軍に あつ ては數 次， 李 舜臣に 破られて 勢 振 は す、 折 進 み に 進 

明 軍 Q 至る を 待つ て 之 を 討つ 外な か つ た。 

朝鮮 王は義 州に 至り 援を 明廷に 求めた。 明 廷は祖 承 訓を將 一 


我が 5* の 部 

署 


签山 上陸 後 

二十 HI にし 

て 京 城に 入 


つ 

中 道 

島 津 

ダ 目 

力 ネ 

過 ぎ 


てゐ る， 實 

て 先 づ 釜 

進擊 した 

我が 軍 は 


進 


將 ？ 軍議 


き 

宇 


つ 

力 

喜 


り、 第 

弘等 

合 し、 

い で 

か つ 

は途 

ら ん 

め し 

1 つ 


は 行 長 

山に 上 

の で あ 

三 道 に 

二軍 加 

は 左 道 

先づ京 

南 大門 

た、 以 て 

に 王子 

とづる 

め、 自 身 

て 何等 i 


や、 

ュ、 


多 少 

し. 忽 

0 

れ て 

淸正 

り 京 

に 迫 

り 京 

海 君. 

王 世 


の 目 


朝鮮の 

ち 釜 山 

前進す 

及び 鍋 

城に 向 

つ た。 

城に 入 

日本軍 

頌和君 

子 抱 海 

に 走つ 

^ を 一. ぎ 


事情 を 

城を陷 

る こ， こ 

つ た が、 

朝鮮 王 

つたの 

が 疾風 

を 各 江 

君 をし 

た。 な _ 

し 得す、 咸 


多 ^ 家 等の 本隊 もやが て 京 城に 入 

第 六 章  新 武家時代 Q  二 (畳 E 時 代) . 


つて ゐ たた め、 宗 義智 等と 先鋒と な 

た。 その 報 を 得て 後 諸 軍 は 相 次 い 


つ 


軍 

月 


た、 第 一 軍 

房 は 右 道 

と 第二 軍 

これ を 聞 

三 日、 實 に 

進んだ か 

兩 道に 遣 

を 率ゐて 

海 君. g 和 君 

道 を 北 走し 

:m. 將 i 軍議 


ほ 


ん 

よ 


签 
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行 長. 宗 

，第三 軍 一 

や が て 

北.^ し 一 

上陸 I 

る ベ き 一 

兵 を 募 一 

の 軍と 

づ れ も- 


義 

黑 

,靑 

我 


智等は 

田 長 政. 

淸 道の 

正. 行 長 

十日に 

あ ら う。 

せ、 平 壤 

絡し、 防 

が 軍の 


し 


て 後、 行 長 は 平安 

11 ニー ーセ 


の 事 


朝鮮人に 以 

呂波 を敎ふ 


秀吉 その 扇 

に 支那 語の 

S 本 語譯を 

書せ しむ 


文祿 役の 經 
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初め 秀吉 がいよ/、 京都 を出發 せんと 

必 要がない かと 尋ね た と こ ろ、 秀 吉 は、 別 に 

れ ば よ いと 答へ た と傳 へられて るる。 こ 

明して なる が、 半 ぱ事實 で、 半 ば 誤ってなる 

ベ き もの を從へ てゐ た、 諸 將は 顧問 と し て 

談 で 用. を辨 する こと も出來 た、 鍋 島 直 茂が 

賀 泰長院 文書に よって 分明る。 之と 同時 

た。 嚴島 文書 安 國寺惠 寝の 書狀 に、 朝鮮人 

つて 居 り、 物 覺 え が よ く、 言 葉 を 話す こと も 

ふ 意味が 書いて ある。 ま た 秀 吉 は 支 那 語 

つて 來 い」 な ど 十餘の 日用 語 を その 扇に 書 

子爵 家 々抉 古 瀨彈治 氏の 家に 傳へ られて 

この 文祿の 役に 加 藤 淸正. 小 西 行 長が 共 

軍した とい ひ. ま た 二人 對馬 にあって 先陣 


した 時に. 或 人が 通譯 

通譯 な ど は 要ら ぬ. 日 

れ は 秀吉の 氣 宇 を 如 

リ この 際 我が 軍に は 

文筆に 長け た禪僧 を 

泰長 院長 老を從 へ て 

に 朝鮮人に 以呂波 や 

は 日本 スょ， 0 も 割 八 口 

速 く、 曰 本人より 却つ 

と 日本語との 對 譯 「な 

かしめ て 持って ゐ た. 

ゐる (歴史地理 第五 卷 

に 先鋒と な り、 國 を 拈 

を 爭 うたと いふ 說が 


を 連れてむ く 

本 語お 話さす 

何にもよ く 表 

譯官 ともい ふ 

隨行 せし め、 筆 

ゐ たこと は 佐 

日本語 を敎へ 

に 能く 字 を 知 

て 上手 だとい 

さらい 茶 も 

こ の 扇 は 月 澤 

つて 隔日に 進 

あ る が、 共 に 霧 


鐵砲 


兵糧 Q 供給 


と は六ケ しい 

つ た。 皆 こ の 

身動き も出來 

新兵 器と して 

だしく これに 

こと も あつ た 

次に 戰爭に 

運輸の 便 を 計 

ど大に カを盡 

文書 參考 )。 無 

あ る、 し かし 朝 

れ で 優に 辨す 

どに 兵糧米 を 

安國寺 蓝蕴書 

笫六章 


であら う. さ うしたら 朝鮮 軍の 勝利 

議に贊 成し. 大急ぎに そ れを 造つ た 

なかった とい ふ 笑 話 を、 ま た 柳 成 龍 

我が 軍に 鐵砲 のあった こと は. 非 常 

苦 し み、 我 が 捕 慮から その 製法 を學 

必 要 な の は 兵粮で ある。 秀 吉 は ま 

畫 して 置いた こと は 前に も 述べ た 

し. 淺野長 政 も 五 幸 行の 一 人と して 

論 兵粮 は 初めす ベ て 日本の 方から 

鮮 に：^ つて 見る と、 あ ち こちの 城々 

る ことが 出來 たか ら. そ の 後 多く は 

集めて 置 き、 必 耍に應 じて 之 を 諸方 

狀 などに 見えて ゐる。 

- 新 武家時代 Q  二 (璺 臣 時代) 


疑な しと 逮議 した ものが あ 

と こ ろ、 錢 が あまり 重過ぎて 

が 書いて ゐる。 そ れ に 當時 

に 功 を 奏した。 朝鮮で は甚 

んで これに 對抗 せんとした 

た 尤 も これに 注 ，お し、 前 以 て 

通りで ある。 安 國寺惠 寝な 

之 を 掌 つて ゐた (淺野 侯餘家 

蓮ぶ 都合に なって ゐ たので 

に 兵粮が 澤. H 貯 へて あ り、 そ 

名 護 屋. 對 馬 ま たは 签山 浦な 

に 配送し た こ と が、 厳 島文窨 

一二三 五 


あ 


我が 軍の 武 

器 


日本刀の 切 

れ味 


第 

0  0 

る、 征戰 

殘， - 

天 の 

此 外征 

と 共 に 

と が 與 

箭 した 

賊 衆が 明 

何に 之 を 

つて 居る 

擊 して 來 

な いとい 

し た が、 厚 


數 

FT 

こ 


六 章 

0  0 

偉績 

な ( 

下う 

に つ 

硏究 

た の 

か つ 

所以 

畏 れ 

位 で _ 

る ，こ- 

つ て 


新 武家時代 

收藤田 明 氏 

にした が へ 

さめし や 

我が 軍の 

ば な ら ぬ 

が 兵 卒 が 

あ b しに 

つ た。 日 

を 恐れし 

は、 當時朝 

が 十分 完 

眼 の 前 で 

程で ある 

を 造 り， 之 


お 

-我 

々 

力 

る 


の 二 (璺 E 時； re) 

論 文 參 考)、 

が 代 を 

づ か ら 

力が 如 

我が 軍 

で あ り" 


君 

Q 


の 

め 


刀 


を 


の 切れ 

事實に 

宰 相 た 

て ゐ な 

振 廻 さ 

れ で 日 

て 進ん 


一四 


扇の 風に うつして ぞ 見る 

君に つか ふる 道と なる らん  - 

何 で あ つ た かを考 察 する につい て， 兵 ^ 

の 武器で ある。 固より 日本軍が 朝鮮 一 

しかも 多 く  戰を經 たもので あった 一 

しても， 武器の 精鋭 はまた 大な る 勝 利 

味の よい こと は、 さ きに 室町 時代の 海 一 
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な か つ た こ と. ま た 長陣の 間に 諸將 互に 不和 を 生 じ た こ ，こ. そ れに 加へ て 日本 

人が 元來 外交に 不得手 で あ 6、 諸 將の 中で 尤も 世才に 長 じて ゐた小 西 行 長す 

ら沈 惟敬 等に 翻弄 さ；；； たこと など が. こ G- 壯擧を 空しく せしめた とい ふ 外 は 

ない。 

支那 朝鲜 Q  次に この 外征に ついて 考察すべき は 當 時に 於け る 支 It と 朝鮮 ，こ の：！ w 勢で 

形勢 

ある。 支那 は 恰も 明の 神宗の 代で あつ た. 旣 に 文弱の 弊を受 け、 殆 ど 武備の 觀 

るに 足る ものな く、 た V 崩壞の 途を迚 りつ 、あるので あった、 それに 朝鮮が 

. また 久し，、 泰平が つ、./ き、 邊 防 も 極めて 不十分であった。 それらの 事情 は 彼 

の國に 渡って 賀易を 行って なた ものから 旣に 秀吉の 耳に 入，"、 秀吉 をして 外 

征の師 を 用る るに 尤も 好 時機 だと 思 はしめ たで あらう。 群雄 爭覇 時代から 

鍛へ に鍛へ た 我が 將士 の鐡腕 はうな つてる る. そ れら百 戰を經 た將士 を率ゐ 

て 支那 を 討つ な ら ば. そ の 成功 必す しも 六ケ しくない と 誰も 信じた。 

支那と 朝鮮  しかし 明國 ユー 朝鮮との 關係 を觀る に. こ の 時代 ほど 支那が よく 朝鮮 を 威 服 

と Q 

して ゐ たこと はなかった。 元來李 氏の 朝鮮 は その 典 起 時代から 旣に 明國 に 
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あるまい か。 九州 征伐の 直前に 尼ケ 崎に 全國の 兵粮 を 集積した こと も その 

豫備 行爲の 一であった らう。 又 海軍に ついて 觀る に、 秀 吉は 外征 を 目的と し 

て 之 を 編成した かと 想 はれる、 賤ケ嶽 七 本 槍の 武將 から 脇 坂 安 治. 加 藤 嘉 明 の 

二人 を抽 き、 藤 堂 高 虎 を 加 へ て 海軍に 向 け、 鳥 羽. 熊 野から 瀨 月 .2: 海に かけて 古 

來 海賊 衆と して 名 をな して ゐた九 鬼. 來 岛 諸氏 を 統率せ し め、 九 州 征伐 や 小 田 

原 征伐に 之 を用ゐ て先づ 練習せ しめて ゐる。 た、： Z 朝鮮の 水 軍に 李 舜臣の 如 

き 人物の ゐ たこと が 偶-. 敗 勢と なる に 至つ た 所 以 で あ る。 

ま た、 國 々に 道路 を 開き 船舶 を 造り 運輸の 便 を 十分に した ことが 藤 原惺窩 

文集に 出で、 ゐる。 前 田 侯爵 家 文 書. 淺 野 侯爵 家 文 書. 嚴 岛 文書に よっても 知 

らる 、やうに、 或は 大名に 命じて 運送船 を 造らし め、 或 は國々 の 港 や 要所に 早 

船. 傳 馬 を 置いて 種々 の 連絡 報吿を 敏活に した こと も、 この 外征 計畫が 如何に 

大きく 且 周密であった か 窺 はれる。 た 當 初の 計畫 通. 0 秀吉 が自 から 渡 

海す る 機 會 を 失った こ と や，. 從 軍 諸將の 統率に 十分の 威望 を 有する ものが ゐ 
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そ の 計畫に 

吉 G 直 書 に ■ 九 
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らしく 見 え. 彼 と 信 長との 關係 如何に 
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石と 稱 する こと ゝ し、 そ れ に は 京树を 使用し た. 新 井 白 石 は その 著 讀史餘 論に、 
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を き 

吉 は 

盛. 淺 

か も 

ベ き 


不平 

々 を 

y つ、，..， 

し 歹 

を あ 

に 封 

奉行 

長 政 


あ る。 

心 得 等 を も 揭 

正 十三 年 

笫 六 章 


あ 


を 織 

り も 


こ 

こ 


自 

、大 

以 


吉 

じ、 

の 如 き、 吏 務 


ひ、 

太 

ダ 


の 

切 


盛. 正 


三 成 


3 

1  一 rp 

あ 


し 

/ ノ 

し. 殊 こ 尾 

らいろ/ 


與 へ た 

安坊し 

沒收し 

厳の 人 

淸 街 に 

圆 して 

長 を 封 

押 へ し 

を 行 は 

た材幹 

と い ひ 

天 正 十三 年 

此 等の 人々 

五 奉 行 が 揃 


を も 

ど、 家 

張 の 

齊 チ 

後 を 

民政 

E じ 

吉繼 


¥ 雄 は 

て M ひ 

，信 雄 を 

物閱歴 

姪秀 ff^ 

ゐ る (駒 

じて P 

むる 等 

し め、 石 

ある 人 

，四 人 ま 

任命し 

は 同時 

つて ゐ 


父祖 以来の 尾 

たいと 請 う た 

下野 那須 に遷 

か ら考 へ、 關東 

を 封 じ て、 尾 張 

井 日記 參 考)。 

然 京都 を 守ら 

如何にも 周密 

田 三 成. 長 束 正 

々 を 拔擢し て 

でも 皆 近 江の 

たやう に 書い 

に 任命せられ 

たこと は事實 


張. 伊 勢 を は 

リ 1^  士  ：！ は大に 

した。 また 秀 

と 京都との 間 

及び 北 伊勢 五 

又 近 江 佐 和 山 

しめ、 且つ 蒲 生 

であった。 

家. 前 S 玄 以. 增 

之に 任じて ゐ 

出身た る は 注 

て あ り、 そ の 所 

たので な い、 た 

である。 叉 前 


新 武家時代 Q  二  ®i  E 時 代) 


三 1 七 


秀吉 の諸大 

名 制御と そ 

の 配 


家 麼 北條氏 

の舊 領を與 

へち る 


第 六 章 

いふ 風で あつ 

胸中に は 日本 

る か ら、 諸 侯 に 

其儘從 來の領 

と を 得た， 島津 

一 部を領 する 

已に決 し、 彼 等 

や 思 ひ 切って 

諸 大名の 配置 

等の 關係 であ 

勢威 諸 大名 の 

故 地 を 與 へ た 

一 時大に 弱つ 

彼が 命の ま、 


新 武家時代 Q  二  S 臣時 代) 


たかと い 

の 事ば か 

廣大 なる 

土 を與へ 

氏 も 城下 

こと を 得 

に 力 を 致 

これ を滅 

を 新たに 

つ た、 そ し 

上に 出 で 

の で. あ る ， 


へ 


ば、 元 來彼は 非常に 

で なく、 支那 を 討つ 

地を與 へて 少しも 

. そ れで毛 利 氏 は 

盟を させられ なが 

. 尤も 中國 九州の 

しめんが 爲め であ 

し 領土 を沒收 した 

せんが 爲 め で あ る。 

て 本 國三河 以外に 信 

て ゐ た 。 禿吉は その 

家-版 は 長い 苦心の 

た， し かし 固より 禿吉に 反對す 

に 移って 江 月 城に 入った の は 


土 

た- 

た" 

(よ 


濶 達 な、 度 量 

考も 早ぐ か 

惜しい と 思 

引續 いて 中 

ら. な ほ 薩 摩- 

大名 を 厚 遇 

つ た。 そ れ 


三 一 六 

の 大きい 人物で あ， 9. 

ら 有して ゐ たので あ 

は ぬ、 歸服さ へ すれば 

國の 大半 を艇 する こ 

大 隅の ニ國に 日向の 

したの は征 明の 快擧 

に 反 し、 北 條氏を 討つ 

く 家 i^. 信 雄 を はじめ 

すら 旣に對 

ケ 國を領 し. 

に北條 氏の， 


. これ は 全 

家 康は信 長の 時代で 

寧 甲 斐. 駿 河. 遠 江の 四 

領地 を 取上げて 家.：^ 

間に 經^ した 五國 を沒收 せられ 

るの 不利なる をよ く 知つ てゐ る. 

天 正 十八 年 八月であった。 


北條氏 亡ぶ 


伊逹 政 秀 

吉に 服す 


天下 始めて 

太 .牛 を 謳 欲 

す 


び せ、 日 々それ を 見て 樂し 

は 夫人 淺野 氏に 手紙 を 送つ 

を 呼び寄せ しめて 二三 ケ ra- 

考)。 尤も この間 城 中から 旣 

め北條 氏が 箱 根の 險に據 つ 

いって 反對 した ものが あり 

閉口す ると i^n げた 人 も あつ 

れ、 氏 直 は 父に 代って 命乞 を 

野 山に 放 ち、 關東諸 州 こ 、 に 

奥州の 伊達 政 宗 はこの 時 

た、 努吉 はやが て 京都に 凱旋 

鄕. 淺 野 長 政等秀 次に 從 ひ、 之 

て. 麻 の 如くに 亂れた 日本 全 

吉が諸 大名 を 制御した 

i 米 六 章  新 武家時代 


みなが ら、 ゆ つくり 

て、 淀 君 を 陣中に 召 

に 及んだ (高 臺寺文 

に秀 吉に內 通す る 

て 秀吉の 軍 を 防が 

，ま た 秀吉が 石垣 山 

たので ある。 七月 

した けれど も. 秀 吉 

全く 平定した。 

年 二十 四歲、 小 田 原 

した。 翌 十九 年奧 

を 平定す るに 凡そ 

國が、 始めて 太平 を 

行き方 及び 諸侯の 

の 二 (， 几 ュ E 時代) 


田 原 城 を 攻阅し 

下 し、 諸 將 にも 國 

0  0  0  0  0  0  0 

舎 川 家 文 書. 小 早 

のがない ではな 

とした 時に も. 得 

本陣 を据 ゑたら 

條氏は 遂に カ盡 

氏 政 を 自殺せ し 


陣中に 伺候 

に 九 戶政實 

年を费 した 

§1  、する こ と 

置 等に つい 


し て 

の 叛 

が， 之 

に な 

て の 
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た。 また 彼 

許から 妻子 

川 家 文書 參 

かった。 初 

策 でない と 

城 中 殆んど 

きて 降を納 

め、 氏 直 を 高 

秀吉に 謁し 

あ り、 蒲 生 氏 

を 最後と し 

注 意 は、 何 う 


秀吉 北倏氏 

を 伐つ 


小 田 原城攻 

め 


の 


約 


文 


豆 

景 


沼 

書 

一 f 

の 


田 

等 


殆 

V7 


田 

攻 


城の 羽翼 


秀吉 


六 章 

を 得 

上洛 

な か 

る 諸 

考)。 

大將 

命じ 

を 殺 

城 は 

め あ 

た 時 

乃 ち 


ん 

彼 

景 


新 武家時代 

こ と を 請 ひ 

しめた 

で、 秀 吉 

ハ 

き 


せ 

箱 根 

北條 氏の 


し、 

の 

L  、 


て 一 

十八 

道 の 

老功 

を 越 


の 二 ®i 臣 時代)  一 一二 四 

秀 吉は昌 幸に 說 いて 城 を 渡さし 

ら す、 北 條氏は 累代の 勢威に 誇つ 

後の 通牒 を發 し、 且 つ この 通牒と 

布 吿 と し た (眞 田 伯爵 家 文 甞. 伊 達 

一 日 京都 を出發 した、 東海道の 先鋒 

は 上 杉 景 滕. 前 田 利 家の 二人 を大將 

置 き、 後 顧の 憂な く、 大 軍 を 進めた。 

田 原 城に 迫 り、 ま た、 淺 野 長 政 右 田 三 

て ゐる武 藏の諸 城 を 攻めし め、 以 て 


し に 

に か 

は 遂 

一一 mil 7. 

種 び- 

年 三 

先鋒 

の 人 

て 


力 


よ り 

、 は 

に 最 

宣戰 

月 一： 


デ 

て 上 杉 謙 信 


め、 代 り 

て そ の 

同文の 

0  0  0 

伯將 家. 

に. H 德 

と し， 尾 

先づ 伊 

成. 上 杉 

小 田 原 


も陷 る、 こ と 出 來 な かった 名 城 で ある。 ^ 古 も 

を 召して 戰略を 尋ねし に、 隆 景 は 毛 利 元 就が 尼 子 

の 事 を 述べ、 小 田 原 城 を 落す に は 持久の 策を講 すべき 旨 を 答 へ 

レ 構へ. 諸方から 謠曲 ゃ田樂 など を やる 人々 を 呼 


み， ま に 隆 景 


本陣 を 石垣 山 


鳥 律 氏の 勢 

威 


秀吉 Q 九州 

伐 


島津氏 降る 


秀吉 北條氏 

の 上 济を促 

す 


馬 守 で あ る が、 後 に 安藝 守になる の も あ り、 父 の 代に は彈 正大 弼 

上總， 介と 一 代 交替になる の もあった が、 國 持 大名で 一 國 もしく 

分を領 して ゐる もの は、 そ の國 の， ザ を 受領と して 賜 はる ことに 

それら は寬政 重修諸 家譜な ど を通覽 すれば 明瞭で ある。 

さて九州には天正十ニ年龍造寺隆信が^：：^津義久と戰ひ肥前 

て よ り、 岛 津氏は 進んで 肥 後 を 略 し、 九 州の 大半 を その 下に 歸せ 

義奠宗 麟) と 兵 を 構へ てゐ た。 大友氏 は 島津 氏に 敵す る ことが 

援を \ ^吉に 請 うたの で、 秀 吉 はいよ く 九州に 大兵 を 繰 出す こ 

十四 年 仙石秀 久. 長 曾 我 部 元 親等 を先發 せし め、 却 つてお 律 氏の 

たが、 天 正 十五 年 三月 一 日 秀吉自 から 大軍を 率ゐて 發 向し、 五 月 

て 義久を 降 し、 九 州 一 圓 全く 秀吉の 旗下に 馬す るに 至つ た (群 書 

幽齋著 九州 道の 記. 前 田 侯爵 家所藏 九州 御 動 座 記參考 )。 

九州から 凱旋の 後、 秀吉は 鋒 を 束の 方 北條氏 政. 氏 直 父子に，：！ 

先 づ家厳 をして その 上洛 を 促さ しめたと こ ろ、 北 條氏规 京都に 

笫六章  新 武家時代の 一 1® 臣 時代)  三 


で 子の 代に は 

は ー國の 大部 

なって ゐた。 

有 馬に 戰 狡し 

し め、 述年大 友 

出 來 す、 頻 り に 

と ゝ な り、 天 正 

ために 破られ 

薩 摩に 進入し 

類 從所收 細 川 

け i じめ た。 

至 り、 眞 田昌幸 
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も國 司と して 實 際に 筑前を 支配した ので はない の 

使 は 左 右兵衞 尉、 も しく は 左右 衞門尉 


敍留  一 ま つ た (も し 五位に 敍 せら 

代 以後 は 武士が 檢 非違 使 

つ た. そ れ がまた 受領で あ 

あれば 太 郞左衞 門 尉、 又は 

衞門 尉と 呼ば れ、 そ の 父が 

三郞 など、 呼ばれる。 從 

を 世襲す る やうに もな つ 

に その子 利 長に 與 へられ 

武家の 官途 一 德川 時代に 入って、 受領 

度 を 出し て、 武家 の 官位が 

人々 は 三位 以上に なって 

つた。 また 諸 大名 は 家に 


ふ 

こ 

る- 

全 

よ 


て 

、元 

づ 


と、 大夫 

-ら なく 

吾妻 鏡 

兵衞尉 

門 尉で 

、受領 は 

ナ 禾 

る 0 

に 的確 

公 家 と 

禾， K 年 

て 官位. 


から 補せられ 

判官と 稱 し、 之 

て も これらの 

仁 も 多く 散見 

、三 男 で あ れ ば 

あれば 左衞門 

m に そ の， 分 

家が 秀吉 から 

こ  一丁 次 丁  jVi  0 

^  , ィ， （ォナ 

は 別途と 定め 

以降の 公卿 補 

が 定められて 


三  一 二 

である。 又は じめ 儉 非違 

たもの で、 多 く は 六 位に 留 

を敍留 といった)。 鎌 倉 時 

官に 任す るの が少 くな か 

す る 如 /、、 ュ、 の 人が 長 子 で 

三 郞兵衞 尉 また は 三郞右 

太 郞、 兵 衞尉 であれば 兵 衞 

を 現 はす もの で、 ま たこれ 

賜 はった 羽 柴筑前 守 は 後 

元 和 元年 禁中 幷 公家 御 法 

ら れ、 將 軍 を はじめ 武家の 

任に 载 せられぬ こと ゝな 

居 り、 中 に は 若年の 時に 徂 


も 奥へ たのみ 

の御禮 として 

つて ゐ たの を 

が傳 はって ゐ 

の 姓を稱 せし 

に. f.;:  くから 起 

る、 之 を 書いて 

は將軍 義晴の 

字 を 賜 はった 

た 偏諱を やら 

子と した 場 八 口 

て ゐ た 氏 ま で 

こ、 に 受領 

名義 だけに 過 
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な ら す、 そ の 受領の 筑前守 をも稱 せし 

家名 を 造す から 名乘っ て^ひた い、 こ 

. こ の 後 は 羽 柴筑前 守と 御名 乘りぁ る 

る。 後ち 德川氏 もこれ に 傚って 松 平 

めて ゐ るので ある。 尤も 實 名の 偏 諱 

つて ゐる、 例へば 源 賴朝は 朝の 一 字、 足 

やる 文書 を 一 字書 出しと いふので あ 

晴字を 賜 は つたので あり. 上 杉 謙 信の 

ので あ る， そ して こ の 偏諱を 他人に 與 

ぬのが 普通であった。 じかし 氏 を 名 

の 外、 こ れ まで 先例の ない ことで あつ 

も 併せて 與 ふる 事 を 始めた ので あ る 一 

について 一 言 し よ う、 受 領は實 際に 任 

ぎない 名譽的 地位 を 表する もので あ 

新 武家時代の 一 ー(最3| 臣 時代)  一 


めて ゐる。 禿吉 は、 今 ま で 

れ まで 前 田 叉左衞 門 とい 

べしと いって 造った 書狀 

氏 を 諸 大名に 與 へ， 源 朝臣 

を 家 來に與 ふること は旣 

利義詮 は詮の 一 字 を 吳 れ 

る。 武田信 玄の實 名晴信 

實名輝 虎 は 將軍義 輝 の 輝 

ふる 場合に は 自分が 貰つ 

乘ら せる こと は 特別に 猶 

た の を、 秀 吉 は その 名乘っ 

せられた 官職 で な ぐ、 た く 

つ た、 故 に 筑 前，：：.^ と いって 

H 1 1 


原 平 迭に起 

る 思想 


平秀吉 


る 


平 

氏 
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、遠 江 蒲 神社 文書 に 「三 位 中 將藤原 家 康」 と 自 から 署名して ゐ 

に その後 彼 は 新田 氏の 子孫と 稱 し. 源 氏 を 冒 し、 慶 長 

田義 重に 官位が 追贈 せられて ゐる。 蓋し 武家の 

て 北條氏 平氏 を 以て 執權 とな 

ら、 そ の 次 は 平氏が 政權を 握る 

たので あ り、 信 長 も 平氏 を稱し 


. 然る 

請 う て 

氏 亡び 

利 氏が 

も氏康 

」. ^が 源氏 

氏素性 

ことが 出 

は 平氏で 

秀 吉」 と 書 

文 祿慶長 

秀吉は 

中に も 前 


で 

の 


氏 起 

源氏 

した 

し な 

と 思 

と &J 

あ る 

に 關 

豊 臣 朝 一 

家に は 一 


つ 

す 


は 新田 

官位が 

，源氏 亡 

あった 

を名乘 

もこれ 

禿吉は 

た ら し 

て ゐ た 

る 朝鮮 

臣を親 

羽 柴 筑， 


と同樣 

氏 で も 

、或 は 豊 

し い。 

を 見て 

史 書 に 


に解釋 せられる。 

源 氏で もまた 藤 原 氏 

臣 朝臣 を 賜 は つて か 

慶長 元年、 明廷 から 送 

少しも 問題と しな か 

も平秀 吉 と 記した も 

い 諸 大名 等に 名乘ら せ、 そ の 

守 豊 臣 朝臣 と、 豊 臣 朝臣の 姓 


三 1 〇 

る の で 

十六 年 

世 と な 

り、 北 溪 

あ ら 

の で 


で 


で あ 

朝廷 

か ら 

び て 

う と、 伊 勢 

あ ら う、 家 


一 一 S 

つ て 

氏 亡 


でも 自 から 名乘る 

らも 猶 ほその 本姓 

つて 來た封 冊 に 「平 

つ た や う で あ る。 

のが 多い。 

一 族 に准じて ゐる. 

の 外に 羽 柴の氏 を 


八 姓 


源平 藤 橘 


苗字 


群雄^！^-親時 

代と 氏 姓 


業との 關 係が 離 

の 八 姓 制定と な 

の 朝臣が 却って 

ことが 出來 なく 

が 藤 原 氏. 源 氏. 平 

槻 顧な ど を 除 

現れた。 その 間 

と 稱 し、 叉 は 出身 

し、 源 平 藤 橘 を も 

室町 時代まで 

ば、 身 分の 卑 いも 

い 人 も 多くな つ 

ので ある が、 德 川 

時 藤 原 氏 を稱し 

^六 章 


る \ 

つ た 

尊 ば 

な つ 

氏 叉 

ナ X 
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一^ 吉 1 大 任せられ たが、 翌 十四 年 十二月 太 政 大臣の 宣下 を 蒙 り、 や がて 姓 を豊ぼ 朝臣 と 

CI と,。 リ S|OJ 

E^5 姓 賜 は つ た。 尤も 初め 秀吉は 征夷 大將 軍た らんこと を 望んだ ので あ る ：^. こ れ 

を瞎ユ 
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家康と 連絡 を 通じ. 北 國の雪 解 を 待つ て 秀吉を 討たん とし た。 秀 之 を { 祭 知 

1^5狨の攻 し. 天 正 十 年 十二月 急に 長濱 城を攻 め、 守 將を 降して 之 を 蓉 還 し. 美 濃に 入って 

信 孝と 和を講 する 等. そ の 用兵の 機敏 さ、 到 底 勝 家の 及ぶ 、と こ ろ で なか つた C 

翌十 一 年 正月、 秀吉は 信 雄と 共 に 伊勢に 入り、 一 益 を 攻め た が、 勝 家 近 江 に 入 る 

賤 ケ， 戰 の 報 あ り， 直 ちに 兵 を 班して 賤ケ嶽 に 至り、 諸將を 配置して 持久の 計 をな せし 

に、 信 孝 美 濃に 兵 を 擧げて ま た 勝 家に 應じ た の で、 秀 吉 更に 引返して 大 垣に 至 

つたと こ ろ、 勝 家 虛に乘 じ、 佐 久間盛 政 をして 賤ケ嶽 を 攻めし め、 守 將の 一人 巾 
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將 家信 孝自 

殺し 一 益秀 て 越 前に 入 り、 勝 家 遂に 自殺 し、 加 能 の 三 州 こ 、 に定 ま つた。 つい で 信 is^:, も 
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向って 週れ た が、 途 にして 土民の 爲 めに 殺さ れ. や がて 坂 本 城 も 陷 \殘 黨皆誅 
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歸 つた。 た，. -信 長の 

將に 浦より 渡航せ 

き 第 一 の 責任者 で あ 

父兄の 妄執 を 晴らし 

た 間 に、 光 秀 は 思 ふ ま 

至る ま で 金 穀を分 つ 

彼の 頗地 で あ り、 忽 ち 

や. 單 騎 急に 馳 せて 姬 

孝. 長秀 及び 堀秀 政. 池 

兵 を 進めた が、 光秀の 

光 禿に 告げ しめたの 

陣を 取って これ を扼 

は 開始せられ た。 彼 

勝寵寺 城に 入， - しも 


三 子 神 5- 信 孝. 老ほ丹 羽 長秀の 


て 


あ 


せ 


ん とし 

る、 彼 に 

得 た で 

、に 京 

て 喜 ば 

近 江 一 

路に至 

田 信 輝 

退 い て 

で、 光 秀 は 

し： 三 道よ h 

は 先 づ 

-そ の .；7 
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守 


ゐ 

を 

-ま 

を 


信 

人 

土 


孝 


孝 

• 中 


八， 少 

う さ 

從 へ 

た 安 

掌中 
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A 右近 

ら ん こ ，广 

吉 を .5 

光秀の 

天王山 を 取つ 


は 信 長の 

機敏で あ 

その 勇氣 

を 博す る 

を 攻めて 

L こ 0 

に 向 つ て 弔 

川淸秀 等と 

を 恐 れ、 施 藥 

崎に 迎搫し 
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難き を 見る や 坂 本 

三 〇 一 


本能 寺の 變 

報 


秀吉毛 利 氏 

と 和す .e 


t ん吉毛 利 氏 

に對 して 信 

長の 喪を祕 

す 

本能 寺の 變 

に 際して の 

信 長 Q 宿將 
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/  t  -も 


力 


三 8 

立たぬ といつ て. こ の 和議 


て も、 高 松 城主 淸水宗 治に 切腹 させなければ、 一 分 

を 纏めよう としな か つ た。 

信 長が 秀吉を 救 はんとして 自 から 出陣す るに 決 し、 京 都に 入って 木 能 寺に 

宿 し た と こ ろ を. 明 智 光秀の ために 弑 せられた の は、 丁 度 この 折で あつ た。 そ 

の 報に 接した 秀吉の 驚きと 悲しみ は. こ 、 に述ぶ る 必要が な い、 し かも この 際 

彼 は その 天才 を發揮 し、 非 常に 機敏 な .寸 分 も 隙の ない 處置を 執った。 彼 は 信 

長の 喪を祕 して 毛 利 氏と 和す るに 決し 談判 を 進め、 城主 宗 治に 腹 を 切らせた 

後. い よ/、 和議 成る や、 直 ちに 一騎 駆けで 京都に 向って 出發 した。 太閣 記に 

は、 禿 士 " が 毛 利 氏に 向つ て 信 長の 死を吿 げ. 戰 はんと 欲せば 戰 へ、 和 するなら 

和睦せ よと 云って 遣つ た、 隆 景 ュ、 の 言 に 烕 じ、 禾カ 吉と和 せんこと を 輝 元に 勸め 

こ 、 に 和議 成立した と ある が、 そ れ は 事 實 で な ぃ.攝 栴 林 寺 文 窨 に 喪 を 雜 し 

た とい ふ 證據が ある (大日 本 史料 第 十 一 編 之 一 參 考)。 

時に 織 田 氏の 宿將は 多く 四方に 出陣して ゐた。 柴田勝 家 は 越 前に あ り、 瀧 

川 一益 は關 東に あった。 また 安土 城に 來てゐ た 徳川家 废も和 泉の 堺 から 伊 


は 進んで 備 後. 安 藝に 侵入す る ことが 出來 るので ある。 輝 元は どうして もこ 

の 城で 秀吉の 軍 を， ほひ 留めなければ ならぬ. 乃ち 元 春. 隆 景 と共に 大軍 を率ゐ 

て髙松 城に 來 援 し、 秀 吉の 軍と 對陣 した。 秀吉は 城の 容易に 拔け ざ る を 見. ュ、 

の 地勢 を檢べ て 水攻めに せんと し、 長 堤 を 築 き. 河 水 を 奥め 注い で 城 を陷れ る 

方 策 を 講 じ た 、そ の 堤防の 一. 部 は 今 も^じて ゐる。 前き に ell 取 城 を 攻めた 時 

に は. 糧 道を絕 つて 之 を陷れ たの で、 秀 吉 は 後に よ  <「^il 取の か つやが らし 殺し. 

高 松の 水 殺 し」 と 言 つて ゐる (歴史地理 第 一 卷瀨 川秀雄 博士 「天 正 十 年 備屮國 高 

松 城 水 攻の始 末」 參 考)。 

秀吉は 同時に 信 長に 援兵 を 請う た. そ して 1^ 利 氏の 軍に 對し 守備 を 厳に す 

る と 共 に. ま すく 河水 を 奥 注 し. 今 は 高 松 城 下 の 水漫々 と 滿 ちビ な ら すして 

落城 せんとす る 形勢と なった。 彼 は 宅 利 氏と 雌雄 を 決する 機 近づ き たりと. 

また 頻りに 使 を 信 長に 送った。 然るに 毛 利 氏に は とい ふ： n 先き の 明る 

い 知" 將が あつ た， こ 、 で 信 長. 秀 告と つて は、 毛 利 氏の 社稷が 危 いと i^.- へ、 秀 士" 

に 和議 を& 込んだ。 秀吉 はな か/、 之に 應じ なかつ た. 彼 はよ し應 する にし 
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秀吉 のん Si 

登 席 


小 西 行 長. 

石お 三 成 


秀吉爲 取 城 

を陷る 

秀吉 高松械 

を閬む 
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た、 こ れには 小 

堺 の 薬屋で、 才 

こ 、に秀 古 

少 地位 ある 人 

が 出來た で あ 

擢 す る 外 な か 

た が、 秀吉は 信 

も そ の 好い 一 

れ、 遂 に 小西攝 

に 活動した。 

さ て 秀 古 は- 

新十郞 とい ふ 

づ鳥取 城に 吉 

西に 向って 備 


新 武家時代 

西 如 淸が大 に 

氣 ある 人物 で 

が 如何によ く 

で あ れ ば、 そ の 

ら う が、 秀 吉 の 

つた。 尤も 信 

長 以上に 才能 

例 と いへ よう- 

津 守と 名乘っ 

石 田 三 成の 如 

播 磨. 備 前を從 

才氣 ある 人物 

川經家 を圍ん 

中に 入り 高 松： 


の 二 (豊 E 時代) 

與 つて 力 あつ 

あ つ た， 秀 吉 に 

人物 を 拔擢し 

股肱と なって 

如ぐ 新 た に 家 

長 も、 才能 あ る 

ある もの を 用 

_ 如 淸の子 行 長 

て 肥 後半 國の 

き ま た 近 江の 

へ た 後 ち、 因 幡. 

を 用 ゐ た、 後 に 

で 之 を 陷 れ、 や 

城を圍 むこと 


二 九 八 

たと 傳へ ら れる。 如淸 はもと 和 泉 

識られ て 其 任に 當 つ た の で あ る。 

た か を 少しく 述べよ う。 今 ま で 多 

働く もの を窗 ぼの 間に 求む る こと 

を 起した 人 は、 才 能 に よ つ て 之 を 拔 

者 を、 出 來る だけ 拔很 したので あつ 

ゐて藥 籠 中の 人と し た。 小 两 如 い：？ 

また 才幹 武略に よつ てまく 用ゐら 

領主と なり、 文祿慶 長の 兩 役に も大 

一 浪人の 子で あつ た。 

伯 着を經 略し た が、 こ のた び は、 龜 井 

武 藏 守 玆 と 稱 し た 人 で ぁ る。 先 

がて 因幡 を 平げ たが、 天 正 十 年 更に 

になった。 此城を 攻め 落せ ば、 秀 レ 口 


秀吉中 K 經 

0 に 赏 る 


毛 利 氏の 勢 

力 


毛 利 氏 本願 

寺 相 結んで 

信 長に 抗す 


秀吉 宇喜多 

a 家 を 降す 


差 向けた ので ある が、 秀 吉は その 一 

に當る こと、 なった。 當 時 元就旣 

輝 元の 摩 下に 屬 し、 出 雲 に 山中 幸 盛 

てゐ たけれ ど も、 毛 利 氏の 勢力 を輕 

柱石と もい ふべき 叔父 亩川 元 养. 小 

氏を圖 らんと し て、 足 利 義昭を そ の 

甲斐の 武田 氏と 連絡した。 信 長が 

6 し は 一 向 宗徒の 信仰心から、 死物 

外に あつ て 之 を 援助した ためで あ 

が 海上から 之 を 入れた ことがあり. 

の 川 u で戰 つた 事 も ある。 信 長が 

毛 利 氏 關 係 を絕っ 必要が あつたか 

に 着手す る こと を 得 た、 そ して この 

吉は 先づ播 磨に 進入して 三 木 氏 を 
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人と して 中國に 下り 

に 卒し. 山陰 山陽 十 一 

が、 尼 子 氏の 遺孤 勝久 

重す るに 足らな か つ 

早 川隆景 をして 幸 盛 

領地に 迎へ 、近 く  ：，^ 山 

天 正 八 年に 至る まで 

狂に 城 を 守った にも 

る。 本願 寺の 兵粮 乏 

その 兵粮 を 入れる 折 

本願 寺と 和 を 講じた 

ら で、 IJPH  s>f よこ 、 こ 後 

重任に 當 つたの が實 

平 げ た 後， 備 前に 入つ 

時 代) 


最も 强敵 たる 毛 利 氏 

ケ國は 殆んど その 孫 

を 奉 じ、 織 田 氏に  一. ^一  じ 

た。 輝 元は 毛 利 氏の 

に 當 ら し め、 ま た 織 田 

の 本願 寺と 通 じ， 遠 く 

本願 寺 を 降す 能 は ざ 

よるが、 一 は 毛 利 氏が 

しいと 聞い て、 毛 利 氏 

に 織 田 氏の 兵と 大坂 

の は、 ど うしても そ の 

顧の 憂な く、 中 國經略 

に！^ 力 j.:  口 で あった。 秀 

て 宇 喜 多 直 家 を 降し 

二 九 七 


秀吉信 長に 

仕へ その 信 

tH を受く 


秀吉 羽柴氏 

を稱す 
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朝鮮 役と 我が 造船の 發 

其 他歷史 地理 を はじめ- 

研究の 好 題目と なって ゐ 

3 長 は 前に も 言 つた 如 

な 人で あった。 秀吉は 善 

に 其 才能 を發揮 し、 信 長 は 

づ み と 評 し た こ と が、 保 阪 

次第に 登庸 せら れ、 永 祿 十 

處 理 し， 柴 田 勝 家. 丹 羽長秀 

だ。 彼が 氏 を 羽柴と 改め 

も 多く 現 は したの は淺井 

攻め、 更に 進んで 播 磨に 入 

重き を爲 すに 至った" 

iM 長 は 四方 を經洛 せん 


代の 二 3 臣 時 代) 


二 九 六 

渡 邊世祐 博士 (第 四十 六 編) 


多 

る 一 


の雜 誌に 秀吉は 我が 國の 英雄と して、 いろ 


極めて 

よ /) 

治 氏 所 

年 信 長 

如 き 老 

の は そ 

滅亡の 

中國の 


^ 格 


京都 

臣 と 

の 頃 

後 で 

經略 


的 な、 叉 多 少 我儘 な、 し かも 非常に 機敏 

を 會 得 し. 殆 んど信 長の 滿足 する 以上 

つ て 彼 を 信任した が， ま た 彼 を はりね 

田 信 長 gK 名 肖 息 に 見 え てゐ る。 .^i^ よ 

に 入る や. 京 洛に 於け る 種々 の 事件 を 

殆んど 同格に 用 ゐられ るまで に 進ん 

のこと である。 ついで 彼が 才力 を最 

あ つ た. そ して 攝津の 石山に 本願 寺 を 

を til せらる 、 に 及んで. 彼 はま す j 


とする 考か ら. 力 量 ある 宿 將を各 一 方の 旗頭と して 


璺 太閤の 最後 

畳 太閤 草津 湯；！ 9 に關 する 文書 四 通 

正確なる 史料に 現 はれた 豐太閣 

畳 太閤の 外征に 於け る 原因に 就い て 

畳 臣秀吉 征韓の 趣義を 究めて 其 動機に 及ぶ 

畳 太閤 改葬 始末 

璺太閣 自筆 和歌 短 册及贊 

秀吉の 外征に 就て  - 

文祿役 開始 以前に 於け る 秀士" の對 外的 態 度 を 論 

じて 此の 戰 役の 發 端に 及ぶ 

大坂役 前 豊臣氏 財政の 史料 

史料 上の 二 疑問 

右に 就いて 

明將 祖承訓 の， S 走 以後に 於け る 我 軍の 態度 

本願 寺と 羽柴 秀 士  2 との 關係 

呂宋の 入貢 を 促した ス" 璺臣 秀吉の 書翰に つ い て 

豐 臣秀吉 の臺灣 征伐 計畫 につ いて 
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S 上 4 了べ 博士 (第 十一 編- 

一一 一 上 參次！ e  士 (第 十二  n) 

三 上 參 次 士 博 (第 4- 四 絹) 

E 中 翁 成 博士 (^ 十 六 編) 

阿部 愿 氏 (第 十七 編) 

湯 本文 彥 氏 (第 十 七 編) 

三 上參次 博士 (笫十 八 編) 

大森金 五郎 氏 さ 一十 王 1) 

i  ^ お 士 「第二 十四 編ノ 

I  S  %J  ± (第二 十五 編， - 

西 田 窗ニ郞 博士 (第二 十五 編) 

池義堆 氏 (第二 十九 編) 

波 遗世祐 博士 (^二十 九 1) 

池. s: 宏博 fOS  二十 九^) 

渡？ 设世祐 博士 (第三 十二 編) 

村 上 K 次郞 博士 (第三 十六 編.) 

岩 生成 一 氏 (第三 十八 編) 

二 九 tfi 
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家 族、 田 中義成 博士 著豐臣 時代 史を 推蕩 する。 今 史學雜 誌に 出 で 、 るる 秀吉 

關 係の 研究 を 左に 列擧 して 置かう。 


璺太閱 の 雄 略 

川 田 博士の 外史 辯 誤の 說を閒 きて 

畳 太閤 詠 草 

畳臣 太閤 與 高山 H 書 

印章の 說 

關白璺 臣秀吉 公 肖像 及題辭 

秀 吉圍恭 

畳 太閤の 文學 

豊 公の 天 授 

璺 公 と 三月  一口 

豐公 出陣の 佳例 

日 明 媾和 破裂の 顚末 

梅林 寺 所 藏秀吉 書翰 

豊 臣秀士 3 の 生 父に つ 


就 き て 

て 


口下 1^ 氏 (笫 

重 野安鐸 博士 (第 

小川 銀次郎 氏 (笫 

日下宽 氏 (弟 

B 中 義成博 士  (第 

<S< 野 安繹 博 土 (第- 

星 野恒博 士 (第 

n 下宽 § 

口下 宽 氏 (第 

n 下 氏 (第 

小 倉 秀 贯 氏 (0 

中村德 五郎 氏 (第 

小 林 庄次郎 氏 (笫 


綿) 

編) 

網) 

編) 

編) 

編) 

編) 

き 

編) 

編) 

編) 


秀吉 松下嘉 

兵衞の 許に 

身 を 寄す 


ベ た 場合に も、 そ の 母が 日輪 を 吞んで 彼 を 生んだ と 豪 語 し. 彼 は 未だ 生れぬ 前 

から 天下 を 平定す る 運命 を 授か つて 居った ので あると 言 つて ゐ る。 ュ、 の 家 

筋 が ど う で あ ら う が、 少 しも 彼の 慎 値 を 上下す るに 足りな い-彼 はは じめ 父の 

死後に 母が 再嫁した 木 下 氏を稱 し、 藤 吉郞 とい つて ゐた が、 後 ち 丹 羽. 柴田ニ 氏 

に 因ん で 羽 柴 と 改 め た. 彼 が 由緒 ある 氏 素 生 を 有しな か つ た 證 據 で あ る。 

從 つて その 幼時の 經歷 につ いても 牲々 牽强附 會の說 が ある が、 彼 が 少 年 時 

に 於いて 一 時 遠 江の • 松 下 嘉兵衞 に 仕へ てゐ たこと は 蓋し 事實 であら う， 彼 

政權を 握つ てから 舊恩を 忘れす 嘉兵衞 の 子 を 召し出して 一 萬 石を與 へ た 

松 下 文書に 見えて ゐる。 しかし 松 下 氏 は秀. f:n の 如き 大人物 を 臣下と 

し 得 る 器 量 で な か つ た. 秀 吉が松 下 氏 を 去り 織 田 信 長に 仕へ たの は 蛟龍が 池 

水 を 得た 出世の 絲：： ： であった。 

こ の 時代の 根本 資料に は！^ 古の 朱印 狀判 物な ど を 猿め た 日 卞宽氏 編豊公 

遺文が あ り、 近 時 大日 本 史料 第 十一 編 も 出版 を 進行せ しめつ、 ある。 參考書 

として は 日本 歴史地理 學會編 安土桃山時代 史論. 渡邊 世祐搏 士著豊 太閤と 其 

第 六 章  新 武家時代の 二 (登 E 時代」  二 九 三 


に 


こ 二 


第 六 章 


新 武家時代 a  二 (螯； 臣 時代) 


二 九 二 


秀吉 Qffi 現 


秀吉は 自ら 

系 n を 作ら 

ず 


群雄 爭覇 

な ^、或 は 三 

一 二の 除外 

家 老 で あ つ 

て^た 人が 

なき 一匹 夫 

吉は 天文 元 

幼名 を 猿と 

の はな い、 そ 

彼 は 決して 


第 六 

第一 一 

時代に 

好 氏 を 

例 は あ 

たり 執 

主人 を 

にして 

年の 申 

い つ た 

の 分明 

自力ら 


新 武家 時 代 の I 


豐臣 時代 


は、 古 い 家 

出 し、 或 は 

る. f-J して 

事で あつ 

凌駕し て 

全 國を統 

歲に尾 張 

0 そ の 系 

つて ゐ な 

系 圖を作 


柄が 勢力 を 失つ 

松 永 氏 を 出 し. ま 

も. 殆 んど皆 多少 

た り、 畢 竟す るに 

勢力 を 得た ので 

一 し， 政 權を搔 つ 

中 村の 百姓 彌右 

圖 について いろ 

いところ が實 に 

る考 がなかった 


て、 臣 下の 者が 實權を 執る やうに 

た 織 田 信 長 を 出した の であ るが. 

由緒 ある 人々 であった。 今まで 

そ の 家 中 で 重 耍 な ろ 位置 を 占め 

ある。 然るに 家柄 も な く 系！ I も 

た 豊臣禿 吉がこ 、 に 現れた" 秀 

衞 門の 子と して 生 れ， 歲 に 因ん で 

/、 の說 あれ ども 何等 確なる も 

秀吉 の^ 吉 たる 所以で も ある。 

。 外國に 向って 自分の こと を述 


彈應 せんとした Q である (：j;- 善 之 助 博士 著 日本 佛敎史 之 研究所 收 「安 土 宗 論 の 

眞 相」 參 so 


^五 章  新 武家時代の  一 i  S 時代)  二 九 


信 長 s 宗敎 

政策 


安土 宗論 


0 五 章  新 武家 時 

或る 城 を 攻める と 聞く と 

質 を 善く 見拔 いてる た、 信 

ち ま す と、 ち やん と豫め い 

へ、 秀吉か ら 城が 落ちた と 

といって 喜んだ。 彼は實 

す るた めに 生れた の で あ 

最後に 信 長の 對宗敎 政 

し た、 ま た 本願 寺 を 石山に 

を な さぬ もの は 力めて 之 

觀 る に、 多 少 政治的 意味が 

外国の 新 知識 を 得ようと 

反對 したに か 、 は ら す、 之 

こ， こ を 示して るる。 ま た 

宗徒より 起請文 を 出して 


代 Q 一 (絵 田 時 ^t) 

も う 其 落城 を 待ちに 待つ 

長に 送った 秀吉の 手紙 を 

つて や る、 信 長 は 頸 をのば 

い ふ 使が 來る、 信 長 は 非常 

に 秀吉. 家， 版 の先驅 として 

つ た。 

策 を 述べ て 置く 必要が あ 

攻め、 長岛 一 授を滅 した、 し 

を 保 護 し た の で ある。 彼 

あ. C  、賀易 上の 利 5^ から も 

し た 爲 め で も あつ た、 そ の 

を 保護 し た の は 彼が 舊習 

安土 宗論 (天 正 七 年 日速淨 

事濟 みとな つた が、 矢 張 b 


二 九 0 

て る た . f 匁 吉は信 長の 氣 

見 る と、 何 月 何 □ に 城が 落 

して それ を 待って な る 所 

に秀 古の や り 方 を え ら い 

天下の 爭亂を 荒 ご な し に 

る。 彼 はま 山を燒 打ちに 

かし 彼に 施政の 上に 妨害 

が 切支丹に 對 する 態 度 を 

打 算 し た で あ ら う が、 ま た 

信任して ゐた朝 山 口 乘が 

に捉 にれ る 人で な か つ た 

土  二 宗の 宗論) の 如き、 日莲 

當時 勢力 あ. 9 し 日 一 迷 お を 


信 長 Q 逸事 


信 長 &Ka; と 

して 諸將に 

攻略の 地 を 

與ふ 


"ほに， し .N  、秀 吉 はこ 、 に 信 長の 後 

こと、 なつ た。 元來信 長が 非常に 

と は 前に も述 ベ た が、 いは、. -氣 で 人 

出した が、 近習が やって 來て も. 何 に 

返け てし まった C それが 三人に 及 

0 の 塵 埃 を そっと 拾って 去った。 

人間 はさうな ければ ならぬ * 心と 氣 

令ば かり 聞いて 事 をす る やうで は 

同様で あ る、 上 からの 命令 通りに の 

いといって、 大 にかの 近習 を 褒めた 

た. そ してす ベ て 諸將の 自由に 放任 

とい ふの も. 多 く そ の 所 を 攻め 取つ 

し ま なかつ た. 諸 將は 一 生 懸命に 働 

代 を、 僅 に 十四 五 年の 間に 平定す る 

第五 窣  新 武家時代の 一 (織 田 


を 承け て 天下 を統 一 す 

機敏 で あ り、 如 何にも 上 

を 使 つ た 人 で ある" 彼 

も 仕事 を 命せ すし て、 も 

ん だ、 そ の 最後に 呼ばれ 

信 長よ 直ちに こ の 近習 

を 以て 仕事 をし なけれ 

何も 出來る もので はな 

みやって ゐては 戰ー爭 に 

. 信 長 はこん な氣 持で 

して 地方 を經 略せし め 

た 人に これ を與 へ た. 彼 

いた。 麻の やうに 亂れ 

こ と が 出來た 所以 は こ 

時代) 


る M 蓮に 際會 する 

手に 人 を用ゐ たこ 

は 嘗て 近習 を 呼び 

う 宜しい と  一一 一一 u つ て 

た 近 習 が、 返 く 時に 

を 呼 び 還 し、 凡 ベ て 

ばなら ぬ、 他人の 命 

い、 兵 を用ゐ るの も 

勝つ ことが 出来な 

人 を 使 ひ 兵 を用ゐ 

たので ある。 恩賞 

は 少しも 土地 を惜 

てゐた 群雄 爭霸 時 

ゝ にある。 一一 §. 長 は 

二八 九 


ケミ、 * 


蔡: ミ;; ：5  :K 孤 後鞯^  lF.m^m^.f?,m 


J に 襲 ■ 

rr い, 3  . 

ン C  ぶ 力 i^a  ： 

0  二 を 許 さ 

して 一身， 


主 を弑— - 

-彼は r 


Hi: , 

れ ?! 


^^;?K^»I^^»  ^  *  *    J^H  ohH  s  1$ 


信畏 上； ^M- 

能 寺に 宿す 


光秀 信 長 を 

^す 


光秀 反逆 Q 


信 長 Q 人物 


0 

報 を 獲る 

忠 典. 高 山 

光 秀 は 安 

の 命 を 受 

將皆 四方 

攻めて 

による 

光秀 

酷 で あ 

ベ き で 

2  0 せ 

例 を 彼 

信 長 


兵 

自 


の 

あ 

よ 


五 章 

や、 自 

友 房 

土 に 

ナ て 

に 出 

を 京 

殺 せ 

三史 

反逆 

た の 

ら う- 

弑し 

目擊 

長 い 


新 武家時代の 一 (綠 W 時代) 

から 赴き 援 けて 毛 利 氏に 一 禁を 

等 を 先 發隊と し. 彼 は 京都に 上つ 

あって 德 川家康 の饗應 役と な り 

憤慨し た。 彼 は 窃に自 から 決心 

で 、 京都 殆んど 空虚と なれる を 

都に 進 め. 信 長 を 本能 寺に 襲うて 

しめ た (歴史地理 第五 十三 卷柴謙 

實の 鮮明 ま is お」 參 考)。 

について は、 信 長の 性質が 如何に 

も. ま た 光秀が 所領の 事から 信 長 

が、 下 剋 上 思想が 大に光 禿に 働い 

さへ すれ ば. 大 抵 その 弑 した 人の 

して 來 たので あ る、 併 し 時勢 は已 

間 覇業 を 成さん として 一 身を捧 


二八 八 

加 へんと し. 先 づ 明 知 n 光 秀. 細 川 

て 本能 寺 を 居^と した。 時に 

、恰も 準備 成りし に當 り. 急 に こ 

して、居城丹波龜山城に^|り、諸 

見 る や、 六 月 二日 拂曉 忽ち 路 を 

之 を 弑 し、 嫡 子 li:;^ 忠 を 二 條 城 に 

太郞氏 「京都 南蠻 寺の 位置 推定 

も 短 氣 で ぁ ，-、光 秀 に 對 し て 

を 怨んだ の も 、そ の 理由に 數ふ 

たこと も考盧 に 入れねば な ら 

思 ふが 儘に 事が 成る とい ふ 赏 

に 之 を 許さな か つ た。 

げ た， し かも その 雄志 は 忽 ち 水 


信 長 北陸 を 

略す 


信 長 中^の 

經營に 全力 

を盡す 

明智 光秀と 

木 下秀吉 


秀吉高 松 城 

に 毛 利の 軍 

と 對陣す 


秀吉信 長の 

谈兵を 乞 ふ 


の 間に 繼 

を繼 いだ 

田 滕家を 

かくて 

進ま ん と 

宇喜多 秀 

ま U き 近 

一 I  »  C7  --J ゃゝ. 

に ま 力 

として 波 

光 \ ^は そ 

天 正 十 

や 川 を 瑕 

に 大 兵 を 

士 「天 正 十 


の 


ぎ 


貧. 能 


東 

ォ 

年 i 

五 ム M 


し 


ま 


を 生 

な か 

登 に 

ご 0 

ナ 

へ、 更 

ん と 


じ た 

つ た 

入 ら 

と ュ 

秀吉 

に 山 

せ し 


慘 な 

秀吉 


氏 と 和 し、 機 

る 境 

鹿 


が 、景勝 

- 信 長 

め て 

く 亊 

さ さ 

道 に 

丹 波 

計 つ 

に ま 

の 髙 

にした 

の 本 軍 

水 攻」 參 


を 


立 つ 

は ま 

之 を 

な き 

に 中 

進 ん 

の 波 

眷等 

て 波 

で 陷 

松 城 

.と こ 


て 後 

た 前 

を 得 


で 

多 


ろ- 


て  水攻め 

至 り、 秀 吉 

國高松 城 

新 武家 t- 代 Q  一  i  W ゆ 代) 


因 


毛 

毛 

に 對陣し 

考 y 秀 告 は 


よく 民、 i を 得 し も. よ く 謙 信の fH 業 

田 利 家 等 をして 越 中 を 略せし め、 柴 

た。 

た、 li. 一一  C 長 はこ 、 に 全力 を 以て 中國に 

入つ て播 磨の 三 木 氏 を 平 げ、 備 前 の 

幡. 伯 耆を 略した。 然るに 明 知" 光^ 

氏 容 に 降ら す、 荏 t 冉 時日 を 送 h し 

略した の を 見て 大に 苛立 ち-母 を 質 

氏 を 殺した た め、 其 母 も 亦 殺され た 〈 

功 を 念いだ ので ある。  . 

利 氏の 將淸水 宗 治 を 園 み， 附 近 の 足 

利 輝 元 は. 士 n 川 元 f 小 川 隆 景 と 共 

たので (歴史地理 第 一 卷瀬川 《乃 雄 博 

頻り に 援兵 を 言 長に 乞うた。 言 長 

二八 七 


勝賴： 尺： a 山 

に 自殺す 

信 長家 を 

して 甲斐 を 

il= せし む 


信 長と 謙 信 


謙 信 卒し 景 

勝 後 をつ ぐ 


て 來 た 

ら中仙 

し、 勝賴 

た が、 遂 

して 武 

遺 法 を 

當 時 

領 する 

$5 一。 長 

策 を 立 

て 軍 を 

長の 軍 

西 上せ 


0 五 窜 

信 長 早 

本 軍 

し て 

城 新 

目 山 

の 故 

て 萬 

條氏 

ぎ な 

田 勝 

天 正 

し、 つ 

0 ら 

せ し 


の 

匕 

過 

柴 


新 武家時代の 

くも 其 機 を 察 

を 督 し. 家 康 を 

之 を 防いだ が • 

府 城 を 保つ こ 

の 籠 田野 村の 

地 を 管轄せ し 

事 それによ つ 

は 氏 庶旣に 死 

か つ た。 又 上 

家 をして 越 前 

四 年 越 中より 

い で 能 登 を 取 

す、 彼 は 一 ト先 

に、 天 正 六 年 三 


し 

木 


し" 天 正 十 年 

て駿河 に 

4" 氏 ま 

とが 出來 

景 德 院 で 

V る こ と？ こ 

て 國 を 治 め 

し 子 氏 政た 

杉 謙 信は始 

に . 入 り. 上 杉 

加賀に 進ん 

，り 力 

づ 國 に 歸 り 

偶々 病ん 


二八 六 


泰大兵 を率ゐ 

富 士川を 溯 

.更 

ら 

長 


で 

長 


じ. 


-安 


氏 

こ ( 

土 


父祖の 餘 

一一 一一 口 


入って 


長 

き n 


い よ /、 


し 

の 


ん 

軍 


で 

る に 

宗徒 

を 待 

を 整 

で 卒した。 その後 ち 楚 子 C お 虎 E お 隙 


甲 

-家 

及 

つ 


0 

進 

後 


入 


せ 


&斐 


よ 


つし 自 か 

しめた „ 

雪 も 反 

を 落 ち 

家庶を 

信玄 の： 


て 


力 

び- 

f 

て 

養 


C 

I 夕 

一一 一一 a 


め に 

二 た 


諸 州 を 

氏 滅亡 

西 上の 

破られ 

かし 信 

び 大 擧 i 


德川 時代 幕 

末の 新築 城 


信 長 Q 四方 


武田 氏の 滅 

亡 


山 鹿 素行 は軍學 

時代に！： 學の禁 

西洋 築城 術に よ 

「築城の 沿革」、 大類 

さて 安土 城 は 

二十 三日 信 長 は 

めた。 先 づ 瀧 川 

國に 下して 上 杉 

を圖ら せ. その子 

出す 必要が あれ 

前に もい つた 

武田氏 殆んど 信 

利用した 新戰術 

あ り、 臣 下の 諫を 

第五 章 


者と して 其傳を 受け 

を 解かれてから 幕末 

つ て、 箱 館 の 五 稷郭な 

伸 博士 著 城廓の 研究 

天 正 四 年 ェを起 し、 凡 

旣 にこ、 に 移 り、 幕 下 

一 益 を 關柬に 出して 

氏を滅 さん こと を 謀 

神 II； 信 孝 を 四 國に遣 

ば 彼 は 直ちに 自 から 

や う に、 武田勝 賴は天 

玄 時代の 面影 を 失つ 

に 出で たからで あつ 

用ゐ なか つたの で. 國 

新 武家時代 Q 一 (織 田 時 


た 一人と い 

に 入って ま 

どが 出來て 

参考)。 

そ 三年に し 

の諸將 をし 

武田 氏. 北條 

り、 羽 柴 秀 吉 

して 長宗我 

向 はんと 待 

正 三年 信 長 

た、 こ れは主 

た。 そ れ に 

人の 心 を 失 

代) 


はれて ゐる。 ついで 吉宗 の 

た 一 期 をな し， こ 、 に 新たに 

ゐ る (建築 雜誌大 澤三之 助 氏 


て 完成した 

て 各 その 經 

氏 に 當 ら し 

を 中 國に入 

部 氏 を 討た 

ち 構へ てゐ 

の爲 めに 三 

として 信 長 

勝賴ょ 非常 

ひ， 家臣の 間 


が、 起工 の 

略の 任に 

め、 柴 田 勝 

らしめ て 

し め、 若 し 

こ 0 

河 長 篠 に 

が 多く 鐵 

に 剛腹な 

にも 不和 

二八 五 


年 二月 

W ら し 

家 を 北 

毛 利 氏 

援兵 を 

大敗し. 

砲 隊 を 

る 人で 

を. 生 じ 


笫五章  新 武家時代 Q Is 田 時代) 

ある。 

城下町  これらの 城郭の 麓に は 所謂 城下町 が 

も 考慮に 入 れ、 次 第に 平坦なる 土地 や 丘 

ひら じろ 

平 城 一 設けられた. 普通に これ を 平 城と 

府 城. 信 濃の 上田 城. 松 本 城 な ど で 

例で あらう。 これ は實に 從來の 

>  J と に な つ た た め で あ り、 廣く眼 

石垣 を 築 き 上 げ、 堀 を 深く して 近 

は 多く 廢城 とな つ た。 

觅に角 この 時代から 漸次 平 城 

を 設 け ■ 一 一  の 丸. 三 の 丸. 出 丸 等 も 出 

は じ め、 宏壯な ものが 築かれた。 

が國に 於け る 築城 術 は ま た 更 に 

を はじめ-我が 画の 名 城が 多く 築 


山械 から 平 

城へ 


文 祿慶長 役 

後 築城 術 の 

進步 

和 蘭々， 築城 

術 を！ t ふ 


起 


稱する 

あ る、 德： 

武器が 一 

下 に 平： 

づ く 能 


が 普通 

來、 安 土 城 

そ れ が 文 

進歩し、 慶 

がれた。 


つ て 來 

を 撰び 

その 最 

家康の 

砲と い 

さ ら し 

ものと 

祿慶長 

長年 間 


た、 ュ、 し 

，天然の 

も 早く 

濱松城 

ふ 新兵 

して ゐ 

めんと 


二八 四 

て ま た 交 通 

要害 を控 へ 

出來 たの は 

の 如き もま 

器 に ュ、 G 精 

る 處 を 必 耍 

したので あ 


の 便利 を 

て 城郭が 

甲斐の 古 

たよい 一 

鋭 を 譲 る 

と し* 高 ( 

つ て、 山城 


な り、 し かも 本丸に は 天主 閣 

-大坂 城の 如き 天下の 名 城 を 

役の 實戰に 得た 經驗 から. 我 

に は 江 In- 城. 名 古 S 城. 熊 本 城 


叉 和 脇 人 も 築城 術を傳 へ たらしい 


鐵砲 g 渡來 

と築械 術の 

發達 


松 永久 信 

贵 山城に 天 

主閣を 築く 

.W 城と 居鉈 


次に 應仁 文叨 時代から 群雄 爭覇 時代に なつ て來 ると- 

發 せら れ、 更 に 步兵戰 術が 發 達し た. そ して 城郭に も 石垣 

が、 そ の 规 校， M ほ 小 さ い も の で あ つ て、 木 丸丄 一 の 丸. 三 の 丸 

する に 至らなかった。 彼の 天主 閣の 如き も、 切 支 丹の 布 

想像され てゐ たが、 もと 中央の 樓 閣を佛 法の 唱へ る 1^ ハ 彌 

し た こ とに 起因し. 松 永久 秀の 築いだ 大和の 信 や 山 城 に 

ゐ るので あ る (史 學雜館 第 一 編 田 中義成 博士 「天主 閣 考」 參 

また 當時 城主の 居 館と 城郭と は必 すし も 同 一 でな か 

城 を 築い で も、 半 時 は その 山麓に 住んで： ^5 り、 一 朝 事 ある 

城に 籠った ので あ る. こ れを 山城と いって ゐる。 山城 趾 

では， 出 lli- の 富 田 城. 越 前の 一 乘ケ谷 城な ど 好い 實例 であ 

石 見の^ 和 野 城 S 如 く、 似 川 時代の 終まで 用 なられて ゐ 

にこの 山城に は 居 館と 城郭と が 一 處 にな り、 そ こに 一族 

したと ころも 出 來て來 た. 越後の^ 曰 山 城. 相 模の小 田 原 

笫五聿  新 武家時代の 一 (織 田 時代) 


- 百姓が 足輕 として 徵 

を 築ぐ やうに なった 

などの 名稱 はま だ 生 

敎と關 係 ある ものと 

出に 譬へ て 天主と 稱 

旣 に そ れが築 がれて 

考 )。 

つた。 山上の 要害に 

と き に. 士 卒を 率ゐて 

の 今日に 遣れる もの 

るが、 大和 5  取 城 や 

たもの も ある。 然る 

-家 臣 が 合 し て 居 住 

城の 如き 卽ち ュ、 れ で 

二八 三 


古代 c 兵器 


居 館 寺院 を 

城と なす 


弘安 Q 役 後 

戰 術に 變化 


皇 家中 與. g.. 

代の 3 城 


五 章  新 武家 時 代の  一 (Is  S 時 代)  二八 二 

城が 同じ/、 支那 式 で あ り， ま 守府が こ、 に 置かれた。  ， 

古代の 兵器 は、 古 墳 から 發 見せら る 、直 刀 申 冑. 弓. 誠 等 で 略.. 推定 せられ る。 

降 つ て 奈 良 朝 時 代 に は 正 倉 院 御 物 の 武 具 類 や 類 聚 三 代 格 な ど に よ つ て も 

弩 その他 支那 式の もの も あつ た。 然るに 光仁 天皇の 御代 全國 皆兵 制が 廢止 

せられて か ら. 騎 兵 の 戰 爭 と な り. 主 として 弓. 大 刀が 用 ゐられ た。 從 つて 堀 を 

廻らした 居 館 や. 耍 害の 地に ある 寺院に 楣 籠る に 過ぎ す、 宏 大 なる 築城 は 未だ 

見る に 至らなかった が. 文 永 の 役 に 蒙古 軍が 密集 隊を 成し 進擊 して 來る戰 術 

は大に 我が 兵 を 驚かし た. そ して 弘 安の 役に は 博多灣 一 帶 の 海 岸 に 石 築她を 

築 い で、 元 兵の 上陸 を 遮 り、 陸 戰 を 避く る 方針に 出で た e 我が 國 の戰術 は こ 、 

に 多少 變 化して 來 た、 騎 兵 以外に 步 兵が 加 は つ た. 矛 の 復活と 見る ベ き 槍 も 現 

れ た。 かくて 多く 寺院 または 武士の 居 館 に 過 ぎ な かった 城 郭 が、£^- 家 屮 興 時 

代 に は ， お 0 な る 山上に 城郭 を 構 へ 、ま たは 山上の 社寺 を 利用して 之 に循龍 る 

ことに な つ た. 千 ，1 破 城. 楠 木 城 一河 き さ て は吉野 山 (大和). 笠 置 山 (山城 一. 船 上 山-伯 香 • 

金ケ崎 城. 杣 山！ 越 前). 靈 山 (岩 代) の 如き は その 著名なる 實^ である。 


§ 咙 


朝鮮 式 山城 


築城の 沿革 - こゝに 序ながら 我が 國に 於け る 城郭の 沿革に ついて 略述 せん に. 元 來 築城 

で あ り、 戰 術 はまた 兵器の 發 達と 密接なる 關係を 有 

の 城郭が どんな もので あつたか は、 文 獻 の 徵 すべき 

ない けれ ど、 國 語に 城郭 を キと呼 び、 城 または 柳の 字 

んだ稻 城なる もの 、あった こと は、 n= 本書 紀に見 え 

で殘存 して ゐる筑 後 高 良 山. 豊 前 御 所 谷. 周 防 -お 城 山 

山城 も 早く 九州 中國 地方に 存在して ゐ たの である 

木材 を 以て 造った 柵ら し く、 近 時發 見せられた 羽 後 

田 縣) な どが それで ある。 天智 天皇の 御代 國 防の 必 

に 築いだ 城郭 も 朝鮮 式で ある、 太宰府 水 城. 大 野 城 (筑 

前). 甚肆城 (肥 前) 金 屋 城 (對 馬) な ど 遺 構 今 猶ほ存 し、 當 時の 規模が よく 見られる。 

その後 天平 七 年吉備 眞備が 支那の 築城 術 を 研究して 歸朝 し、 そ の 監督に よ 

恰土城  つて 出來 たのが 筑 前の 怡土城 である が. 實 地に 就いて 觀 るに、 恐らく 朝鮮 式 山 

多贺城  城の 上に 支那 式 築城 を計畫 した もので あらう。 東北に あって は 陸 前の 多賀 

笫五章  新 武家時代の h 綠 W 時代)  二八 一 


し 

ゃ、- 

力 

要 


こ 、 に 序ながら 我が 國 

は 戰 術と 相對 的の も の 

てゐ る。 もとより 上古 

の少 くして 明確に いへ 

充て、 戰爭の 際に 稻を積 

ゐる。 また 神 籠 石の 名 

はじめ、 土石 築の 朝鮮 式 

，東北 地方で は 主として 

城 輪 柵 (W 形 縣). 拂田柵 (秋 

から 長 門. 筑 前. 肥 前. 對 馬 


安土  Q 築城 

樂市 


安土 城の 天 

主閣 


安土 山 記 


第五 章  新 武家. ti^Q  一  代) 

宿 臣 老將を 失 はしめ てよ り * こ 、にいよ/ 

年 正月 丹 羽 長秀を 奉行と し. 近 江の 安土 山 

町 を 起し て、 近 江 八幡 その他から 商人 を 集 

樂市を も 設け た。 安土 は 美 濃に 出る にも、 

も、 最 も 便宜の 地で あ る， 信 長 が、 此 地 を 選ん 

よう。 城 は 一方に 漫々 たる 湖水 を控へ 、中 

近世 的 城郭が、 はじめ て 築 造 せられた とい 

麗な りし 有樣は 面白く 信 長 記に 記 さ れ て 

天下の 名文と 稱 せられた ものである。 信 

寺 の 僧 策彥に こ の 記 を 作 る こ と を 命じた 

と、 南 化 和尙を 推薦し た、 杲 して 南 化の 文 は 

嘆賞して 南 化に 黃 金 百 枚を與 へ、 更 に 策 彥 

ふ。 信 長が 如何に 人 を 用. Q る ことに 巧で 

る で あ ら う (史 學雜誌 第 四 編 曰下寬 氏 「織 田 


、 四方 Q  I 粒 略を遂 

上に 一 大 城郭 を 構 

め、 自 由に 賣 買し 得 

京都に 上る に も、 ま 

だ 眞 意 は 大抵 想像 

央に 七重の 天主 閣 

ふ も 過 言 で な い、 そ 

ゐる。 南 化 和尙の 

長 は 初め 二た び 明 

と こ ろ、 策 彥 は そ の 

如何にも 立派で あ 

に も 黄 金 百 枚、 銀 n 

あつたか は、 此 一 事 

右府 の崇 文蔘考 )。 


二八 〇 

行 せん と し、 翌 四 

へ . そ の 麓に 城下 

らる 、 やう 所 謂 

た 北 國に下 る に 

する ことが 出來 

を 建 て. 宏 壯 な る 

の 宏大に して 莊 

安土 山 記 は 當 

國に 使した 天 龍 

文才 到底 及ばす 

つ た 。 言 長大に 

枚 を 與 へ た と い 

を 見ても 知られ 


本願 寺 毛 利 

氏と？^ じ 上 

杉武 田 北條 

氏 亦 これに 

應ず 

一一 一一 〔 長； g 吏 を 

仰ぎて 本願 

寺と 和す 


信 長 Q 昇進 

信 長に 藏\% 

待 を 賜 ふ 


信 長 右大臣 

に 上る 

長 膝の 戰 


絕 たれ 

氏に 投 

願 寺 は 

に 成ら 

之 を攻 

下 を 請 

0  0 

た (西 本 

こ の 

香 蘭 奢 

り、 こ の 

例な き 

示 し た 

進み、 四 

一一 一一 口 畏 


たるに か 

じ た 後 ま た、 義 

上 杉. 武 

なかつ 

め た け 

ひ 奉り 

0  0  0 

願 寺 文 

間 信 長 

待 を 賜 

名香 を 

事 で、 信 

や う な 

年 十 二 

は 天 正 

五 章 


田. 北條 

たと は 

れ ど、 宗 

漸く 和 

書 こ S| 一口 

は 天 正 

ュ らん 

一 寸八 

長 は 之 


は ら す、 そ の 決心い よ /、  EI ぐ， 足 利義 昭中國 

昭と通 じ、 毛 利 氏 は 錢穀を 本願 寺に 送つ 

等の 諸氏と 相呼應 して 信 長に 反抗 せん 

い へ、 信 長に 不平 を 抱く もの 多く 石山に 

徒よ く防戰 し、 遂 に 天 正 八 年、 信 長 は 正 親 

議を 講じ て、 誓 紙 を 取り 替 はし、 本願 寺 光 

長の 血判 起請文が ある)。 

二 年 三月 從 三位に 敍し 參議に 

こと を 朝廷に 請 ひ 奉 り、 劾 使 を 

分 ほど 切り取つ て 信 長に 賜う 

によって その 將軍 たる 實權を 

ある。 彼 はついで 翌 三年 十一 


月右大 


もので 

= -内大 ぼに 任せられ、 五 年 十 

三年 五月 武田勝 賴と三 河 長 膝に 戰っ 

新 武家時代 Q 一 (綠田 時代) 


任 せ ら 

下して 

た。 こ 

存 して 

月權大 

臣に上 

て、 大に 


て 

身 

こ 

倉 

る 

き 口 

こ 

を 


に 下って 毛 利 

ゐた。 また 本 

し. そ の 計畫遂 

ま り、 信 長 は #r 

天皇の 勅使 降 

は 石山 を 返い 

が、 柬 大 寺の 名 

院の御 問 封 あ 

將軍義 政 以後 

こと を 天下に 

右近 衞大將 に 

破 り、 武 田 氏の 


二 七 九 


氏 


本 翻 斑 iis: 藤 來畫效 江 


寺 は 

起 ハ 

も ，一. 

定す. 


後 の や. 

して 自殺せ- 

-役 t 

C も K 


本願 寺 門徒 血判 阿 彌陀如 來畫像  尾 張 淨願 寺所藏 


第五 章 


義昭 京都 を 

遂 はれ 毛 利 

氏に 投ず 


淺井 朝倉兩 

氏 亡ぶ 


本願 寺 信 長 

に抗す 


長 島 一 接 


病 

よ 


天 

月 


を 

つ 

il 一一 口 

さ  一口 


で 

一 J 

ュ、 

長 

力 

長 


て 諸 將 

を旋し 


武家時代の 

を 招き JM 長に 


151 田 時代) 


し. 漸 


つ て 

後紀 

淺 井- 

八 月 

居城 

み、 ま 

ま 信 

こ 0 

V-/ 

龜元 

を攻 

< 之 


兵 


昭 ま 

に 返 

倉 一 一 

を 率 

乘 ケ 

久政. 


力 St 

に 起 

し も 


こ 


兵を擧 

た、 そ し 


長 

を 平 定 す 


氣 し 

近 江 

迫 り 

父子 

經略 

( ま 

尾 張 

奏せす 

こと を 


對 せし 

や、 Ijin 長 


て 

-翌 


In 長 

正 三 


h  、越 

を し 

殺 せ 

む る 

お 一 一 


年 


た 


め た。 

は 入 京 

を 討た 

年の 頃 

最後 の 

前 と の 

て 自殺 

し め、 朝 

に 尤も 

據 り、 諸 

の 如 き 

七月 更 

力くて 一 


然るに 信 

し て、 義昭 

ん と し. 却 

備 後の 辆 


宣 吿 を 

連絡 を 

せしめ、 

倉. 港 井 

,ィ 禾 を 

は 如何 

に大軍 

本願 寺 


玄三 


0 

津 

ち、 

を 


を 發 

は. 旣 


て 


二 七 八 

河 野 田 

書 を 

敗れ 

ゥ 


る 

氏 

V-/ 

し 

し 


下 

虽 

て、 

ヒ 


交 

て 


て 


は、 本 


の陣 

換し 

、可 内 

毛 利 


b" こ 

こ ぐ * 

f 力 

に逐 

氏 に 


に 到達し た" 

越 前に 入つ 

の 小 


近 江 

亡 ん 

願 寺 

を 起 


の 反 

さ し 


疋 元 年 九 

二 萬 人 を 

の 聯絡 を 


山 法師の 勢 

力 一 掃 せら 


信 長 坂 本 城 

を 築いて 明 

智 光秀 をし 

て 守らし む 


違 SP 遙に信 

玄と 計りて 

信 長 を 倒さ 

んとす 


寶 を殆ん 

,  > も 


) "八 

曰 


し 力 

機 會 

一 掃 

と て 

戒律 

で よ 

卜ゴ 中 

マ」 

の 要 

の 連 

置」 參 

ill  一  II 長 


長 


力 


^ ふ 

絡 に 

考 )0 


皆 灰 

奢 を 

皇 實 


つ 


朝廷 


ら 

當 


/>  >  一 

隔を 生」 

一 

is 五 章 一 


極 


こ - 

め 

程 

じ. 


に歸 せしめ 

めて ゐたこ 

時代 以降 數 

彼が 叙. H を 

人 もあった 

めに 盡 して 

を 以て 反對 

放った と 像 

からぬ 坂 本 

を J ザら し め. 

め た (史 學 維 

れた 將軍義 

龜 三年 武田 

新 武家時代の 


た。 元 一 

と を、 最ー 

百年 持 一 

攻めん 一 

が、 彼 は： 

ゐ るの 

、する の 

一 

へ られ. 

に 城 を 

一 は淺ー 

誌 第 一 

召 よ、 言 i 

信 玄西ー 

田 時ー 


來 

て 


て 

井. 


I  口 

乎 

，王 

ゐ 


編 星 野 


長 

代) 


せ ん 


は 叙 山の 1! 日 

ベ き も の と 

れてゐ た 山 

や、 桓 武 天 皇 

して 之 を 却 

鎮護と 稱し 

にも 不都合 

。 彼 は 悉く 

明智 光秀 を 

二 氏に 備 へ、 

恒 博 士 「織 田 

力 ま す /、 

とする や、 義 


力 


0 


來 

*-、 

長 

潜 


非常 

た の 

の 勢 

皇城 

自身 

ら、 叙 

る、 決 

の 所 

と な 

尾 張. 

の 僧 

る に 

二 七 七 


に亂 暴で あ 

であつ た、 こ 

力 を 根 

0 護 の 

非常 に 

山の 坊 

して 王 

領を沒 

し、 北國 

美 濃と 

徒に 對 


抵か 

地 な 

辛苦 

0  4J、 

tn ョ\ 

戎 虞 

<$ノ 

殳 y 

し 

丄ぶ ず 

京都 

す る 


及 び、 漸 

玄 と 通： 


く lis 

じ， 內 


^ 五 章 


信 長 Q 對策 


姉 川の 戰 


は 先 


金 

ん 


し 

じ 


は 、乂 

に、 叉 

づ 朝 


勢力 あ 

極めて 

倉 


城を陷 

賢 ま た 

から 將 


之 


來 


山の 燒討 


こ 

景 

み. 

/、國 に歸っ 

藍 堂 塔 を 燒 


長 

圍 


新 武家時代 Q 一 (織 田 時代)  二 七 六. 

る 人々 は 殆んど 5 白 信 長に 反對 したので ある が、 彼 は 如何にも 
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子 た 

や う 

に、 義 

氏 の 

り m. 


天下 

つ た- 

を 襲 

城 を. 


. 秀吉 

うたの 

移した， 


へ 

し 


囘復 す； 


足 ら ざ 

つ、 あ 

め、 北 伊 

に な つ た。 

賢 之に 應じ 

居城 觀音寺 

り， 義 榮は癰 

る 端緒 はじ 


二 六 八 

あ つ た 

大坂 

あ ら 

も 


で 

めて け 


を」 柄 


見 

力 

6 一 

ん 


^ じ 


て 


お 


ら で あ 

ら聚樂 

，家 厳が 

意味 に 

，信 長の 

方に 於 

して 之 

を 六角 

た め， 同 

て 之 を 

蕴じ. 義 

たので 


あ る- 


新货 幣制 度 


次 


信畏 Q 人物 


2  、 

の 


よ 


た も 


力 

V7 

あ 


金 

こ 

力 


金貨 

亍 

パイ 


才 


鋭鋒 

と よ 


本位 

•515 る 


の 貨 


ゥ 


の 

時 


の 

に 


ま 


臣 

. それに は 海 

多の 群雄が 各 

に 現れた。 彼 

の 登庸に つい 

一 

で も 之 を 信 

父 信 秀以來 

て 今 川 氏 

る に 


た 實に瞎 長な 


|e 制度が 始 

至った こと. 

また 世界的 

法 大に發 達 

入って 大小 

海外 賀 易の 

地に 崛起 

^ 赁 玄 と 

て は 誰も 

した。 彼 

I と は 連 

m-  / しめ- 

し、 西 方 に 

ら ではと 


任 

功， 


て 

意 

こ 

V7 

ナ 

今 

力 

こ 

出 


の 

來 


ク」 

を 

及 

し 


田 信 玄の所 

L  -，— 

ォ 力 

が あ 

め で 

力 


る- 


で  あ 

近世 

、二 も 

義元 

寺 な 

0, 々ノ 

て 先 

む る 


力 

も 


あ 

て 


と も 

美 濃 

の で 
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新 武家時代の 一 (群雄 爭觀 時代) 


謂 甲 州 金に よ 

銅錢 本位から 

れには 西歐諸 

が、 そ の 採掘 を 

に 至 り、 そ の 必 

察しなければ 

武家時代の 寵 

んだ頭 腦を有 

かった、 有用の 

てから 武名 頓 

西 上. の 志 を 決 

遠く 武田 信玄 

を 定 め、 岐阜 に 

ある。 彼 は 重 

二 六 七 


つて 始 

金貨 本 

盛なら 

耍を生 

な ら な 

兒 とし 

して ゐ 

人物で 

に 天下 

し， 東 の 

と 結 ん 

居 を 移した 

代の 居城た 


め ら 

位 へ 

交通 

し め 

じ た 

、 0 

し- 

て  信 

た， ま 

さ へ 

に 揚 

方德 

で そ 


新進 武將皆 

領內 政 

に 注意す 


新 武家時代 

の 精神 


らゃし 

て來た 

1M 長 そ 

今 こ 

地 方 に 

初發期 

が 皆 如 

早中武 

となつ 

ふの が 

0  0 

は 伊達 

目と は 

てゐる 

士 「伊達 


群 雄 

で あ 

人 で 

に 繰 

の 勢 

し て 

に よ 

時代 

。 民 

等 に 

0  0 

塵芥 


新 武家時代の 

し 


覇 

內 

增 

解せ 

等が 

異 に 


現 

の 


て 

後 

覇 

て 

し 


な 

第 


一 (群 堆爭 W 時 代) 

と こ ろに， 铳 一 


^ 一  平 

に 決勝線に 入った 


氏 

や 


の 


氏 

の で ある (牧野 純 一 

氏 の 塵芥 集」 參考 )。 


來 

る 


考 

V7 

家 


よ 

す 


北條 

た か 

時代 

於け 

ゐ る 

で な 

れ て 

じ ぐ 

て ゐ 

一 氏 著 後 北 條氏民 


苛 

匕 

法 

ろ 


於 け 


ふ TJ 

き 

0  0 

雲 一 一 

る に 

武家 

0  0 

政史 


二 六 六 

の 新 理想に 一 步づ 

雄が 實に尾 張淸洲 


展 を 

ぬ、 併 

に 見 

V7 力 

と す 

んす 


か、 は 一 

時代の. 

論. 史 # 


は じめ. 群雄の 

しながら 新武 

逃す ベ から ざ 

とい ふこと で 

るが 如き 民政 

る ことが 出來 

0  0  0  0  0  0 

條. 武 田 信玄百 

ら すま 永 式目 

精神が 躍如と 

雜誌第 七 編 内 


、近づい 

城主 織 田 

如何に 各 

家 時代の 

る は. 彼等 

ある。 最 

は 昔の 夢 

ない とい 

0  D 

箇條- さ て 

や 建武式 

して 現れ 

田 銀藏博 


武家の-: 朋 

接と 新進 武 

將の 分立 攻 


群雄の 爭覇 


に 


己 

糸 


の が 

甫庵 

の も 

め ら 

が 尤 

大名 _ 

と な 


新武 

も の. は、 

以後 各 

の路を 

の 分立 


家 


く な 

太閤 

S 千 

て ゐ 

し く 

ベ き 


時代 

土 御 

つ て 

あ り. 

五 章 


い。 織 田 

言  太 田 牛 

牛 充楝啻 

る 成 島 司 

つた もの 

は 地方の 

も の は • 新 

第 一 

に 入って 

門 天皇 延 

起した 群 

新進 勢力 

攻爭は 平 


豊臣ニ 氏に 

一 の秀 吉事 

ならす と 評 

直の 德川實 

で ある。 い 

役 所な どに 

武家時代 を 


關 する 

言 AMI  ^ 

する タ- 

紀 や、 そ 

ふ ま で 

所藏せ 

fi じ て 


舊 封建 社會 

德 三年 伊 S 

雄が 霸を爭 

の 分立 攻爭 

和に. M つて 


も の で 

豊 び- 

な  ぐ そ 

の 後 を 

もな く 

られる 

甚だ 多 


群雄 爭覇 時代 


に大な 

を 略 し 

ふこと 

となつ 

の 攻爭， 


は 先 

0 つ 

豐鑑 

の 中 

う け 

_皇 室 

日 記 


る 波紋 

た 伊勢 

凡 そ 六 

た. し か 

であつ 


太 

〇 

次 


田 牛 一 の 

げ よう。 

0  0  0  0 

き P  +\ ネ E 

集され た 

じめ 奉り 

及び 古文 


に 上って ゐ る- 


を 畫 

氏 茂 

十 年、 

も そ 

こ 0 

V7 


し 

出， 


信 長 記. 小 

又 德川時 

0  J  0 

史 大系に 

0  0  0  0 

續 德パ. 實 

■ 社 寺 名 族 

書 等の 史 


新 武家時代 Q 一 (群雄 爭 .勒 時代) 


めし 一石 

現で. あつ 

家 は た ..、 

分立 は統 一 

、く 群雄の ま 

二 六 五 


を 

こ 0 

V7 

崩壞 


二  2 

し >/ 

そ の 

顚落 

つ て 

止 ま 


第五 章 


新 武家時代の 一 (槪說 ) 


二 六 四 


新 武家時代 

の 參考書 


幕府 中 典 時代と もい はれる 時代で あ 

て、 武家の 色彩が や 、 少く なった 幕政 

以て 緊張せ しめた 時代。 

(- 一) 幕政 彌縫 時代 (光格 天皇 天明 六 年，— 

前の 緊張 時代 を 承け 、外観 極 盛 を し 

武家 社會の 頹廢と な り、 そ れに 一方に 

頭が あ り、 幕 府が是 等 內部的 變動を 兎 

ぐに 改革 を 以てした 時代。 

(ホ) 攘夷 開港 時代 (孝 明 天皇 嘉永六 年— 

武家 社 會の內 部的變 動に 加 へ て、 更に 

なる 情勢の 下に 勤王 と 佐 幕. 攘 夷と 開 

に 墜 ち、 政 治の 中心が 江 を 去る 

期で も ある。 また 幕末 時代 と も 

此の 時代の 研究 资料， こして 中武 


る が、 寧 ろ 前の 

を J 一た び祖法 


IT 

夕 


明 天皇 

幕府 も" 

國學の 

も 力に 

治 天皇 

國 關 係； 


永 

達- 


慶應 


力 


と 力.^ 

た 時代" 

てゐ る- 


實 


に か へ 

六 年) 

H 第 に 

，他方に 

縫 せん 

三年) 

り， 幕政 

し、 幕府 

次 の 憲， 


文治 

し、 武 


衰 

よ 


し 


の 

政 


的と なつ 

家 主義 を 


に 入 

王 論 

，改革 


よ 


信 遂 

代 の 


つ て 

ク- ぎ 

に 次 


初發 


至 

も い は 

家. 時代の 資料が 引つ く いて 利用 せらる > 


年から この 時代 を始 むる 說もぁ り^^ た 秀吉の 嗣子 秀賴が 元 和 元年まで 大 

坂 城に ゐ たので あるか ら. 名 實 共に 德川 時代と い ふ ベ きもの は その 滅亡 後 

であると 說 くもの も ある が、 し かし 家康の 勢力が 立派に 天下に 認められた 

の は 直に 關ケ原 役の 大捷が 劃期的なら しめて ゐ るので あ る、 卽 ち こ、 に慶 

長 五 年 關ケ原 役 後から 慶應 三年 將軍虔 喜が 大政 を 奉還す るまで を 德川時 

代と 稱 する。 これ を 更に 次の 五 時代に 小分けす る。 

(ィ) 幕政 創始 時 代 (後 陽 成 天皇 慶長五 年 I 後光明 天皇 慶 安四 年) 

幕政 創始 時代 は 關ケ原 役 後家， 厥が 全く 天下の 實權を 握って から、 やがて 

征夷 大將 軍に 任せら れ. 豊 臣氏 滅亡の 後， こ 、 に 元 和假武 とな り， 三 代將軍 

家 光の 薨す る ま で。 

(こ 幕政 修飾 時 代 (後 光明 天皇 慶 安四 年— 中 御門 天皇 享保 元年) 

幕府が 文治 的と なり、 公家 風 を 加味し、 文 藝の隆 典に よって 幕政が 修飾せ 

られた 時代。 

二) 幕政 緊張 時代 (中 御門 天皇 享保 元年 ー 光格 天皇 天明 六 年) 

第五 章  新 武家時代の 一 (概說 )  二 六 一 二 


第五 章 


新 武家時代 Q 一 (槪說 ) 


新 武家時代 

の區分 


新 武家時代 を 左の やうに 區 分す 

第一 群雄 爭覇 時代 (後土御門 天 皇 

群雄 爭覇 時代 はいふまで もな く 

家に よって 近世 的 文化が 次第に 

れ まで 戰國 時代 または 群雄 割據 

する ことが 寧 ろ 妥 當 である。 

第二 織 田 時代 (正 親 町 天皇 永祿十 

第 三 豊 臣 時代 (正 親 町 天皇 天 正 十 

第二 織 田 時代と 第三 豊臣 時代と 

ある。 信 長が 足 利 義昭を 奉じて 

り、 その 薨 後家 康 が關ケ 原の 一 戰 

で あ る。 

第 四 德川 時代 (後陽成 天皇 慶長五 

或は 江 ex- 時代と も稱 する 時代で 


る (總 

延德 

中武 

起 つ 

時代 

一 年 

年— 

は 安 

京師 

に よ 

年 1 

あ る 一 


第 四 

年— 

時代 

^ ズ 

正 親 

陽 成 

桃 山 

入 つ 

て 天 


章 「時 代 史 

正 親 町 天 

の 終末 期 

家 時代の 

れてゐ る 


明治 天 

_ 家康 


二 六 二 

と 特別 史」 參 

皇永祿 十 一 

で あ り、 ま 

初發期 で 

力、 群 雄 爭 


町 天皇 _ 

天 皇 慶 一 

時代と 一 

てから. 

下の 諸 


考 )o 

年) 

ず 通 X の Trii 

ある。 こ 

時代と 稱 


正 十 年) 

五 年) 

いはれ て 

い で 秀 吉 

を 朝 宗 せ 


る 時代で 

覇業と な 

むる まで 


皇慶應 三年) 

が 征夷 大將 軍と なった 慶長八 


E 歐 文化 Q だ 東洋 文化の 移植の みに よって 進展した のでない ことで ある。 これまで は 

傳播 

よし 西歐の 文化が その 間に 認められ たもの あると して も. 或 は. 間 接 的の もの 

で あ り、 或 は その 痕跡に 過ぎな かつ た. 然 る に， 歐 人の 東方 進出 は 遂に 我が 國民 

をして 彼等と 接觸 せし め、 西 歐 文化 は宗敎 なり 賀易 なりに よつ て 我が 國に輸 

入せられ た、 そ れが宽 永の ti 、國に 至る ま で 凡 そ  一 年の 長き に 及んで ゐる こ 

と は 看過す ベ からざる ところで ある。 その 問に 御朱印船の 往來 と共に 盛に 

起った 我が 國 民の 海外 發展は それら 諸 11 に 於け る 日本 町の 建 設、 猶 ほ 進んで 

は羅 馬への 使節 派 遣 • 如 何に 我が 國の 文化に 衝動 を與 へ て 之 を 躍進せ しめた 

か を考蔡 すると き、 新 武家時代 はまた 世界的 要素 を 有する 新ら しい 氣持 を以 

て 我々 に迎 へられる ので ある。 

それが また この 時代 を 近世と いふ 時代 稱 呼の 下に も 考察せ しむる 所以と 

い へ よう。 いは、. -古 武家時代と 中 武家時代 は 東洋 的 要素に 満たされて ゐた 

近世 的に し が、 こ の 新 武家時代になる と、 ま た 世界的に 視野が 展開 さ れ. 物質的 方面 に 於い 

て 世界的 

て もた V 農業 經濟 のみで は 最早 解決し 得られぬ こと ゝ なった ので ある。 
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信 長 は 新 時 

代の 先 顆 者 


秀吉 Q 覇業 

と 自主的 外 

交 


完全なる 中 

央集根 的 封 


五 章  武 家 時 代 

い ふ 思 想 はやが て 皇室と 國 

して 先づ この 主義 を 以て 信 

た 全 國を統 一 する に は • 彼 は 

した 當 時代の 先頭に 立って 

こ  >  に 新 武家時代 は先づ 意 

けて 統一 の 業 を 成 し、 進 ん で 

る 國家的 事業の 輝かしい も 

外交が 轉換 して 自主的たら 

露の 兩 役と 對 照して 禿吉の 

そ の 後 を 繼 承し た 家 厳 が 

に關ケ 原の 一 戰を 以てよ く 

央集權 的 封建 制 を 確立した 

の 本 質 をして 尤も 鮮明 な ら 

猶 ほこの 新 武家時代に 意 


の 一 (槪說 ) 

民と を 直接に 

長よ 尾 張に 崛 

餘 りに 性急で 

荒 ご なし をす 

義 づ けられた 

武を 海外に 示 

のとい はねば 

しめんと した 

外 征 に は 大 な 

ふ，^ じめ ®  fj3 一  ； 

三 百 諸侯 を 江 

こ と は. 新 武家 

しめた もので 

義 づける もの 


二 六 〇 

結びつく る 所以で あ る. こ 、に 着眼 

起 し た、 し かし 分立 攻爭 亂れ に亂れ 

あった。 彼 は全國 統一に 向 はんと 

る に 寧 ろ 適 當 な る 人物と して 現れ， 

の で あ る、 そ して 秀吉 が、 ュ、 の 後 を 受 

し た 偉 動 も、 赏 にこの 新時代に 於け 

な ら な い。 それ はこれ ま で の 屈辱 

の で あ り、 明 治 時代に 於け る 日淸日 

る 意義 ある を觀 るの で ある。 

隱 忍して 信 長と 結 び、 秀 吉に屈 し. 遂 

に朝宗 せ しめ、 こ 、 に 完 全なる 中 

時代 をして 最も 的確に 現れし め. ュ、 

ある， こい へ よう。 

は、 こ の 時代から 我が 國の 文化が た 


7^ 上から 

赏カ 攻爭の 

時代 


權 力の 地方 

的 分裂 


全 國的統 一 

と 絕對的 主 


下剋上と 皇. 

室 中心思想 


朝廷に 奉還 し、 明 治 維新の 大業 はこ 、-に 展開した ので ある。 

さて 足 利 氏の 權威も 次第に： 卜に 移つ て、 所 謂 下剋上に よつ て 新しい 勢力が 

次第に 勃 典し、 こ 、 に赏カ 攻爭の 時代と な り、 最 早 門閥の 桎梏に 束縛 せられぬ 

こと、 なった。 藥賣 りが 大名に も なれば 草履取りが 天下 を収 ると いふ 有様、 

一面から 見れば 如何にも 活 澄なる 時代が 現れた。 元來 封建制度 にあって は、 

土地 を 直接に 支配す る 者 が、 事 實 上の 權カを 有する ことと なる ので あ り、 そ の 

封建制度の 發展に 伴 ひ、 權 力の 地方 的 分裂と なつ て、 そ の權 力が 上より 下 へ と 

移り行く 事象が 現れる ので ある が、 そ こに 如上の 情勢 は 群雄の 爭覇 となった， 

そして 全國 統一 の氣 運が 促進 せられた。 

いは、. - この 氣運は 地方 的 分裂と 下剋上との 窮極 を 展開して • 遂に 絕對的 主 

櫂 の 認識に ま で 進まねば ならぬ の で あ る、 卽 ち， 封 建 的 政 櫂の 地方 化に 從っ て 

地方 文化が 開發 せら れ. そ れ がまた 商工業 等の 發達を 促して、 次第に 全國 的な 
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文」 が あ り、 猶 ほ 遣訓狀 奉答 文 は 大日 本 古文書 家 わけ 毛 利 家 文書 之 二に 收 めら 

れてゐ る。 

(に) 九州と 四國 

當時 九州に 於け る 情勢 を觀 るに、 北部に あつ ては豊 後の 大 友義 鎮 (法 名 宗 麟. 

耶蘇 名サ ン. フ ラ ン シ ス コ) 最も 勢力 を 得て ゐ たが、 初め 大内 氏と 拮抗 し. 後 に は 

毛 利 氏と 相爭 ふこと になった。 時に 肥 前の 少貳氏 は 旣に衰 へ て 龍 造 寺隆信 

その 部下に 起 り、 そ の 勢力 は筑 後より 肥 後に 及び ビ 、 に、 薩 摩の 島津義 久と衝 

突す るに 至った。 義久は 肥 前の 南部に 勢力 ありし 有馬晴 信と 聯合して 隆信 
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かし 九州 は 中央に 大 なる 影響 を與 ふるに 及ば やして 豊臣 時代にまで 推移し 
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良家 文書 等參 考」。 
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こ の 例 はまた 當時 中國に 勢力 を 有して ゐた大 

義 興の 代に その 所領 安 藝. 周 防. 長 門. 筑 前金 前 の 

州の 關門 を扼 し、 支 那 朝鮮との 賀 易の 利 を壟斷 

の も、 皆 大內 氏の 手に よった もの で、 明 の 勘合 印 

た 今 毛 利 公爵 家に 傳 はって ゐ る)。 この 賀 易の 

强は當 時 一 般に 疲弊した 亂世 にあって 他に 匹 

居城 周 防の 山 口 は 繁華 京都の 上に 出で たと 稱 

n に 下った もの も少 ぐな か つ た、 從 つ て 京 都 の 

はれて ゐる。 二 條尹 房. 三條 公賴. 持 明 院基規 等 
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に逐 はれて 越後に 奔 り、 信 濃 一 國は武 田 氏に 歸 した。 これが 信 濃に 於いて 武 

田 上 杉 二 氏の 對抗を 見る に 至った 所以で あ り、 や がて、 川 中島 四 郡の 地 は 龍 虎 

相 戰ふ壯 觀を呈 し た、 し かしこれ が爲 めに 兩雄 共に 驥足 を展 して 旗 を 京都に 

樹 つる こと を 得なかった。. 

長 尾 氏 は 代々 上 杉 氏の 執事であった。 謙 信の 父爲景 は 非常に 偉い人 で、 上 

杉 定實を 奉じて 春 日 山城に 居 り、 そ の 勢力 は 越 中にまで 及んで ゐた。 天文 五 

年爲景 歿 し. 越 後 また 亂る 、 に 至 り、 そ の 末子 景虎は 膽カも あり 兵法に も 通じ ■ 

殊に 義氣に 富ん だん で、 よ く 兄 晴景を 助けて 內亂を 鎮定した。 然るに 暗景病 

あり、 已むを 得す 景虎は 之を斃 して 家 を嗣ぐ ことに な つ た が、 亡 兄に 對し 如何 

にも 相濟 まぬ とて、 自 から その 血統 を絕 たんと し、 終 身 妻帶せ す. 出 家して 謙 信 

といった。 彼の 度量と 兵略と は、 或 は 信玄の 下にあった かも 知れぬ が、 義 氣 と 

豪 膽 と は そ の 上に 出 で、 後 世から 追慕 せられる 人物で ある。 後ち 永祿 十年武 

田 義 信. 父 信 玄の爲 めに 殺さる 、 や、 そ の 妻 今 川 氏眞の 妹) 駭 河 に 走った 時. 今 川 

氏が 鹽を 甲斐に 賣ら ぬと 聞い て、 信 玄に鹽 を 贈った 美談 は 世に へ =F 炙して ゐる 
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信玄は 勢力の 弱い 附近の 豪族から 之 を 併合 せんとした" 

の 執って 來た 政策であった。 彼 は 先づ信 濃を經 略せん と 

方面に 兵 を 出し • 天文 十 一 年 徵訪賴 重を滅 した 後、 同 十五 年 

を 攻 め、 同 十七 年信玄 一 たび 破られし も、 同 二十 二 年に 至つ 

破 り、 義 淸 遂に 信 玄に抗 する を 得すして 越後に. 走 り、 上. 杉 謙 
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いて 二三の 事 を 言 へ ば、 同 書に 信玄が 軍師と 仰いで ゐ たとい 

幸 は、 當 時の 記錄に 現れて 來な い、 ま た 信玄の 文書 は 非常に 多 

-信玄 の 家臣が 旨 を 奉じて 出した もの も少 くないのに、 暗 幸の 

ゐ な い、 從 つ て 同書に ある やうな 重耍 なる 地位に あった 人で 

はしい とい はれて. Q る。 それに 同書の 作者 が、 晴 幸の 子孫の 

ゐ るの を る と、 暗 幸に 關 する 事廣に つ いて 疑を存 する のが 

う。 また 川 中 d3 合 戰に關 する 同書の 記事 は、 年 月と い ひ、 戰 況 

に 足らぬ ものが 多 いのはい ふまで もな く、 武 田 氏の 末路 を敍 

き. 長 坂. 跡 部の 兩人は 勝賴に 殉死して ゐ るのに、 彼等が 主君の 

逃亡した と 書いて ある。 猶ほ川中^13の合戰にっぃては信玄 

上杉謙信の側で出來た川中^^.?五戰記などもその誤謬は甲陽 
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氏の 敵 


氏の 對抗 及び 今 

よ 鎌 倉 時弋ぃ ら 

のころ は 信 虎の 

に 出した が. そ の 

こと、 なった。 

出家して 信玄と 

不 和 で あった、 

が、 近時 發 見せら 

或 點 ま で叨 かに 

に つ， I い て. a 考) 


氏の 滅 

々甲斐 

に 當 つ 

强 暴に 

つ た。 

た 史料 

つ た (歷 


攻む 

掌中 

な く- 


守 

逐 

よ 


史地 


後ち 信玄が 今 川 


る因緣 ゃロ實 

卜) 人 わ、 常 逢 に 

だ ,^ そ の 領地 


で あ 

。 一一 一一 C 

望 少 

軍略 

で き II. 

出 さ 

ば、 實 

第廿 

氏 を 


つ 

家 

虎. 

れ 

三 


，後 北 

武略 

に 國 

，智謀 

玄 父 

今 川 

玄 と 

渡邊 

手段 


は卽 

佐 竹 

を 保 


ち こ 

氏 お- 

つ  て 


り， 安 

ゐ る 


條 氏 

に I 昌 

を逐 

子 の 

氏 こ 

んロ 意 

世祐 

な ど 


力 S 

み、 智 

は れ 

當 時 

關係 

寄 食 

の 上に 國 

博士 「武田 

を 考 へ 合 


藏を 

謀 に 

て、 子 

の 第 

に つ 

した 


中 武家時代の 三 (群雄 (せ莉 時代) 


二 四 1 


第 四 章  中 武家時代の 三 (群 雄 "I?- 莉 時代)  二 四 (し 

郞の事 は滑壽 桂の 月 舟錄に 見えて ゐる (外郎 家譜 參 考)、 ま た、 德 川 時代の 外郞店 

の 模様 は 東海道 名所 圖繪に 載せて ある。 

氏康 Si ぐ  天文 十 年 氏 綱 卒し 子 氏庶家 を繼ぃ だ、 武 略 ま た 父 祖 に 讓 ら す、 し かも 文雅 は 

寧ろ 過ぎる と稱 せら れ、 大 に關 東の 士心を 得た。 かく 早 雲 以來 三代 武略の 人 

を 出せし こ と は. 後 北條 氏が そ の 大を成 し、 ii 東 を 領有す るに 至った 所以で あ 

る。 この 時に 當 h 、西に 今 川 氏 あ 6/ 西 北に 武田氏 あ り. 北 に 山 內上杉 氏 あ り、 氏 

康は これらの 諸 豪に 拮抗して よく その 勢力 を 張った。 山 內上杉 氏 は 當時憲 

政の 代で あつ た が、 憲 政 は 誓 つて 北條 氏を滅 さん こと を 謀り 二 方今 川 氏と 通 

じて 北條 氏の 背後 を 窺 はしめ、 他方 古河 公方 晴 氏に 說き、 相 連合して 氏. 娘 を 討 

た ん と し. 天 文 十四 年 九 月、 兵 八 萬 を 以て 河 越 城 を 園み し も、 城 將北條 綱 成 死 守 

氏康 山內憲 して 年を踰 えし 間に. 氏 康は今 川 氏と 和して 後顧の 憂を絕 ち、 翌 十 五 年 四 月 

政 を 破る 

に 奇兵 を 放つ て 憲政の 兵 を 破り、 勢に 乘 じて 松 出城 を 陷れ、 武藏は 殆んど 比. ：！ 氏 

康に 服す るに 至った。 ついで 同 二十 年 氏」.^ 進んで 上野に 入り 山 內氏を 攻め 

錢 1 後に たが、 憲政 支 ふること 能 はすして 越後に 走 り、 長 尾景 虎に 身 を 寄せ た。 景 虎 は 


小 弓 御所 

鴻 臺の戰 


小 S 原の 繁 

盛 


ダ.. 


晴 氏に その 女 を 

公方と 兩上杉 氏 

と！^ から す、 し ば 

つて 小 弓 御所と 

突す る ことと な 

り、 義 明は戰 死し 

一 大打擊 を 受け 

反 し， 氏 綱 は旣に 

ま す 盛に な 

河 こ rK< して ゐ 

に 於け る 繁華の 

が 書いて あ る。 

田 原 町に 家 を 構 

國 か ら歸 化し，， た 

笫四章 


納 れ た、 こ れ 一 は その 門 葉 を 高く せんがた め 

との 聯合 を 妨げん がた めであった。 時に 高 

らく 陸 奥に 下って ゐ たが、 下 總の武 田 氏に 迎 

稱 し、 里 見 氏の 援 によ り， 勢 威 大に振 ひ、 端 な く 

つた。 氏 綱、 暗 氏を援 けて 義 明と 下 總鴻臺 に 

■ 氏 綱 は 進んで 小 弓 を 取った。 この 鴻臺 の戰 

- これより 後た、. - 退いて その 國を 守る に 過ぎ 

扇 谷 上 杉 氏 を追窮 し， 今 また 里 見 氏の 大軍を 

り、 諸 方の 豪族 款を納 る 、 もの 多く、 これまで 

た 人々 も、 次第に 小 田 原に 猿 まって 來 た、 そ し 

中心と なった、 僧 玄瑠の 明 叔錄に 天文の 末 ご 

小 田 原 はこの 時代に 發 達した 城下町の 一 好 

へ 藥屋を 業と して ゐる 外郞氏 は. そ の 祖先 を 

人であって、 後ち 京都から 小 田 原に 移って 來 

中 武家時代 Q 三 (群雄 ハ中莉 時代) 


であり、 一 は 古河 

基の 弟義明 父兄 

へ ら れ、 小 弓に 居 

も 古河 公方と 銜 

戰ひ大 に 之 を 破 

に 里 見 氏 はまた 

なかった。 之に 

破 つ て、 そ の 勢力 

養 〈31^ もしくは 古 

て 小 田 原 は束國 

ろ 小 田 原の _ ^樣 

例で も あ る， 今 小 

陳ダ 良と レ ^  ^ 

た 家で あ る、 陳外 

二三 九 


後北條 氏の 

關 八州！！ 營 


氏 辆江ー i 城 

を 取り 河 越 

城 を 取る 


\.: 古河 公 

方と 結ぶ 


の 

る 


第 四 章 

禾元 力 

氏を滅 


中 武家時代の 三へ 群 雄爭 穎 時 代) 


し 


氏 

田 

形勢、 第五に 織 田 信 

展べ、 遂に 足 利義昭 を 


大內 

織 田 


で あらう。 

(い) 後 北條氏 

伊豆の 堀 越 

略 に 長 じ. 善 く 

で あ つ た が、 た 

なかつ た が、 子 

四 年 扇 谷 上 杉 

月 城 を 取った 

兵 を 進めて 之 

かくて 氏 綱 


を 

き 


御所 

目 先 

-、 時 

氏 綱 

氏の 臣太 

0 朝興屢 

を 走ら 


ま 


代って 周 

長と 接觸 

が 今川義 

じて 旗 を 


し て 後、 相 

見える 人 

ほ 早 かり 

父に 劣ら 

田資 高等 

屢.. 囘復を 圖 

し、 河 越 城 を 


よ 上 杉 氏に 迫る と 


-長 

る 

を 


を 併 

至 つ 

つ て 


せ、 且 

た こ 

武名 


-第 

揚 


小 田 

あ つ 

爲 め、 

^ 略 

內應 

て 成 


二三 八 

道に 勢力 を 得て ゐた 

に 九州と 四國に 於け 

てよ.^ 次第に 勢力 を 

なした 槪 略を敍 する 


原に 根據を 構へ 

た。， 彼 は 實に群 

その 存命の 間 は 

に 富 み. ま づ 武 藏 

を 得 て、 上 杉 朝 典 

らす、 天文 六年卒 

、朝定 は 僅に 松 山城 

、結婚 政略 を 利用し 


た 伊勢 氏 茂 草 雲) は 軍 

雄爭覇 時代の 先^者 

大 に發展 する に 至ら 

を經 略せん とし. 大永 

と戰 ひ， 之 を 破って 江 

定立つ や、 氏 綱 


し， 子 

を 保 

て 古 河 公方 高 甚の子 


つ 


五 四 三 ニー 

愛 丈 孝ミ 美ぶ m 直 

ィ— ト ，一 ト 1— ト pri* 《一 


お御^ 

の 所在 


地方 的-が 霸 


五 職 仁 親王 墓  京都市 上京. 5g 紫 野 大德寺 町  赘篋印 塔 

六 織 仁 親王 墓  京都市 上京 展紫野 大德寺 町  资 塔 

七 韶仁 親王 墓  京都市 上京^ 紫 野 大徳 寺 町  赘茵印 塔 

閑 院 宫 

親王 墓  京都市 上京 區北ノ 逢 町  多寳塔 

廬 山寺 陵  京都市 上京 E 北 ノ邊町  多賓塔 

親王 墓  京都^ 上京 區北 ノ邊町  多费塔 

親王 墓  京都市 上京 區北ノ 逢 町  多赘塔 

親王 墓  京都市 上京 區北ノ 逢 町  多 寮 塔 


さて 群雄 割據の 形勢に ついては 前に 述べた 通りで あるが、 やがて 地方/ \ 

に 中心人物が 現れて、 いよ/、 目覺 しい 爭覇述 動が 起って 來た。 こ、 に は、 第 

一 に， 關 東に 於け る 後北條 氏が 次第に 古河 公方と 上 杉 氏を滅 して 關東 八州 を 

領有す るに 至った こ と. 第 一 一 に、 甲 斐の武 田 信玄が 一 方に 越後の 上 杉 謙 信と爭 

ひ、 他 方に 駿 河の 今 川 氏と 爭ひ 遂に 西 上せん とする に 至った こ と、 第 三 に 安 藝 

第 四 章  中 武家時代 Q 三( 群雄 爭觀 時代)  二三 七 


有 栖川宫 御 

^の 所在 


三 

しヽ 

ーノ 

ブ 

〇 


第 四 章  中 武家時代の 

智仁 親王 墓 (八 條宮〕 

智忠 親王 墓 

穏仁 親王 墓 

長 仁 親王 墓 


三 


尙仁 親王 墓 

文 仁 親王 墓 (京 極宫) 

家 仁 親王 墓 

公仁 親王 墓 

盛 仁 親王 墓 (桂 g 

節 仁 親王 墓 

淑子內 親王 墓 

有 栖川宫 

好 仁 親王 墓 (高 松宫) 

幸 仁 親王 墓 (有栖 川宫) 

正 仁 親王 墓 


一一 一 (群 雄爭莉 時 5 

京都市 上京 區相國 寺 門 前 町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 E 相國寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 區相^ 寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 東 山 區泉浦 寺 山內町 

京都市 上京 區紫野 大德寺 町 

京都市 上京 區紫野 大德寺 町 

京都市 上京^ 紫 野 大德寺 町 


二三 六 

费袋印 塔 

寶篋印 塔 

资篋印 塔 

赘揎印 塔 

寳 IS 印 塔 

资嫁印 塔 

赘德印 塔 

黉！ M 印 塔 

^篋印 塔 

齊後印 塔 

六^ 攻 

0 塔 

资嫁印 塔 

资 1^ 叩 塔 


桂 宮御墓 の 

所在 


二 邦 道 親王 墓 

サダ ユキ 

三 貞致 親王 墓 

四 邦 永 親王 墓 

五 貞建 親王 墓 

六 邦忠 親王 墓 

七 貞行 親王 墓 

八 邦 頼 親王 墓 

九 貞敬 親王 墓 

ー〇 邦家 親王 墓 

守 脩 親王 墓 (梨本^«) 

晃 親王 墓 (山 階お) 

朝彥 親王 墓 (久邇 せ 0 

嘉 言 親王 墓 

二 貞敎 親王 墓 

a 桂  宮 

笫四章  中 武家時代の 


京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 E 相國寺 門前町 

京都市 上京 E 相國寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 E 相國寺 門 前 町 

京都市 上京 E 相國寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

京都市 上京 S 相國寺 門前町 

京都市 東 山 E 泉 涌 寺 山內町 

京都市 東 山 K 泉 涌 寺 山 内 町 

京都市東山區^：^涌寺山內町 

京都市 左 京 區北白 川 什 伏 町 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 

三 (群 雄 争 m 時 代) 


寶寧 S 塔 

無缝塔 

三重 塔 

一二 赏塔 

三 <aS 塔 

三赏塔 

三赏塔 

石 塔 

六角 攻 

回 攻 

六角 攻 

多资塔 

一二 望 塔 


伏 兑宫御 墓 

の 所在 


第 四 章  中 武家時代 Q 三 ■ 群雄- I?- 霸 時代)  二 三 四 

御 墓の 先 後 は 宮家 創立の 新 古に 從ひ、 維新 後 東京 豐島 岡 に營 まれた る 御 墓 はこ 、 に 載せず。 

括弧 內は 御稱號 若しくは 宫號 の 變更を 示す。 

ィ伏 見宮 

所在  形^ 

京都市 伏 見區深 草坊町  後深草 天皇と 合；^ 

京都市 伏 見 E 桃 山町泰 長老  圓 货 

京都市 伏 見區丹 後町  圓 攻 

京都市 上京 區相國 寺 門前町  五輪 塔 

京都市 上京 區相國 寺 門前町  五輪 塔 

京都市 上京 區相國 寺 門前町  五輪 塔 

京都市 上京 區相國 寺 門前町  五輪 塔 

京都市 上京 區相國 寺 門前町 . 五輪 

京都市 上京 區相國 寺 門前町  五輪 塔 

京都市 上京 區相國 寺 門前町  赘篋印 塔 

京都市 上京 區相 W 寺 門前町  黉徳印 塔 


御  墓 

1 榮仁 親王 墓 

二： H 仁王 墓 

三 後 崇光院 伏 見 松林 院陵 

四 貞常 親王 墓 

五 邦 高 親王 墓 

六 貞敦 親王 墓 

七 邦輔 親王 墓 

八 貞康 親王 墓 

ク  一一 ノゾ 

九 邦 房 親王 墓 

〇 貞淸 親王 墓 

一 邦尙 親王 墓 


L 


第 四 期 御陵 

墓 の 名稱所 

在 


一 0 


一三 


こ 


光格 天 皇後 月輪 陵 

巾宮 欣子內 親王 後月 輪 陵 

仁老 天皇 後月 輪 陵 

贈 皇后 繁子 後月 輪 陵 

皇妃 皇太后 藤 子 後月 輪 陵 


京都市 来 山 區今熊 野 泉 山 

京都市 東 山 區今煎 野 泉 山 

京都市 來山區 今 煎 野 泉 山 

京都市 束 山 ffi 今 熊 野 泉 山 

京都市 東 山 展今熊 野 泉 山 


歷代 陵墓 名稱 所在 表 (其 四) 


御 陵 

ノ チノ ツキ ノヮノ ヒガシ ノヤ マノ 

孝 明 天皇 後 月輪 東 山陵 


英照 皇太后 後月 輪 東北 陵 

明治天皇 伏 見 桃 山陵 

昭憲 皇太后 伏 見 桃 山 東 陵 

大正 天皇 多 摩 陵 


在 


京都市 東 山 區今熊 野 泉 山 

京都市 東 山 區今熊 野 泉 山 

京都市 伏 见區桃 山 町 古城 山 

京都市 伏 見 區桃山 町 古械山 

束 京 府南多 摩 郡 横 山村 大字 下 長 Gl3 


九 ffl 塔 

七重 塔 

九 K 塔 

黉俊印 塔 

赍僮印 塔 

形 狀 

M 攻 

画 ^ 

上圆 下方-お 

上圓 下方 攻 

上圓 下方-杖 


に 伏 見 宮家 を 初め 四 親王 家の 御 墓 を も 書き 加 へ て 參拜の 菜と す ズぇ 

四 親王 家 御 墓表 

第四窣  中 武家時代 Q 三 (群 难 1^ 1^ 時代) 


笫四章  中 武家 時 R  Q 三 (群 雄爭霸 時代)  二 一一 一 一 一 

ro 後光明 天皇 月輪 陵  京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  九袁塔 

一 一 後西 天皇 月輪 陵  京都市 山 區今熊 野 泉 山  九 黄 塔 

1 一 一 靈元 天皇 月輪 陵  京都市 東 山 E 今 熊 野 泉 山  九 R 塔 

中宮 房 子 月輪 陵  京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  無 縫 塔 

一 一二 東 山 天皇 月輪 陵  京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  九重 塔 

中宮 幸 子女 王 月輪 陵  京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  無 総 塔 

.1 四 中 御門 天皇 月輪 陵  京都市 東 山 區今能 一 野 泉 山  九重 塔 

皇妃 贈 皇太后 尙子 月輪 陵 京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  無 縫 塔. 

一 五 樱町 天皇 月輪 陵  京都市 束 山 區今熊 野 泉 山  九重 塔 

皇妃 皇太后 舍子 月輪 陵  京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  賨錢印 塔 

一 六 桃園 天皇 月輪 陵  京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  九重 塔 

皇妃 皇太后 富 子 月輪 陵  京都市 東 山 K 今 熊 野 泉 山  . 赍 塔 

一 七 後樱町 天皇 月輪 陵  京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  九 塔 

一 八 後桃園 天皇 月輪 陵  京都市 東 山 區今煎 野 泉 山  九重 塔 

皇妃 皇太后 維子 月輪 陵  京都市 東 山 區今熊 野 泉 山  變篠印 


一 〇〇 後小松 天皇 深 草 北 陵 

(宗純 王ト嘛 墓) 

一 〇 一 稲光 天皇 深 草 北 陵 

一 〇 一 一 後花園 天皇 後山 國陵 

1 〇 一二 後土御門 天皇 深 草 北 陵 

皇妃 贈 皇太后 朝 子 般舟院 陵 

一 〇 四 後柏原 天皇 深 草 北 陵 

一 〇 五 後奈良 天皇 深 草 北 陵 

1 〇 六 正 親 町 天皇 深 草 北 陵 

陽光 院 月輪 陵 

皇孫 興 意 親王 墓 

一 〇 七 後陽成 天皇 深 草 北 陵 

一 〇 八 後水尾 天皇 月輪 陵 

中宮 和 子 月輪 陵 

1〇 九 明 正 天皇 月輪 陵 

四 章  中 {^ 家 時代の 


京都市 伏 見區深 草坊町 

京都-肘 綠喜郡 田邊町 大字 薪 

京都市 伏见區 深 草坊町 

京都府 北 桑田 郡 山國村 大字 井戶 

京都市 伏 見區深 草坊町 

京都市 上京 區般舟 院前町 

京都市 伏 見區傑 箪坊町 

京都市 伏 見區深 草坊町 

京都市 伏 見 K 深 坊町 

京都市 柬山區 今 能 一 野 泉 山 

鬼 京 巿芝區 ニ本禝 

京都市 伏兑區 深 草坊町 

京都市 東 山 區今熊 野 泉 山 

京都市 東 山 E 今 熊 野 泉 山 

京都市； 山 區今熊 野 泉 山 

三 (群 雄ゅ莉 時代) 


後深萆 天皇と 御 合 葬 

無 縫 塔 

後 傑 草 天 皇と御 合 葬 

变 f お 印 塔 

後深草 天皇と 御 合 葬 

0 塔 

後深草 天皇と 御 合 葬 

後深草 天皇と 御 合 葬 

後深草 天皇と 御 合 葬 

無 縫 塔 

鈕 i 塔 

後 深萆： 大皇と 御 合 葬 

九 ffi 塔 

赘设印 塔 

九 a 塔 


第 四 章  中 武家時代の 三 (群雄 争 霸時 代)  二三 〇  一 

光嚴院 山國陵  京都府 * 桑田 郡 山國村 大字 井戸  圓 攻  一 

光明 院大 光明寺 陵  京都市 伏 見區桃 山町泰 長老  面 % 

皇孫 崇光 院大 光明寺 陵  京都市 伏 見區祧 山町泰 長老  圓 .攻 

皇孫 後光 嚴院深 草 北 陵  京都市 伏 見區深 箪坊町  後深草 天皇と 御 合 葬 一 

皇 i|n 孫 後 圓融院 深 草 北 陵 京都市 伏 見區深 草坊町  後深草 天皇と 御 合 葬 一 

九 四 後ニ條 天皇 北 白 河 陵  京都市 左 京 區北白 川 近 分 町  回攻 ffii 

九 五 花園 天皇 十 樂院上 陵  京都市 東山區 粟田口 三 條坊町  阃 攻 

九 六 後醍圈 天皇 塔 尾 陵  奈良縣 吉野郡 吉野町 大字 吉野山  圆 I？  _ 

蓮 良 親王 墓  祌奈川 縣嫌倉 都 嫌 倉 町 大字 二階 堂 石 塔  一 

尊 良 親王 墓  京都市 左 京 區南禪 寺 下 河原 町  圓 お  一 

世 良 親王 墓  京都市 右京 區嵯哦 天 龍 寺 造路町  赘像印 塔 

宗良 親王 墓  . 静岡縣 引佐郡 井伊谷 村 大字 井伊谷 突 廣印塔 

懐 良 親王 墓  熊 本 縣八代 郡 宫地村 大字 宮地  回 ^ 

九 七 後村上 天皇 檜 尾 陵  大阪府 南 河內郡 川上 村 大字 寺 元  圆 

九九 後龜山 天皇 嵯峨小 倉 陵  京都市 右京 區峻哦 鳥居 本 小 坂 町  五輪 塔 *  一 


八 四 順德： 大皇大 原 陵 

八 五 仲恭 天皇 九條陵 

八 六 後堀河 天皇 觀音寺 陵 

八 七 四條 天皇 月輪 陵 

八 八 後嵯峨 天皇 峻峨南 陵 

中宮 結 子 粟田 山陵 

顯日王 墓 

八 九 後深草 天皇 深 草 北 陵 

准 母 皇后 鈴子內 親王 今 林 陵 

九 〇 龜山 天皇 龜 山陵 

皇后 佶 子 蓮華 峯寺陵 

九 一 後宇多 天 皇 蓮華 峯寺陵 

九 二 伏 見 天皇 深 草 北 陵 

尊 ^ 親王 墓 

九 三 後伏見 天皇 深 草 北 陵 

笫四章  中 武家時代の 


京都市 愛 { 々郡 大原村 大字 大原 

京都市 伏 見 區深箪 本 寺 山 町 

京都市 東 山 區今熊 野 泉 山 

京都市 東 山 區今熊 野 泉 山 

京都市 右京 區^ 峨； 大龍寺 芒 ノ 馬場 町 

京都市 左 京 區南禪 寺 福 地 町 

栃木 驟那須 郡 須贺川 村 大字 雲 岩 寺 

京都市 伏 見區深 草坊町 

京都市 右京 E 嵯峨 大覺寺 門前 六道 

京都市 右京 ffi 驗峨： 大龍寺 芒 ノ  £5 場 町 

京都市 右京 K 北峻峨 長刀 坂 町 

京都市 右京 K 北嵯峨 長刀 坂 町 

京都市 伏 见區深 jGf 坊町 

京都市 乙 訓郡大 原野 村 大字 小盥 

京都市 伏 見 K 深 i!:^ 坊町 

三 (群 雄爭觀 時代) 


圓 攻 (法 華 堂) 

圓 ^ 

圓 攻 (法 華 《も) 

九重 塔 

法 華 堂 

寶錢印 塔 

法 華 堂 

黉後印 塔 

^華 堂 

後宇多 天皇と 御 合 

五輪 塔 

法 華 堂 

突 塔 

後 深 牮大皇 と 御 合 葬 

ニニ 九 


第 四 章  中 武家時代の 三 

准 母 皇后 統子 内親王 花園 東 陵 

七 五 崇德 天皇 白峯陵 

中宮 聖子 月輪 南 陵 

七 六 近衛 天皇 安樂 壽院南 陵 

七 七 後白河 天皇 法 住 寺 陵 

以仁 王 墓 

七 八 ニ條 天皇 香 隆寺陵 

七 九 六條 天皇 淸閑寺 陵 

八 〇 高 倉 IK 皇後淸 閑 寺 陵 

中宮 德子大 原 西 陵 

八 一 安德 天皇 阿 彌陀寺 陵 

八 二 後鳥羽 天皇 大原陵 

雅成 親王 墓 

頼 仁 親王 墓 

八 三 土 御門 天皇 金 原 陵 


群雄 爭顯 時代 一 

京都市 右京 區花圚 寺/ 內町 

香 川 縣较欲 郡 松 山村 大字 靑海 

京都市 伏 見區深 草本 寺 山 町 

京都市 伏 見 區竹田 內畑町 

京都市 柬山 ー區 三十 三 間 堂 週 

京都 肝 相 樂郡棚 倉 村 大字 綺 S 

京都市 上京 區 平野 八丁 柳 町 

京都市 東 山 區涛閑 寺 

京都市 柬山區 閑 寺 

京都府 愛宕 郡 大原村 大字 大原 

下 關 市 大字 阿 彌陀寺 町 

京都府 愛お 都 大原村 大字 大 1^ 

兵 雍縣城 崎 郡 五莊村 大字 高屋 

岡 山 縣兒鳥 郡 鄉内村 大字 木 見 

京都府 乙 訓郡海 印 寺 村 大字 金 ケ^ 


ニニ 八 

圓 攻 

方 ^ 

多黉塔 

法 華 堂 

圆 攻 

圓 塽 (法 華 $0 

方 形 (法 華 堂) 

五輪 塔 

圓 攻 (御影堂) 

十三 ffi 塔 (法 華 堂) 

究 i お 印 塔 

五輪 塔 

圓 «  (法 ISKO 


御陵 墓 制の 

四 期 


第三 期 御陵 

墓 の 名稱所 

在 


禮 によって 德川 時代の 末に 及んだ。 

山陵 修理の こと は元祿 のころ 始めて 着手せられ たが、 幕末に 至り 戶田 大和 

守忠 至が 大に 山陵の 探 杏と 修理と に 力めた 後、 建議して 往昔の 山陵 制 を 復興 

せらる 、 に 至った のが 孝 明 天皇の 後月 輪 束 山陵で あり、 こ 、 に 御陵 墓 制の 第 

四 期と なる ので ある。 


歷代 陵墓 名稱 所在 表 (其 三) 

七 二  c 河 天皇 成 菩提 院陵  京都市 伏见區 竹田淨 菩提 院所 

中宮 賢 子 上 醍醐 陵  京都市 伏"！^ 區醍 M 醍醐 山 

准 母 皇后 提子： s: 親王 上 醍翻陵 京都市 伏 見 tiffis 醐. 腿醐山 

准 母 皇后 令子內 親王 上 醍醐 陵 京都市 伏见區 醍醐 醋醐山 

七三 堀 河 天皇 後 圓敎寺 陵  京都市 右京 K 龍 安寺 朱 山 

七 四 鳥 羽 天皇 安樂 壽院陵  京都市 伏 马區竹 田 內畑町 

中 宫璋子 花園 東 陵  京都市 右京 區 花園 扇 野 町 

皇后 得 子 高野山 陵  和 敬山縣 伊都 郡 高 野 町 大字 高野山 

第 四 章  中 武家時代の 三 (群 雄^ 莉 時代)  . 


方 形 (法 華 堂) 

圆 塽 

圓 I？ 

圓 ft. 

圓 枳 

法 華 堂 

圓 

圓 攻 


活御 
土 
葬 

の 

復 


第 四 章  中 武家時代の 三 (： 群雄 爭顥 時代)  ニニ 六 

で、 前 代 天皇の 御堂の 中に 合せて 御 骨 を 納め 奉る やうに もな つた。 深 草 法 華 

堂の 如き は 後深草 天皇 を 初め 奉 り、 後 伏 見. 後 小 松. 稱 光. 後 土 御 門. 後 柏 原. 後 奈 R. 

正 親 町. 後 陽 成の 十 天皇 及び 後光 嚴. 後 圓融兩 院の御 骨が 納められて ゐる， 皇家 

の 御式徵 と共に 痛 歎の 至りで ある。 德川 時代に 入れば 更に 簡軍 になり、 多く 

は 泉 涌 寺に 葬 b 奉 り、 廬 山寺に は 當 時の 皇妃 幷に 皇 子の 御 墓が 资 ま れ、 御 .S 緒 

ある 寺院に 住せられた 皇子 皇女 は それん \ その 寺院 附屬の 墓地に 葬られ 泰 

り、 形 ばかりの 御 石塔 を 以てする 事と なった。 また 文武 天皇 以來の 御 火葬 は 

明 正 天 皇 までに 及んだ ので あるが、 後光明 天皇よ， 0 御 土葬に 改められた。 こ 

れ について は 御代々 の 例に よ たま ふ 害で あつ た の を、 魚 屋 八兵衞 なる もの 

玉. 體を火 化し 奉る は勿體 な しと 說き 廻つ て、 遂に 御 火葬の 儀 を 停止され る こ 

と と な つ た、 そ し て、 數 百年 來の流 例 を 破 ，り、 仙 洞 女院を 初め 奉り. こ の 後 は 御 火 

葬の 風 は 永く 止んだ と傳 へられて ゐる が、 當 時の 日記に は 一 も 所見が な い. た 

だ 鳩 巣 小 誌 に 見えて ゐる のみで ある。 しかし 由來 する 所の 古い 火 ル如 の 風 は 

一 朝に して 根絕 する ことが 出來 す、 御 土葬し 奉りながら 御 葬式 は 一 に 火葬の 


第に 朝廷の 供御 を增加 し， 务 吉に 至つ て 更に 皇室の 御料 を はじめ 奉 り、 公 家 衆 

の 經 濟 を 豐 富 にした の はこ 、 に 甚くので ある。 

後 ほ良灭 後 奈良 天皇 は 其 後 また 諸 國に富 筆の 般若 心經を 奉納 遊 ば さ れ た、 そ の 今 日 

お， の 般サぉ 

心經  に傳 はれる もの は參河 (5 石瀨 文庫 蔵). 甲斐 (淺間 神社 藏). 伊豆 (伊豆山 神社 藏). 越後 (上 

杉 伯 0 家 蔵-. 周 防 (國 分 寺 藏). 肥 後 (阿 蘇 西 厳 殿 寺 藏) の 五 卷 で あ り、 そ の 奉納せられ 

ろに 及ばなかった ものに 安房 國 (京 都 曼 殊 院 藏) の ー卷が ある。 ^1 ほ 般 若 心 經 

そのもの 、所在 は 不明なる も 御 奉納 ありし 事實の 認めら る 、ものに 信 濃 誠 

訪 神 社 (守 矢 文 書). 筑前太 宰 府 天 滿 賓京 都 帝國大 學採訪 文書) の ニ卷が ある。 

御陵 墓 制 Q こ、 に 御陵 墓 制 第三 期 以後の 變遷 について 峪敍 しょう。 卽ち 第三 期 白 河 

ぞー 一期 

天 ，：：！- 以降 は 天 皇 が 御 讓位後 御 出家に な り、 寺 院の 建立 を はじめ 崇佛 ますく 

盛に なって 來 たた め、 御 葬 送. な ども 遂に 佛式 となつ た. そ して 御陵 慕 制 もまた 

ー變 した。 御 骨 は 嘗て 御歸 依の あった 法 華 堂 や 多寳塔 等に 納め 本る か、 又 は 

御 寶 穴 の 上に 九重 塔 や 寳篋印 塔. 五 輪 塔 等 を 建てる ことにな つたので ある。 

殊に 鎌倉時代の 中頃より は 朝廷の 御稜 威が 武家の 勢力に 歷 せられて 來 たの 

第 四 章  中 武家時代の 三 (群雄-せ ，勒 時代)  ニニ 五 


大內 義隆卽 
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とならん と 
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後奈良 天皇 

の 般若 心 11 

御書寫 


し 

ま 


中 武家時代の 三 群雄 争霸 時代) 

所以で あると いはねば ならぬ。 後土御門 天 

政の 子に して 幕府と 因緣深 き 一一 一 寳院門 

中に 僧正 を 賜 はらな か 

つ 日華 門 修築の 

ど も. 後 奈良 天皇 

聽 許に な ら なか 

ら せ た ま ふ 叙 盧 

が 天文 九 年 民草 

んが ため に、 御 自 から 靴 紙に 金 

寶院に 賜 ひし もの が、 今 に 墨痕 

奉る 國 民の 思想 はこ の 御 式微の 間 

四十 卷淺 野長武 氏 「後 奈良 天皇 御 願 

忠 動 を 柚ん で た る 廷臣の 苦心 ま た 

言 繼の如 き、 赏 に その 隨 一 の 公卿で 


ら 

二し 
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の 節會を 始めと し 朝廷の 儀鱧殆 んど廢 し. 幕 府 が 


らの 費用 を 築める 

には將 軍が あれば 

位を敍 すれば こ そ 

い、 又 天皇 は旣 に 踐 

の 威 齩は輕 重す る 

ど、 放 一一 一一 11 する に 至 

任 を 受けて ゐた三 

卽 位の 費用 を 得た 

を 許され た と い ふ 

兼 (實 如). 十 世光敎 (敎 

る 、 が、 准 門跡 號の 

天皇 永 祿ニ年 十 一 

九 世 十 世に 准 門跡 


こ とが 出來 な かった。 細 川 政 元 

足 る、 足 利 氏 は將軍 以外に 官位 を 

儀式 を 行 ふこと になる、 儀式の た 

祚 し た ま う た の で あ る、 こ の 上 御 

所 が な い で は な い か、 御 卽 位の 大 

り、 如 何にも 痛 ま しい 御 式微の 有 

條西 實隆は 非常に こ れを慨 嘆 し. 

. この 時 本願 寺 は その？ K 用を獻 

說が ある が、 何 等 當 時の 記 錄に見 

さが 後 柏 原. 後 奈 .In^ 兩天 皇 の御卽 

勅 許 ぁ り し は 後 柏 原 天 ^：：土 御 卽 位 

世 光 佐 (顯 如) の 時 で あ る (史 學 雜 誌 

に 非す」、 同 誌 第 三 十三 編淺野 長武 


後花園 上皇 . 得なかった。 文明 二 年後 花園 上皇 崩御に 關 する 記事 が、 伏 見 宮 貞 常 親王の 今 

山 賤 記、 飛 鳥 井 雅，！ ^の 山の 霞な どに 見 え てゐる が、 如 何にも 痛ましい 御 臨終で 

あった。 京都の 大半 兵火に か、 り、 宮 殿 寺院 を はじめ 公卿の 邸宅 多く は燒亡 

々51 を 求めて 四方に 離散した 程の 大亂 に、 ど うして 皇室の 御 方々 だけが 

安らかに おはします ことが 出來 よう。 大亂が 終った 後 も、 引 つ -; いて 細 川 氏 

の 爭亂が 起 り、 京 都 はます く 疲弊 し、 將 軍の 威令 も 最早 行 はれぬ 情勢と なり、 

皇室の 御料地から 上納し 夾？ る ベ き 供御す ら、 地 方 武將の 横領す ると ころと な 

つ た。 

明 應九年 九月 後土御門 天皇 崩御の 時には、 御 葬式 を營 むこと が出來 す、 四十 

餘 日の 間黑 lo- に 置き 奉 り、 僅 に 幕府から 御 葬送の 费用を 諸國に 課して， 3^ 涌 寺 

に 葬り 奉る こと を 得た ので ある。 後柏原 天皇 は踐： した まひても 御卽 位の 

费 用が なく、 二十 二 年の 間 大禮を 行 は せらる 、 ことが 出來 なかつ た (白 鳥 庫 吉 

博士 還 曆紀念 東洋史 論叢 所 收淺野 長 武 氏 「後 柏 原 天皇の 御卽位 式に 關 する 研 

究」 參 考)。 されば 朝廷の 儀式に 一 萬 疋の錢 を 得る の は殆ん ど六ケ しい ことで 
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義， 昭 朝倉義 

景に賴 らん 

とす 義景應 

ぜず 


義昭信 長に 

奉ぜられて 

入京し 將軍 

となる 


CI< 室の 式 


第 四 章 

混沌た る 有様と 

• 義輝弑 せらる 

名 を 義 秋と 改め 

義景 容易に 動か 

ふる 所と な り、 越 

桶狹 間に 斬って 

阜 と改稱 し. 上洛 

一 年 九！：：；： 義昭を 

は 群雄 举覇 時代 

長に あ り. 將 軍 は 

つ た が， や がて 信 

利 氏の 客と な つ 

この間に 於け 

室町 邸 を 行在所 


中 武家時代 Q 三 (群 难 

な つ た。 

、 や、 そ の 一  乘 院 

■ 翌年 八月 若 狭に 至 

す、 義 秋 はの ち に ま 

前 を 去って 美 濃 に 

後. 進 ん で 齋 藤氏 を 

の 機會を 窺って ゐ 

奉じて 京都に 入り- 

に  終を资  げしめ  た 

た、： Z 虚位 を擁 し、 し 

長と 不和 を 生じ. 天 

こ 0 
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る 皇室の 御 式 微 は 

となした まふ こと 


^1- 莉 時 代) 


覺慶は 

り、 越 前 

た 義 昭 

入った 

滅し. 美 

たので 

義昭は 

ものと 

力 も.^ 

正 元年 


逃れて 

の 朝 倉 

と 改 名 

" 言 長 

濃 を 略 

あ る。 

最後の 

いって 

め ま 信 

京都 を 


近 江 に 

義 景 に 

したが 

は 永祿 

し、 稻葉 

征夷 大 

可 い、 こ 

長 を 父 

逐 はれ 


二 一  四 

奔-、 つ い 

囘復の 事 

，やがて 織 

三年 五月 

山に 移つ 

り 找 する 

將軍 とな 

の 後赏權 

と稱 せし 

•1E 四 年中 


で菩 疑して 

を 謀った が， 

田 信 長の 迎 

今川義 元 を 

て 地名 を岐 

や， 彼 は 同 十 

つた。 これ 

よす ベ て 信 

程 親密で あ 

國に下 り、 毛 


申す も 恐れ多かった。 應仁 文明の 大亂に 

十 三 年、 恒 例 臨時の 年中行事 も 多く 行 はれ 


族 間に また 爭を 生す るの が 實に當 時の 世相 


義輝將 軍. 

なる 


松 永久 秀の 

出現 


正 親 町 天皇 

御踐祥 


n 川 氏 亡ぶ 


久秀義 輝 を 

斌す 


一 たび 實權が 下に 移れ ば、 そ の 

であった。  . 

天文 十五 年 義晴職 を子義 輝に 讓り、 やがて 長 學政長 ま 

暗 は 暗 元 と 共に 近 江に 出 奔 し、 同 十八 年 そ の蘂 去に 至る 

在職 三十 年の 久し き、 終 始殆 んど權 ほに 擁せられ、 幾た び 

その 身 を 保つ を 得た に 過ぎな か つ た. そ の 葬儀な ど 如何 

つたと いふ U 同 二十 一年 六角 義 賢の 孝^ 力に より 義輝は 

し、 暗 元舊 によって 政務に 預かるべき であった が、 長 慶 幕 

永久 禾乃 をして 京都の 庶政 を 行 はしめ た。 

弘治 三年 後奈良 天 皇 崩 御 あ り、 正 親 町 天皇 踐 r 肺した ま 

義輝 また 長慶 と 隙 あ り、 暗 元 と 共に 長慶を 討たん とし て 

て歸 京した が、 晴 元は 長慶 のために 攝津 の芥川 城に 幽せ 

こに 滅亡した。 然るに 長慶の 死後 實權は 全/.、 松 永久 

\ 年 五月 彼 は 將軍義 輝を弑 し、 義 維の 子義榮 を迎 へ て將 
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た相攻 むる に 及 び、 義 

ま で 穴 太に あ つ た が， 

. か畿 外に 逃れて 僅に 

に 簡 略 な も の で ぁ 

三 好 氏と 和して 入京 

政 を 專 斷 し、 そ の臣松 

うた、 翌 永祿 元年 將軍 

克 たす、 終に 和 を 講じ 

ら れて卒 し、 細 川 氏 こ 

に 移つ た. ュ、 して 永祿 

軍と な し 、京 都 は 暫く 


高 國義植 を 

逐ひ 義晴を 

將軍 となす 

府 Q 衰氣 


細 川 氏の 內 

,豇 と 强臣の 

践雇 

晴元 Q 入京 


三 好 元 長 義 

維 を 奉ず 


赏權三 好 長 

虔： 移る 
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として 上洛せ 

た。 こ の 後 高 

將 軍に 任せら 

されば 幕府 

に從 ふの みで 

に內， 紅 を 生じ- 

を 擅に して ゐ 

を 奉じて 入京 

を講 せし も、 ま 

た。 然 る に 三 

子 義維を 奉じ 

し た が、 元 長 の 

晴を 奉じて ま 

く 小饭を 保つ 


中 武家時代の 三 (群 雄 ^Jf 域 時 if) 

し に. 却 つて 高國に 破られて 三 た 

國 權 を 擅 に し. 大 永 元年 三月 義穑 

の衰頹 は旣に その 極に 達して ゐ 

あ つ た、 威 令 は 近畿に だ も 及ばぬ 

，その 實權は 次第に 下僚に 移って 

た が、 そ の 間に 阿波の 三 好 元 長、 澄 

し、 將 軍義晴 は高國 と共に 近 江 坂 

た 戰 とな り、 高 國は攝 津尼ケ 崎に 

好 元 長 は 從弟政 長と 爭ひ て、^1£ 出 

たので 晴 元は 本願 寺の 兵力 を 借 

子 長 慶は髙 國の黨 と 結 び、 兵 を 擧 

た 近 江に 奔 つた。 六角 定賴 そ. の 

た け れ ど、 管 領 の實權 はこの 時旣 


二  一  二 

び 阿波 に歸 り， こ の ハパ 卒し 

淡 路に逐 は れ、 義^ 迎 へられて 


た 0  ^ 

有樣で 

行った 

元 の 殘 

本に 奔 

義 高と 

りて 義 

げて義 

間に 立 

に 長慶 


軍 はた 

あ 6、 し 

リ さ れ 

黨 と 通 

つ た。 

元 細 川 

結び、 國 

高. 元 長 

晴. 晴 元 

つて 兩 

に 移つ 


、く 細 川 

かも ま 

ば高國 

じ， 泣 元 

つ い で 

氏 の 物. ^ 

に歸っ 

を 殺し 

を 討ち 

黨 を 和 

てゐた 


た 細 川 氏 

久しく 權 

の 子^ 元 

一 たび 和 

m と な つ 

て義 澄の 

.義 暗 と 和 

、晴 元は 義 

せ し め. 暫 

> かくて 


群雄 Q 割& 


義尹 二た び 

將軍 となる 

大內義 興 管 

領代 となる 


澄 元 阿波に 

走る 

義尹 名を義 

彼と 改む 


大內義 J 

歸國 


た が， 薩摩 の 島 

向の 伊東 氏と 

先き に中國 

恰も 京都で 細 

先 づ 澄 元 を 走 

月義尹 は義興 

家督 を嗣 ぎ、 義 

り、 や がて ま た 

澄 卒し. 澄 元 の 

を 得なかった 

とで ある。 

義植 は義興 

あ る が、 義 興 は 

ため 同 十五 年 

笫四章 


津氏は ^谷. 肝 付 等の 舊族 

爭 うた。 一 言以 て 之を蔽 

に奔 つた 足利義 尹が 大內 

川 氏の 內， U があった 永 正 

らして 義 澄を逐 ひ、 京 都 を 

と共に 驟 港に 至 り、 六 月 入 

典 を 管領 代に 任じた。 義 

近 江に 移った が、 同 八 年 澄 

軍 また 義典 のために 破ら 

0 義尹 がまた 名 を 改めて 


を滅 してます 7^ 强大 とな り * ま た 日 

へば、 全國は 群雄の 割據 であった。 . 

義 典に 奉せられ て 安藝に 着いた の は、 

四 年 十二月であった。 高國 之と 通じ. 

定めて 義 尹の 入洛 を 待った が、 翌年 四 

京して、 七月 一 曰官 爵を復 せら れ、 高 國 

澄 は その 間播 磨に 至つ て 赤松 氏に 賴 

元 二た び 阿波より 上洛せ しも、 八月. 義 

れ、 澄 元は 引き か へ して 國に 歸ら ざる 

義 穑と稱 したの は 同 十 年 十一 月の こ 


の 輔佐に よって その 地位 を 保つ こと を 得た といって 可い ので 

京都に 留まる こと 久しくして 費用 給せ す、 且 つ 領國に 事 ありし 

八月 遂に 周 防に 歸 つたので、 同 十七 年 澄 元は また 京都 を復 せん 

中 武家時代の 三-.. 群 雄爭莉 時代)  ニニ 


土 佐の 一 0 

氏 

飛驛 Q 姉 小 

路氏 


濃 の 


こ 

富 


司 

し 
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土 岐氏は 齋藤道 三に 國を纂 はれて 滅び、 伊 

ぎない。 その他 近 江に は淺井 賢 政 


に斯波 氏の 有に あ 

氏を滅 して 大に猎 

た 河 內. 紀 伊に は兩 

國の臣 三 好 氏實權 

り、 飛 驛の姉 小路 氏 

も 一 條 氏の 下に は 

國に 於いて は 赤松 

と し、 山 名 氏 は 一 族 

定 し、 大 內義典 は、 周 

轄 して その 威 九州 

る 間 に， そ の 臣毛利 

起 り 


ら 

龍 造 寺 康家肥 前に 


ら す 

白 田 山 

を 握 

と 共 

長 曾 

氏 の 

分裂 

防 A 

に 及 

興 元 


し 


氏 


て、 老臣 

め、 遂 に 

相爭 ひ、 

二 條敎 

公 家 が 

部氏漸 

沛上氏 

京 極 氏 

を 本 據 

肥 前 Q 

安 藝 に， 


の 


少 


京 極 氏 

倉 氏 守 


房 


少武資 元 を輔け 


賀. 越 

國 に 

土 佐 

方 に 

チリ 

前 を 

一 族 

し て 

贰氏. 

興し 

て 大 


二 一  〇 

勢の 北 畠 氏 は 僅に 

こ；^ つ 一し 胡 

，り. 加 

三 國 

阿波 • 

下り 

力 を 

ゐ た 

ノ  V の 

出 雲 

の 富 


北に 勃 

賀には 

を 占 有 

.讃 岐. 淡 

し 後 二 

得た 好 


し 


內 


護 と な 

-能 登 の 

細 川 氏 

中 村に 

つて 勢 

として 

した が 

子經久 

祖以求 

後の 大友氏 

" ま た 九 州 に は 少 贰 

氏 を 防ぎ、 有 馬 氏 に 對 


臣 宇 喜 

に 起つ 

强を有 

. 肥 後の. 


校 


勢 を 保つ 

し、 越 前 ま 

向 宗 

を領 せし 

氏 世々 國 

對 である 


氏將 

因幡. 

-筑 前. 


に 起 

$« 耆 

豊 前 


池 氏 等と 

氏の 部下 

杭して ゐ 


兩上杉 氏の 

內訌 


兩上杉 氏 北 

條 氏に 厘 迫 

せらる 

諸國 Q 大勢 


た。 當時 山內上 

景 唇-. 房 能を諫 め 

を 攻めて 房 能 を 

爲景を 攻めて 一 

S じ. 頃定 は 遠 に 

亂の顕 末」 參 

n 京 に 應 じ， 氏 綱 は 

に 整 まった のみ 

臣 にして また 北 

れて 行った。 

さて こ 、 に諳 

陸に 位 竹 氏 あり" 

河. 信 濃を观 ひ、 駿 

氏 出で 、國內 を 

第 四 章 


杉 氏の 一 族なる 上 杉 房 能は臣 長尾爲 

て 忌 ま れ. 將 に 殺されん とする に 至り 

自殺せ しめ、 一 族定實 を迎へ 立てた。 

時 之 を 走らせし も、 そ の 政治 紊 亂 した 

高 森 政 賴に討 たれ た (史 學 雜 第 十 六 

然る に 長 尾氏泰 はさきに 一:^ 谷 上 杉 氏 

山 內憲房 を 上野 G 井城に 挾擊 せんと 

ならす、 扇 谷 上 杉 氏 も 朝 良 僅に 河 越 城 

條 氏に 應 f る もの あ 、兩 上 杉 氏 は 次 


量に 輔佐せられ たが， 爲 

，爲 景 怒って 越後 府內城 

ついで 房 能 の 子 顯定は 

る た め、 國人 多， く 爲 I： 一： A に 

編 阿部 愿 氏 「長 尾 氏^ 內 

に屬 して ゐた が、 ま た 爲 

し、 山. S 上 杉 氏の 勢力 日 

を 保つ に 過ぎ す、 そ の 家 

第に 北條 氏に 壓迫 せら 


J の 形勢 を槪觀 すれば、 安房の 里 見 氏 は 進んで 上 總を從 へ、 常 

^ 奥に 伊達 氏 あ り、 甲 斐は武 田 信 虎に 至り 國内 を統 一 して， 駿 

： に 今 川 氏 親 あ り-よ く祖 業を繼 いで ゐた。 また 三 河に 松 平 

？へ、 尾 張に 斯波 氏の 宰織田 氏 遂に その 主に 代って 勢 を 得， 美 

中 武家時代 Q 三 (群雄 争莉 -is- 代)  二 〇 九 


氏 茂 小 田 原 

を 取って 本 

據 となす 


北條 氏茂歿 

す 


北條 氏の K 

政 


伊 

茂 


攻 

土 


氏 

、 

て 

ま- 

0  0 

氏 民 

を觀 

子 氏 


勢 

足 

民 


力 

す 
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と 稱 し 

の 妹 

を滅 

申 f 

田 原 城 

之を滅 

ん とせ 

提寺は 

年 一! 貝 と 

，他の 武 

よ 必 す 


中 武家時代 の 三 (群 雄 爭顯時 代) 


ゐ 

後、 

よ 


て 

を 

し も. 

箱 根 

し、 比 

將 が 

し も 
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義 


し 


政 史論 參考) 、群 

るべき 資料で 

綱よ く 父の 業 


を 

あ- 

で 


ひ 

-永 


■ 公然 北 條氏 

忠の 側室 で 

雲 に 際會し 

嶺 以東に 出 

て 之 を 収 り- 

正 十五 年遂 

々 しき 奏功 

本の 早 雲 寺 

的輕 ぃ租稅 

た 氏 茂に 傚 

民 を 昔欽誅 

0  0  0 

書類 從所收 

あ る。 

を 繼 ぎ、 關 束經略 


で 

匕 

-Tr 


し 

クし 

に 


る， 

し- 


ん  が 

早 雲 


の 

で" 

業 

東 


、彼 は 

彼 

爲 


ま 

-今 

を 

0 

41 

1 


二 

川 氏 

開 く 

と 決 

營 の 


十六 

じ 

政大 

あ り 一 

で な 


力 


な 


客將 

と ゝ 

し、 明 

こ 0 
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八 月 

伊豆 

見 る ベ 

雄 覇 

つ た (牧 

は 早 雲 


二 〇 八 

からで： 

な つ て 一 

つ た。 ： 

四 年 二、 

へ、 先 V 

の 後 更ー 

山城に 一 

經 略す _ 

きもの 一 

時代に 一 

野 純  一 _ 

の爲人 一 


ある。 氏 

え.. 7 力 iflv- 

彼 はュ、 の 

ガ大森 藤 

三 沛氏を 

に 甲斐に 

病沒し た、 

る や、 四 公 

、あった 

於け る領 

氏 著 後 北 

や 政治ぶ 


の 順序と して * いよ /\ 兩上杉 氏に 迫つ 


太 田 道 满- 

畏 nip 昌賢 


は 太 田持資 入道 道 


掘 越 御所の 

內訌 


北 條氏茂 堀 

越 御所 を 襲 

うて 之に 據 


氏 茂の 家系 


き， 岩 槻. 蕨. 河 

子景春 反し 

力 ま す /\ 

定 政の 

た。 

ま た 

客將と 

し 心 に 

柬の形 

武將は 

氏 茂 

第 十七 


_ 鉢 形 


三 


あ 

つ 


て 

/\ 盛に な り、 道 灌 の 

总む ところと な つ て j 


し 

成 


伊豆 

を 信 

し て 

襲う 

勢 を 

實 I ) 

の 家 


じ て 

駿河 

て、 茶 


氏 茂 

系 に 

部愿 

笫四章 


を 

を 


せ 

つ い 

氏 「伊 


丸 

以 


白 

る 


態 御所 

ての 家臣 

皿 ハ國寺 

を 

て 

て は史學 

勢 


矢 

史 


し 

ブ- M 


内 上 

て 成 

^ こ 

望 い 

殺せ 

て ま 

し， 家 

り し 

し め • 

す る 


ゼジ 氏に は 長 尾 

氏に 對抗 して 

應 じたの で、 道 

よ /\ 加 はる 

扇 谷 上 杉， 


られ" 

延德 

ほ も 

伊 勢 

に 韮 山 

<• こ ハ 

こ 、 


維 誌 第 十 

0 系 考」 が 


昌賢ぁ り， 道 灌は江 城 

ゐ た。 然る に昌賢 卒し 

灌 之を逐 ひ、 扇 谷 上 杉 氏 

に 及 び、 道 灌は 却って そ 

氏 これより 衰微の 途 を 


三 年 四 

互に 相爭 

氏 茂 (北條 

城 を本據 

" 當時寸 

に 群雄 爭 

あ る、 伊勢 


中 武家時代 の 三 (群 雄爭親 時代) 


政 知 死し 子 茶々 丸 家 を 

うて ゐた。 こ、 に 今 川 

早 雲 庵 宗瑞) 機 乗す ベ し 

として 伊豆の 北部 を狗 

土 を 有せす して 家 を 典 

覇 時代 は 始まる ので あ 

繼 平氏 「北 條早雲 素 生考」 、同誌 

關 氏の 一族 で、 彼 一 代 はな ほ 

二  0 七 


を 築 

て 後， 

の 勢 

の 主 

0 つ 

嗣 ぎ 

氏 の 

と な 

せ し 

る 0 


第 


新 武家時代 

に 入る 關鍵 


足 利 成 氏 


成 氏と 上 杉 

氏との 對抗 

古河 公方 


堀 越 御所 


持た 


れ までの 


杉 

る 


と 


の 

し 


鎌 倉 


四 章 

璺 臣^ 吉： a 


中 武家時代 


ま 


序 あ 一 

た 實； 

足 利 持 一 

等 と 議ー 

を 根 に, 

族 を 多 

と 上 杉 

攻めし 


力 

つ て 

圑結 

次 の 

て 持 

ち. 執 

召 出 

と の 

、成 氏 


來 

し 

次 


られ る。 

長祿 元年 十二月 上 杉 

越に 置 き， 堀 越 御所と 稱 

兩家 また 相 耽 


の 

Haw 

遺 

-そ 

年 


の 三 (群 雄爭覇 時代) 

部下に 出で、 全國 

室 中心 主義 こ そ、 一 

しむる に 最も カ强 

時代に 入る 關鍵を 

柬は その 主 を 失つ 

孤 成 氏 を 推戴した 

を 疎んじ. 里見義 實" 

して 享德 三年 十二 

な つ た が、 幕 府は今 

六月 下總 古河に 走 


房顯 等は將 軍の 弟 政 知 

所と 稱 したが、 成 氏の 勢力 甚だ 

し. 掘 越 御所の 勢威 少しも 揚ら 


を統 一 する こ 

たび 解體 した 

いもので ある 

握った 信 長で 一 

た。 寶德 元年 一 

が、 成 氏 は 上 杉 

結 城 成 朝 その 

月 成 氏 遂に 童 

川 範忠に 命じ 一 

つ た、 こ の 後 そ 


二  0 六 

とに なった が、 そ 

る社會 をして 更 

こと を 気付いた 

あ る。 

正 月、 長 尾 昌 賢. 上 

氏が 父兄の 仇た 

他 持 氏の 舊臣た 

忠を 殺し. こ れ よ 

• 上 杉 氏を援 けて 

の 家 は 古河 公方 


を 請 

强 か 

な か 


う て 

つ た 

つ た 


cJ 束 

の み 

0 こ 


こ 


の 


ら 

待 


し， 伊  一 0- の 堀 

す， 上 杉 氏の 

溻谷上 杉 11^ 


古來 Q 舊家 

多く 亡ぶ 


文化の 中心 

が 失 はれた 


實カ 主義と 

<A 室 中心 主 

義 


•u? 、こ ゝ に螺 一又す まで も 

將軍 のために 働く とい 


臣 とし 

代と な 

に 過ぎ 


な 


主君 

か つ 


の 

こ 一 

V7 


つ た、 よ しその 名 

あ つ た。 ま た 從 


して ゐ たの に、 全 

お 治ば かりで は 

た。 それ を 新し 


め に 

管領 

實カ 

存じ 

ず 力 

中 心 

い、 文 

大き 


な い が、 當時 にあって は 

ふ 精神が まだ 僅少 な が 

盡し たもの 

も 全く 權カ 


だ ん 


の 

中 


で 

あ 


る 


現 ま 

代 で 

何とい 

して 最後 


0 


四 


て 

章 


も - J 


力 の 


の 時 d 

權化 


尤 


と も 


ふ 


實 


そ の 

文化が 

つ た、 そ 

も、 藝 術 

心に 引 

は. 凡 そ 六十 年ば かりの 歲 


下 

な 


少 

が 全然な 

を 失 ひ、 臣 

移 つ 

-、 名 も 

京都 を 中 

て 

を 


し 

月 


よ 

ベ 


、商 

要 


き 


次 


さ 

し 


ォ 

等 


ほ 幾分 か 統制 秩序 

存し 

そ れ 


武將 

は な 


で 

た。 


居 

系 


來 

、い 

う 

る 


ひ 

え 

1」  一 J 

、ま た 

方 


力 

所 々 


工業で _ 

した 英 


のは實 一 

も 有せ 一 


の 


々 


亡 

起 


の 時代が^ 


で 
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么 

雄 織 田 信 長 

爭 


全國 


ち 


力 主 

す、 何 


義 

等 


つ た. 

た.， 家 

の 時 

居 る 

し ま 

の で 

心 と 

^ に 

^. し 

の 出 

霸時 

る * そ 

襲 を 


中 武家時代 Q 一：： (群 雄^ 莉時 代) 


二 〇 五 


第 四 章 


中 武家 時代の 三 (群 雄帶雜 時 5 


二 Gs 


第 四 章 中 武家時代の 


社會の 大勢 


この 時代 は 

もあった ので 

れは餘 りに 形 

た、 皇 室 もまた 

つ た， 上 の 威令 

上 を 尅 し. 社 會 

れ ば、 或 は 一 日 

高 くし 濠 を 深 

として 觀 察す 

尤も 旣に 應 


第 四 群雄 爭覇 時代 

い ふ ま で もな/、 室町 幕府が なほ 存在して G り、 將 軍 も あり 管領 

あるか ら、 從 來 室町 時代 末期と 稱 して ゐる 史家 も少 くない が、 そ 

式 的の 見方で ある。 將軍も 管領 も 最早た，. - 看板に 過ぎな かつ 

式微の 極に 達 し、 有 つ て も 無 き が 如き 御 有 樣. 恐 れ 多い 極みで あ 

は 少しも 行 はれ す、 國 々騒 亂の衢 となつ て、 弱. の 肉 は强の 食. 下 は 

は 秩序 を 失つ て 全く 解 體し了 り、 百 姓な ど自 から 衞る にあ ら ざ 

も 安堵す る 暇がな く、 そ の 間に 武將 にして 勢力 ある もの は 城 を 

くして 領土 擴 張に 夢中であった。 か、 る 時代 を 室町 時代 末期 

る は 寧ろ 皮相の 哨を免 かれぬ であら う。 

仁 文明の 大亂か ら. 幕 府の 命令が 多く 行 はれぬ やうに なった の 


釋 H 本紀の 

大著 


伊勢 神道 


神祇 長上 


こ 

へ 

て 


と で 

る 卜 

ベ く- 

る  あ 

K 乂大 

房 の 

た の 

道 を 

.144 

lis-  Tn 

白 川 

許可 

寺 t 


あ 


曰 


. 蓋 し 平安朝 時代 

の 


ら 


古典 研 究， 例 

紀の 神代 卷 

中興 時代に 

宜度會 家 行 

た 之 を 祖 述 

" それが こ 

儒佛 道の 三 

說を 大成し 

抗 し て、 私 に 

ゝ こと ゝな 

神道 や 古神 


に 於いて 

ば 兼 方が 

神 書と し 

る や、 全 國 

所 謂 伊 勢 

神國 なる 

時代に な 

を 加へ、 之 

0 この 後 

下の 神職 

，明治維新 

など を 出 


地垂 

H 本 

尊重 

の 崇 

道 (ま 

は特 

と、 中 

調 和 

吉 田 

支配 

に 及 

培養 


說が成 

の 大著 

られ、 1 

を 集 め 

外 V, 山 $ 

國家生 

氏の 直 

た 唯 一 

は自か 

_ 神 階 55^ 

だ。 か. 


ぺ 


し た 後、 嫌  <：15 時代に 於 

出せる が 如き も 注 #、 

の 廷臣が 熱心に 研究 

ゐる 伊勢神宮の 外宮 

と い ふ) を 唱 道 し. 北 畠 

の 端的なる 表現と な 

と稱 する 吉田 兼俱は 

道 (ま た 宗 源 神 道) を 唱 

神 紙 長上と 稱 し. 神 紙 

等 も その 奏請 によつ 

て 唯 1 神道 はまた 德 

るので ある。 


第 三 章 


中 武家時代 Q  二 (室 町 時代 應仁 文明) 


二 〇 一一 1 


上 杉 憲實の 

® 文 


第三 章  中 武家時代の 二 (室町 時代 應仁 文明)  二 〇 二 

たこと も ある。 もと 下野の 國學で 小 野 篁の 創立に かゝ ると か、 或は 王朝 國學 

の 遣 制と か いふ 說は 信す るに 足らぬ が、 恐 らく 足 利 氏が その子 笫を敎 へ た處 

、餒 阿寺と 關係 があった こと は 疑 はれぬ。 室町 時代に 入 り， 憲 實 により W 典 

中心と なつ た、 今 猶 ほ憲實 及び 子 憲忠の 寄進した 


で 

宋 


吉 田家の 祌 

道 


ら れ、 關 東に 於け る學 問の 

版の 古文 尙書 ゃ禮記 な ど 

に關 する 置 文 等を傳 へて ゐ 

りし こ と で、 少 く と も * 憲 實 の 

こ 、 に 講筵を 開きし にか 、 

學 校と 稱し た 所以で あらう 

も 注意 を惹ぃ たと 見 え. そ の 

第 六 編 小 中 村淸矩 博士 「足 利 

の 文化と 皇室 御領」、 史 林 第 四 

O000O0O00 

博士 著 中世に 於け る 精神 生 

猶ほこ ゝに 一 言 すべき は 


を 藏 し、 永 享十 一年 憲實の 作った 

る。 この 學 校の 特色 は. 決して 佛 

當時之 を 保管した ものが 僧侶で 

は ら す、 佛 書 は殆ん ど所藏 されて 

。 後ち 我國 に布敎 のた め 渡来し 

書簡に この 學 校の 事が 屢々 現れ 

學校 の 古書」、 八 代國治 博士 著國史 

卷新村 出 博士 「足 利學 校の 盛時と 

活 「金 澤 文庫と 足利學 校」 參考 )。 

この 應仁 文明 時代に 吉 田家の 唯 


保存 規則 や， 司書 

書を講 せしめ ざ 

あ り、 五 山の 禪僧 

ゐ な い、 蓋 しこれ 

た 西歐の 宣敎師 

て な る (史 學雜誌 

叢 說所收 「足 利庄 

西 敎宣傳 に 牛 棗 澄 

1 神道が 起った 


五山 文學 についても 前に 述ぶ ると ころあった が、 室 町 時代の 學 問は必 やし 

も 五山ば かりにあった のでない。 たと ひ 之に 關 係した ものが 主として 禪僭 

であった にせよ. 足利學 校と 金澤 文庫と は少 くと も 見逃す ことが 出來 ない。 

. この 二 文庫 は、 共 に 管領 上 杉憲實 によって 1$ 典 さ れ、 室 町 時代に 於け る關 東の 

上 杉 憲實の 文運 を 見る ベ き處 である。 彼 は 先 づ稱名 寺 を 再^し 金： ま 文寐を ffi して 二 

好學 と金. #  。 ， 

文 M の 再興 時 衰退して ゐた 文庫の 面目 を 改めた、 鎌倉大 草紙に 彼が 書籍 を 寄附した と あ 

るの は事實 であらう。 義堂周 信 も 嘗て こ 、に 遊んで 詩を賦 した ことがある. 

漆 桶 萬 里 もこ 、を 過ぎた ことが その 文集 梅花 無 識藏に 見えて ゐ る. ま たこの 

文庫で 釋奠を 行った ことが 慕景 集に ある、 東國に 於け る 好 學の士 が 本邦 及び 

支那の 典籍 を讀 むこと を 得た の は 難 有い ことで あつ た (八 代國治 博士 著國史 

叢說所 收 「金 澤 文 庫」、 歷 史 地理 第五 十二 卷大森 金 五郎 氏 「金 澤文靡 追 考」. 平 c 水澄 博 

士著 中世に 於け る 精神 生活 「金澤 文庫と 足利學 校」 の 條 參考 )。 

び ^學 校の 足利學 校の 起原 沿革に つ いて 述べ たもの は 川上 廣樹氏 著 足 利學校 事廣考 

が 初出の もので あら う. ま た 歴史地理 第二 卷に 藤岡繼 平氏の 考 證を载 せられ 

第三 章  中 武家時代 3  二 (室町 時代 應；： 文 S;)  一； 〇 一 


叨と の«< 易 

多く 大內氏 

に歸す 

堺 港の 繁盛 


義政暴 進貢 

船を發 遣す 


置く こ 

に 富 强 

つ た が 

海外に 

第 七 編 

研 究」 及 

義政 

つ て 一 

6, ま た 

て銅錢 

昌 三 氏 「日 

川 大內ニ 

評す」、 同 誌 


商人 は 支那 を 始め 

に 至つ た (史 學 雜 誌 

沛周行 博士 「堺 港^ 


笫三章  中 武家 時 代の 二 (室町 時代 應仁 文明)  二 〇〇 

とに した が、 大 內氏 はこの 勘合 符を 有して、 明との 貿易 を 掌 巾に 收め、 大 

加へ た。 京 都 よ り 程 近 い 和 ^：水 の 驟 港 は ま た 實 に 大 內 氏 の 所 領 で ぁ 

の 繁盛 を 極 め、 商 工業が 大 に發展 する に從 ひ、 そ の 

して 賀易を 行 ひ、 且 つ 自治 的都巿 として 活動す る 

滕郞 博士 「足利時代の 堺 港」、 歷 史 地理 第二 十五 卷三 

經 濟大辭 書同溥 士 「堺 港」 の 條 及び 樨巿史 等 參 考)。 

驕奢に 耽って 用度 足ら す、 幕 府 の 財政 困難なる を 

を救濟 せんと 欲した、 一 たび 義持 によって 中絕せ 

興せら れ、 義 政は厦 進貢 船 を 發 遣した。 しか も、 彼 

寄 贈 を 請 ひ、 遣 明 使節 は 四冏に 及ん で ゐ る (史 學 維 

元賀易 の 研究」、 同 誌 二十 五 編. 二十 六 編 同氏 「日 明 勘 

氏の 抗 爭」， 同 誌 第二 十八 編 同 氏 「永 享 條 約に 就いて 

第三 十 一 編 同氏 「日 明 勘合 の 組織と 使 行」、 史林第 十 


見、 明 との S  によ 

國 交も義 教 に 至 

は 更に 明國 に，： 1： つ 

誌 第二 十五 編栢 15§ 

合赏 n^.- に 於け る 細 

後藤 肅堂 君の 說を 

卷三浦 周 行 士 


「日 明賀 易の 發展」 等參考 )。 


著名なる 入 


幕府の 使節と 

0  0  0  0  0  0 

隣國寶 記. 續 善 

の 間に 遣 明 使 

應永八 年- 

永 享 四 年 

齊德  一二 年 

文明 七 年 

明應 K 年 

天文 八 年 

元 來足利 氏 

つ た. し か も そ 

及び 武將 もま 

なる もの を舶 

勘合 狩  する ため .明廷 
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して 牲復 したので あ る * そ の國 書の 文 

隣 國寶記 等に 見えて ゐる。 今 應永八 

節と なった 人々 の 名 を擧げ よう。 


祖阿 

道 淵 

尤 潔. 副使 芳貞 

妙 茂慶瑜 

壽 荬 

湖心 碩鼎. 副使 策彥周 良 

が 明國と 使聘 を 往來せ 

の賀易 を營ん だもの は 

た 賀易船 を 出す こと を 

載す るの がその 目的で 

お J^., 作 he '率 


應永九 年 

永 享 六 年 

寬正六 年 

文明 十五 年 

永 正 六 年 

天文 十七 年 • 

しめたの は賀 

必す しも 幕府 

得た ので あり 

あ つ た。 そ れ 

を 彼の 國に留 


は， 改定 史籍 集 覽所收 の 善 

年 以後 群雄 爭覇 時代まで 

圭密 

中 誓 

天 瑛淸啓 

周 ft 

了 巷 桂 梧. 副使 光堯 

策 彥周良 


易の 利 を 得 

の み で な く. 

-た 名 を 進 

で 海賊船と 

め、 一 半 を 我 


ん が た 

勢力 あ 

貢に 藉 

商船と 

が國に 


で あ 

社寺 

，珍奇 

區別 

つ て 


中 武家時代 Q  ニ( 室 町 時代 應仁文 S 


九九 


little 

ふ. vi>,^;^% も？ t チ.. ^ま ifrf- タ， や 

^  n ふ 、-? ザ- ^i,*®u-H^t  .は お々 4 

あ"？ え- 1*^.*  ^  A? 


自 

^雲^ 華^ 墨 山-. ■: 

ひ - - ソ 、 ーし >  、.. . 


J ぎない が. 足 ： 

.. , 禪 5? 4  ：.^ ^ は 方 外の. t ビ 广 


愤雪舟 筆 破 墨 山水 

明應四 年自贊 


帝室 博^館 所 藏 
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狩 野 派 


禪曾 の >s 動 


室町 慕府の 

外交 使節 


し. 

し. 

耍 

得 


所 

の 


藏) の 自 

元 風， の 

時代 

み な 

極す 

に も 

で あ 

ゥ い 

る (史 

地位 

し て 

そ の 

の が 


臣 

風 

髹 

ゐ 

る 

IT? 


畫 を 

ら す 

る と 

ま た 

る (横 

て よ 

學雜 

僧 の 

を 占 

海外 

ノ  S 目 


中 武家 i- 代 Q  二 (室町 時 代應仁 文明) 

も 正確なる もので あ 

古 土 佐の 風 を 合 


墨 山水の 如き 一 

善くした. 子 一 1 

て德川 時代 ，.〉1 


_義 滿. 義 政 

ころ 禪ゃ 

影響して 

井 時 冬 博 

藤 西 作 太 

誌 第二 十 

活動 は 前 

めて ゐた 

の 事情 を 

ijp の 草 ま 


禪僧 以外に 求 


な ど 

茶の 

ゐ る 

士著 

郞) 平 

に も 

" よ 

採 ら 

め 得 


最 

ill  一口 

自 


つ 

め. 

力 


正 

ェ 

種 

鎌 

た 


I 九 八 

時に 狩 野 正 


てゐ る。 尤も 足 

彩管 を 手 にした 

びつ い て、 サ ビ と 

他 東 山 時代 の ェ 

藝 史、 黑 川 眞賴博 

0  0  0  0 

の 合著 日本風 俗 

郞 博 士 「文 化 史上 

やうに 日 明の 交 

倉 時代に あって 

に 過ぎ な い が、 足 

當時 彼國の 信書 を 

た か ら、 禪 僧 は 方 外 


こと も 


力 

こ 

氏 


狩 野 派の 

ご < 

V7 


ま 


ふ 


し 

ェ 

、ゝ 

し 


々 

の 


發達 

0  0 

史料 


い て 

彼の 國 


の 身 


し 

ら 


交 


て 公 


M もま 

派 を 成 

を 愛好 

そ の 奢 

が發達 

たもの 

參考 )。 

要領 を 

代」 參考 )。 

尤も 重 

入れる 

通 を 開 

を 草し 

た" ； き T 

タ： va  Bp 


室町 時代の 

書道 

靑蓮院 流 


禪宗樣 の 書 


{セ 町 時代の 

綺畫 


墨 緒の；^ 行 


寮 僧 雪 舟 


こ 、 に 中 武家時代の 藝 術を槪 括して 述 

ては皇 家中 興 時代に 尊圓 親王 (伏 見 天皇の 

これより 大に 流行 し、 世 尊 寺 流の 書 漸く 跡 

院に 入. o、 尊圓 親王の * 風 を 善くした 人で 

つたの が、 所 謂 禪 宗樣 であ つ て、 我 が國書 道 

上から も 重要なる 位置 を 占めて ゐる. 將軍 

の 書風が よく 見られる。 又當 時の 繪畫が 

織 田 時代 以後に 於け る繪畫 の復典 發展の 

所謂 大和 繪に 代つ て、 宋 元 風の 水 墨 若しく 

の畫滑 多く 輩出し た.. そ の 名手た る 明 兆. 如 

阿 彌ゃ雪 舟 は柬山 時代 を 代表して ゐる。 

K と な り、 そ の 徒 雪 村. 秋 月 また 名畫を 作り 

つてよ い。 雪 舟 筆の 標準と も 見るべき も 

京都 曼殊院 の 夏 冬山 水 双幅の 如 き、 ま た 東 

笫三章  中 武家時代の 二 ({ せ 町 時代 應仁文 W) 


ベ る こと 

皇子) 出 で 

を 潜めた 

る 0 こ 

沿革に 

滿. 義持 

が藝術 

より 見 

淡彩の 

-周文 等 

に 雪 舟 

が國の 

は 毛 利 


あ 

よ 


> す 

た ま 

-」、 に 

の 靑 

於 い 

自筆 

史上 

て も 

墨繪 


る 0 

ひ て 

將軍 

一連 t 冗 

て も 

の 文 

見逃 

明 な 

次 第 

永 の 


先 づ 

靑速 


書 近 


-我 

の 


畫風を 一 

公爵 家の 

京 帝室 博物 館 (も と 


孤 の 

義敎は 初め 


ま 

頃 

入 


對 

で 

し. 

、ひ 

め 


あ つ 

書 風 

靑逮 

て 起 

學 の 

宗樣 

る ^ 

る 0 


し. 相 

の 巨 

と い 

^ き 


m 水卷軸 

相 國寺塔 頭 慈 照 

一 九 七 


。 "f^ メ • ヾ 一  S 

ぶー J  、 ふゆ， A> 
みさ t、  '^^^^>7^^ 


ト. 


氏 
校 


し 

•  C め ； v.", 
へ ハ fl! 


i^li  ；. - 材 


艱^ 頸长第 m[ 


義材 大內氏 

に 頼り 義尹 

と 改稱す 


義 1?」 將 軍と 

なリ義 澄と 

改稱す 

細 川 氏の 家 

督爭 


三 好 氏の 擡 

頭 


つ て 

に あ 

方 の 


第 三 聿 

竊 に囘復 

つて その 


に樹 てん 


政 元 

た が 

政 元 

父子 

香 西 元 

自殺せ 

臣 三 好 

る こ 次 


の 


こ 


立 の 

時 細 

人 を 

ら し 

互 に 

等 政 

め て 

輝 に 

と し 


を 

て 


謀 

ナ 

つ 


氏 

た- 

さ 


力 

ヾ る 


中 武家時代 

つて ゐた 

に 安ん 

を 得 

一 一 月 

り 管 

ま た 

か つ 

後 之 

す、 家 

し， 澄 

の 捣 


家 

之 


Q  二  (室 町 時 

彼 は 後に 

る こ と が 

つ た。 

す 前 程 

に 任じ- 

な  ぁ 

相續の 

で、 男子 

ん じ、 細 


力 

と 

人 


代應仁 文明) 

名を義 尹、 


力 


て 


出 

力 む 


分 


な 


家督 を繼ぃ 

な つ た、 し か 

主を斌 する こと 

時勢 は 群雄 爭顥 時代 へ と 向 


ぐ な 

ま た 

た の 

高 と 

を逐 

じ、 所 

九條 

の 子 

目 し 

ネ 車 

の で _ 

實櫂 

を 


し 


改めた 

つ た， そ 

群雄 It- 

であ る- 

改 め、 後 

ひ て 京 

言 1  一 1/ 

政甚の 

澄 元 を 養 

機し こ。 

澄 元 怒つ 

は 旣 に 澄 

K とも £-ん 


力 

4. ザ 


ま 

子 


九 六 

，て 將！ J4 は 京都 


方 


入 


流 離 し、 地 

つて 旗 を 


た義 澄と 改めた。 

しばらく 小 饭を得 

流 と な つ た。 元 來. 

澄 之 を 養 ひ 香 西 元 

ひて 子 と な し. 兄 "小 

遂に 永 正 四 年 六月 

て 兵を擧 げ、 澄 之 を 

元に あらす し て、 老 

は す、 地 位 機 勢 を 得 

つて 進んだ。 


一 條 兼良義 

尙の爲 に ti 

談治耍 を 著 

す 


義 W 薨ず 


義政蔡 じて 

義村將 軍と 

なる 


細 川 政 元 足 

利義 遐を擁 

立す 


i 服せ る武 

政治の 要 道 を 

領 及び 幕府 近 

とし、 近 江 坂 本 

病 を 得 て 延 德 

三 浦 周 行 博士 

義尙の XI- 後 

の 子 義材將 軍 

義材 また 畠 山 

義 就の 遣 孤義 

るに 乘 じ. 堀 越 

材 及び 政 長 を 

閉 せられた が 

京 に 入 ら ん 
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將 また 少 ぐなかった、 かの 一 條兼 良の 著 樵談治 要は 彼のた めに 

說ぃ たもので あ る。 長 享 元年 近 江の 守護 六角 高 頼が 寺社 本 所 

臣の 領地 を沒收 する や、 義 尙は自 から 兵 を 率ゐて 高賴を 討たん 

に陣 して 事 を視た が、 進 んで 伊勢の 北 畠 氏 を 討たん とせし 間に、 

元年 三月 父義 政の 薨去に 先 だつ て 陣中に 薨じ た、 (史 林 第 十五 卷 

「應 仁亂 後の 反動 運 動」 參 考)。 

、義政 は 再び 幕政 を 行 ふこと 、 なった が、 延德ニ 年 正月 薨じ、 義視 

に 任せられた。 時に 六 tw: 高賴 なほ 幕府に 歸順 しなかった ので， 

政 長 等 を 率 ゐて之 を 討 ち、 明 應 元年 十二月 歸 京した、 ついで .us 出 

豊を 攻めん と し. 河 内に. M ひし に、 細 川 政 元、 義 材の 京都に 在ら ざ 

御所 政 知の 二 男 義遐を 擁立し * 政 長の 宿所 を燒 き、 兵 を 送 つて 義 

攻めし めた。 明應 ニ年閏 四月 政 長 遂に 自殺 し、 義 材は 降って 幽 

、幾 くもなく 逃れて 越 中に 奔 り、 再 び 兵を聚 めて 叙 山に 至り、 將に 

と し て. 政 元の ために 破ら れ， ま た 走って 中 國に下 り、 大 內 氏に 賴 

中 武家時代 Q  二 (室町 時代 應仁 文明)  一九 五 


猿樂 


觀世家 起る 


義政 諸將の 

邸に 臨む 


將 軍義， 何の 

好學 


また 猿 

原 勸進 

觀世家 

義政 

の 華美 

か を觀 

情す ベ 

は强臣 

さ て 

に讓っ 

賢明の 

政 を 恢 

を 早く i 
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樂 の 流 行 

能の 結構 

の 祖世阿 

盛 は ま た 

の 豪奢 は 

を 競へ る 

るに nil る 

きもの. P 

跋扈して 

義 政 は 應 

た。 義尙 

聞え 髙か 

復す るに 

した が、 彼 


中 武家時代 Q 

も 甚だ 盛んで 

目 を 驚かす ば 

彌 元 淸 早く 義 

義 政に 寵 せ ら 

か 、 る 燕 樂 に 

さ ま 當 時の 記 

好例で も ある 

な いで は な い 

政 令 行 は れ す 

仁 文明の 大亂 

は學を 好みて 

つ た が、 在 世 の 

至らなかった 

は 比較的に そ 


一 (室町 時代 應仁 文明)  1 九 四 

あった。 應 仁の 亂 前に 催さ；；： た 寬正四 年轧河 

かりであった こ と は 前 に 述べ た 通 b で あ る" 

滿の 時代 に 名を揚 げ、 娃 音 阿 彌 元 〈：aH 兀 重の 子莲 

れ、 礼 河原の 勸進 能に も 出演して ゐる。 

止 ま ら す. 戰 亂の 間に も屢 -諸將 の 邸を訪 ひ， 饗 應 

錄に 散見して ゐ る. 如 何に 義 政が 政務に 厭きし 

0 しかし 彼が こ、 に 至った について は 多少 同 

，內に は 夫人 富 子 やぼ ハ親 など 政 權を專 に し. 外 に 

，彼の 心に は 如何にも 寂しい ものが あった。 

將に 終らん とする こ ろ、 文 明 五年將 軍職 を 義-; i: 

，一 條兼 良を師 とし、 且つ 伊勢 .iE; 宗 の 輔導 を 受 け、 

間 は、 父 義政猶 ほ 生存し. 母 富 子 政 權 を 專 に し、 幕 

。 しかも 彼 は 素行 修ま ら す. 日 夜 酒色に 耽，.^、 世 

の 驥足 を展 ばし 施政の 上に 改善した もの も あ 


銀閣 

義政 Q 薨去 


美術 H 藝史 

上の 東 山 時 

茶の湯の 流 

行 


所 謂 銀 閣 で、 義 

が、 費 用な くし 

德ニ年 薨去し 

かくて この 

0 を 美術 ェ 藝 

な く、 支 那 から 

茶の湯 もこの 

元來 喫茶 は、 支 

の 人に 及んだ 

ら 輸入せられ 

入って 大に抑 

かの 茶室に み 

當時賀 易 港で 

代に は 書畫ゃ 
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滿の 北山に 建て 

て そ のま、 に な 

た。 

時 ぼよ 上 こ述 ベ 

史に 劃す る 程、 建 

多く 宋 元の 古畫 

時代から 流行し- 

那 から 茶が 移植 

。 室町 時代に 入 

たもの らしい。 

壓 せら れ. 佛 僧 等 

る や う な 小 星に 

あった 堺浦 あた 

道 具 ま で 吟味せ 

中 武家時代の 一 


た 金 閣に擬 し， 堂 は銀镇 を 以て 飾る 考 であった 

り、 義 政 は 遂に その 落成 を昆る に 及ばす して 延 


た や う 

築. 造 庭 • 

を 輸入 

_ 之 に ， 

せ ら れ- 

つ  て 茶 

朝鮮で 

も そ の 

居住 し- 

り  に 行 

ら る、 

一 (室 町 昨 


な大亂 にか 

-繪 畫 森 繪. 鑄 

し 之 を觀賞 

ふ 美術 ェ藝 

，僧榮 西以來 

の の 流 行 

は 高 麗 時代 

生活 を 簡素 

- 茶器な ど で 

は れ、 茶 の 湯 

に 至った の 

代應， U 文明) 


まら す 

金な ど 盛 

し た (君 臺 

の 進步を 

禪 僧 の 問 

となった 

に 盛 で あ 

にす る こ 

食事 を濟 

の 形式に 

ではない 


き n 東 は 

になった 

0  0 〇 0 

觀 左右 帳 

來す こと 

こ  一丁. , 

な ,ィ {  24 

の は、 恐 ら 

つた 佛敎 

と を餘儀 

ますと い 

發 し 、こ 

力と いは 

1 九 三 


時代の 一 

ばかりで 

記 參 考)。 

になった。 

漸次 一 般 

ぐ. ？  is 力 

が 李 朝に 

なくされ、 

ふ 風 §2 が 

の 東. H 時 

れてゐ る。 


の 


兩笨兵 を 解 

いて 國に就 


： へんお 奢 


慈 照 寺の 建 

立 

四疊 半の 茶 

亭 


つ 

方 


間、 東 

は ざ 

大內 

る 戰 

究所 

こ の 

た (應 

さ へ 

れょ 

邸內 

を 顧 

丈 の 

疊半 


笫 三 章 

軍。 國 5 

ら し 

政弘 


め 


一  」 

大 窗 

0  0 

1 1 己 

- 自若 

り も 

に 設 

み す" 

東 に 

茶亭 


き 

ゝ 

參 


屮 武家時代 

方 擾亂策 はま 

，斯波 義廉ま づ 

文明 九 年 ， 

，前 後 凡 そ 

に ー變し 

こ ^ 

於 け 

彼 は 

酒 宴 

以前 

殿 の 

流 を 


。- 0 

間 に 

考)。 

し て 

ケ 月 

た 湯 

奢 風 

求 堂 

濫 


と 


で あ 


ま た 

十 一 

て 地 

て」 參 

る 義 

ネ 0 

を 催 

に、 花 

極 め 

ふ 堂 

る 


の  一 k 室 町 時代 應仁文 S 

す /\ 功 を 奏 し. 遂 に 西 軍の 將士 

國に歸 り、 山 名 政豊の 如き は 束！ Ssf 

和 を 講じて 本 國に歸 るに 及 び、 兩 

年に して この 大亂は 一 ト先づ 終 

方の 戰亂 となった (內藤 虎次郎 博 

珍)。 

政の 驕奢 は 殆んど ャケ氣 味と い 

寺の 兵火が 室町の 花の 御所に 移 

して ゐた" 彼 は內裏 修造 を こ そ 

の 御所 再 造に 取懸 つて ゐた。 ま 

で あった こ と は 有名な 話 で あ る 

たもの は、 別 莊 として 東 山に 建て 

を 建て • 東北 にある 書院 を 同ニ齋 

いはれ てゐ る。 方丈の 南 庭， 池 水 


1 九 二 

をして fw 京 す る 

に 降 り、 西 軍の 領 

軍 始めて 兵 を 解 

を 吿 げ、 京 都に 於 

0  0  0  0  0  0 

士 日本 文化史 の 

ふべき 有様で あ 

り、 上下 騷 動し た 

先き にす ベ きに、 

た嬖臣 伊勢^ 親 

が、 彼 が戰 後の 疲 

た 慈 照 寺 で あ る。 

と號 した-こ れ が 

の 西なる 一 閣は 


戰爭 地方に 

波及す 


東軍 Q 諸國 

提亂策 


諸 將戰に 倦 

む 


勝 元宗全 相 

つ いで 卒す 


ら 集まった もの 

第に 地方に 波及 

地方に 於け る 西 

黨 赤松 氏 等の 兵 

其 他の 諸氏 をし 

る や、 歸 國 して 斯 

敵の 分國 を擾亂 

しめた もの も少 

てして 斯波 氏に 

弱 勢 を 償 ひ て 餘 

L 力し 戰 ® ク 

二人 すら 共に 和 

經 過した が， 文明 

西 軍に あって は 

笫 三 章 


で. 最初 の 間 こ 

して 來た。 殊 

軍の 根 據地を 

をして 山 名 氏 

て大内 氏の 領 

波義廉 の分國 

して 之 を 牽制 

くなかった。 

叛 せしめし が 

り ある もので 

しきに 亙った 

平の 意が 動か 

五 年に 至り、 勝 

白 田山義 就. 大 內 

中 武家時代の 


そ 京都に 於いて 戰爭が 行 はれ 

に 東軍 は 京都に あつ て-多 少 勢 

覆さん とした ことが これ を 促 

の 分國美 作. 但 馬に 亂入 せしめ" 

地 を 侵さ しめたる を 始めと し" 

を脊 かす 等、 西 軍 諸將の 不在に 

したの みなら す、 ま た、 西 軍の 部 

例 へ ば 越 前の 朝 倉敎景 を 誘 ふ 

如き、 地方に 於け る 東軍の 成功 

あった。 

ため 諸將は 次第に 戰に 倦んで 

ないでも なか つ た. そ して 涉々 

元. 宗全相 ついで 卒し. 柬軍 にあ 

政 弘主將 とな り. 相 對時 する こ 

一 (室 町 時代 應仁 文明) 


てゐ たけれ ど. 次 

力 を 失った ので 

し た。 ま づ そ の 

九州の 大 友. 少 貳 

今 川義忠 上 洛 す 

乘 じ. 東 軍 は 多 く 

下 をして 內應せ 

に 越 前 守護 を以 

は 京都に 於け る 

來た 、勝 元. 宗 全 の 

し き 戰 と て な ぐ 

つて は 細 川 政 國、 

と、 なった。 そ 

1 九 一 


義視 京都に 

還る 


宗全 義視を 

迎へ將 軍 兄 

弟の 爭 とな 

る 

宗全 大覺寺 

統の 後裔 を 

奉ず 
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られ る。 

義視が 幕府 を 

出で たので も あ 

勅書 を 賜 ふに 至 

近侍 を 退けん こ 

に 疎隔せられ た- 

た  の で、 宗全 請う 

となった。 大乘 

胤 小 倉宮の 御子 

軍 を脫 する ま で 

した こと は兩皇 

時代と なっても" 

に 苦痛 を與 へし 

この 大亂 に關 
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去 り 

つ た 


を 


伊勢に 走った の は、 いは 

0 義， 政 は 只 管 京 都 に 還 

視 遂に 諾 して 京都に 入 

請う た が、 そ の 言聽 か れ 

元 その 間に 斡旋す る も 

を 西 軍に 迎 へ * こ 、 に こ 

社雜事 記に よれ ば、 宗 全 

じて ゐ る、 義 視 は 之に 反 

心 も出來 なかった。 か 

事 猶ほ當 時の 人心に 存 

が 天 皇 を 奉 じ. 將 軍を擁 

推すべき である。 

た兩 軍の 武將 は， 東 は 遠 


ら 


や 


ん 

、先 

.且 

甲 斐 な 

の大亂 

は 文明 

對 した 

く 西 軍 

じて ゐ 

して ゐ 


挾みに 陷 

つ 


を 

を 


義 

三 

力 

た 


-義 

の 


め- 

あ 


一 九 〇 

心 苦 し 

後 花 園 

に 贈つ 

がた め 

遂 に 叙 

政. 義視 

月大覺 

る が、 さ 

統の皇 

り， 皇家 


さの 餘に 

天皇 また 

て、 姦邪 の 

兎角 義政 

山に 上つ 

兄^^ の 

寺 統の皇 

, ^とて 丙 

胤 を迎立 

御 式微の 


と が、 ま た 如何に 宗全 


江. 信 濃. 越 前 以西， 西 は 長 門 以東 か 


相^ 寺の 戰 


戰線 の 擴大 


京都の 大牛 

焦土と なる 


月 卿 雲 客 地 

方の 豪族に 

賴る 


い， 遂に 逃れて 伊勢に 走った。 そのため， 東軍の 氣勢 少 

すます 兵 を 諸國に 催促 し、 赤 松 氏の 家臣 沛上則 宗の如 

入京した。 され ど猶 ほその 勢力 を囘復 する ことが 出 

軍 進んで 火 を相國 寺に 放 ち、 柬 軍 を 攻めた。 東軍 殊死 

して 曰 沒に至 h 僅に 軍を收 める こと を. 得 た が、 之 が た 

一時 西 軍の 陣地と なった。 政 長 はやが て 之 を 囘復し 

年に かけて 兩軍 共に 持久の 計 をな すに 過ぎなかった- 

外から 近畿に 擴大 せられ、 或は 洛 東から. H 科附 近、 或 は 

律の 池 田な どで 絕 えす 兩 軍の 間に 小 衝突が 起った。 

應仁 文明の 大亂は 京都 の 市街 戰 を 以て 始 ま り、 互 に 

め. 內 裏 を はじ め、 社 寺 邸宅より 町家に 至る ま で、 燒 亡 の 

京都の 大半 焦土と な つ て、 慘 狀 目も當 てられ す、 m 糸 代 の 

もの 少く なかった。 されば この 後月 卿 雲 客が 兵火 を 

は その 領地に 下 り、 或 は緣を 求めて 豪族に 賴 つたこと 
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しく 挫けた の で、 勝 元 ま 

き は 途中 西 軍 を 破って 

來す、 こ の 年 十月に は 西 

して 蜜戰 し. 勝敗 決せす 

め 相 國寺は 灰燼に 歸し、 

たけれ ど、 そ の 後 應仁ニ 

_ そして 戰線は 京都の 郊 

船 岡 屮喊 峨 の 邊. 又 は 攝 

火 を 放って 攻戰 したた 

災を免 かれぬ も. の 多く、 

寶物 また 烏 有に 歸 した 

避けて 地方に 離散し. 或 

は 公き 補任 を 見ても 知 

1 八 九 


勝 元 義政義 

視を 擁す 

戰爭 Q 開始 


義政及 富 子 

心 を 西 軍に 

寄す 


義視 伊勢に 

走る 


軍 と 稱 

ので は 

義政 

軍 はじ 

び、 五 月 

幾く も 

に 振 ひ 

天皇 及 

一 大痛 

義政は 

野 勝 光 

元 と 快 

だ 何事 

義視 一 


第 三 章 

し た。 

な I 

はこの 

め は 互 

二十 六 

な く 大 

び 上皇 

擊 で あ 

義視. 義 

と 共 に 

からぬ 

も 勝 元 

が義政 i 


中 武家時代の 二 (室町 時代 應 七 文明)  一八 八 

た しこの 東軍 西 軍の 稱は必 すし も その 陣地に よって 起った 


情勢 を 

に 自重 i 

日 先 づ_ 

^ 政 き. 

元が 將； 

を 幕 魔 

一 

つ た。 一 

もとよ 一 

ものが 一 

一 ) 一 

と 1 所 一 


見 て、 兵端 を 

し 相 持して 

一 色義 直の 

河 野 通 春 兵 

軍を擁 し、 山 

に迎へ 奉ら 

さ れ どこ の 

係から 窃に 

り宗 全を援 

少 く な か つ 

ね ば な ら ぬ 

に 幕府に Di5 


開いた 方 を 

ゐ た が、 勝 元 

邸 を 攻めし 

を 率 ゐて上 

名 氏 追討 の 

し め、 名 分 を 

大 亂 は 元 來 

心 を 西 軍に 

け た いので 

た、 勝 元 乃 ち 

こと 、なつ 

る こと を 欲 


叛逆と 見 

幕府に 入 

よ- 0 こゝ 

洛 し、 宗 全 

御 敎書を 

正しう し 

相績 問題 

寄せて ゐ 

あ つ た. そ 

兵 を 以て 

，し 0 

しな かつ 


做 す Jl:n を 通 じ た の で、 兩 

つ て將 【ネを 擁する に 及 

に戰は 開始せられ た。 

に投 ヰる に 及び、 西軍大 

賜 は り、 且 っ政畏 をして 

た こ と は 西 軍に. 取って 

から 起った ことで ある- 

た、 ま  た 夫人 {3 子 も 兄 曰 

れに義 政の 近臣に も 勝 

室町 邸 を 園み、 義政 はた 

た こ と はいふまで もな 


義就政 長 を 

御^ 林に 攻 

む 


與冀 兵力 


ならん こと を 恐 れ. 義 就. 政 長 

た、 そ れが抑 もこの 大亂の 除 

正月 十八 日の 曉義就 は 政 

酣 なるこ ろ、 宗 全 は 密に兵 を 

で 政 長 を援け す、 政 長 はよ く 

能 はざる を 見. 遂 に 火 を 御 靈 

た 憚る ところな く 威 權を振 

先き に 厳正中立 を 守った の 

り、 そ の黨 と共に 各 分 國の兵 

續々 京都に 馳せ參 じて 相對 

勝 元の 軍 は 一 族 成 之. 勝久- 

淸. 赤 松 政 則. 富 樫 政 親. 武 田 國 

人. 之 を 東軍と い ひ、 宗 全の 軍 

髙賴 二 色 義直. 土 岐成賴 等の 
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の 二人 各 手兵 を 以て 勝 

幕で ある。 

長 を御靈 林に 攻めた が 

出して 義 就を援 けた。 

防戰 した けれど、 日沒に 

林に 放つ て 跡を晦 まし 

ひ. 勝 元の 分國を 召し 上 

に、 事 却 つて 豫 期に 反し _ 

を 集めた。 宗全も 之に 

峙 した。 

成 ゆ 政 有. 敎 卷. 爲 賢 及び 

信の 兵と 共に その 分國 

は 一 族敎 之. 勝豐. 政淸及 

兵 と 共 に. そ の分國 凡そ 

の 二 (室町 時代 應仁 文明) 


敗 を 決する やうに と 命じ 

勝敗 容易に 決せ す、 戰 正 に 

然る に， 勝 元 厳に 約 を 履ん 

及んで 勝 元の 援兵 を 得る 

た。 義就 凱旋し. 宗全等 ま 

げんと する に 至 り. 勝 元 は 

宗全 等の 横暴 極まる を 怒 

對し てまた 兵 を 募り. 兩軍 

畠 山 政 長. 斯波義 敏. 京 極 持 

凡そ 二十 四 國、 兵 數 十六 萬 

び 畠山義 就. 斯 波 義 廉. 六 角 

二十 國、 兵 數九萬 人、 之 を 西 

1 八 七 


笫三聿  中 武家時代の 二 (室町 時代 應仁 文明)  一八 六 

ゐる。 こ、 に義 視と義 尙の對 立の 下に、 政 長. 義敏. 勝 元と 義 就. 義 廉. 宗 全の 對立 

大亂 の 機運 は 成つ た， 險 惡 なる 暗流 は滔々 として 漲 h  、大 亂の 機運い よく 熟し て、 た .V. そ 

全く  si-i す 

の 決 澄 を 待つ ばかりと なった。 

應仁 文明の 大翫 につ いて は 群 書類 從に收 めら れてゐ る文獻 でも 應仁記 を 

はじめ 應仁 略記. 應仁 別記 等が あ り、 大乘院 寺社 雜事 記の 中に も その 資料が 多 

い。 こ、 に はた、：^ 大略 を述 ぶる に 止む る が、 上 にいった 相續問 题は必 すし も 

將軍ゃ 管領な どの 家ば か b で な か つ た、 當 時 武將の 家に は 多く こ の 問 Is- が 生 

じて ゐ た、 そ して その 家臣 もまた 互に 相爭 つて ゐ た、 も し 一 たび 兵端 開かば 諸 

方に 飛び火して 大亂 となるべき 天下の 情勢と なって ゐ たので ある。 

大亂 Q 勃發 應仁 元年 正 月， 宗 全 は 一 族 及び 同志の 人々 を 集め て、 政 長を逐 ひ. 義 就 を舊第 

に 入れん こと を議 し. 義 政の 聽許を 受けて 政 長に 迫った が、 もとより 政 長 は 之 

を肯ん すべぐ もなかった。 宗全は 更に 義 政に 請 ひ、 政 長 及び その 後援者 勝 元 

を 除かん としたが 義政 また 之 を聽か す、 宗 全 止む こと を 得 す、 義 視を今 出 川 邸 

より 幕府に 迎へ來 り、 將 に 勝 元. 政 長 を 攻めん としたので. 義政は 天下の 大亂に 


將軍 家の 艇 

お 問題 


義 視と義 W 


伊勢 贞親 の 

專撗 


まれた。 

さて 將軍家 

視を養 ひて 嗣 

以て その 執事 

富 子 は 母の 情 

勝 元が 義視の 

說 いて 義尙の 

んで之 を諾し _ 

白 田 山 氏 もまた 

前に もい つ 

さえ ナカ 義廉 

た。 當時贞 親 

に 請 ふに 至-り. 

前に 走つ た， こ 

笫 一一 一 章 


の繼承 問題 は 

と し. 實 子が 生 一 

とした。 然る； 

として、 義小； 1: を 

執事たり しょ 一 

後援たら しめ 

先づ畠 山義就 

政 長. 義 就の M 

たやう に斯服 

は 義敏を 殺さ 

専横の 振舞 多 

義政も 一 時 ま 

の 時 勝 元は 據 

中 武家時代 j 


如何にして 起った かと 

る 、 こと あらば 之 を 僧 

に 幾 くもなく 夫人 日 野 

101 とする に 忍び す、 Jfi に 

り、 彼と 拮抗す べき 勢力 

ん とした。 宗全 はまた 

の 罪 を 免して 入京せ し 

立と なった。 

義敏は 伊勢 負 親の 力に 

ん と し、 宗 全に 賴 り、 兵 を 

ぐ、 勝 元 すら 義廉 を援 け • 

親 を逐は ざ る を？ $ ぬ こ 

かに 義敏を 庇護して 固 

の 二 (室 町 時代 應仁文 


いふに 義政 はさきに 弟義 

とせん こと を 約 し、 勝 元 を 

富 子義尙 (義 熙) を 生んだ。 

そ の 出家 を 止 め、 且 っ旣に 

家 を 索め て 宗 全 を 得. 窃 に 

以て 勝 元に 當 らんと し、 喜 

めんこと を 請うて 許さ れ * 

よって 入京す る こと を 許 

領國に 召して 自 から 守つ 

-なハ 親を黜 けんこと を義政 

と 、 な り、 義 敏は 二た び 越 

に， らしめ たとい はれて 

一 八 五 


赤 入道 


赤松 氏の W 

SI  ノ 


勝元宗 全の 

反目 


宗 全と 皇. W 

義就 
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り、 世人 赤 入道 

恣の 振舞 また 

勝 元 諫めて 事 

た が、 勝 元 の 一 

全が 但 馬に 蟄 

になった の で" 

全 は 勝 元が 彼 

とゝ なった。 

な ら す、 他 方 に 

で あった。 

そ の 後 赤松 

に 及 び、 宗 全 は 

を 愛し 從來滕 

るに 至った。 


中 武家時代の 二 (室町 時代 應仁 文叨) 

と 呼ん で ゐ た、 そ の 勢威 諸 大名に して 彼に 

少 くなかった。 義政之 を 惡んで 享 德 三 年 

纔に 止んだ とい ふ。 かぐ 初め は、 勝 元. 宗 全 

族 成 元 赤松 氏と 親しく、 赤松 氏の 1^ 典に _f 

居せ し 折 を 窺 ひ、 義 政に 請 ひて 赤松 敎祐に 

宗 全 大に怒 り、 敎 祐を 攻めて 之 を 殺し 京都 

に與 みせ ざり し を 含み、 こ 、 に はじめて 二 

されば 一 方に 於いて は將 軍の 威令 强臣を 

於いて は それらの 强臣 互に 相爭 つて ゐた 

政 則の 舊 E が神靈 を囘復 した 功に よつ て 

勝 元 を 怨 む こ と ま す /(^ 甚 し く、 且 つ ，M 山 

元 と 同じ/.、 助力 を與 へ て ゐた政 長 を 捨て 

そこ に ins 山 氏の 繼承 問題 は 勝 元 .{-; 小 全 反目 


一 八 四 

匹敵す る ものな く. 專 

彼を誅 せんとし たが. 

の 間 甚だ 圆滿 であ つ 

力す ると ころ あ り、 宗 

播磨國 を 賜 はる こと 

に 入った。 この 際宗 

人の 間 相反 0 する こ 

抑へ 得なかった のみ 

のが 大亂 前の 情勢 

赤松 氏の 界典を 見る 

義 就の 武勇 滕れ たる 

、深く 義 就と 結 托す 

の 大禍の 中に 投げ込 


斯波 家の 相 

綺 問題 


C 山 氏の 相 

綺問题 


,1 川 勝 元と 

山名宗 全 


びつ いて 遂に 大亂 を勃發 する に 至った ので ある。 まづ 

て 後 • 養 子 義 敏、 權 臣 甲斐 常 治と 爭 ひて 遂に 出奔 し、 幕 府 は 

して 斯波 氏を嗣 がしめ た。 ついで 義敏は 伊勢 庶 親の 盡 

川 勝 元に 頼って その 家を復 せんとし たのに 對 し、 義 庞 は 

に 抗 し、 互 に 相反 目して ゐた。 次に 山 氏 は持國 久しく 

り し が， 子 義 就の 傅 须屋佐 渡 勢力 を 振った の で， 家 宰 神 保- 

生じ. 義 就の 庶出に か 、 る を 名と して 之 を 退け、 持 國の姪 

持國 はまた 之 を 退 け、 義 就 を 嫡子と して その 領國 を讓っ 

面 大抵 神 保 等に 加擔 し、 義 就を廢 せんとして 謀 露 はれ、 政 

に 頼った ノンいで 持 國が政 長 追討の 御 敎書を 幕府に 請 ふ 

互に 戰 はんとした が. 義就 伊賀に 走り、 政 長 入って 家を嗣 

細 川 氏は滕 元に 至 り、 持 國の後 を 承け て 管領と な り.、 そ 

つ た が， ま た 次第に 持 國と軋 櫟を生 じ、 彼 は 山 名 持 豐を引 

の 女 を納れ た。 時に 持豊は 入道して 宗全 とい ひ、 如 何 に 
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斯波 家で は義健 卒し 

ト ぉ川義 鏡の 子 義廉を 

力に よって 入京 し. 細 

山 名 持豐に 依って 之 

政 を 執り， 大に權 勢 あ 

遊 佐 等 こ れに 不平 を 

政 長 を 立てた ところ. 

た。 然るに 家臣の 面 

長 は 去って 細 川 勝 元 

に 至 6、 義就. 政 長 ま た 

い だ。 

の 勢力 漸く 强大 とな 

いて 援 とせんと し、 そ 

も 横暴 驕慢の 人で あ 

1 八 三 
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へ の 動き 


束 山 時代 


大亂 Q 直接 

動機 
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たび 破壊 せられて 解體 した 社 會を 更に 生き /、と 

短い 歲 月の 能くす ると ころで ない、 應仁 文明の 大亂 

亂が全 國に擴 が つて， やがて 群雄 爭覇 時代と な り、 そ 

出で、 來 たので ある。 そこに 應仁 文明 時代の 大な 

族 制 は破壞 せられて 小 家族 制と な h  、莊 園 制 は 影 を 

我が 全 國民的 活動が 認めら る 、 に 至った。 

應仁 文明 時代 はこれ まで 多く 柬山 時代と も、 呼 ば 

山に 銀閣を 造つ て數奇 風流 を 極 め. 戰 亂の 衢に不 思 

ゐ るからで ある。 いは、 乂將 軍の 禪宗 に對 する 信仰 

つて 現れた ので あ， 9、 新 武家時代に 於け る 文 藝の復 

の 萌芽 を 見 得られよ う、 こ の 意味に 於い て も 應仁文 

應仁 文明の 大 亂が釀 成せられ て來た 事象に つい 

た 通， 9 である が、 そ の 直接の 動機 は實 に相續 問題で 

家の 事 のみでな く、 將 軍 家 や 管領 斯 波. 畠 山兩 氏の 相 


1 八 二 

した ものに 改め 造る に は 

が 終結 を 吿 げ て も. こ の 大 

の 間に 新 武家時代が 生れ 

る 意義が あ る. そ して 大家 

潜めて 近世 的鄉 村が 起り、 

れ てなる， それ は義 政が 東 

議 にも 藝 術の 花が 咬いて 

が こ 、 に 生活の 趣味と な 

典 は 早く もこ の 時代に そ 

明 時代の 重要 さが あ る。 

て は 幕府 失 威 時代に 述べ 

あった。 それが た -,、 に 一 

續 問題が 權 ほの 跌愿と 結 


綠田信 長 諸 

國の 關を撖 


應 仁の 大亂 
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九 箇所の 私 關で合 
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いふ。 か、 る 性質 

もの を撤廢 して か 

T 應仁 文明 時代 

應仁 文明の 大亂は 

^叔姪 相 ゆ ひ 相戰ひ 

明の 餘 弊が 保 元 平 治 

はれた とい へ、 遂に 國 

押し進め たとい へ る 

ゐた 公家 階級に 對し 

ら である。 その 武士 

なった のが 室町 時代 

ら變 革せられ ね ば、 統 


計 九 百 六十 文の 關錢を 

で、 一 郡 

の私關 

ら その 


四 里の 境域に 
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ま  つた. - こ、 に また 新 

社 會 は 造 り 上げられ 得ぬ の， 
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て よ 

に 入 

應 仁 

に 進 

社 會 


勢 
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つ 

あ 


で あ 

れ て 
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る、 共 
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こ - 


1 ノ 

、し 力 
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君 

强 
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の で あ つ た が、 そ の 制 次第に 廢し、 公家 時代の 末 頃から 權門諸 社寺の 私 關が諸 

所に 置かる 、 に 至った。 是 等の 私 關は初 こそ 警固 のた めで あつたが、 次第 に 

本義 を 失 ひ、 通 行 稅の徵 集が その 主なる 目的と な つて 了った。 この 情勢 は 中 

武家時代に 入って 一 層甚 しくな り、 正 平 元 年 (桌 和 二 年) 足 利 氏 は 諸 國に新 ii を 

設 け、 且 っ津 料と 稱 して 水陸の 行 客 船舶より 關 税を徵 奥す る こと を 厳禁した 

(後 鑑參 考)。 そ の 後 も 新關は 禁 止された が、 濫 設 な ほ 止 ま す、 行 旅の 困難 は名狀 

すべ からざる ものであった。 又大禮 ある 時に も 幕府 は 新 關を設 け、 行 路 者よ 

り關 錢を徵 して その 用途に 充てた こと もあった。 碧山 日 錄長祿 三年 九月 七 

日の 條に、 義 政が 幕吏に 命じて 諸國に 於け る强 豪の 私闘 を撤廢 せしめ、 伊勢 皇 

太 神宮 を 改造 せんがた め に、 京 都に 入る 七 口の 通路に 各 一 關を 設けて 關錢を 

徵 集した とこ ろ、 往 來の者 皆 之 を 喜んだ と あるに よっても 國々 に 如何に 多く 

の關 所が 設けられて あつたか-. - 推測され る。 しかし 其 後諸國 の？^ 關 は撒廢 

された わけで なく、 大乘院 寺社 雜事記 文明 十一 年 七月 廿 六日の 條 によれば、 大 

乘院の 寺 使が 奈 良より 山城. 近 江 を 經て美 濃國明 1=- の 持" ii! 院に牲 つた 時、！ 一. 十 


； a 河原 勸進 

I！ 樂 


關 所と 關錢 


その 母の 爲め 

國に 5^ ける 造 

の 財政 はます 

至 つ た (蔭 凉 軒 

ュ、 の 他義政 

た、 ま た、 社寺 に 

曰 詣、 文 正 元年 

へ ら れ る。 宽 

書類 從所收 

した もので あ 

力くて 大ハ A 

た 二 たび 火が 

その 大亂 の敍 

餞で ある。 關 
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に 髙倉邸 を 造 營 し. 室 町 第と その 庭園の 美 を 競 う た. こ れ は. 我 が 

庭の 歷史 にも 特筆すべき ことで ある。 しかも 之が 爲 めに 幕府 

/、窮乏し， 義政は 五山の 僧徒より 土木の 費用 を 借り 入る 、 に 

B 錄 參 考)。 

が 神社 佛閣の 祈願に 使った り、 寄 進した 額 も 莫 大の もの で あ つ 

詣で 大名の 邸を訪 ふこと 如何にも 頻繁で あつ た、 寬 正 六 年の 春 

の 伊勢 參宮の 如き、 行裝の 豪華 目 を 驚かす ばかりで あつ た と 傳 

正 五 年の 轧 河原 勸進 猿樂の 設備が 如何に 大 仕掛な りし か は 群 

河原 勸進能 記に よつ て 知られる が、 そ の 费用は 諸 社寺より 徵壤 

つ た。 

は旣に 十分に 醸成 せら れ、 將 に勃發 せんとす る 兆候が 現れて ゐ 

どこかに つけられた ら， 直 ち に、 焼 原の 勢 を 以て 進 む の で あ る。 

述に 入る に 先 だち、 こ 、 に略敍 して 置きたい こと は ii 所 及び 關 

は 我が 國に 於いて 早く 軍事 又は 警察の 關 係から 設けられ たも 
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義政 弟義視 

を 養子と す 


伊勢 负親 


義政 の騎 奢 


後花圚 天皇 

御製の 詩 を 

賜 はり 義政 

を 諷し 給 ふ 


僧 義尋を 

こ 
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-そ 

-ュ、 
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綠 爲 fe 肥」 と 


尙 

力 

こ 

管 

政 
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を 

と 

製 


中 武家 時 

し、 還 俗 せ 

立てん と 

執事と し 

任に 當っ 

る な ( 

つて 領 

で 傳 へ 

相續問 

あ る。 

奢 は 彼 

の 花押 

ェを起 

は 「殘 民 

賜 ひて 


さ 

を 


Q  二  (室 町 

めて 名 

こ と 

政 の 

た の 

ど 幕 

沒收 

て ゐ 

如 き 


時代 幕府 失 成) 


クし 

ゐ 

、え 

の 


を義 

事務 

で あ 


府 

る 一 

、殆 


力 

義 政を諷 


.寬 

採， 


事 も 三代 將 

字體 に義滿 

正 二 

首 陽 


年大 

後； 處 

し た 


視と改 め、 嗣 子と した 

仁 文明の 大亂を 起す 

を 預かって ゐた 伊勢 

る が、 當 時 伊勢 負 親 ま 

揠機を 握って ゐた。 

る こと ある も その 地 

貞親 もまた 盛んに 賄赂 

ど 彼に 左右 せられた 末 

軍 義滿を 以て 理想と 

滿と 同じ く 「慈」 字 を 用 

飢饉の 時 すら その ェ 

々 閉. 序 截，， 竹 扉； 詩 與 吟 

ま ひ、 一 時 工事 を 中止 


1 七 八 

後、 富 子 

一 因 で 

は、 義 

義政 

政 は 

を 返 

を 貪 

に、 大 


ン こ 

し f. 

て ゐ 

を繼 

春 二 

2 ナ 

17  ( 


己の 腹 

つ た。 

以來將 

寵を受 

て^ 親 

與 へ ん 

，後に 述 

を勃發 

と で 推 

。 長祿 

して ゐ 

,滿 城 紅 

ど. ま た 


蔭凉 軒季瑰 


側室 大館氏 

の 政務 容嫁 


夫人 日 野 富 

子 


いよ 社 會の狀 勢 を 1^5 化せし めた。 仲寸 氏が 建武 式目の 中に 權贵幷 に 女性 禪 

僧の 口 入 を 禁じた 一 條を 設けた にか 、はら す、 早 くも 空文に 歸 した。 僧侶に 

して 政治に 容喙 した もの はさきに 述べ たやう に旣に 義滿の 時代に 現れて ゐ 

るので ある。 義 政の 時代に 於いて は 相國寺 蔭凉軒 季邀の 如き あり .諸 大名の 

請託 を 受けて 義 政に 取り 次 ぎ、 そ の 間にあって 私 をな して ゐた。 

それが 女性に もあった の はまた 義 政の 時代 ほど 甚し いこと がない とい つ 

てよ い。 その 一人 は 側室 大館 氏であった。 彼女 は、 今 參局 とい ひ、 義 政の 寵愛 

を 受け て、 屢 ~ 政務 に 容 嫁 し、 殆 んど 幕府の 政權を 握った かの やうに 見えた。 も 

し 諸人が その 望 を 達せん に は今參 局に 賴る 外な く、 一  時 執 櫂の 如しと さ へい 

はれる 程であった が、 餘 りに 勢力 を 負 ひ、 義 政の 夫人 日 野 富 子 を 排斥して 自か 

ら 夫人た らんと し、 富 子 を ％ 詛 した ことが 露 はれて 隱岐に 流さ れ、 間 もな く自 

殺した。 しかし 夫人 富 子 も 一筋繩の 婦人で はな かつ た、 货 ii の 道に 長 じ. 贿 , 貼 

によって 大 なる 富 を な し、 そ の 勢力 寧ろ 義 政の 上に 出で たとい はれて ゐる、 こ 

れは義 政 をして 多少 ャケ氣 味の 人たら しめた 所以で もあった。 又義 政が "川 
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施に よつ 

を 恐れて 

に陷 つた 

に殘 した 

るに よつ 

に 長祿ょ 

し. 餓死す 

，此年 正月 

死屍に よ 

十 間 を 作 

た。 然る 

て 施 食す 

に義 政の 
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て 庶民 は 一 時の 急 を 凌ぎ 得る にして も. 土 倉. 酒 星 等は德 政令 

貸付 を 中止す るが 故に、 融通 機 關の杜 絕を來 た し、 庶 民 は 却つ 

. か、 る德 政令の 實 施が 如何に 長く 深刻なる 影響 を 後世の 

か は、 德 川 時代の 賣賈質 入の 證文 にす ら. な ほ 德政文 章 の す 

て も 明かで ある。 

6 寬 正の 初に かけて 頻年 旱魃し 風水の 災害 相つ ぎ、 田 園 は 荒 

に 激した。 殊に 寬正ニ 年 凶荒 尤も 甚 しく、 之に 加へ て 疫痛大 

る 者 頗る 多 ぐ 、そ の 有 樣は慘 鼻の 極みであった。 碧山 日錄に 
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の  權カ  殆んど 

と 推し 進んで 

府失威 時代で 

川 氏の 分裂 ま 

ゐ る が、 應 仁 文 

時代に 向って 

中 武家時代 


强 化せん として 鋭意 事に 當 り、 柬 西に 勢威 を It か 

應 して 紀綱を 張らん とせし に、 却 つて 中途に 倒れ 

遂に 收拾 すべ からざる に 及ん で、 應 仁 文明の 大亂 

見るべき ものな く、 遂 に 我が 國は四 分 八 裂して 群 

行く ので ある。 この 大亂 の釀成 期と もい ふべき 

ある。 普通に は 義敎亮 後應仁 文明の 大亂 を經て 

で を 含めて 之 を 幕府 衰微 時代 叉 は 幕府 衰弱 時代 

明の 大亂は 天下 崩 解の 端を發 した 大事 件で あり， 

特殊の 意義 を 有する こと 恰も 前の 保 元 合 戰の如 

の 二  (室町 時代 慕府失 成)  一六 七 


義敎 赤松 滿 

祐に 殺さる 


赤松 氏 亡び 

山 名 氏 また 

盛な り 


第二 章  中 武家時代 Q 一 (室町 時代 慕府專 横)  一六 六 

所領 を分與 せられん とする^ あ . ^、永 享 十二 年 その 弟 義雅の 領地 を^ 村 及び 

細 川 持 春に 與 へらる、 に 及 び. 滿 祐禍の 身に 及ばん こと を 恐 れ、 嘉 吉 元年 六月 

義敎を その 第に 饗し. 宴 半に して 義敎 を弑 し、 領國播 磨に 歸 つて 白旗 城に 籠つ 

た。 管領 細 川 持 之 は 畠 山持國 等と 議し、 幼子 義勝を 立て、 嗣 と な し、 細 川 成 之 • 

山 名 持豊等 をして 赤松 氏 を 攻めし めた。 持豊 はかね て 滿祐と 不和な りした 

め、 尤も カ戰 して 白旗 城 を 攻め. 九月 城陷 つて 滿祐は 自殺し 二 族 大抵 之に 死し. 

赤松 氏 こ 、 に 亡ん だ、 そ して さきに 氏 淸の亂 により 勢力 を 殺 がれた 山 名 氏 は 

二た びその 分國七 ケ國に 及んだ。 


の 後關東 はす 

^て 結 


九州に 於け 

る 强臣の 鎖 


義 敎越智 一 

色世保^|5氏 

を滅す 

義昭 殺さる 


急激なる 改 

革 


め 


人 

ら 


だ _ 

な 


し 

V7 


れ て. 

敎は 

お ジ 

ま た 

弟大 

族) を 

る と 

勢力 

た. そ 

こ と 

あ つ 

.■IJ 


城遂 


內 

る 

力 

章 


ベ て 上 杉 氏 

城 氏 朝に 賴 

： gn り、 二  ~ 

關 東に その 

-大友 二 氏の 

に奈 良の 惡 

義昭も 行 衞 

し め、 義昭 も 

"宮中の 肅 淸 

人々 をして 

，彼が 尊氏以 

の，：^ に禍ひ 

に義 持の 代 

，幸に 事な き 


の 

共 

不 

來 

し、 


支 

，兵 

力 

禾 


謀り 

惧 を 


を 得 


中 武家時代の 


擧げ 

と な 

張 る 

利用 

じ て 

な り 

向 に 

大 に 

41 力 

弊 を 

に 赤松 

地の 問 

2  0 た" 

>/ め" 

一 (室町 時 


る こ 

上 杉 

て、 美 

同 時 

て 相 

つ た 

つ こ 

い て 

め、 却 


氏 を 

一一 * し 

i プ 

攻伐 

ヅ ^ 

力 車 

ノレ 

殺 さ 

張 ら 

つ て 

^蕩 

弒せ 

時 本 

るに 一族 ト  1 ハ 

代 幕 府 横) 


で 二 


なった。 この 時 持 氏の 遺孤 

討たん としたが、 上 杉 氏に 攻 

垂 井に 斬られた。 

州に 於いても また 强 臣の鎮 

せ し め、 以 て そ の 勢力 を 殺い 

の 越 知 口 氏 を 滅ぼ し、 こ れ に 賴 

中に 一 色義 貰. 世 保持 賴 (土 岐 

れ、 大 覺寺統 の 遺 ほを屛 息せ 

ん とした。 然るに それが 當 

怨を買 ひ 人望 を 失 ふやう に 

せんと し. 急 激 な る 改革 を 行 

らる 、 に 至った。 

國に歸 り、 お 旅 城に 據 つたこ 

村 が 義 敎に 幸せ ら れ， 滿 祐 の 

1 六 五 


持 氏將軍 Q 

命に 從 はず 


持 氏 i{3 領窻 

實と銜 突す 


義敎 Q 富士 

山 逸覚 


義敎嫌 倉 < 

討つ 


？ 1 東 公方 亡 

ぶ ，， 


第二 章 

たらん こ と を 期 

に 還 俗將軍 に 屈 

に 違 ひて 持氏自 

を 諫めて 幕府に 

永 享 十 年 憲 實 は 

攻 め、 憲實 使を馳 

を 看破 し. 關 東 公 

備 へ し め. 且 つ 奥 

富 士 山の 遊 覽 に 

ゐ たの で あ る。 

秀の子 持 房を將 

を援 けし め、 且 つ 

敗れ、 持氏遂 二 力 

義 敎 は 之 を聽か 


待 

托 

屈 


中 武家時代 Q 一 (室町 時代 慕 W 専横) 

たが、 意外に も 義敎が 立 つ た。 持 

と、 事々 幕 命 に 從 は ャ、 子 義久に 元服 

岡 八幡宮 に 於いて 之 を 行 つ た。 管 

態 度 を 改めん こと を勸吿 せし に. 却 

m い た が、 途 に 二人の 間 破裂 し、 持 氏 

都に 訴 へた。 義敎 は旣に 夙く 京都 

ぼさんと 決心 し. 斯 波. 今 川兩氏 以下 

絡 を 通じ 鎌 倉. を夾 撃す ベ き 計畫を 

京都 を發 し. 柬 國の 形勢 を觀 るな ど. 

實の訴 を 得る や、 直 ちに 鎌 倉 追討の 

川. 武 田-小 笠 原の 諸氏に 東 海. 東 山 兩 

弟敎朝 をして 北陸 道より 進まし め 

や、 憲 實使を 以て 持 氏の 助命 を 幕府 

. 義久 父子 自殺して 關東 公方 は こ 、 


し 

し 

し- 

房 

持 


て 

I 一 

Ml 

て 


一 六 四 

氏 大 に 怒 

を 加 ふ る 

領 上杉憲 

て 持 氏 

を 遣 し 

倉の 兩 

宿將を 

て、 永享 

の 機會 

it を 請 

の 兵 を 

" 鎌 倉 

に 請 は し 

に 亡んだ • 


つ て、 吾豈 

に も、 先例 


つ 

-ュ、 

こ は 


實廣. 

に 忌 

て、 憲 

立 せ 

し て 

四 年 

を 窺 

ひ 奉 り 禪 

率 ゐて之 

の 兵 大 に 

め たれ ど 

そして こ 


■ 持 氏 

ま れ. 

實 を 

さ る 

兵 を 

九 月 

つ て 


,將 軍職 

を さ ii* に 譲 


義 持の 薨去 


よ 


義敎 還俗し 

て將 軍と な 


せ 政 Q  00 


政務 

た の 


敎 


匕 

の 

ま 


-義 

連 


持 

. 時 に 

井門 跡 

と改 

そ れ 

嶺 の 

神人 

な 


た 

着 


永 

量 

承- 

.征 

敎 

し. 

屛 


持 氏 


三 

las 

自、 5 


せ 

痛く 强臣 

の 所信 を 

さ き に 義 

二 章 


年將 軍職 

。 然るに 

將 軍の 事 

て 六 條 八 

は 皆 偕と 

寺 准后義 

將 軍に 任 

に 還俗 將 

訴訟の 規 

して 暴行 

ざ る を 得 

の 跋 扈 を 

遂行した 

持の 猶子 

中 武家時代 


子 


行 

一一 一一！ £ 

力 

し. 

-第 

な 


義 

つ 

改 

父 


力 

、一 

た- 

-そ 

0 

ら 

-或 

め 

程- 

以 


元 


し 

次 

-す 

を 


て蕴髮 

めに 病 

十五 年： 

鬮を抽 

仁 和 寺 

抽鬮の 

ゃゝ 、（E 

リ" 性 雨 

，足 利 氏 

ての 事 

俊柔政 

たの は 

へ た， 義 


獲 

果 


け れ ど. 矢 張 り 自 

，同 三十 二 年 二月 

元 年) 正 月 病死す 

嗣を 定めよ と 遺 

法 靑 逮院 准^ 

.義 圆 選 に 當 り、 名 


して 果 

法 令 を 

せる 

ひ 切つ 

に反して 

束 公方 持 

薨 す る や 


の 一 (室町 時代 幕府 專 横」 


斷、 大 に 幕 

下 し、 或 は 

石 淸水八 

て斷 行し 

力めて 之 

氏で あつ 

彼 は窃に 

六 =ー 


力 ら 

薨じ 

る や. 

^一一  E し 

義問. 

を義 

政 を 

南都 

，し 0 

V7 

を 抑 

た。 

將軍 


京都 鎌 倉の 


慕. S 扶持 衆 


多 か 

ん で 

岩 松 • 

れ る 

东と 

の 伊 

扶持 

由 と 

持 氏 

斡旋 

で な 


第二 章 

名 時熙を 

6 しの 

鎌 倉 に 

小 栗. 武 

秀の亂 

一 層 親 

保護 


_ 結 城 

と し 

_ 禪秀 

こ れ 

よ つ 

だ . く 


中 武家時代 Q 

下 し-今 川 範政も 

な ら す、 禪 秀は次 

る に 及び、 滿 隆. 禪 

諸 氏の 亂も 相つ 

かく 幕府の 力に 

と な る ベ き llfn で 

た ため、 こ ゝ に 反 

の 勢力が 次第に 

川 Q 諸氏 を 優遇 

ゐた。 持 氏が 小 

黨 せし 關 東の 諸 

對戰 せん と せ し 

和睦 漸く 成 b 、ま 

機 を 弛めた とい 


一 (室 町 時代 幕府 專 i^s) 

書を關 東の 諸將に 送り 

第に 人望 を 失 ひ、 二十 四 

秀 自 殺 し、 持 氏 二 た び 鎌 

いで 平い だ (田 中 義成博 

よ り 平 定 せ られ たの で 

あるの に、 義 持が 禪秀の 

對の 結果 を 見る やうに 

大 ならん こ と を 恐 れ て 

し、 且 つ 宇都 {DC ふ 栗. 武田 

栗. 武田ニ 氏 等 を 討つ や 

將 に 命じ、 應永 三十 年 十 

も、 上 杉 氏の 人々 に 諫め 

づ 暫く 事 な き を 得 た が 

ふに 過ぎなかった。 


一 六 二 

. 持 氏に 應 や る も 

年 正月 八， 川 氏 等 

愈の 主と な り. 禪 

0  0  0  0  0 

士ー求 足利時代 史 

あ る か ら、 京 都 鎌 

二子 憲秋. 敎 朝の 

な つた。 尤も 幕 

之 を^ 时 せんと 

氏等關 東の 豪 族 

-幕 府 は そ の 故 な 

月 鎌 倉 を 攻めし 

ら れ、 翌 年 二月 勝 

晤 流に 決して 止 


の 

し、 

き 

め た。 

西 堂の 

む だ 譯 


兵 進 

の 黨 

考 )0 

の 關 

じ來 

は 從 

，奥州 

幕府 

を 理 


慕^と SI 東 

公方 


上 杉 氏の 諸 

家 


上 杉 祿秀の 


力 

つ 


力 i^: に.^ 


時 に 

一び 禪 

_ 兵 を 

ん遂 に 


の 問に 關 東に 於いて また 騷亂の 端緒が 開いた。 これまで 關柬 公方 は 僅 

杉 氏の 力に よって 幕府と 事 を 構へ なか つたに 過ぎ ぬ、 そ れ 程、 そ の 勢 

あり、 遂に 幕府と 銜突を 免 かれぬ 形勢に 進展し 來 た-の はま た 止 む を 

とであった。 元 來上杉 氏に 足 利 氏の 功 ほと して 重き を な した 家 で 

內上杉 氏 は その 祖憲顯 が 尊 氏. 甚 氏に 信任 せら れ、 こ の 時代に は 

犬 懸. 乾 S 谷 の 三 家 を 1- して ゐ た。 然るに 應永 十八 年 犬 懸上杉 朝 

入道して 禪 禿と 號 し、 窃 に 山 内 上 杉 氏に 對抗 せんとす 

. 滿兼旣 に 卒 し、 子 持 氏 性 驕傲に して 輕 卒、 禪 秀 諫めて 却 

年 五月 遂に 職を辭 し. 山 內憲基 その後 を 襲 ふこと 、 な 

であつ た。 

義 嗣兄義 持と 不和 あ り、 義 嗣窃に 書 を 持 氏の 叔父 滿隆 

送り 束 西相應 せんこ と を 以てし た の で. 禪 秀は滿 隆を說 き、 相 謀 つ 

徵 し. 翌 二十 三年 十月 禪ー夯 急に 持 氏 を 襲 ひ、 持 氏. 憲基 逃れて 小 田 原に 走 

駿 河に 至って 今 川 氏に 賴 り、 使 を 京都に 遣し て、 援 兵 を 請うた。 幕府 乃 

二 章  中 武家時代 Q 一 (室町 時代 幕府 專橫)  一六 一 


上 

、殊 

秀 


管 

す 


ォ 


に 於 


と な KV 

至る や 

-ニ 十二 

、不平 

ノ て i 


群 光大 皇受 

禪 5^3 ほ懂 

永の 年號を 

用う 


伊達 新田 及 

び 北 畠 諸氏 

の 堀 起 


第二 章 

て 捕 へら れ、 相 固 

らん， こして 殺さ 

後小松 天 皇 は 

う た が、 應永 の 年 

年 ま で 及んだ こ 

山 上皇の 御不如 

御 潜 幸 ありし 程 

於いて 最も 忠勤 

も の な ほ少 から 

形跡が あ b 、稱光 

の 子孫が 如何に 

年 新田 義 治-こ 共 

北 畠滿雅 ま た 兵 

王の 仲裁に よつ 


中 武家時代の 一 (室町 時代 幕府 專横) 

寺 中に 幽閉 

れ， 彼 に與せ 


應永十 

號カ猶 

と は. 先 

意 は、 如 

で あ つ 

を勵ん 

す さ き 

天 皇 受 

不 平 な 

に 兵 を 

を擧げ 

て 和 を， 


ま 

何 

2  ( 

で 


年 


な 


ゐ 


し 

し 


せられ た。 

る 公家 武將 

八 月 皇 位 を 

きつ V- 

き 事象 

も め 南 ま 

元^ 吉 

た 地 方 

滿 薨 す 

た ま ふ 


い て 

で あ 

し い 


て 


力 力 一 

鎌 倉の 一 

時 勢 を 


^ 力 

で あ 

る や 

や、 嘗 

像 せ 

兵 に 

得た 


力 

じ、 遂 に 成功す る 


は 後ち 自 

皆處 刑せ 

光 天皇に 

ゐられ 

た。 ま 

有様で 

たから 

時 そ れ 

南遷 の 

れ る。 

めら れ 

-ニ 十二 

こと を 


1 六 0 

から 火 を 放ち 相 

られて 了つ た。 

讓 り、 政 を院 中に 

持の 薨去し た 應 

大覺 寺に 入 給 

永 十七 年に は 一 

の 附近 は 南方 巡 

を 寄せ 奉る 人々 

の 遺臣に して 兵 

子 に 忠勤 を抽ん 

れば 伊達 持 宗 は 

城， S 、翌 二十 一 

八月に 至 上野 

なかった。 


國寺を 去 


聽 き 

永 三 

ひ し 

時吉 

潜伏 

を 擧 

で た 

應永ニ 卜 

年 伊勢の 

宮說成 親 


た ま 

十五 

後龜 

好 に 

に 一 一 

せ る 

* ナ で 

人 々 


義？ M  Q 薨去 


義 持と 義嗣 


て ゐ 

せ し 


で 0" 


の 

寧 


義 


兵 


る。 こ、 に 看過す ベ か 

め、 自 から 國母 北山 院の 

滿 はこ の 盛儀 を 名殘り 

太 上 天皇の 尊 號 を 贈 ら 

いて 之 を 固辭し 奉らし 

で あ る。 義持は その 後 

斯波義 重. 細 川 滿 元 ..w  m 

緊肅の 方針に 出 で、 前代 

持の 代に 起った 一 の 問 

常に 寵愛 せら れ、 義 持 は 

に阿附 する 人々 が 多 か 

を 輔佐 し、 事 なき を 得た 

よ、 義 嗣は 心中 必すゃ 望 

擧げ、 同 二十 三年 上杉禪 

第二 章  中 武家時代 


ら ざ る は、 こ の 時 彼 は その子 

夫と して 上皇に 擬し たこ と 

として 僅に 二 ヶ月の 後 病 を 

んと胁 使 を 造され し も. 管 0 

めた た め、 皇 室 の 尊 嚴 全 き を 

宴 遊 を 事 と し. 多 /、政務 を 顧 

滿家 等よ く 之 を 輔佐して 事 

に反して 消極 主義 を 採った- 

題 は 、弟 義嗣 との 關係 で あ る 

寧ろ 疎外 せられて ゐ たので- 

つた。 た、 管領 義將 が、 子義 

ので ある が、 兄 弟の 間 はよ し 

む と こ ろ ありし なる ベ ぐ、 應 

禿の 亂 ある や、 之 ， こ 通じて 事 

の 一 (室町 時代 慕府專 横) 


義 嗣を關 白の 上に 坐 

で あ る。 

得て 薨去した。 朝廷 

斯波義 將が將 軍義持 

得た の は赏に 我が 國 
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の 初めに また 島津 氏の 琉 

ので ある が、 島津 氏の 琉球 
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み な ら す、 薩 摩 
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ある。 大內氏 
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切實錄 によ 
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參 考)。 ま た 

博 多に 出入 

したの で • 山 

球に 賣られ 

兩國の 間に 
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及 び 九州に 於け 

ける i:^ 律 氏の 富 
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かく 海賊 衆の 海外 發展か 

して ゐた が、 そ れは 背後に 博 

由 を 爲 したので ある。 博 多 

て發達 し， 室 町 時代の 籾め に 

を 示し、 琉 球南蠻 などの 商船 

慕府 はこの 地に 九州 探題 を 

府に據 つて ゐた 少贰氏 等と. 

石 城 府. 冷 C 水津 或は tHS 崎津な 

萬 餘 行 商 を 業と し、 大友殿 

し-多 數の通 交 者 を舉 げてゐ 

摩の 坊律 と共に 夙に 發展し 

方面の 物産が こ 、に 取引 さ 

易が 盛んにな つたの で あ る 

當時 我が 國に 渡來 した 南 


ら日鮮 の 通 交 賀 易 は， 室 町 時 

多津の 海外 賀易 を控 へて な 

津 は古來 對外關 係の 中心た 

は 商 業都巿 として また 賀易 
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船 は， 主 に 遲羅國 及び 爪 眭國の 商船 で， そ れが同 
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るから 朝鮮の 沿 
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賀 易の 利益 を 復 

は 貿易 船の 大き 
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f 


一 五 四 

. その 爲 めに 一時 交 通 が 

鮮 との 間に 永 正 七 年の 條 

ら れ、 ュ、 の 後 魔.. 談判し て 三 

內 では 銅の 產 額が. 俄かに 

が 頻りに 朝鮮に 赴い た， 從 

こと も 多 か つ 

v! 力ら ，て ジ- 

ら義 輝の 時代になる と， 明 

と 連絡して 海上 を 荒し 廻 

」 根 據を据 ゑて なた 程で あ 

」 も くな か つ た。 從 つ て 

を 得て るた 對 馬の {-: 小 氏 は" 

船增 加の 交 涉 をした り、 或 

して ゐ たが、 文祿慶 


へ て 往來の 書翰に 用ゐさ せ、 眞 僞檢 察の 證據 にす る こと 、なった。 

この 以前から 海賊 衆の 頭 梁と 目 ざ 、れた 人々 に は、 朝 鮮の 官職 を投 けて そ 

れ相當 の 待遇 をな し 懐柔の 道 を 講じた こと もあった が、 後 に は 先例に よって 

或 は 漂 流 民 を 護送して 行った り、 度 々各地の 使者と なって 往來 した 者に も、 こ 

の 制度 を 及ぼして ゐる。 對馬ゃ 壹岐に 住んで ゐ て， も と 海 賊 衆の 首領で あつ 

た 者が 護 軍. 司 正な どの 職を帶 びて ゐ るの は海柬 諸國紀 にも 見えて ゐる。 ま 

た 博 多に 住んで ゐて、 賀易 商と して 琉 球. 朝 鮮の間 を往來 して ゐた宗 金と か 道 

安な どの やうな 人物 も 護 軍の 職を帶 びて ゐた。 いづれ にしても 朝鮮で は賀 

易の 爲 めに 經濟 上の 負擔が 次第に 重くなる ので， 出来るだけ 新しい 通交 者の 

增加 しない やうに 力めて ゐ たので あつ て、 室 町 時代の 中期 以後 は、 海 東 諸國紀 

に 記載され てゐる 名義 を 通交 者の 基準に する ことに な り、 これが 文 祿慶長 の 

役 直前まで 繼績 して ゐ たこと は • 對馬宗 氏の 記錄 朝鮮 送 使 國次之 書契覺 によ 

つても 

日ソ カー」 ある 

降って 將軍 義植の 時代の 事で は あるが、 定規 通りに 賀 易の 行 はれない のに 
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友 殿 等 と 稱 せられた 諸氏の 使 は、 特 別に 條約は 結 ば れて. Q な い でぽ 航 すれば 
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艘を 約して ゐ るの を 

が 四艘、 宗茂 世が 三艘 
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第二 章  中 武家時代 Q 一 ( 室町 時代 墓府專 横) 
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石の 意見に よ り、 天 龍 寺 造^の 用 脚 を 得ん がた めに、 所謂 天 龍 

明 國に發 遣した こと は 前に も 述べ た が、 國 交 は 尙ほ行 はる ゝ 

リ 尤も この種の こと は 天 龍 寺 船に 始まった のでな く、 鎌 倉 時 

營料唐 船の 事が 豊後中 村 文書 正中 ニ年ヒ .1 '八：：： 少贰惠 雲 

る。 明が 僧 祖闡等 をして 海賊 衆の 鎮壓を 請 ふ や、 義 滿 は 之 を 

き、 更 に 應永四 年 使 を 明國に 出した のが 日明國 交の 初で あつ 

年義滿 はまた 僧祖 阿. 商 人 肥 富 を 明に 造して 國交を 修めた が、 

船の 狼藉に 及ぶ もの を嚴 罰すべ く、 镇 西の 守護に 厳命 を 下し 

應永九 年 八月 十六 H 將軍義 滿御敎 書 參 考)。 

あって は 海賊 衆の 鎮 壓， 足 利 氏に あって は賀 易の 利益の ため， 

中 武家時代 Q 1 (室町 時代 慕" W 專横)  1 mil 


義滿驟 奢の 

財源 


段錢と 關 錢 


足 利 氏が 明 

と 國交を 開 

きし 所以 

海賊 衆の 海 

外發汲 


倭寇： 
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の 如き は 尤も 言 する に 足る 

さて 義滿は 一 方に 驕奢 を 極 

興隆 等に 費す とこ ろ ま た 多 く- 

て  關  錢を徵  する  こと  莫大の  額 

壞 盛 な とはい へ、 限， 0 ある も 

か つ た。 これが 義滿 をして 明 

至った 所以 で あ る。 

當時 我が 國と 明國 との 國交 

上に また 明國の 要求し た と こ 

動して るた 中 國. 四 國 もしくは 

代に 官軍に 屬 して 大に 活動し 

かった ものが 朝鮮の 南海 岸よ 

は賀 易を營 むにしても、 一 朝 事 

於いて は その 防 鎮に殆 んど手 


室町 時代 幕府 專横)  一四 二 

ものである。 

む る と 共に、 神 社佛 寺の 參詣供 養. も しく は 造 營 

或は 諸國" に 段 餞 を 課 し， 或 は 諸 所に 關所を 設け 

に 上った。 これらの 財源 は、 如 何に 足 利 氏の 威 

の で あ つ た、 幕 府は 他に これ を 求めざる を 得 な 

國 と の 國 交 を 開 き、 そ の 貿易 を獎勵 せし むる に 

は， 足 利 氏が 希望した のみでな く 、寧 ろ 足 利氏以 

ろ で ある。 元寇の 後. 瀨 ux- 內海を 中心として 活 

西 海の 海賊 衆 は 前に 述べ たやう に 南方 巡 狩 時 

た が、 官 軍の 勢力 漸く 振 はざる に 及 び、 志 を 得な 

り 支那の 沿岸に 向 ふ もの 次第に 多く な り、 平 時 

端 を 惹 き 起 せ ば 忽ち 干戈に 訴 へ、 朝鮮 や 支那に 

を燒 いて 了つ た。 彼等 は 之 を 倭寇 と 稱 し. 明 の 


儘なる 振舞 を宽假 したと 同じく、 延曆 

す る こ とが 出來 す、 舊 佛敎 が猶ほ そ の 

年) 天 龍 寺の 造營 成， - 光嚴院 臨幸 供養 

b し を 見ても その 一 般が 推される で 

參 照 r また 柬寺 は、 尊 氏が 一 時 幕營と 

明 院 の 院 宣を備 後に 蕭ら した 功に よ 

の 後 引續き 盛大に な り、 滿 濟准 后の 如 

あ り、 付：- 氏が 旗揚 をした 緣 由から 後ち 

丹 波篠村 八幡 宮. 京 都六條 八幡宮 及び 三條 八幡宮 をみ な 三 寶院に 管せ し め、 石 

淸水 八幡 宮 と 同様に 待遇し た (宮 地 直 一 博士 神祇 史の 研究所 收 「ま 町 幕 府 の 宗 

配」 參 考、 當時 石淸水 八幡宮の 社務に は， 田 中. 菊 大 路 (善 法 寺 S 家が あ る、 田 中 家 

は 朝廷の 祈禱師 であった が， 義 詮 の 夫人が 善 法 寺 家より 入り、 義滿 其 腹に 生れ 

た の で. 同 家 は 世.. 足 利將軍 家の 御師 であ つ た. そ の 所藏 にか 、 る {4- 町 將軍系 岡 
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1^ ョ佛敎 の 勢 
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E 寺 三寳院 


足 利 氏の 八 


の ル敎 政策 は 仲 i- 氏 以来 諸 將に對 して 我 

寺と いひ 園 城 寺と い ひ、 僧 侶の 放 縱を制 

勢力 を持續 して ゐた。 典 國六年 (康永 四 

の 儀 行 はれん とする や、 延 曆 寺の^ 訴ぁ 

あ 、，： う-, 辻 善 之 助 博士 日本 佛敎史 の 研究 

した 關係 や、 長 者 三 寶 院 -贤 俊が さきに 持 

つ て 足 利 氏と 親し く、 醍 醐寺三 寶院も こ 

さ黑 衣の 宰相 を 出す に 至 つ た。 

次に 神社で は、 八幡宮が 源氏の 氏神で 
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四 〇 


義滿 の祌社 

佛 寺造營 


和歌 四； 大王 


0S 


れた 神社 佛 寺の 造 營等 にも カを靈 

なる 神佛 信仰の 心が あつたと はい 

でも ある が. ま た 一は 前にい へる が 

荷 ひ な が ら 反 逆 を 企 て た こ と か ら- 

た り、 正 平 九 年 (文 和 三 年) 天 皇 の 冥 福 

を書寫 せしめ て、 近 江 園 城 寺に 寄 進 

し、 南 無 釋迦佛 全身 舍 利 (な む さ か ふ 

字 に 詠 み 込んだ 和 歌 (光 明院を はじ 

天 王と 呼ばれた 兼 好. 慶 蓮. 頓 阿. 淨 辨 

石 及び 尊 氏. 直 義 おの/、 同經の 行 

し た り (今 前 田 侯爵 家の 襲藏 に 歸 し 

敎 を 典 隆 し、 遂 に自 から 出家して 天 

后の 戒牒に 道義が 師 主として 自署 

いは，. -富町 幕府 は 佛敎の 上に も 


して ゐる。 しかし それによ つて 彼に 純 具 

へない。 一は 彼が 元來 豪奢 を 極めた ため 

如，、 その 祖父 尊 氏が 後醍醐 天皇の 重恩 を 

僅 に 心 を 安ん せん と して 天 龍 寺 を ^ 立 し 

を 祈らん が爲 めに 諸 寺の 僧 をして 一 切經 

した b  、或は ま た # 氏. 直 義が 高野山に 參 m 

つせ むしん さ り) の 十二 字 を 各 一字 づ、 頭 

め 尊 氏 • 直義 以下の 武將 及び 當時 歌人の 四 

等の もの) の 短冊 を繼 ぎ、 裏 を 反 し て 窓 球 

品 を分寫 した 寶積經 を 金剛 三昧 院 に々；？ 進 

てゐ る) し た 後 を 承け て、 義滿も ま た 大に佻 

出 道義と 稱 した 程で あつ た (三 寶院 滿濟准 

して ゐ る)。 

その 勢力 を 維持 せんとした のであって そ 
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五 燈錄抄 

交蔬集 

仲芳錄 


菴  一 m 

巷 一 鳞 

英德俊 

白眞玄 

谷明應 

霖 妙 佐 

m 俊 承 

屛子介 
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纖舟錄 

了 幻 If 


集 (具 

錄 (七 

錄 

^ 之 


云， 一 H 用 H 夫 if 一) 
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敕 諡大與 心 

(以 

特賜圓 照 本 
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(大 燈 以 下 

敕諡佛 眼禪師 (可 翁 

敕，！ 一!A 正續大 祖禪師 
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古 幢周滕 

鄂 隱慧康 

瑞溪周 鳳 

仙 ilg 澄 安 

崇 山 等 貴 

至 此 夢 窓 派) 

加 賜 高 照 正 燈 禪" 

下)  鐵舟 德 濟 

峰翁祖 一 

^光 鏡圓 

. (又 號) 通 翁 

可 翁 宗 然 

滅 宗 宗 興 

至 此大應 下) 

下)  大綱 全舉 

月 _«宗 光 

中 武家時代 Q 1 (室町 


敕諡圓 乘宏涛 ？脾師 

敕 $1 智海 大珠？ 脾師 

敕諡 黉智圓 明禪邮 

敕諡. 圓極眞 修禪師 

敕 s^l 佛養圓 應禪師 

敕諡佛 性 本源 國師 

加 賜大慈 雲 g 眞國师 

敕 s^l 廣 智 ？脾 師 

敕諡眞 覺禪師 

敕 諡 弘 宗 普 鬥 禪師 

敕^？-大定禪師 


敕 大 證禪師 

. 敕 大觀禪 師 

時代^  W 專极 ) 


0 


山 乾 珍 

中 周 置 

門 求 朝 

岫英種 

坡 f  IK 

叔顯^ 

峰 妙 超 

崖宗卓 

庭宗 師 

宗 心 

外 可 什 


大淼全 

大 布 利 


宗 


雪 


中 武家時代 Q 1 ( 室町 時代 幕」 財 專橫) 


. ；大 


0  0 

大 林 

希世 

正 ホ 


笫ニ章 

(慈 照 以下 至此 一 山 派) 

敕 諡佛智 圓應禪 

敕諡 大法 源禪師 

(佛 智 以下 至 此大休 派) 

敕 3^1 僧 海 fS 師 (無 象 照 下) 

敕 諜慧鑑 明照禪 

敕諡！ S 燈大 明禪師 

(古 先 派友峯 下) 

敕 JiiS 普覺圓 光禪師  南 英周宗 

(大 拙 能 派) 

敕 JsS 佛 慈禪師  無！ S 志 

敕！^ S 宗献達 悟禪師  德叟周 

敕諡 性眞圓 智禪師  觀 中中 

敕^ 宗 鏡禪師 +  碧潭周 

敕 3!:^ 佛範宗 通禪師  大法 大 

敕諡佛 與禪師  友 山 涛 


敕 


諡本 

0  0 


源禪師 

慧禪師 

宗眞悟 


諡佛 

0 佛 

賜 佛 

賜 智 

賜佛 

諡 怫 


敕 

師 S 山 下) 


. 師 

照 慈 明 

智 廣 照 

覺 普 明 

rn 常 光 

運 禪 師 


禪 師 

淨印翔 聖國師 

國 師 

國 師 


菴道生 

翁 是 英 


絶海 

春 屋 

空 谷 


入 

子 介 


慈 永 

法 序 

中 津 

妙^ 

明 應 


柏 庭 洁飢 


敕 佛性禪 

窓 國 

「佛 

厳 禪 

印 大 

(以 


灭 庵妙受 


ほ S 蝴：， 

特 賜 


敕 諡 佛 

敕諡佛 


師 is 嚷 f ぉ覺 

力 ^ 

應 W  丁佛國 下) 

光 禪 師， 

上佛國 派) 


光 I 

心 宗 


後 

普 


譲 

可 


弗 saf- .巾 


意 翁圓淨 


敕諡眞 

敕諡宏 

敕 諡覺 

特賜大 

敕 諡 慈 


(以 上 一翁 派) 

應 禪 師 

覺禪師 

(眞 

海 禪 

本 禪 

0  0 


南 

東 


：宏 

一 慧 


應 以 

邮 (大 


燈 禪 

S? 朝 (s£ ま覺眞 

敕諡德 光 普 照 禪 

ま 章 一 


閒 悟 

居 中 

友 梅 

宗器 


玄 献 


敕 


佛乘禪 

後 花 ® 天. 


佛 ^ 

佛 果 


& 上， ％ 門 天皇 

大 圓國師 


廣 お W  0 


眞覺 

勝覺 


單 0 


至此 兀^ 派) 

派)  肯 山 

嵩 山 

石 梁 

空 禪 師  雪 村 

廷 用 

中 武家時代の 一 (室町 時代 慕府專 横) 


0 等 慈 驟 師 (大 3 

0 大建 1( 此 一一 、西 碉 下) 

諡佛海 慈 濟禪師 

0 弘 宗 定 智禪師 


天 岸 

夢 窓 

大 喜 

天 0 


盲.. J 廣 

0 石 

法 忻 


金 潭素狨 

天 外 志 高 

龍 川 元. t 


香 林 

明 殿 

間 0 

蘭洲 


識桂 

正 因 

良 聰 

,M 芳 


敕 諡 

敕諡 

敕諡 

敕諡 

敕諡 

敕 諡 

敕諡 

敕諡 

救 ？？ま 

敕諡 

敕諡 

特 賜 

敕 諡 

敕 35 ま 
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^ 覺 禪 

覺禪 

覺 禪 

光 禪. 

慧 燈 

性 悟 

明 證 

(宏 

院 國 


中 武家時代の 一 (室 

象外邮 


禪師 

心 蟬 

知 禪 

覺 、：^ 


お a 

師 (佛 


了 堂 

獨 照 

月 窓 

南 傲 

彌 天 

松嶺 


町 時 

安 

0 


明佛 演禪師 

光躍師 

(南 

宗 禪 

應 禪 

患 ~ 早 


秀 


代慕府 專橫) 

敕 廣 

救 諡覺 

敕 諡 照 

諡 圓 

諡圓 

m 圓 

m 覺 


二  oi 


下 至 此大覺 派) 

親 巷 

太 古 

一 翁 

大 用 

下 至 此佛光 派) 

光 下)  見 山 崇 喜 

大平妙 準 

元 翁 本 元 


±1 源 

院豪 

惠 甚 


敕 


も 


覺 

應 禪 M 

智 悟 空 禪 師 


禪 師 

普 濟 禪 


m 佛 

諡佛 

諡泰 


國應洪 濟國師 

頂禪師 

定廣 濟禪師 


敕 


諡佛 地禪師 (佛光 下) 

m 佛 毒 禪 師 

^ 佛 眞禪師 


文 巧 

希 一 

賢 僭 

元 光 

禪， 英 

秀格 

處 齊 


惠宗 

智 明 


惠輪 

妙 環 


敕諡佛 通釅師 

特賜 雙崇禪 M 滅 後 

敕 諡 應 通 禪 師 

特賜 虎關 國師 

敕諡法 源禪師 

敕 ？ 齊 應圓融 禪 禪 

敕 諡 佛 海禪師 

敕諡圓 光禪師 

特賜圓 光國師 

特賜 佛智大 照國師 

特賜佛 日禪師 

(黉覺 以下 

敕 諡 宏 覺 禪 師 

敕諡佛 覺禪師 

敕諡大 興 禪 M 

敕諡普 覺禪師 
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痴 兀大惠 

賜 國師) 雙 峯 宗 源 

4. タ， 爾然 

虎關 禪銶 

無 涯 禪 海 

定山 a 禪 

1 3# 明 一 

可 菴圓禁 

別 峯大殊 

竺 雲 惠 心 

了 巷 桂 吾 

至 此聖ー 派) 

祧溪德 悟 

玉 山德玻 

葦 航 せ」 然 

義翁 II 仁 

中 武家時代 Q 一 (室町 


敕諡佛 印禪師 

敕 M^i  ^ 圓國師 

敕 諡 M 寂 禪 師 

敕 諡 佛智大 通禪師 

敕諡廣 智國禪 

敕 諡 大 智圓應 fS 師 

赦諡弘 宗禪師 

(一 兀文 L ボ & 

敕諡眞 覺廣慧 大師 

敕諡佛 光 眞 照 禪 師 

敕^ 佛禁振 宗 禪 師 


敕、 d 明 覺禪師 

敕 諡 覺 照 ？衅 師 

敕 Ssl 覺 雄禪師 

敕 諡 知 覺禪師 

時代 慕府專 横) 


直 翁 智^ 

潜 溪處謙 


妙 翁 

玉 山 

乾峯 

夢 厳 

雲 章 

大 朴 

^ 伯 


明 窓 

林 叟 

無隱 

桑 田 


弘 玄 

玄 投 

士 曇 

m 應 

一 廒 

玄 素 

令 惠 

從 尊 


宗 鑑 

德瑰 

回 範 

道 海 


九 


5 &ニ章 

敕 ssi 大 光禪： 

敕 諡 正 宗. 廣 

特賜 眞源大 

(宏 

敕賜 勇猛 菩 

敕諡 廣濟禪 

敕諼 佛慧 禪 

敕諡 廣照禪 

敕諡慧 光大 

敕諡 正眼 智 

敕 法光圓 

(三 

敕諡 資覺禪 

敕諡佛 照 輝 

敕諡 圓鑑躍 

敕 31；1 大圓國 


中 武家時代 Q 1( 室町 時代 慕 府專 

復卷宗 巳  敕 

古 先 印 元  敕 

龍 山德见  敕 

派) 

ffii 寒 潭) 

高 山 慈 照 

恭翁運 良 

孤山 至 遠 

拔隊得 勝 

大敬 勇健 

敕翁 令 


智 禪 師 

照禪師 

光 以下 至 此千光 

讓千 光 派) 月 峰 伊 


T 力 伊扩 

前慧 日禪師 


圓禪師 

鑑禪師 

融禪師 

光 以下 至 此法燈 


派) 


東 山 

白 雲 惠 

藏山順 

0 住 一 


山 


横) 

諡廣圓 明 0  0 

諡宏 光輝 師 

0 通 照禪師 


賜 三光國 濟國師 

551 法 光安 戚釅師 

諡大 醫禪師 

賜 佛心慧 燈國帥 

賜薛 泉輝師 

敕諡 佛慧廣 慈 禪 師 


諡佛心 

諡 佛 智禪師 


師、 大 叨國師 


353 大智海 

3!! 法照禪 


大拙 職能 

寂 上 昭 

寒 潭惠雲 

孤峯 覺明 

東海 竺源 

嫩 桂正榮 

古 劍知酌 

慈 雲 妙 

在 ^ 在 


無 關普門 

山 叟惠雲 

無 爲 昭 元 

月^  海 


日本？ s 林 諸 

師 の賜號 


不二せ」 A 

溪 貧樂齊 


m  ^ 方 秀) 東 

(祥啓 書記) 建 長 寺 


镧雲 


(南英 周 宗) 


日本 禪林諸 師賜號 


一.； 1 0^ 

帝、 

聖 一 

大 寶 


千 光 (宋 孝 宗) 


敕諡佛 光常 照圆 滿國師 

以下 加 賜 

圓通大 應國師 

宗 覺磾師 . 

佛 燈國師 

大 趨禪師 

大 通禪師 

妙應 光國慧 

^ 種 .彗 濟 禪 

法 海禪師 
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諡 


五山 派爲主 

其餘略 出 


榮西禪 


H 師 敕3^|祌光國師1^裙6- 

鑑 廣照國 師 (安 永 八 年 ^ 


無 學 a 元 


海 慈 濟禪師 


南沛？ ^ 

兀 难 普 

約 翁德 

淸拙正 

西碉子 

東 陵永澳 

中嚴 B- 月 

無 象 靜 照 


寧 

暴 


敕諡大 覺禪師 

敕諡 法燈圓 明 


敕諡佛 源？ i 師 

特賜慈 弘濟大 

特賜佛 S 焰慧 

敕 35! 大圓 師 

敕諡普 光大 幢 

赦諡普 濟法雲 

敕 諡佛德 大道 

敕？ 1 佛 義禪師 


禪 師 

M 師 

禪 師 


竊 溪道隆 

心 地 覺 心 


大 


正 念 

一 m 

楚悛 

道 皎 

元晦 

周 及 

道 隱 
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武 陵 

越 山 

五 臺 

長 峯 

a 卍 

梅 湖 

葵 軒 

平 城 

杜 南 

m 山 

東 林 

蓬 島 

坏 幻 

安 枕 (齊 

0 兩 道 

岳 松 子 


養 拙 (室 名) 


名) 

人 


中 武家時代の  一 ({ ま 町 時代 森" $ 專 S 

(無 礙妙 謙) 


^圓覺 

嗣佛國 


(別 圓 ヒ曰) 

(古 養 普 @ 

(象 外 禪 § 

(桃 1^ 瑞汕) 

(龍 S 

(文 成 ぎ 

(景 代 £) 

(英 珠) 

(芳春 圃柔) 

(全 禪) 

(等 瑶) 

(大 圭 中 琉) 

(芳鄉 光 隣) 

i 溪 元 さ 

(愚 中 周 及) 


福 ^ニ赘 

嗣 夢 窓 

*3 長嗣挑 

溪大覺 孫 


逮洞春 


13  汲 

東资勝 

東 栗 棘 成 


吉 


高 


水 

谷 子 


知 足 (室 名) 


華 

ft- 

西 

休 

石 子 


六 

溪 n 聰) 

木 紹榮) 

先 印 元) 

雲 惠 曉) 

之 宗 & 

極 +: め 玄) 

等 貴) 

貞) 

^ 東 さ 

卿 光 隣) 

き 

龍) 

可 心 交) 

(茂 彥眷 叢) 

(不聖 契 S) 

へ 柬漸連 易) 


(聞 

(枯 

(古 

(白 

(無 

(宗 

(妙 

(悅 

(芳 

(周 

(與 


5^ 仁嗣 


麥 窓 

逮長 嗣 


束 福 栗 棘 


^兩足 

來嫂^ 


如 意 


東西 域^ 


嗣住佛 住 東 

南^ 充 41^ 卽 
riljij 孫 長 宗 


南 洲自來 子 

阿 丘 雲 1« 叟 

五 溪散李 

湖 山 

H 陰 

鏗湖 

湖南-お々 


m 湖 

^ 南 =_ル 0 

鵬 南無 得 

S 江 

筑 波 

鶴峯 

三 笠 

1 二 谷 

笫ニ章 


(雲 整 永 集〕 

(雪 厳 中 1.; 

(天 岸覺 

(集 雲 守 藤： 

(棠 陰 玄 召； 

(越 猛 禮 格： 

(大 華 令 瞻： 

(丹 陽光 鶴： 

(雪 堂 令 

(天 衣 守 倫： 

(玉 嶺 守 瑛： 

(拍厳 繼趙. 

(無 傳 普 傳： 

(在 #1 普 在， 

(夭 然與蓮 

(東 林 友 丘； 

中 武家時代 


) 


不 

> 東 不 


意 

覺 


海 源 

海 源 

福 嗣 

長 嗣 


の  一 i 町 時代 


0 峄 

星 江澄翠 

南 冥呆萄 

孤 山 

金 華 或眷陽 

安 西 

^浦 常 羊 

洛， 嘘々 

しゅ ボ リム 火 

西 華-村 鎌 

華 東 背 月 

墨 田 

登城 

天 ，w 

長 岡 

大 山 

幕府 專 橫) 


(全 

(束 

(白 


(玉 

(南 

(松 

(石 

(蘭 

(桂 

(S 

(物 

(東 

(宗 


室亲 

治 ゆ 几 

堂 竺. 

外 令 

峰 光 

ふ M. 


勳) 

治) 

き 

且 - 

光勝， 

き 

辰) 

槐) 

菖) 

芳) 

1 ) 

什) 

超.) 

五 i 


住 

中 

か 

成 寺 

宗 


夢 窓 


妙 

休 
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長 安洪崖  一 

東 湖  一 

岐 下恐蕉  一 

丹 塾 

0 溪 

0 汀 

六 槁 

尾 陽  一 

菅湖 雪， 

城 北  > 

巽亭 

橫渠烏 萬點雲 „ 

黑 水 


中 武家 時 

(中 山 玄 

(月 心 性 

(雲 崖 道 

(翠巖 承 

(春 和 啓 

(雪 5<r 梵 

(春 葩 宗 

(汝舟 妙 

(：大 啓 集 

(乾 崖梵 

へ 藍 坡 中 

广初 號 藍 

(天 叔 顯 

(三 江 I が 

(茂 源 紹 

(顯 令 通 

(松 堂 宗 


代 の 

中) 

岱) 

堅) 

闇) 

3 金) 

全) 

恕) 

仗) 

竺) 

臺) 

益) 

招) 

憲) 

植) 


一 (室町 時代 


がン 智 

眞 乘 

延 慶 

一二 秀 

雲 興 

富 春 

光 源 

林 光 

長 得 

慈 照 

常 光 

清 住 

永 源 


建涛住 


幕府 專横) 

城南景 亮 

新 豊松雨 

泉 南 竹 

樂窩日 

江 左 如 

龜 巢 

越溪惟 

江沙頃 

丹田 幻 

葛 K 松 

河 東 一一 一川 

基 叔 (S 

卯 橋 (或 云 洪 橋) 

長 水 依 幻 

阿 閣岫雲 


軒 知 a 

久 

下 (室 名) 幻 

是 子 

雲 


松 


(誡 

(古 

(瑞 

(拙 

(覺 

(ぬ- 

初 


一 一 四 

智 悅) 

性 琴) 

等赌) 

周 S 

中 is 

顯吉) 

等 厚) 

龍 大< 


玄 緣) 

輒芳) 

承 瞻) 

慈 稽) 

永 洪) 

中 達) 

(雲 外 東 竺) 

(黃 M 慈 & 


(別 

(蘭 

(維 

(古 

(釣 

(九 


妙 智 

0 寧 

梅 

梅！^ 

玉 龍 

慈 雲 

慈 B 

松 © 

M 松 

大 統 

如 是 

建 大統 

建兩足 

大統 


天 

相 

0 


浦溪 

番 易 

饈 溢 

松 窩 

孤 雲 

江 東 

せ，5 洲 

江 左 

俊 下 

江 東 

伊 川 

芝 i 

0 陽 

0 濱 

^東 雪 1( 別 號ー 

第二 章 


-燕春 

有 和 

A 心 

雲 叟 

月 溪 

0 中 

0 雲 

惟 堅 

虎 岸 

天 澤 

月 洲 

舜 岳 

虎林 

江 1； み 

古 靈 


喜) 

泉) 

傳) 

云) 

修) 

吉) 

徑) 

竹) 

育) 

光) 

光) 

度) 

m) 

充) 


吟 派 


濟 

道 3 天 延 慶 

中 武家時代 Q 1 ( 室町 時代 幕」 肘 


地 


智 


西 雲 臥 

羊 僧 

雲 


里 

水 無 盡 (別 M) 

專 横) 


(惟 杏 永 

(三 章 令 

(大 圭 宗 

(最 1； ト： 元 

(有 節 周 


(友 

(慈 

(雪 

(侧 

\ お 

(香 

(。水 

(文 


承) 

緩梵 

溪 玄 

室 崇 

名 元 

蔭 ふ！ 6 

齡 元 

叔壽 

叔 梵 

室 玄 

f』 周 


彰) 

价) 

良) 

保) 

珊) 

S 

蕙) 

彭) 

亭) 

森) 

ぎ 

1:1 


智 


^  、为 

^大龍 

南 金 地 

相 慈 照 

束 龍吟极 


南 

天 

.^ 妙 

灭 眞 


二 章  中 

峨松竹 所 

名) 


武 


接 松 <  室 

枕 流 

致 爽 

樂窩 

0 齊 

片雲 

自 雲 

留 月 

若 耶 

^ 月 

集 雲 

長 魔 

丹 岳 

R! 浦 南 陽 

若 雲 


翁 

幻 松 曰 下 (地 名) 

華 松 


人祥光 老 子 

耶 溪 


家 時 

立 光 

翁 永 

了 宗 

茶壽 

叔 顯 

仲 東 

峯 東 

伯 元 

PS 周 

0 聖 

仲 贤 3 

澗市周 玉) 

江 瑞 超) 

西 笑 承 兌) 

雲 お 靈 圭) 


代 の 

幢) 

幸) 

登) 

洪) 

き 

鋭) 

方) 

暾 初 

ォ) 


一 (室 

十 M 寶 


町 時 


明 m 


號 東 洋 1 

十 如 


春 

中 派 

済 

松 


代恭. S 

、- 1 

竹 

賀 

澤 


專 横) 

^ 子 

賛室 名) 

樟 

m 高 安 

翠南華 

求 子 

鄉散人 

湖 頌 © 

ま 


溪 


(茂 

(業 

(虎 

(鳳 

(文 

(梅 

(以 

(鐵 

(東 

(有 


河 南 


伯 令 

仲 明 

玄 3^ 

林 承 

お 

東 

成 束 

叟 景 

自 

(英 ffi 永 

(笑 隱 善 

(宗 & 

(英 岳 景 B 

§. 谷 元 保) 


ォ) 

き 

隆) 

章) 

秀) 

劉) 

章) 

雄) 

樟) 


東 

建 

南 

处 

柬 


棘 派 

足 

足 

0 

芳 

ぶぶ 


南 正 H 

南 詰 心 


江 半 ': 横 梅 

心 陶老川 叔 
承 稿 人 京 法 
宽"？ 云華霖 

者々 集 
天 利 文 云 相 
S 涉明今 
を 宗中南 

凑人禪 

•: 桉 ； 


葉巢子 

亦 菴 

謙 齋龜陰 

雲 臥 

牧松 

諾 養 

流芳 

淀 花 野人 

蘿雲 

松 花 老人 千 松 

聖箭子 

倚 松 萬 空 

潜 空 

梅 野々 人 蒲 軒 

三 浦 伊川 

第二 章 


普 明； 


(瀑 巖 等紳) ^ 

I！ 冊 

未詳 相國歟 

衲襖 中往々 

(策彥 周 良) 

(補 仲 等修) 

(以 參 省) 

(靖 叔 德 林) 

(雲 章 

(茂 彥 0 

(謙巖 原 

(信 仲 明 

_ (悅 雲 宏 

(大 愚 性 

(^* 漸 健 

(季 弘 大 

經 齋 (勝 0 長 

(了^ 之 地 名) 

中 武家時代 3 一  ヘ皇 


慶) 

叢) 

沖) 

篤) 

怡) 

智) 

易) 

叔) 

柔) 


馨 

智 


渚 

明 派 

華 


半 梅 

窳 齋 

嵐齋 芝隱 

南 華 

松 屋 

少雲 

0 遙 

風月 主人 

恰雲鳳 柄 (室 名) 

宗銃 嫩衲海 南隱衲 

鉢 袋 子 

幻 港借难 


袋 薬 


楠 溪 

叉 S 車 


莊厳  瓢菴 

雲 松 せ」 人 

町 時代 幕府 専横) ， 


(在 

(仲 

(乾 

(存 

(愚 

(岐 

(了 

(華 

(翱 

(1 

(彭 

(季 


中 俺) 

梵 1) 

士 暴) 

fj ォ) 

方 秀) 

桂 悟) 

建 S 

惠 鳳) 

信 鏡) 

守 仙) 

玄 厳) 


相 慈 照 

嗣 普 明 

東莊厳 

束 本 成 

東曹源 

東 不二 

東 永 明 

束 大 慈 

東 常 喜 

束 不二 

^大 慈！^ 

東 善 惠 


第二 章 

旅 泊老衲 

關 西 

伊川 

心 牧 (室 名) 

睡 快有牧 


嚼竹 


紫 逢 山人 

云 蓬萊 


無 々 

交 廣三魔 江 介 老人 

捕 巷 小 補 

蕉雨蕉 了 

慷巷 

松 泉 主人 松 岳 

雪齊曰 南 (地 名) 

眠 雲 

機 巷 樂木叟 

漆 桶 梅 巷 


中武 

(萬 

(鄂 

(海 

(用 

(竹 

(東 

(月 

(横 

(桃 

(益 

(汝 

(叔 

(茂 

(萬 


家 時代 Q  一  i 町 時 せ,肝 專 

相 法 


中 M) 

惠 镜) 

承 朝) 

乾 治) 


悟) 

鏡-) 

三) 

箴) 

證) 

叔) 

菅) 

樹) 

九) 


相 

後 


住 

下 

中 下 

中 下 


頂 

お 派 

頂 波 

相 國 

還 俗 


竹鄉 

眞 愚 

渥 華 

道 隱 

雪坡 

一 止 

是^^ 

樵 雲 

泰雲 

三 桑 

樓雲 

宜 竹 

臥 遊 

意 釣 

牛 陶 

架 巷 


構) 

髹 潘 臥 雲 刻 

雲巢 

逍 人 

西 嵐残衲 

自牧松 M 老人 

東 蘆 


漁 半 泥 


半 


散 人 


栖碧 山人 


一 一 〇 

i 资周 § 

(西 胤 伎 承) 

(慶 仲 周賀) 

(月 溪中珊 一 

(以 遠 澄 期) 

(仲 方 中正 蔵 

(子 建 寅) 

(存 陽 景 果) 

(維馨 梵桂) 

i 古 慈 格) 

(景 m 壽 陵) 

(量 徐周 鱗) 

(平 仲 中 衡) 

(芳 洲) 

(彥龍 周 與) 

(天 章 澄 或) 


相 疫 雲 


灭 雲 

絡 海 

天 勝 

天 勝 

相 常 

主) 

相 虔 

空 & 

常 德 

相大 

相 空 

相 瑞 

相 在 

相 

相 法 

相 空 一 


松 

资 

德 

雲 

智 

谷 派 

^ 下 

中 派 

谷 下 


泉 聲 

贫 閤 

雲壑 

雲 檇 

茨 € 

逍 逸 

M 專 

東 湖 

海 椎 

泰 安 

默 雲 

巢雲 

話 月 

松 蔽 

天 隱 

碧 雲 


m 奥 室 名 一 i^) 


或 云 一 

道 人 


角 虎 


せ」 人 


萬 里蹈湖 

枯木 萍郷 


子 


^二 章 


^  V 戎云作 m 

や 常 龍 崇 

(惟 忠 通 恕 

i 坡 景 蔡) 

(抱 節 中 孫 ；- 

S 叟 梵 利) 

(菊 畹 S 稀) 

(春 和 啓 闇) 

(天 與 啓) 

天津 (春澤 永 息) 

(天 隱 龍 澤) 

(遊 叟 周 藝) 

(大 成 集) 

(琴 叔 景 趣) 

(叔 京 妙 祁) 

(如 心中 恕) 

中 武家時代の 


建靈泉 


南 


因 汲 

院 


南 慈 氏 

遮 寳 福 


慶 光 

光 派 

大 龍 


& 養 

村^^ 

白雲 丹 塾 

養 拙 

松 月 

蒙 ^« 

松 松 鋒 Si  25 


禪居  水 拙鶴峯 

如 nl- 識 廬 樵 梅 线地 名) 

大昌  鎌 齋春耕 聽雨松 岡 

大統  幻 雲中孚 

新璺  牧雲 

正 因  樵 雲 

裙海下 雪？ 西 山 遣 樵 

劍下  三 周 東 川 

(室 町 時代せ， 附專 横) 


(正 宗 龍 統) 1^ 靈泉 

(希 世 靈彥) 南聽松 

(惟 忠、 書 齋 名) 

(梅 M 宗 香； 南 ii; 乘 

(彥付 明 ii) 南 正 的 

(舜 徒 光韶) 述如 n;^ 

(卷 莊搏) 大^ 

(桂 林 m  § 逾傳サ 方 

(風 溪 德 浚) 述光 深 

(雪 傲 永瑾) 逃 如是 

(心 田 淸播) 建大統 

(月 舟壽 桂) 述 一華 

(繼 天 壽さ 華 

(月 谷 周 § 

(東 徵 哳) 法 谷 下 

(大周 周 &  ；人 永 安 

1 〇 九 


光禪 ^ffi 
孫栖 孫 山 


第二 章  中 


咄 资 

空 華 

百 拙 

了 幻 

若虚 

蕉 雪 

幻 化 

不 還 

暮 山 

全 愚 

& 叟 

交 籃 

自 牧 

也 足 

m 閤 


歇卽道 人 

0 室 一一 一 山 

道 人 

老 人 

逸 休 (室 名) 

推 枕 (室 名) 


云 Q  ui-l 


武家 

龍 揪 

義 堂 

鐵 舟 

古 劍 

空 谷 

惟肯 

仲 芳 

無 塵 

性 海 

太 白 

大 岳 

竺 雲 

叔 英ー 


時代の 

周 渾) 

周 信) 

德 齋) 

妙 快) 

叨 應) 

得 嚴) 

圓 伊) 

燈) 

靈 見) 

M 玄) 

周 崇) 

等 連 印 

宗 播) 


獨 芳 曇) 

一 m  一  & 


一 (室 

天 壽 

南 慈 

天 龍 

天 壽 

天 眞 

南 双 

建 畏 

嗣 こ眞 

哲 一中 

東 退 

南 雲 

相 纏 

天 性 

面 有 

南 惠 

建 禪 

建靈 

m 靈 


時代 慕府專 横) 

蕉 M 


孫 


叟 


號) 


雪 (室 名) 氷 

幻 


天 游 

來 靑 

了幻聽 

無 染 離 

懶 雲 

春雨 

冲 ^ 

不 白 

曇 華 (室 

小朶子 

意 足 (室 

天 香 (室 

不昧子 

凝 叟 績 翠 木 


大 m 

德 基 

幢 周 

中 周 


名) 

自 2 

名) 

名) 


强 


一 〇 八 

(絡 海中 さ 

(涛溪 通 

(靑 山 慈 

雪窩 

(古 

(厳 

(竹 

(们 

(竺 

(太 

(桂 

(春 

她 (江 


南 聖 

厳殊 

m 道 

雲 等 

浩宗 

^ 運 

天 宗 宿) 

西 龍 M) 

(九 ^  m 保) 


徹) 

水) 

靈) 

gM) 

蒸) 

r 一 

生) 

連) 

芳) 


天 

南 

雄 

灭 

^常 M 

m 福 0 

^^泉 


大統 

金 地 


五 槊 


瑞應 

妙 智 

雲 門 

雲 顶 


禪 &nt 


J と 


力 


の 名 は その 別稱ゃ 國師號 などい ろ (. あって 一 寸 調べ るに 困難なる 

ある、 左に 鎌倉時代 以降 禪 僧の 別稱及 び國 師. 禪 師號等 を 揭げょ う (國 師 

號は 前に 擧 げた 日本 佛 家人 名辭 書の 附錄 にも 載せて ある)。 


日本 禪林諸 師別稱 幷室名 地名 表 


仁 寺) 南 (南 禪 寺) • 

0 竟 滅  (淸拙 正 澄) 建 禪、 

來々？ 脾 子、 思 0 子 (竺 仙 梵 仙) J 

中正 子  (中 嚴圓 月) ： 

如是 住絕娥 爐 (室 名) (此山 妙 在) 

靑 丘遗老  (伯 英 德傻) 南大 

木杯  (棬庭 海 壽) 南 語 一 

自悟  (月 窓 元 曉) 建 給」 

依此輪  (靈 丘 宗 古) 嗣 雪 j 

不 輕 子、 西 河 #ぱ 子 (春 屋 妙跑) 相 一 

第二 章  中 武家時代の 一 (室 一 


0 寺) 天 (大 龍 寺) 東 (東 0 寺). 

縱 性  (別 Si 圓 旨) 建 洞 {^ 

木 訥  (夢 窓 國 師) 

束 海 一 1«1 子、 海 In 子 (中 厳圓 月) 

阿 呼 


獨歩叟 

串 性 1 1, ま 


幻 空 


別 號 


後 爲 M 塔 名 1 

破 草鞋 


芥 室 

町 時代 慕麻專 横) 


(雲 叟義 海) 

(月 林逍 皎) 梅 津 長 福 又 

稱ニ鎖 明 叟 ー晚稱 TO: 山 1# 

翁， 室 曰二淸 居： 

(溪 @ 文 山) I お 龍 

(雰 村 友 梅) 建 滞 住 

(吉 山 明 兆) 東 

(卷 屋 妙 ^^) 

一 〇 七 


五山 文學 


0 

京都に あ 

淨 智. 淨 妙 

へ ら れ た 

たものと 

究 所 收 「足 

定められ 

五. H 文 

僧に 收め 

光 氏 著 五 

氏の 編修 

資料が あ 

文 學 は 鎌 

の 尤も 多 

博士 著 日 


の 

迫 


二 章 

つ て よ 

五 寺 

書 力 

へ よ 

の は 

は 實 

れ た 

0  0  0 

山文學 

になれ 

〇 0 

り、 本朝 

倉 時^ 

く揚っ 

0  0  0 

本佛家 


中 武家時代 

天 龍. 相 國. 建 

を 各 五山と 

全く 止 

う (上 村 

天 台 宗 

天授 六 

に 五山 

歡カぁ 

0  0 

小史 は 

〇 〇 

る 五 出 

0  0 

通鑑 に 

に 於い 

たの は 

つ Q  0 

人名 辭 


ん で、 

觀光 

と禪 

年 ま 

の 叢 

そ の 

0  0 

文學 

も 割 

て 旣 

皇家 


Q 一 (室 町 時 

仁. 柬 福. 萬 

定 め た. 蓋 

こ、 に 幕 

氏 著 五山 

宗 との 乳 

曆ニ 年) の 

林 を 中心 

犖 の 衰 退 

要領 を 得 

全 奥 を は 

合に 多. く 

に觀る ベ 


代 W  橫) 

壽 の 五 寺 1 


、ベ 

中興 時代 以後 で あ 


し， 相國 

府の歸 

0  0  0 

文學小 

櫟」 參 考. 

こ と で 

として 

した 中 

た も の 

じ め、 續 

参考す 

きもの 


寺 

史- 

一 a 

武 


日本 佛敎 小史に 收錄し 


倉 こ 

建立 

敎 と 

善 之 

五 山 

こ 0 

し た 

時代 

て こ 

0  0 

ぎ. 

も の 

こ ニヽ 

て、 そ の 

て あ る- 


一 〇 六 

つて は 建 長. 圓 覺. 壽 福. 

久しい iii 山 E: から 加 

て. 禪宗 が 公認せられ 

0  0  0  0  0  0  a 

助 博士 日本 佛敎史 の 研 

に 次いで 十 刹の 次第が 


の 

レ匕 

T ィ 


-公 

あ 


家 

ゥ 

に 推獎す 

筆 部. 釋 家 

ある。 素 

へ， 名衲輩 

法 統法系 


學問は 禪 

。 上村觀 

。 また：^ 

に も そ の 

り 禪 宗 の 

して 禪風 


は 鷲 尾嚼敬 


守護 代 

半國 守護 

歸所， 


禪宗 Q 五山 

十メォ 


五山の 制定 

まる 


を經て 近世 封建制度が 確立す るに 至った 

か は、 有 力なる 人々 の 外 正確に 知 b 難いが もし 

ば 守護 代を國 ごとに 置いて ゐた が、 多 く は 老臣 

と稱 して 一 國を 中分し. 二人の 守護が 守護 權を 

の 制 を はじめ 莊園 制度が 如何に 變遷 して 近世 

農工 商の 階級 制が 現れ 來っ たかは、 室町 時代 史 

の 官職に ついては 武政軌 範. 武 家職 官考 などに 

十 一 編 本 多 辰次郞 博士 「足 利 氏 政 治 要 略」 參 考 )。 

義滿の 時代に 臨 濟禪宗 の 五. H 卜 刹 制が 出來 

嘗て 史學雜 誌 第 十 編に 本 多 辰 次郞博 士. 原 ^ 四 

があった。 初め 北 條時賴 が 建 長 寺 を 建てた 時 _ 

の官 寺と した が、 そ の 後 建 仁. 東 福. 萬 壽. 圓 覺. 建 長 

寺. 天 龍 寺 を 加 へ、 相 國寺成 る に 及び、 元 中 三年 (至 

となった ので ある。 卽ち もと 離宮に して 勅願 

i ご 一章  中 武家時代 Q  一  i 町 時代 幕府 3- 横) 


固より 全國の 守護が 誰であった 


人 

掌 


に し 

こ .£ 

し た 

村 や 


て 數 

じ た 

^ も 

者 ^ 


國 の {す 

。 ま た： 

あ り、 そ 

が 形成』 


で 


を 

見えて ゐ る (史 學 雜誌第 十 編. 第 


味 ある 問題で あ 


半 

る 


ら 


あ れ 

守 護 

れ，士 

幕府 


上 つ 


た。 

1  一 

五 m 

寺 を 

年) 新 

る t は 


五 山 

田璋 

五山 

に 五 

繩寺 


の 沿 革 

左右 氏 

傚 ひ 同 

と し、 つ 

山を定 

を 五山 

1 〇 五 


等 

、 

め 

の 


て よ. 

論議 

幕府 


永 制 

と し， 


關東  <ム 方 


奧州採 題. 

九州 探題 


地方 Q 行政 


守護 


衆 を 


力 


m 一 

た 

皇 


次 に 

，當 時 

0  0 

東 中 

東 公 

率 す 

ほ 諸 

と S 

壞せ 

を 家 

多 く 

室 を 

ま こ 


二 章 

し を 

で あ 

方 に 

た 公 


る 


は じ 

つ た 

於 け 

方と 稱 

0  0  0 

^ 足利時代の 

關 係に 


屮 武家 t- 代 Q 一 ( 室町 時代 幕府 専横)  一 〇 四 

め、 そ t ぐ の 奉行に 庶政 を 行 はしむ る 等、 殆 んど皆 鎌 倉 幕 


情勢 

せ ら 


に 述 ベ た 

氏 を 管領 


じ 


を 見る に * 旣 

れ、 執 事 上 杉 

硏究 参考)。 又 奥州 及び 九州 

於 いて 政治的に も 注意す ベ 

り で な く、 朝 鮮 支那との 交涉 にも 重 

ける 守護 は 行政 軍 事、 す ベ て を 掌 つ 

質 を 異にして 來 た. 卽 ち 五十 餘 年の 

る 有力 な る 御 家 人 た り 

，政治的に も 財政 的に も 

併  <1 口す る こ ザ0 と ^> 

奉 b、 公 家 は 地方に 於け 

の 端緖を 見る こと 、 な 


稱 


し 守護の み 

そ の 分國を 

、本 家. 領 家 は 

る經 濟的實 

つ た、 そ し て 


要 

V7 

一 > 

力 


TBS- 

て 


ゐ 


る 

一 J 

じ 


は 氏 ゆ M 

一 

た (渡 邊ー 

が あ り 

題 は， 鎮 

位 を 占 

つ て， 鎌 

來の御 

御家人 

へ、 國衙 

きかの 

ど 失つ 

時代の- 


管 

世 

-奥 

家 


大 

ゐ 


領 の 

有様- 

て 了 

社 會 


たりし 

博士 著 

探題 は、 

名 を 

代の 守 

制度が 

し 小 地 

如き ま 

從 つて 

ひ， 大名 

的變 動. 


制に よった もの で、 幕 府の 役人に は 鎌 倉 幕府の 政所 や 問 注 所に 居った 人々 の 

子孫 も少 くな か つ た、 建 武 式目の 如き も遺老 二階 堂是圓 入道の 草す ると ころ 

であった。 た、. -鎌倉 幕府と 異なる 點 は、 第 一 に實 權が將 軍に あった こ と， 第 一 一 

に 幕府が 京都に 置かれた ことで ある。 また 鎌 倉 幕府に あって は 執 櫂が 政所 

別 當 と 侍 所 別 當 と を 兼 ね、 述 署 がその 輔佐と なって ゐ たので ある が、 室 町 幕府 

の 重職 は 管領 及び 所 司であった。 管領 はは じめ 執事と 稱 し、 鎌 倉 幕府の 政所 

執事に 相當 する もの で、 は じめ 高師直 久しく その 職に あ つた が、 そ の 滅ぼされ 

た 後 は、 钿 川. 斯 波. 畠 山の 三 氏 代る ， 之に 補せられ る ことにな つた。 その 管 

領と稱 したの は、 恐 らく 斯波 義將 からであった らうと いはれ てゐ る. 普 通 に 三 

管 領、 叉 略して 三 管の 名が ある。 所 司 は 侍 所所 司の 略稱 であ る、 軍 務を管 し、 警 

察の 事 を 掌る と 同時に、 山城の 守護 職 を 兼 ね、 京 都 を 中心として 山城 一 國の撿 

斷に當 つた。 山 名 二 色. 赤 松. 京 極の 四 氏 代る  任せられ た， ま た 之 を 四 職と 

いって ゐる。 その 代官 を 所 司 代と 稱し た、 後 ち德川 氏が 置い た 京都 所 司 代 は 

この 名稱を 引いて ゐ るので ある。 その他 幕府の 中央 機關 として 引付 衆. 評 定 

笫ニ章  中 武家時代 Q 一 ( 室町 時代 幕府 專 S&)  一 01  二 


公家の 首班 

にして 武家 

の 棟梁 


花の 御所 

金閣 

北山，， Et 


室町 慕府の 

制度 


中 武家時代の 一 (室町 

太政大 ほに 昇進し 

極官を 兼ね 

する： M 置に 


第二 章 

あ b 、そ の 年 彼が 

つた。 彼 は實に 文武の 

,5、 公 家と 武家と を 支配 

修法な ど 幕府で 行 はる 、こ 

なった。 從 つて その 花押の 

ゐ るの は 義滿に 始まる ので 

義 滿は晚 年に 至り 出入 乘 

た ざ れに 奢侈 を 極む る こと 

町に 新 第 を 建て 、 邸內 に 種 

府 とい ふ名稱 もこれ から 起 

て 金 閣を建 て、 そ の 三看樓 に 

松 天皇の 行幸 を 仰いで 數日 

料 第 七 編 之ニ參 考)。 

こ 、 に 室町 幕府の 制度に 


と 多 

如 き も 一 

あ る (總 

輿に 擬 

ま た 日. 

々 の 花 

つたの- 


時代 幕府 專横) 

た の は， 平 淸 盛 

有 し、 公 家の 首 

立った ので あ 

_ 石 淸水. 賀茂. 春 

公 家風の 花押 

說 第二 章 補助 

する 等 その 驕 

に 加 はり 來り _ 

を 植ゑー に 花 

である。 彼 は 


黄金 を 鏤めた 程 豪奢 


以後 武家 

班に して 

る 0 

日 詣 

と武 

學參 

僭 貪 

-さ き 

の 御 

更 に 

を 極 


さ れ 

な ど 

家風 

考)。 

に ゆ g 一 

に 天 

gS と 

匕 U 

め、 應 


1 〇 二 

としての 初 例で あ 

また 武家の 棟梁た 

ば 宮中の 五 坡法御 

また 將 軍の 行事と 

の 花押と を 有して 

長. 淸 ^の 上に 出で 

授 四 年 (永 和 四 年) 室 

呼んで ゐ た， 室町 1:^ 

鹿 苑寺を 別業と し 

永 十五 年 三月 後 小 

000000  00 

州 名跡 志. 大 日本史 


の 盛宴 を 張つ た、 冚 城 名勝 志. 山 

ついて 簡 軍に 述べん に， そ れは 多く 鎌 < ^幕府の^ 


室町 幕府 專 

の^ 開く 


義 ffi 自 から 

政權を 執る 


義^  Q 暴慢 

00 


皇 

あ 


や 

あ 


ふ 

得 

府 

な 


な 

ダ , 

つ- 

私 


力 


る 


野を壓 し. 何 の 顧 

つ て 振肅せ 

直ちに 正 五位 下 


さ 

つ 


至 つ 


2  _ 

V7 


し 


義 ゅ^ 

こ 0 

て 兩 皇 統御 合 

の 顧 


し 


る 情 勢- 

た  ので 

恨 を吞ー 

代の 幕 一 

た。 つ 一 

が 殺さ 一 

よしや： 

及ばす： 


な 

ご 

政 

力 


ま 


，新 た 

-し か 

ふ こ 

专. 专 

は 忽 

時代 

驟奢 


迭立 

こ の 


の 


な つ 


-義 

幕 

0 


を 極め 


足 

た 

に 


と 


を 申 

利 氏 

そ の 

の 問 

き に 

の 觀 

は い 


出 で た e 


體 の 後 

過ぎな 

づ ると 

幕政 も 多少 弛廢 した 


力 

多 


よ 

V7 

な 


自 から 

. 義滿 

く、 次第 


ま 


を 

V7 


の 別 

• 慢驕 偕の 

永 元 年 そ 

敍 し、 禁 色 舞 殿を聽 された の は、 全 く 


力 

る 

へ- 


當 
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を 


の 子 

8 条 


立 

ベ 


の 

• や 


利 氏 

ま お、 

し て 

最も 

が て 

の が 

失望 


あ 


中 武家時代の 一 ( 室町 時代 慕 府專橫 一 


波 義將の 

兼 ね て. そ 

を な し， さ 

義 持が 元 

家に 准 じ 

1 〇 1 


請を容 

龜山天 

代の 驕 

んな時 

仁 文明 

り. 彼自 

享樂 で 

き、 た < 

勢力 朝 

する や、 

もので 


第二 章 


中 武家時代の 一 (室町 時代 慕. 專椅) 


1 〇〇 


第 


勤王 Q 諸將 

相次いで M 


反復 常な き 

足 利 氏の 將 

士 


ィ 

南方 

都 に 

官軍 

娃 の 

武家 

前後 

て 降 

愁を 

共 に 

敗 に 


亡 と 共 


に 


起 

ーーー』 

し- 


を 


請 ふ 

に せ 

有 か 

し た 


な 


幕府 専横 時 

氏 の 

守 ^ 

、 こ 

在 に 

に 內 

謳歌 


»c ふ 


も の 

ん と 

ら ぬ 

兩皇 


し ム 


室町 時代 上 

に 後醍醐 天 皇 皇 家 中 典 の 政 治 を 

• 尊 氏- 義 訟 父子 相つ いで 持叨 院統 

• 南方 別に 正統の 天 皇 ま し /、■ 假 

氏 は 枕 を 高う する こと 出來 な か 

-武將 の 跋扈 を 如何と もし 得な か 

最 早大 を 制する 力な ぐ、 北 ^l£•新 

菊 池武光 を^す るの み と な つ た" 

- 一時 自己の 勢力 を 加 へんが た 

に 過ぎぬ、 反覆 常 な き 彼等の 去就 

で あ つ た。 そ れが 三代 將軍 義滿 

合體 が進涉 する を 得た の は、 蓋 し 


布き た ま う た 

の 皇^ を 奉じ 

令 勢力 H に微 

つたの みなに 

つ た が、 時勢 は i 

m.ii 木 以ド通 

偶 ~ 足 利 氏の 一 

め、 せ 軍 の 假 M 

は 朝廷に も 足 

に 至り， 從來ま 

，ん 軍カダ ぉォ 


が、 や が て 

，幕府 を 京 

なりし 

す、 兄^ 叔 

ま す /、 

王の^ 將 

將士 にし 

を 被り. 私 

利 氏に も 

びか 失 

カ盡 きて、 


つて 彼 を 


山 名 氏淸の 


足 利 氏滿の 

驕恣 


兩 皇統の 御 

合體 


軍 を 

戰死 

年 (永 

力 ら 

や- 

元 

多 き 

後龜 

下 に 


子 

し- 


^ 力 

元 管 

京都 

し も 

を 

年) 小 

一 一 に 

勢力 

年 (明 

る と 

皇 よ 

し V7 


ん と 


迫 


ま 


ん と 


し、 賴 

な つ 

つ た 

せ し 

そ の 

政 反 

に 京 

年) 兩 

れ て 

子 Q 


ことに 


遂に 讃岐 に歸 つた。 彼 は 幾 

が、 賴之掉 尾の 快擧は • 元 中 八 

、內 野に 拒いで 大に 破った 

一 總追捕 使 も誅滅 せられ 

泰 ま た 父の 意 を 繼 いで 政 

や、 氏 滿兵を 率 ゐて之 を 鎭 

志 あ り、 憲 泰 の忠諫 によって 

に對し 一 敵國の 觀を呈 する 

統御 合體の 事い よ/ \ 進 涉 

る、 そ して 足 利 氏に 擁立 せら 

を 以て 神器 を 受けら れ、 こ ゝ 

なった。 


くもなく 再び 召 還 せ ら 

年 (明 德 一 一 年) 山 名 氏淸大 

事で あ る、 そ して 氏淸は 

た。 こ の 間 關來で は 憲 

を 執って ゐた が、 弘 和 一 一 

歷 した 後、 氣 漸く 驕 り、 自 

僅に 事な きを^た けれ 

に 至った。 

したの も ま た賴 之の 力 

れた まひし 後小松 院は 

に 正統の 天皇と して 天 


笫 一 一 章 


中 武家時代の 一 (南方 巡狩 時代) 


九九 


笫ニ章 


中 武 家 時代の 一 (南方 ？ J! 狩 時代) 


足 利 某氏 Si 

東の 士心を 

得 


義滿將 軍と 

なり 細 川 顔 

之 を 管領と 

す 


斯波 義將等 

賴之を け 

ん とす 


0 に 降 


憲 

す 


京 都 

を 


で 

地 

少 


-足 

V7 


擧 

や- 

再 


十 

し • 

鞏 

-ュ、 

ゃ_5 


J と 能 は ざ 

に抗 する に 


利 氏は暫 

力ぐ 內 

としょく 

る關 東の 

な い、 三 代 

へられて 

一 一 年 S 治 

基 氏の 子 

固 と な り. 

の 施 設 見 

怒って 國 

及んだ。 

りしより. 

至 つ た。 


( 康ー 

が 絕ぇー 

八州の _ 

經營を 

將軍義 _ 

ゐ る。 

六 年」 義 _ 

氏 滿關一 

そ の 勢 

る ベ き 

に歸ら 

しかし 一 

斯波 氏- 

禪 宗 の 


を 保 


の 


こ と 

た の 

得 て 

室 町 

佐 し 


基 氏 共 に 

管 額 と な 


よ 

と せ 

將 み 

結托 

5  口 も 


う 19 

し も 

な賴 

し、 土 

嘗 て 


得 

こ _ 

府 


死 

し 

-義 

之 


) 彼 

の 盛 

川賴 


よ 


之 を 


、、ヽ 、 

方 I 

く義 

つ た 

推擧 


九 八 

は 管領 甚氏 

-- 、い 

の 


よ 


た 


の 


力 

實 


を 


義詮の 子 義满將 軍と な つ 

ま た 憲顯を 執事 

つ た。 殊に 賴之 

，斯波 義將等 彼 を 

の 慰 すると こ 

管 頟 


力 


天 


氏 


を 執 

に 賴 

等 彼 

る と 

た め 

如 き 

妙葩 


し 

ん 


な 

，幕 

で 


を 

擧 


足 


て 

、留 

て 

し 


，上 杉 

利 氏 

よ つ 

彼で 

賴之 

基礎 

じ、 人 

ん と 

ま る 

す る 

を 怒 


され ど 和睦 

そ して 漸 く、 形 

も 圓 I に 1 行 

を 討たねば な 

と を 恐れ、 赤松 

統治に 歸 する 

また 南遷 せら 

正 平 九 年 (文 

名 時 氏 は伯耆 

尊 氏 は 後光厳 

た 京 都 を 囘 復 

て 義 詮 父 の 職 

安 元 年 碗 川 淸 

讃 岐 に 奔 つ て 

第 一 一 章 


廷に 降つ た、 

じた けれど 

發し て直義 

めら れんこ 

上 天 皇 の 御 

と戰 ひ. 天皇 

。 直 冬と 出 

り 之 ：薩じ ， 

が て 尊 氏. ま 

年) 尊 氏 死 し 

、！ 十 六 年 i 

彼 は， つ い で 

賴房 も皆義 


は た 

勢 は 

せ す、 直 義 

ら な く な 

に 至 

れ つ 

和 三 

の 兵 

院 を 

し、 高 

を嗣 

氏 ま 


、.- 表面 

不穏と 

つ 

によつ 

つ た。 

た こ と 

年) に 

を 發 

奉じ 

經は 

ぎ， 第 

た 幕 


の み で あ つ た。 直義 の 黨 はまた 窃 に 朝 

な り、 直 義 越 前 に 走 ， ^、赏 氏 一 一 た び 和 を 講 


族賴 之に 


遂に 鎌 

た が. そ 

て 朝廷 

やがて 

は 前 章 

つても 

て 尊 氏 

近 江に 

氏 に 降 

代の 征 

に 叛 き 

--H 17  、ォ 


倉 に 

の 不 

に 降 

ま た 

に 述 

幕府 

を攻 

走 

つ た 

夷大 

、朝廷 

• 時 氏 


下 

在 


中 武家時代 Q 一 (南方 巡 


つ た 

に乘 

正 平 

設 が 

，J  NC: 一 

內訌 

斯波 

冬 等 

リ そ の 

將 軍 と 

に 降つ 

も大內 

狩 時代」 


義 

、直 


。 仍て尊 氏 

じて せ 軍に 

六 年 十月 

1：4 賴 を 囘 

りで ある 

高， 經. 桃 井 

は 京 都 に 

後、 正 平 十 

して 幕政 

て 京 ^ に 

弘 肚 も， 仁 


は 京 都 を 

京都 を攻 

下 は 後 村 

して 官軍 

な かった 

常 北國ょ 

つ た が、 や 

年 (延文 二 

行 つ た が 

人 し た。 

義長右 塔 

九 七 


義^ 政 移に 

預る 


直義朝 e に 

$ る 


伊 t 氏義； _ ま 0- 

都を沒 落す 


夢 窓 M 師尊 

氏 1^ 義の間 

を 周旋す 


師直 一 族 上 

杉顯 能に 襲 

§ おせらる 

直 冬 鎮西探 

® となる 


笫ニ章  中 武家時代 Q て 南方お： 時代) 

して 法名 を惠 源と いった。 然るに 直 冬 九州に あつ 

、尊 氏 は師泰 をして 備 後に 向 はし 


力 

し 

し 


す る 

直 冬 

、畠 山 

力 ら 

平 六 

應す 

め に 

兄弟 

和睦 

に戰 

に 扼 

顯能 


の 

寸 

一一 一一 n 

淸 

下 


も 

進 

-、尊 

兄" 

し て 

を 流 


多 

たんと する に 當 り、 祧 

に賴， ^て 師直 兄弟 追 

する こと も出來 す、 中 

應 二 年) と な り、 直義 の 

のも少 から す、 義 詮 遂 

されて 播 磨に 走り、 師 

勢 ま す /、  0 か つ た 

涉 せしめ、 尊 氏. 義詮上 

氏先づ 密使 を 直義に 

と 共に 上洛せ し に、 上 

襲 ひ 殺した。 尊 氏 は 

し. ま た 直 冬 を 


て 

一一 目 

一 - 

0 

洛 

ま 


常 ま た 兵 を 

兵を發 し、 つ 

靜定 何時 と 

はいよ 

都を沒 落 し 

石 見に 收 

の 時 夢 窓 疎 

ん とし た と 

、師直 兄弟 を 

能 父の 仇 な 

顯能を 殺さ 


尊 氏 

義は 

つ た 


力 

力 

の 


を 

た 顯能を 殺さん とした が、 直 義 

鎮西 探題と な し. 兄 ^叔娃 の 和睦 はじめ 


九 六 

て 勢力 を 得. 中 國 の 

めた が 功な く 

越 中に 擧 げ、 直 

いで 朝廷に 降 

見當 がっか な 

盛に な り， 竹》 氏 

尊 氏と 合し た 

、師直 は 細川顯 

石 は 付 t 氏. 義 

こ ろ， 石塔 賴房 

剃髮 せし むる 

り と し. 師 直 を 

ん としたが、 直 


將士來 

si: に自 

河内に 

。 ^ 氏 

こ 0 

V7 

E 老將 

井 直 常 

破られ、 

に 斡旋 

られて 

て條件 

め 一 族 

を 救 解 

成った。 


^&義<ム武和 

談を 主張す 


花圃 法皇 崩 


足 利 直 冬 九 

州に 下る 


ぉ義 出家 


あ 

氏 


さ 

し た 

不幸 

皇統 


る _ 

重 


事 

で あ 

の 御 

た < 

じ め 

師直 

正 行 

花園 

冬 を 

。 時 

を 流 


し 

て 

贰賴尙 

の 長子 義； fffi 


直義 

高師 

つ た 

直義 

奉り 

と の 

を 四 

法皇 

己 tt 

糸 せ 

を 同 

さ し 

つ て 

を 鎌 


は 殆んど 尊 氏 

直と 衝突す る 

。 師直は 朝廷に 對 して 


を畫策 

の 公武 

親 房 等 

P 系が 


崩せら 

攻の大 

じくし 

め、 直 冬 

兵を擧 

售 よ 、り-. 


せ ん 

和談 

の 理 

次第 

破- 

せ ら 

^ と 

て }& 

r IIP 

を も 

召還 


想 

、吉 

し- 

堪 

直 

し 


の 腹心と なって 活動し た、 そ して 尊 氏の 最も 

ことにな つたの は 彼に 取って も、 尊 氏に 取つ 

强 硬なる 主戰 論者で あ り、 直 義 は 寧 

びか 公武の 和談を 主張して ゐ るの 

ての 上で あ り、 到底 後醍醐. 


し 

審 


て 幾た 

府 政治 

合致す 

0 と な 

行 宮 を 

が、 直義 

た中國 

上 杉 重 

せんと 

寸 Z  ？リ 

ill 一 n  V7  / 

直義 に 


は 師 

に 向 


す 


第二 窣 


中 武家時代 Q 1 南方 巡狩 時代) 


し 

の で なかった。 

の は、 師 直が 正 平 三年つ 只 和 四 年) 

て 京都に 還った 後で あ る。 こ 

直師泰 兄^の 幕 恣を抑 へんと 

は し め， 備 中 以下 八ケ國 を成收 

の 軋櫟が あ. o、 師直 は仲寸 氏に 迫 

に 至 り、 直 冬 は 念に 九州に 下 り. 

た。 師直 はまた 尊 氏に 勸め， 尊 

し め、 直 義は 遂に 止むな く 出家 

九 五 


K ごとに 安 

國寺 を^つ 


驟 暴なる 武 

將の 輩出 


t+ 氏と 直義 


筒の 塔 

靈 魂 を 

思想の 

力 ぐ 

の 下に 

輩出し 

尊 氏 は 

公卿の 

尊 氏 

幕府に 

を 投げ 

者 は 實 

中 先代 

し 奉つ 


第 

V7 

の 

こ 


二 章  中 武家時代 Q 1 (南方 巡狩 時代) 

を 建 て、 且 っ國 ごとに 安 國寺を 創立し て、 元 弘 以來歒 


ひ、 そ の 冥 

露に 過ぎ 

彼 は ^^ 禾 

動した. そ 

0 執事 高 

を 如何と 

園 を 悉く 

よく 弟 直 

頭 政治が 

かった。 

弟 直義で 

亂に尊 氏 

こ と 實 


福 を 祈つ た こ と 

な ヒ史學 雜誌第 

主義 を 以て 天下 

して 勢の 進む と 

師 底が 政 治 に も 

もす る こ と を 得 

押領し • 遂に 直義 

義を 利用した、 同 

現れた やうに 思 

想 ふ に 尊 氏 を 助 

あ り、 尊 氏 叛逆の 

が 京都 を發 して 

に 朝廷が 直ちに 


あ る 

K つ 

ろノて 

事 に 

か つ 

た め 

に 直 

L て 

て 室 

鎌 會 に 

尊氏征 


f 


が、 こ れ とて その 罪 

、辻 善 之 助 博 士 「足 利 

た、 そ の 武將等 も 皆 

れら の武將 にして 

も功勞 あ 6、 次第 に 

_  土岐賴 遠の 如 

誅 せらる、 に 至 

の 勢力 は 副將軍 

た、 足 利 氏の 將來 

幕府の 開 設 に 力 

火を點 じたの も 

ら ん とする や、 彼 


來 

町 


入 


討の 議を 決せられお 


九 四 

味方 一 

を 免れ 

尊 氏の 

同じく 

驕 暴 な 

驕 豪 を 

は 美 

こ 0 

V7 

感 あ 

は 決 

致し 

た 彼 

護 良 

主 な 


き 

J 一 

力 


切陣 亡の 

ん とした 

信仰」 參考 )。 

功利主義 

の が 

めても 

にある 


ふ る も 


に 至 り、 

て 祝 福 

第 一 人 

あった. 

王を弑 

理由で 


天 龍 寺 船の 

發造 


^ 氏 朝廷に 

降る 


1$ 氏 Q 信仰 


力 

れ 

力 


め に、 使 を 支 

を 開ぐ 

船の 事に つ 

ゐ る。 

氏 は 正 平 

不 利 な る 

る • 如 何 に 

寺に 保存 

た の も、 耍 

淸水 寺の 

を自 から 

れ もまた 

ぎ な か つ 

師を訪 う 

二 章 


端緒 をな 

て 


那に& じ 

史 


六 

す 


た 

て 


年 

力 

敎 


廷 

後 


つ- 


ゐ 


を 以 


音 菩 

彼 は 

誡 を 


，年々 一艘 づ 、 の 交易 船 を 

の はまた 國體上 許す ベ 

if 雜誌 第二 十五 篇に 11L 


中 武家時代 


つて 後村上 天皇 

た め で あ つ て、 翌 

あ り、 無 恥 で あ つ 

文 和 三年 正月 廿 

天皇の 神 慮 を 恐 

仰して 艇~ 願 文 を 

，如何にも 宗 敎 心 

地藏 菩薩の 慈悲 

高 僧と 法談 を 交 

た こと も あ る、 或 

の 一 (南方 狩 時 代) 


早 

マし 

V7 


ズ 


ら 


を 

力 

し. 


富 ん 


た 


す 

亍 

バイ 


弟直義 


ことと 


と で 


士 の 

た が- 

後光 

き で 


し、 

究 


る 


力 


，そ れ 

嚴院 

あ ら 


切 經を書 

つた。 或 

藏 菩 藤 を 

と 爲すも 

の 煩 悶 を 

り、 洛 西 

して 全國 

九 三 


と 屈辱 

，猶ほ 天 

公に さ 


,ぜ 力お 

擁立し 

. 近 江 

供養せ 

\IT  二 力 

ゆして 

も ある 

る 手 段 

芳 寺に 夢 

に 六 十 六 


® 氏 Q:sra 


る 

勢 

甚 

亭 


天 龍 寺の 創 

0 


遣 


笫ニ章  中 武家時代 

とはいへ、 幕府の 位置 は 鎌 

よる. 諸人が 鎌 倉に 移る こ 

は 遂に 京都から 鎌 倉に 移 

つて ゐる が、 そ れは 五十 一 

本數 十七 を 採用した とい 

尊 氏が 後醍醐 天皇の 殊遇 

甚だ 煩悶す る 所あった と 

ま だ 何等 弔 意 を さ へ 表 さ 

止して 謹慎 を 表し 奉 り、 す 

で 天皇の 御 百箇日 に ま た 

威 文 に 「倚 顧、 微 質 之 鷹 揚、 起 一 

，難， 盡= 心 端； 恩惠無 .窮 、報謝 何 

冥福の 爲 めに 天 龍 寺 を 創 

らんと す る 慰 安に 過ぎ な 


の 一 (南方 巡 狩 時代) 

倉 に 限った もの で 

と を 望む な ら ば、 之 

る こ と を 許さ な か 

ケ條に 條文を 編成 

はれて ゐ る (全 文 群 

を 受けながら 天皇 

見 え、 延 元 四 年 八 月" 

れ な い の に、 尊 氏 は 

ベて を 崇 德 上 皇 の 

盛大なる 御 佛事を 

, 於 先 鴻漸， 者 乎" 

疏、」 な ど 、 麗 言 美 辭 

建 し. 自 から 砂 持ち 

いのであった。 し 


な く、 居 所の 典 

に 從 ふ ベ し と 

つた。 建武式 

したな ハ永 式目 

書類 從 武家 部 

を 苦しめ 奉つ 

天皇 崩御の 報 

幕府に 於いて 

例に 任せて 行 

修めて 天皇の 

溫柔 之：^ 旨、 猶 

を 連ねて ゐる 

をして るる こ 

かも その 造 寺： 


九 二 

廢は 政道の 善惡 

述べて. Q る が、 時 

口 は 十七 條 より 

を 標準と し. そ の 

に收 めて ある)。 

たこと は 彼の 心 

傳 はる や、 光 明 院 

1^  L-  Bm'  _6 菊- Its を 

はん， 二し た。 つ 

御 冥 福 を 祈 h- 奉 

留，， 耳 底； 攀 B 之 愁 

リ 又 彼が 同じ/、 

と は. た . ^烦悶 を 

の 费用を 募らん 


慕 府は姥 ？-议 

常時から 崩 

接の 素 H を 

有す 


^武式 nl の 

制定 


於いて は 遙に官 

と 疑、 ひと 暗 鬼 と 

府に刖 つて 政治 

得る もので はな 

有して ゐ たので 

義 滿. 義 持. 義 敎 の 

かった といへ よ 

まうて か ら 後入ム 

式目 は 吉野行 宮 

堂 入 道 是 圆. 僧 玄 

めた もの で、 式 目 

受後 七日の こ と 

否 事」 と 題 し、 森 府 

と は 注意す ベ き 

笫ニ章 


軍 を 

I  I 區 

の 大 

か つ 

あ る- 

寺 ^ 


に 赴 

慧等 

の 末 

で あ 

の 位 

で あ 


凌 駕 し 

られ、 不 

本 を 制 

た。 か 

. 尊 氏 _ 

一 _  ^ に 

尊 氏 は 

な 巾す ナ 

いた 公 

の 明 法 

文に 建 

つ た。 

置を舊 

る a こ 


0 


そ 

時 

れに對 し 

中 武家時代 Q 一 (南方 巡 


な 力ら も 

和 と 殺 戮 

定 した 建 

くて 室町 

-義詮 の 時 

て す ら、 足 

後醍醐 天 

將軍を 名 

卿 將士の 

家 ゃ學者 

三年 十 

の 

の 


式 


と を 

を 以 

そ の 

論， 尤 

實 力 


，利害 一 

と內， 訌 

武 式目 

幕府 は 

は 勿 

利 氏の 

M が 偽 

乘るこ 

官職 を 

に 政治 

一 月 七 

の 辟 力 頭 

鎌 食 にす ベ 

，是 圓等は 鎌 

狩 時代) 


の 大 

日 と 

二、 「薪 


反すれ 

り 反し 

しても- 

當 時 

大 なる 

諸 豪族 

せ よ 三 

つたの 

後、 前 民 

を 諮問 

5. そ グー 

如 J 兀 可： 

や 否や 

が 武家 


たハ 

至 


彼等 は 

. 仲サ氏 

底 武人 

ら 崩壊 

力 を 有 

幾何の 

の 神器 

あ る が. 

卿 日 野 

開府の 

制定 は 正 

爲，， 柳 梦歟" 

を 諮問し 

にと つて 

九 1 


で 


し 


互 

力 

一 ； 

可. 

吉 


嫉妬 

倉 幕 

御し 

因 を 

ゐ た 

も な 

ナ こ 

建 

を定 

器授 

, 他 所， 

る こ 

で あ 


^^氏と義貞 


尊 氏 功利 を 

以て 武士 を 

誘 ふ 


第二 章  中 武家 t- 代の 

いふまで もな く 天皇の 御理 

で あ つ た。 尊 氏 は神皇 正統 記 

な. 0 ける に や」 と ある 如 く、 武 家 

から 鎌 倉大納 言 と 名乘っ た ほ 

して 實權を 握らん とする にあ 

じく 源氏で あ り、 鎌 倉攻に 成功 

も 義 ％ハ を 除く を 以て ロ實 とし 

つた〕 義 貞は 天皇の 恩 遇に 感 

弟 勤王の 事に 身命 を 捧げ た (史 

新田 氏と 足 利 氏」. 三 浦 周 行 博士 

尊 氏は當 時の 武士が 中興の 

を 利 用 し、 且 っ當時 財政 上に も 

土地 を 獲得し ようと 思って， Q 

し た の で あ る が. ュ、 の 間 何等 精 


一 (南 方 巡 狩 時代) 

想 は 武家政治 を 絕對に 

に 「偏 に賴朝 卿の 天下 を 

政治， の 再 典 で あ り、 鎌 倉 

ど、 賴 朝に 私淑し、 平氏た 

つ た。 彼が 競爭 者と し 

せし 新田 義 負であった- 

てゐ るの で あ る が、 義真 

激 し、 最 後 ま で 精 忠 を 盡 

學雜誌 第 四 編 平 田鏗ニ 

著 日本史 研究所 收 「新 田 

新政 を 謳歌せ す、 寧 ろ 武 

危機に 瀕して， Q た 武士 

たの を觀 て. こ ゝに利 を 

神 的 結合が あつたので 


九 〇 

許さない 所の 

鎮めし ま 、 の 

に 住居 もしな 

る北條 氏に 代 

て 胸中に 畫ぃ 

. 彼が 反 旗 を 

にさる， 針、 いは 

したの みなら 

郞氏 「鎌倉時代 

氏と 足 利 氏」 參 

家政 治 を 希望 

が 幕府の 樹立 

以て 相 倚る 人 

なかった。 故； 


天 皇 親 政 

志 にの み 

いのに，：：！ 

り、 將 IJ^ と 

た 人 は 同 

毫 も な か 

す、 一族 子 

に 於け る 

考 )o 

する 形勢 

によって 

々 を 糾 八 口 

に 武力に 


足 利 庄と大 

覺寺統 


高 氏 御 1^ の 

一 字 を 賜 は 

り 尊 氏と 改 

む 


尊 氏 Q 理想 


力 

氏 


足利庄 

皇統 

き が 

疑 は 


て 勅命 を 

大 覺寺統 

後醍醐 天 

ら、 叛 旗 を 

な き も の 

を 避け 

至 


る 

あ 


て 


る 


は 鎌倉時代の 末 ご 

の いづれ かに 味方 

自然で あつ た、 從 つ 

れ. 子 を 人質と し 

蒙って 北條 氏に 叛 

と 關係深 き の み な 

皇ょ b 御諱の 一 字 

飜 すに 至った こと 

である。 彼が 鎌 倉 

如何にも 恭概の 意 

の奸 雄た る 所以 を 

の 理 想 と すると こ 

そ して こ 、 に 武家 

こ 0 

ナ 

二 章  中 武家時代 


ろ に大覺 寺統の 御 

しなければ なら な 

て 高 氏 は 幕府 の 部 

て 鎌 愈に 留めた 程 

いたの は 寧 ろ 當 然 

ら す、 や がて 中 典 の 

を 賜 はって 尊 氏と 

は、 純 忠 無二の 楠 木 

に 下 つ て、 叛す. る 前 

を. 示 し、 兵 を擧ぐ る 

示す に 過ぎ な い。 

ろ 源氏と して 北條 

政 治 を 再 典 せんと 

Q 1( 南方 巡狩 時代) 


料 所と なって ゐ た. も し 足 利 氏 

くな つた 時には、 大覺寺 統に屬 

將 として 京都に 上った 時、 北 條 

で、 彼 が 伯 卷 5. 行 宮 に 密使 を 立 

のこと であった。 かく 高 氏 は 

新政に 於いて 恩赏 第一 に 位し、 

改 め、 身 に 餘る皇 恩 をお ベけ なが 

正 成 や、 新 田義 哀に對 して 颜色 

に淨 光明寺に 屛居 し、 違 勅の 名 

こと をいた くお^した 如く 見 

實 は伯耆 より 勅命 を 蒙 む る 以 

氏に 代り 實權 を梶 らんと する 

し て、 後 醍醐 天皇の 殊遇 を 裏切 

八 九 


第二 章 


中 武家時代の 一 (南方 巡狩 時 代) 


八 八 


第 


足 利 氏の 發 

祥 

足利庄 


足 利 家 時 


た 


禾 


足 

て 足 

後裔が 

の 下に 

義國が 

稱し、 義 

を繼 い 

と 姻戚 


ュ、 


せ る 義 

代 に し 

卽ち高 


尊 氏に 

氏の 發 

開發し 

つ た 

足 利 

係 が 

後 北 

の 置 

天 下 

で あ 


よ つ 


條 氏 

文 に 

が 取 

る (梅 


て 

子 


南方 巡狩 時代 

創始 せられた 室町 幕府 

說 き 起さね に な ら ぬ 。 

で あ つ た が、 そ の 開發領 

利庄が 源氏と 關係を 結 

東國に 赴く や、 父の 別 業 

を まう け た が、 義重は 新 

した。 鎌倉時代に 入つ 

北條氏 と も婚を 通 じ、 源 

下に 膝 を 屈して ゐ たけ 

大 菩 薩に 祈願し 

にと 念じて 自殺 


-又 

ォ 

松 論 參 考) 


る 


-A 

參 


、い 

の 


を 


する 中 

足 利 

義家 


で 

庄 


，家 

分 


な 


氏 

足 利 氏 は 源 

こ 


で 

よ 


武家時代 

庄は藤 原 

に 寄 せ 

。 義家 

ほして 

義饭は 

の 正 統 

も 羽 振 

は 始祖 

め， そ の 

ゐ る、 家 時 の 


そ 

た 

V、 

以 

に 


溯 つ 

鄕 の 

保護 

三 子 

氏 を 

家督 

賴朝 

か つ 

傳來 

に 三 

孫 が 


古文書 


史 物 


己 ま 


後鑑 と續史 

抄 


史 料 を 尤 も 

め 諸 國 の 記 

る 人々 

遣 物に 


の 家 

し て 


根本 史料 

日記 を はじ 

0  0 〇 つ 0 

卿 記. 親 長 卿 

0  0  C  0  0 

濟准后 日記- 

0  0 

社雜 

0  0 

ほ ノ  t 

I  "や 

て よ 

間， x「 

二 よ 


院寺 

0  0 

群 書 

い つ 

き も 

害 合 


寿 


多く 

錄文 

に、 な 

<1「 日 

と し 

め と 

0  0 

J  0 

蔭 涼 

收め 

U 叉 


古文 


1 力 

ほ 之 

に 存 

て こ 

し. 薩 

0  0 

長 卿 

D  0 

軒 日 

0  0 

聞 院 

ら れ 


に 散逸し 

纏まって 


書に 採ら 

災に權 つ 

を 傳來せ 

する もの 

、に靈 な 

0  0  0  0 

戒 記. 實 隆 

0  0  0  0 

記. 于 恒 宿 

0  0  0  0 

錄. 鹿 苑 日 

日記 等 一 

た 武家 部 

時代の 編 

たる， 资料 

ゐ る。 


ね ば な 

たもの 

る もの 

あり 史料 

る もの を 

0  0  0  0 

公 記. 宣 周 

0  0  0 〇 

禰 記. 師 鄕 

錄. 東 寺 執 

寸 記憶に 

や 合 戰部 

纂に 成れ 

を收 めて 


ぬ。 回より 應 

少 くない が、 舊 

きのみなら す 

の 豊 富 な る 前 

擧 ぐれ ば. 記 錄 

0  0 〇 〇 〇 0 

卿 記. 政 家 公 記. 

記. 康 富 記 及 び 

〇 0  0  -0  0  0 

行 日 記. 塔 寺 八 

存 する だけで 

-系圆 部の 大部 

る 本朝 通鑑 も. 

居 り. 飯 田 忠 彥 


仁の 大亂で 京 都 を は じ 

社大寺 もしく は.. a 緒 あ 

城 郭 そ の他當 時の 史廣 

時代の 比で は な い。 

OOO00OOO 

では 看 聞 御 記. 御 湯殿 上 

OOOOO  JOOOO 

惟 房 卿 記龠 國 卿 記龠 繼 

OOOOOO0OOO 

花營 三代 記. 公儀 曰 記. 滿 

J  000000000 

幡長 帳. 臥 雲 曰 件 錄. 大 乘 

もこん な もので あ り、 繽 

分 はこの 時代の ものと 

ま た 後 鑑 倉 史愚抄 の 如 

の 著 野史 は， 雜駁な が ら 


笫ニ章 


中 武家時代 Q 一 ( 槪說) 


八 七！ 


室町 時代の 

小分け 


中 武家時代 

の 參考書 


第二 章  中 武家時代 Q 一 (概 

(ィ) 幕府 專横 時代 

元 中 九年閏 十月 後龜 

てから 後花園 天 皇 嘉 

勢力 最も 盛なる 時代 

(口) 幕府 失 威 時代 

後花園 天 皇 嘉 吉 元年 六月 

ヌ) 應仁 文明 時代 

後土御門 天皇 應仁 元年 正 

じて 伊豆 を 略取す るまで。 

第三 群雄 爭覇 時代 

後土御門 天皇 延德 三年 伊勢 

十 一 年 九月 織 田 信 長が 始め 

この 時代の 參 考 書 は 記 錄 で 纏 

して 僧侶の 書いた 日記 か、 室 町 幕 


八 六 


大に專 横 を 極め 

六月 第 六 代將軍 義敎の 殺さる  >  ま で. 益府の 


山 天皇 御遼 幸の 後 • 第 三代 將軍 義滿 

吉 元年 

で あ る- 


力 


月 


ら應仁 元年 正月 應仁 文明の 

か ら延德 三年 伊勢 氏 茂 (北條 


氏 茂が 伊豆 を 

て 入洛す る ま 

つた ものと い 

府の 役人が 書， 


で 


して か 

時代で 

公家の 

もので 


大亂 起る まで。 

早霎) が 風雲に 乘 


正 親 町 天皇 永祿 

る 0 

記の 外に は 主と 

る が、 同 待 に また 


中 武家時代 

Q-EM 分 


護 せ ら 

つ た が _ 

今 こ 

待 弋 <hJ 

叙述の 

第 一 


ま 

吉 


第 


も 


た 

幕 


こ 

筆 

ら 

第 


-そ の 

れと 

時代 

に 幕 

を 進 

方 巡 

i 力 


勢力 次： 

同じく： 

を 南方 一 

府專横 一 

め よ う。 

守 4  t 

よりし- 

朝廷の 一 

南方 巡 

以 後 足 一 

ナ年 BE 


じ く 

潜 幸 

元 中 力 <?t  ,r 

町 時代  一 

御合體 の 後 室 _ 


に ま 

華宗 

狩 時 

代. 慕 


認 せ 

屮ォ に 

n 个 

氏が 

月 兩 


に 普及 

淨 土 宗- 

. 室町 時 

失 威 時 


し 


ら 

皇 


力 ^ 

二 章 


町 幕」 5 

ほ 存立して， Q た 


寧ろ 幕 

れ ざ る 

都に あ 

統 の 御 

の 盛な 

時代 で； 


及 

及 


幕 

合 


に 曹 

宗 な 

び 群 


ど も 


仁 


立" 時 

の 力ぶ 

あ る 

光明 

に 至 


に 


立 


る- 


は大 

ま す 

覇時 

明 特に 


民 階級に も慷ま 

地方 に 發展 した „ 

分って 


三 期に 分 

三 


ん 


い ふ 

あ り 

元 元 

擁立 


て 

に 


ゐ 


方 が 當 

中 武家 

年 十 

し， 武家政治 を 起 


月後醍 

治 ■ 


リ し 

て も 

天皇 


中 武家時代 Q 一 (槪 s?g) 


りし ト吋 化か ら、 應 仁 文明 以後 兎に も 角に 

あ る。 

八 五 


第二 章 


中 武家時代 Q 一へ 槪說 ) 


式微 

時代 


新 佛敎の 勢 

カ發展 時代 


中 

も 


力 盛 な b し と 

と な れ ば 皇 家 

と、 なった ば 

れ た ま う た、 そ 

利 氏 を 見 傲 ふ 

園 等 も 猶ほ多 

横領せられ I 

政治の 實 

に 過ぎな 

の 中 武家 

に 勢力 を 

一 向 宗等鎌 

眞 言 宗 の 寺院に 

一 授 などが 起つ 


全 

て 


0^ 


ン 

- JBF- 

で 

、足 

の 


群雄 爭覇 

か ら 

0 

t 次 

つ た 

し 


時 

振 


、猶 ほ 皇 室 に 朝： 

業の 頓挫と 共に 

な く、 皇 室 はいよ 

利 氏に 代って 幕 

み で あった。 ei^ 

濟 豊 富 なりし に- 

時代に 至って 

離 れ た ま ひ て 


勢力 發展 

舊 


は 新 佛敎の 

た 天 台. 眞 言 一 一 

時代に 勃 舆 し 

て 新佛敎 の 寺 

こと は 注 者す ベ き 


力 

こ 

V7 


の 


と 


を挽囘 する 普 

ま す/、 武家 

/) 悲 慘 な る 

府の實 權を握 

つて 鎌會 時代 

_ この 時代に 入 

供御 すら 缺乏 

に 名 譽 の 源泉 


時代と もい 

佛敎 寺院 衰 

敎が實 勢力 

り た る も の 

ある。 先 づ 


力 

る 

ゾ 

宗 


八 四 

があった が i 


力 を 確 

遇 こま 

もの も 

は 皇 {禽 

次第に 

御 有様 

て國民 

き で あ 

-禪 I 一 


立 せ 

で 押 

-. ま た 

御領 

諸國 

と な 

の 上 


る。 こ 

華 宗 * 


來 り、 天 台 宗 も 

/、、 且 つ 法 華 一 

は 足 利 氏に よ 


乃- さ に 

むる こ 

つめら 

じく 足 

武家に 

rM 室 は 

ま し ま 

の 時代 

土. さ 

しく は 

校 二  ，：！； 

つて 保 


近世 文化の 

,ト= 養 基 


五山 文學 


紙 現 はる 


文藝 復興の 


い 文化 はまた 知らす く に皇國 をし 

世 文化の 培養基 はこの 時代に 出来 上 

時代の 終末 期た る 群雄 爭覇 時代に は 

重と 自覺 とが 現れて 來 た、 そ れ ま で 殆 

如き もまた 漸く 復活の 途 を 迎 りつ 、 

この 時代の 文學は 五山 文學を 以て 

如き はた、./ 前代の 訓詁 學を傳 ふるに 

類 も， 最 早 太平 記の 如き 氣魄 あり 精彩 

曲 や. お 伽 草紙が 現れた こと は、 近 世 文 

が出來 ない。 また 藝 術に は 所謂 東 山 

達な どまた 同じく 近世 藝 術の 培養基 

典の 氣蓮 溢れ 來 つて、 恰も 歐洲に 於け 

典 期に 入った やうな 心地が ある。 

こ の 時代 は實に 皇室の 式微 時代 で 

笫ニ窣  中 武家時代 Q 一 (概！ U 


て 更 

つ た 

次第 

ん ど 

あ つ 

代表 

汲 々 

あ る 

學の發 

時代に 

とい ふ 

る 中世 


生せ し 

ので あ 

に 秩序 

忘 れ ら 

V7 

ら 

の 


む 

る- 

れ 


る 


ん 

ぎ 


こ 

な 


る 繪 

黑 


力 

於 

繪畫土 

の 時代 

時代 を 


ゝ な 

意味 

て ゐ 


つ 

つ 

V7 


つ た 

に 於 

た 國 


V7 

こ - 

V7 

い て 

藝さ 

を 過 


-公 

看 

し、 


、いは. -近 

いて この 

,國 民の 自 

體 觀 念 の 

の學 問の 

の 間 軍記 

新たに 謠 

する こ， こ 

造 庭の 發 

ば、 文 藝 復 

SfS 文 藝 (が 


あった。 鎌倉時代に 於いて は、 幕 府 の 權 

八 一 11 


功利主義の 

天下 


國史に 於け 

る 最も 悲し 

むべ き 時代 


正義 Q 植化 

たる 皇室 


新 武士道 

古代 文化の 

總 決算期 


二 章  中 武家時代 

と共に、 之に 反對 する 功利 主 

發點 となった ので ある。 こ 

室町 幕府 將軍 である、 足 利 氏 

したと いへ よう。 功利主義 

つた 觀がぁ る、 况 んゃ 庶民 階 

とが 現れて ゐる。 從っ てこ 

つ た， そ の 間 困難なる 對外問 

に 天祐で あつ た、 し かも 我が 

正義の 櫂 化た る 態 度 を 持し 

生し 來 つた 所以であった。 

故に この 時代に は 武士道 

あ つ た と す れ ば-そ れ は 寧 ろ 

た 新 武士 道 で あ つ た。 卽 ち 

くに 從っ. て， 新しい 文化の 芽 


の 一( 槪 5 

義の 勝利が 

の 功利主義 

はこの 功利 

の 前に は 皇 

級 つ； J や そ こ 

の 時代 ほど 

題が 起ら す 

皇室が 如何 

た ま ひ し は- 


實 にこの 中武 

の 代表者 こそ 

主義に よって 

室 も な く 公 家 

にこの 時代の 

悲しむ ベ き. ま 

して この 時代 

に 式微の 極に 

やがて 近世に 


八 二 

家 時代 を 形成せ しむる 

は 足 利 尊 氏に 始まった 

盛に もな b  、ま お亡び も 

も な く、 ま た 武家 もなか 

紛 亂 と 無 秩序と 無統制 

た 恐 る ベ き 時代 は な か 

を經 過し 得た こと は赏 

達せられても. 股と して 

入 り、 す ベ てのものが 更 


も 最早 地に 落ちた とい つてよ い、 もし ュ、 の 片影が 

武家 階級の 間に 起ら すして 庶民 階級の 問に 起つ 

此 時代 は 古 文化の 淸^ 期 で あ り、 そ の 終 に 近 づ 

が 吹いて 來た の で あ る， そ の 芽が 吹いて 來た 新し 


苗字 時代. 

パ 家族 is^ 


下 a 上 


庶民^ 級の 

向上と 鄉村 


力の 向上 


ベ き 

つ た 

分 水 

ま た 


ゐ 

力 

V7 


て 

義 


て 


氏， 姓 

時代 

こ と 

嶺 に 

，そ の 

_ 實權 

に な 

ゐ た 

れ て 

向上 

で あ 

象 は 


種 ま 

入 つ 

示す 

け る 

寺 ^ 

を 、逞 

家臣 

て 來 

民 階 

る 

な か 

た、 そ 

を證 

の 御 


た 


次 

る 

辛 

里 

ョー 


があった 

れ はまた 

で あ り、 洞 

展 望 で あ 

倉 時代 か 

した 時代 

つて 行つ 

である が- 

向上で あ 

あった。 

-實カ さ へ 

規範 もな 

てゐ る。 

は皇 家中 


に ^ 

來の 

公定 

と い 

次第 

も あ- 

の  で、 

の 下 

-莊園 

か し 

れ ば 

れ ば 

ベ て 

き t 


過ぎ去 


大家 

に よ 

つ て 


族 

よ 

1? 


と 

し 


力 


て 

、 ( 

ご 

徙 

失 


こ 、 ：- 

壞 せら 

せられ 


下 

ら 

力 


上 


苗字 時代 

れて小 家 

0  0  0 

仲寸卑 分 


が 思 

よ し 

が 起 

公 家 

近世 

向上 

い ふ 


つ た， 德政 

の 上に 判斷 せんと 

に 終らし めた 所以 


の ま 

の 家 

，家督 

武家 

c ヒ し * 

あ り- 

が  こ 

土 一 

せ ん 


族 制に 一 

脈 はこ 一 


；:^ して 

續 問題 

遯 迫せ 

が そ の 

すし も 

時代 人 

な ど の 

せられ 

で あ る 


第 一 一 章 


ゆ 武家時代 Q 一 (概說 ) 


八 


き 一章 


中 武家時代 Q 一 ( 概說) 


八 〇 


第二 章 中 武家時代の 


公家 Q 無勢 

力と 新 武家 

の與起 


缣倉 時代 武 

家 制度の 破 

续 


中武 

れ た 


知行 制度が 

ら 大名 制度 

へ 


す 勢 

も 支 

な つ 

於 い 

は 今 

と な 

つ た 

時代 

衰 へ 


家 時代 は 

時 代 で あ 

を 失墜し 

する に 至 

，貧 t?i4 家 力 

秩 序 ，こ 統 

破壞 せら 

，或は 歸農 

で あ る 。 

あ つ て. 從 

新ら しい 


古 武家時代の 後 を 承け、 皇 家中 典 時代が 失敗に 終つ て、 こ  >  に 

の 時代に 入れ ば、 公 家 は 政治的に も經濟 的に もます ま 

た 武家 は 鎌 倉から 進出して 幕府 を 京都に 開 き， 公 家 を 

れ ど. そ れが 寧ろ 弱點 とな り. 舊 武家 そのもの、 衰亡と 

この 時代 を 終結せ しむる こと、 な つ た。 鎌 <：5 時代に 

最も 力あった 武家 制度、 殊に 守護 地頭 制 及び 御家人 制 

し • 守 護の 櫂 力 全く 地頭 を歷 し， 地頭 は 或は 守護の 家臣 

主 と な り、 幕 府 は 御家人と しての 地頭 を 失 ふこ と 、 な 

は、. - これまでの 知行 制度が 次第に 大名 制度と なって 來 た 
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北 合體條 件に つ 

になった こと は 

後龜山 天皇の 御 

して 應 仁の 亂に 

れ ばなら ない。 
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御代の 撰 集ではなくて 長慶 天皇 御代の 撰 奥な 

の 內御方 は長慶 天皇なる こと を 究め. 前記 新史 

長慶 天皇に 正平廿 三年 三月 後村上 天皇 崩御の 

間 御 在位 あらせられ、 この 年 皇太弟 後龜山 天皇 
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卽位を 否定す るかと いふ ことであった。 前者 は 本朝 通 鑑ゃ大 日本史に 始ま 

ると いってよ い。 然るに 墙保 己一 花 松 を 著 し， 之 に反對 してから 5- 論乙馼 

明治時代に 至る まで 何れと も 定まらなかった。 栗田宽 博士の 遗稿栗 里 先生 

雜著四 に. 長 慶： 帝 議 原由 記 及び 長慶 天皇 繼流考 證がぁ る. ま た 井上 赖図 博士の 

隨筆己 亥叢說 を は じ め、 學 者 多く 卽位說 に 傾いて ゐた とこ ろ、 谷 森 0  翁 嗟 峨 

野の 露 を 著し. この 卽位說 を 殆んど 顔色な からしむ るに 至 りメ 米邦武 博士に 

また 史學雜 誌 第 十四 編 に 「長 慶 天皇に つきて 妄を辨 す」 と て 之に 反對 し. 谷 森 翁 

更に 之に 答へ、 論戰は 遂に その 儘と なった。 その 非 卽位說 ふ, 主張す る 人の 根 

據 と せ る 所 は 新 葉 和歌 集の 序 に 「か み 元 弘 の は じめ よ り、 し も弘 和の 今にいた 

、 、 、 、 、 

る ま で よ は み つぎと しはい ュ、 と せ」 云 々と あるの と、 コ J  、 にくれ 竹の 園 人 かす 

につら なりても 三代の 御門に つか へ」 と ある 文句で あ る、 そ れ に天投 元年 五 百 

番 歌合 及び 嘉喜 門院 集 等 も傍證 となる の で あった。 之に 對 して 卽位 說 を 主 

張す る 人 は、， J の 撰 集に は長慶 天皇の 御 歌 一 首も载 せられて ない ところから 

考 ふ れ ば， 長 慶. 後 龜山兩 天皇の 問が 御 不和で あ b  、新 葉 和歌 奥の 撰者 〈〈小 良 親王 


隱れ たる 勤 
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して ゐた ことが 後 愚 味 記に 見 え. 四 月 の 

會 して ゐ る こと も花營 三代， まに 見えて 

ゐた正 儀の 態度が かく 豹變 した こと は 

- 後に また 朝廷に 復歸 して ゐる ことから 

た と 想 は れ る、 直 ちに 彼 を 以て 父兄 を 辱 

る (I- 史 地理 第 十五 卷藤田 精一 氏 「楠 木 正 

儀が 朝廷 を 離れた ことによって も、 後 村 

はな か つたこと が 推測され るので ある 

得. たの は、 後醍醐 天皇の 遣 烈 之を然 らし 

畿 の隱れ たる 勤王 將士の 力に よった も 

征. 西 將軍宮 の 勢力 は 賊軍 を壓 し、 今 川 了 

少贰 冬資を 殺した ことが 九州の 人士に 

利 氏と 離れる ことにな つた。 

に 久しく 問題と なった のが 長慶 天皇 を 
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. ^に 上洛して 將軍 義滿ゃ 管領 

ゐ る， 父 兄の 後 を 承け て 忠節 を 

誰も 不可思議に 思 ふところ で 

推測 すれ ば、 そ の 間に 深き 事ぬ 

かしめ たものと いへ るか は 疑 

條北嚮 論」 參 考)。 尤も 一 時たり 

上 天皇 崩御の 後 官軍の 形勢が 

が、 猶ほ 二十 餘 年の 歳月 を 保つ 

めた もの で あ り、 伊 勢の 北 is 氏 

ので ある。 それに 遠く 九州に 

俊が 九州 探題と なって 下った 

猜疑 を 生せ しめ.，！：： SgJ 氏の 如き 

御代 數に 入れ 奉る か、 ま たは 御 
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れ て 


七 四 

てまた 勢力 を囘 (3i して 

り たま う た 持 明院統 の. 

內 訌 は その後 も 厨々 繰 

見える の はい つも 驕豪 

現象に 過ぎ なかった。 

で は な か つ た、 た 、.- 近畿 

して 援な ぐ. よ し 九州に 

のあって も. 大 局の 上に 

とが 出來 なかった から. 


刀 i 
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. 正 俄 


兄 と 
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軍 を 率ゐ. て 


する 楠 
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官軍 收れ四 
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廣義 1:1^ 


天下一 一一 分の 

形勢 


親 房薨ず 


^.w  Q 內^1 


は 佐々 木 道 春の 兵 を 以て 二た び 京都に 入 り、 赤 松 刖祐も 之に 應 じ • 八 幡 の 行 宮 

に 迫った と こ ろ、 官 軍 遂に 敗れて 四條隆 資戰死 し. 天 皇は持 明院統 の三院 及び 

直 仁 親王と 共に 八幡 を 逃れて 奈 に.： やし "つ いで 1^ び賀名 生に 還 幸せられ た。 

義詮 乃ち 京都に 歸 り、 崇 光院の 御^ 彌仁 親王 (後光 嚴院) を 擁立し.^. -、 御 皿 母に 

當ら せらる 、廣義 門 院 (後 伏 兌 天皇 女御) に 政務 あらん こと を 請 ひ. 文 和と 改元 

した。 然るに 直義の 養子 直 冬 は 別に 一旗 幟を樹 て、 せ 1- 氏に 抗 し .猶 ほ. i;:- 和の 

年號を 奉じて ゐた、 いは、：/ 天下 はこ ゝ に 三分の 形勢と なった ので ある。 

後村上 天皇の 京都 恢復 は 失敗に 終った けれ ど. 親 房 はよ く 天皇 を輔け 奉り， 

諸國の 官軍 を激勵 して ゐ たが、 遂に 正 平 九 年. 賀名 生に 薨去した。 朝廷の 柱石 

こ、 に 倒 れ、 こ の 後 諸方の 官軍 を統 ぶる ものな く、 正 平 十六 年 再び 京都 を恢ル 55 

する ことが 出來 たけれ ど、 朝 威た 次第に 衰 ふるのみ であつ た (史 學 維 誌 第 七 

編 i: ま 川租郞 博士 及 び 余 の 「北 畠 親 房事 婧考」 參考 )。 しかし 京都に あっても 內訌 

^ほ 止ま や、 直 冬と 山 名 時 氏 は 伯 者の 兵を發 して 仲 jj 氏 を 攻め. 新 波 高 桃 井 直 

^北國 より 之に 應 じ. 尊 氏 は 後光 嚴院を 奉じて 近 江に 奔 つた。 直 冬. 直 常. 高 經 
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河 內、 三 輪 西 阿 等の 據 りし 南 大和 を 前に 
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楠 木 氏の 一 族に 護衞 せられて 吉 野に 潜 

し 公家の 人々 ま た 御 後 を 慕 ひて 吉 野 に 
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が 推知 

人、 文書 

. ^るゝ 

も の で 

る やう 

高 氏 

氏 ，，一 改 

た， そ し 


一  章 

の 身 i 

も の 

ほじ 賞 

け る 

せ ら 

入 た 

人な 

に寫 

め た 

て 先 

田義 


し 
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任せられる 資格な きに よると はい へ 、そ の 不 平 は 抑 


る 

、yT 


づ 

贞 

莊園 等に 關す る 命 令 を 


彼 

る 


葛- 

こ 


2  0 

V7 

る 不 平 は 圓 、ひ 


ま た 

追從 

所」 と 

な ど 

ゐ る 

つ て 

の 殊 

目 の 

つ た 


ろ 


同 

リ 

參 

上 


人 

る 


よ 


あ 

-こ 

し 


良 

し 


の 

$ 日- 

復 

ひ 


人 

Jul}!' 

二 

-下 

力 

力 

し 


の 


力 


み で 

擧 げ 

、可 原 

上す 

平 な 

e-R  一一 一-口 

，天皇 

次第 

人 は" 

幕 の 


かった， 

れてゐ 

落首の 

成 出 者、 

人々 の 

騷ぎ廻 

御 諱 の 

爪牙 を 

一 に 麓 

勳 者 丄 

德寺玄 


る 


良 

寄- 


の を 見 

節に 「本 

用の 堪 

を 忌 憚 

てゐた 

字 を 賜 

いて 野 

親王 で 


こ 雜 

て も、 そ 

領 離る 

否 沙 汰 

な く 吿 

^ 1 力 

はって 

心 を 現 

あらせ 


訴， 決斷 

の 一 斑 一 

一 

、 訴訟 _ 

もな く 

白した 

手に 収 


て 征夷 大將軍 

0  0  0  D  0  0 

_久 米 多 寺 文書 


を 尊 

て 來 

れ， 第 

任 じ 

の 他 


® 赏の 沙汰 


有限の 地と 

無限の 人 


赤松 圓心 の 

不平 


て 

4^ 


世 

ゾ - 


着 

こ 

で 

力 

の 


の 

々 

V7 

匕 

、ベ 

主 


中興 


進 

て 


政治 は 

られた 

解せ し 

沙汰 

に よ 

及 


賞 


內， 及 び 


力 

に 侵 

氏の 領 


害 

め 


る 力 


播磨佐 用 


力 

庄 


足 

-ュ、 

を 


實 に 「朕 

ので あ 

む る に 

は 最 

つ て 

山 き 

_o こ 

ォ V7 

官 軍 

て ゐ 

し む 

恩 賞 の 

賜 は る 


で 


ら 


最 

そ 
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が 新 儀 を 以て 將來の 先例と 

つ た が， 恩賞 沙汰 や 公武の 不 

至った。 

の 重大問題であった 爲 めに 

を 四番に 分けた が、 そ の 中 

陽 二道の 第 三番であった 

路 藤 房. 九 條 光 It 之に 任せ 

利 を 囘 (设 せんと し. 武 家 は 一 一 三 

應 じた ものが 大多數 を 占 め、 論 

知行 國ゃ 庄園の 沒官領 のみで 

ことが 出來 す、 いは、. - 限り ある 

は 容易に 決し 得なかった。 僅 

國三國 の國， 牙 を 賜 は つた けれ 

止 ま り、 却 つ て播磨 守護 職 を 召 


す ベ し」 と の 御 自信 を以 

一 致 等 は 遂に 中 興 の 偉 
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に 恩赏方 

ち 複雜し 

の 上 卿 は 

た。 公家 

の 人 を 除 

功行 賞 を 

は 到 底 そ 

地 を 限り 

に 義卓正 

ど， 赤松 圓 

し 還 さ れ 

五 五 
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た 事情に あ 

初め 洞院實 

は 久しく 武 

けば 恩 か 夙 に 

行 ふ や、 こ れ 

れらの 要求 

な き 人に 分 

成. 長 年 * 氏 

心の 如 き た . 

た。 これ 彼 


北條 氏の 沒 

{ai 領は恩 莨 

に 足らず 

公武の 不一 

致 


萬 里 小路 藤 

房の^ 世 


武士 復古 精 

祌を 理解せ 

ず 

天皇 Q 御製 


ら し 

賞 を 

ら す 

の 屈 

と 公 

造 が 

て そ 

天皇 

革 ュ、 

つ て 

な か 

足 利 

ふ と 

奉. -、 


め 

-こ 

を 

メ  W 


第 

こ 

ん 

ゝ 

結 

ら 


を 


力 


一 章 

ので あ 

爲 め 

見逃 

自 由 

問 し 


皇 家中 興 時 代 (京 都 親 


力 


め 

し 

大 


起 因 

遁世 

が 元 

家 に 

と も 

て 成 

知ら 

、し 


る 0 

こ S 

す ベ 

に 展 

た の 

つ た 

す る 

し た 

來守 

壓迫 

枚 等 

功 せ 

せ ば 


殊に 

王 せ 


北條氏 

し 人々 

さ る 

い の で 

る fv- こ 

た 格 I 巾 

あ つ て. 

る 事 も 

な る 武 

る、 も 

て自か 

た 所以 

の 心の 

徹底せ 


政 時代)  五 四 

沒官領 だけ で は 恩 赏 に 不 足 で あ り、 到 底 恩 

滿 足せし むる ことが 出來 な かった の み な 

に 公武の 不 一 致で あつ た。 公 家 は 長い 問 

り、 武家 は 中 典 政治が 誰の 力で 出來 たの か 

高 氏に 乘 せられ た 所以が ある。 大內ー si- 修 

發 行す るの 止む を 得なかった こと も. す ベ 

平 記に 恩賞 方の 一 人た る 萬 里 小路 藤 房が 

面の 事情 を 察すべ き で あらう。 それに 改 

の 喜ぶ とこ ろ で な く、 武 家 は屮典 政治に よ 

と 誤解し、 且つ 皇政 復古の 精神 を 諒解し 得 

安 じ 得 ざら しめ た 所 以 で あ り、 そ れ が ま た 

もあった。 建 武ニ年 Q こ ろ 「.a- にかへ て S 

めが たき を」 と いふ 御製が あ る、 之 を 拜 誦し 

り し を慨 せざる もの あらう。 


皇室と 武士 


護 良 親王 を 

征夷 大將軍 

となす 


中興 新政の 

至難な りし 

所以 

高氏の^^心 

と 武士の 不 

平 


固よ. 0 知行 制度 を 打破 し， 武 土の 勢力 を 

な ら す、 北 條氏討 滅には 武士の 力に 頼った 

初に 當 つて 先 づ 如何に 武士 を 支配す ベ き 

縣 制度の 形式 を 採， - ながら、 鎌 倉 幕府の 武， 

しかも 天皇 は 皇室と 武士との 間 を 密接な 

軍と し 護 良 親王が 之に 任せられ 給うた の 

た (河 內 金剛 寺 文書 參 考)。 また 諸 皇子 を 鎌 

府 特に 北條 氏の 直轄地 を 皇室の 下に 收め 

に 出で たもので あらう。 彼 は その子 顯家 

奥に 下つ てゐ る。 

或は 、中興の 大業が 失敗した こと を 新政 

る ものが ある。 併しながら 中 典の 新政 は 

短日月であった。 元弘三 年 六 月 還 幸の 日 

るまで 僅に 二 年 餘. そ の 間 髙氏は 巧み に武 
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根柢より 覆す の は 困難で あるの み 

もの 少く なか つたから 中興 政治の 

か、. Z 問題であった。 これ は く 郡 

士 統率の 制 を 用ゐる 外なかった。 

らし めん と し、 皇 子 を 以て 征夷 大將 

は旣 に元弘 三年 五月の こと で あ つ 

聿陸 奥 等に 下し 給うた の も， 鎌 倉 幕 

られ たので あつ て、 蓋 し 親 房の 獻策 

と共に 自 から 義， U 親王 を 奉じて 陸 

の 宜しき を 得 ざり しに 歸 せんとす 

實際 その 理 想 を實 現す るに 餘 りに 

から 建 武ニ年 入 月 足 利 高 氏の 反す 

士の 不平 を 煽つ て， 新政 を 混 亂に陷 

五一 一.1 


北. IS 氏と 伊 


天皇 親政 0 

信條 


し 

の 
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^田 義. a ハが 補せられ た。 

f§  こ の 中 輿 政治の 黑 幕と 

う。 彼 はさきに 世 良 親王 

後剃髮 して 表面 公 家 生 活 

めた のであった。 彼の 妹 

りに 出沒 して 勤王の 兵 を 

い 因緣を 有して ゐる。 天 

中に 畫 いて ゐた 復古 政治 

祌皇 正統 記に 彼の 政治 上 

別が なかつ た、 三 種の 神器 

た、. -正理 を 以て 政治 を 行 

親政の 御 理想であった。 

を 失 ふこと になった の も 

人心 を槃 ぎし 所以 もまた 


て^  P 

S とし 

ら 退 養 

護 良 親 

ら れ た 

必すゃ 

於け る 

現れて 

とい ふ 

中 興 政 治 

そ の爲め 

赏 にこの 


皇 

IT? 


ぺ 


政 時代) 

したる も 

て 天皇の 

し た が、 そ 

王の 生母 

の も、 北 畠 

に 還 幸せ 

天皇に 進 

意見が 多 

ゐ る 公 平- 

の  がその 

が、 滔 々 と 

で あるが" 


や. 

び 

あ 


！-人 

こ 

V7 

る- 

ー岁 

十 


王 


恐 ら ( 

た り し 

寧ろ 彼 

る， 親 王が 熊 野 


北 ^® 

も、 親 

の 活 

力 

伊 ^ 

下問 

に 相 

彼 の 

武 の 

• そ れ 

利 に 

餘年 


五 二 

机 房で あ 

薨 じた 

を 容 易 

から 伊 

ある こ 

預かり" 


違 な 


中には 

德、 換 言 

ま た 實 

れる武 


つ た ^i- 

ま ひ し 

ならし 

勢 あた 

と 、 

彼が 胸 

そ の 著 

公武の 

すれば 

に 天皇 

人の 心 

天下の. 


信條が 實 行せられ たためであった- 


雜訴 決斷所 

の 新 鼓 


國司 は領國 


武者 所 


雜 訴決斷 所を設 け， 公 卿 及び 明 法 道の 人々 を 寄 人と して その 任. に當 らしめ た、 

これ は旣 に元弘  一二 年 十月に 開かれて ゐ る (建武 年間 記. 太平 記 及び 醍醐 寺 文書 

等 參 考)。 

地方に は 國司を 置い て、 從 來の 如く 國衙 領の 行政に 當 らしめ た が、 そ れ はや 

はり 恩赏 として 賜 はった もので、 從來の 領國制 を 踏襲せられ たといって よい 

ので ある。 從 つて 國 司に は 公家 も 武人 も 同じく 之に 任せられた。 伊達 伯爵 

家 文書の 上野 國 宣. 色 部 文書の 越後 國 宣. 播 磨 正 明 寺 文書の 播磨 國廳宣 等に 新 

田義桌 が大 介と して 自署 花押 を 加へ てゐ る、 義 貞は 恩賞と して 上野 介と 共に 

越 後. 播 磨の 國 守に 任せられ たので ある。 これまで 諸 國には 幕府から 守護 を 

置いた ので あつたが， 中興 政治に あって は 公家で も 武人 でも 國 守が 守護の 事 

を 行 ふこと になった の で、 ま た 令 制に 復 したと もい へよう。. しかし 地頭 は 鎌 

倉 時代 以來 引績ぃ て その 所領 を傳 へ、 中には 國 司の 官 人と なる もの も あ つた。 

また 京都に は 武者 所 を 置い て 京都の 警固を 掌ら し め 一： 建 武 年間 記 參 考). そ の 頭 

人に は 武人の 中で 最も 有力なる もの ゝ 一 人で あ り， 且 つ 忠誠の 人物であった 
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五 〇 


第 


京都 親政 時代 


新しき 皇 

親政 


關白 を廢す 

記錄 所の 攄 

大 


京 

代 の 

日 北 

で な 

と な 

た、 そ 

復活 

な か 

こ ろ 

親政 

る 听 


し 


て 

亡 


政 時代 

の で あ 

成 し 

た、 旣 

武家 

家 々 

と も 

，從來 

つ た 

ま す 

し. 次 


は 僅に 三 年 

る が、 皇 家 中 

ゐる。 普 通 

した 時に 始 

世襲 的に な 

級と を 一 圑 

職業 を 以て 

られ るので 

武家政治 を 

で ある。 先 

慣例と な つ 

主として 領 


の 短日月に 過ぎす- 

興 時代の 中心 をな 

に 建武中 典と 稱せ 

まる。 思 ふに 中 典 

つて ゐた 公 家 階 級 

と し て、 そ の 上に 天 

天皇に 奉仕した 上 

あ つ て、 叉 必 や し も- 

打 破 し、 公 家 も 武 家 

づ關 白を廢 して 藤 

てゐ た記錄 所の 稷 

地 等に 關 する 問題 


しかも 終の 一 

し， 我が 國史に 

ら れ、 實 に 元 弘 

の 新政 はた 

と 鎌お 時代 に 

皇 親ら 政を視 

代の 氏 姓 政治 

武 家 階級 その 

も 同じく 天皇 

原 氏の 特權を 

限を擴 大して 

を 取扱 はしむ 


年 は 半ば 

最も 意義 

三年 五月 

公家 政治 

最も カ强 

た まふの 

が 新しい 

ものの 否 

の 統べた 

奪 ひ. 久し 

大事 件 を 

るた めに 


兵亂に 

ある 時 

二十 二 

の 復活 

いもの 

で あ つ 

形式で 

m で は 

ま ふ と 

く， 天皇 

新たに 


新田 義貞嫌 

倉 を攻も 


分陪 河原の 

合戦 


北條氏 亡ぶ 


天皇 還 幸 


奉 


稲木 正 成 車 

駕を 兵难に 

奉迎す 


下 


じて 金剛 山より 國に歸 つた 新田 義桌は 五 

を 擧 げ、 越 後の 一 族と 共に 鎌 倉に 攻め上つ 

野に 起して 義負と 合した。 義 i 只 は 先づ武 

• 長驅 して 鎌 倉に 迫り、 二十 二日 諸 軍 同じく 

して 北條氏 はこ 、 に 滅亡した。 この 時官 

め 入った ことが 信 金 臺 寺 文書に 見えて 

皇は 京都 旣に 定まれる 報に 接し- 

庫 を經て 六月 五日 御 入 洛、 翌 六 日 

發 する 時、 正 成 七 千 餘騎の 兵を以 

せて、 正 成 を 近く 召しよ せら れ、 「大義 早 

仰せに、 正 成 少しも 功に 誇ら す、 感 激 の 淚 を ぬ 

ら すば 微臣 いかで か 强 敵の 圍 を出づ ベ けん 

た、 恐らく 正 成が 最も 光榮 であり 尤も 得意で 


攻め入った 

後醍醐 天 

• 兵 

車 駕兵庫 を 

て 


寫 

力 


月 十八 日 上野の 

た。 高 氏の 長子 

藏 の分陪 河原に 

亂 入 し 時 以下 

軍が 商 無 阿彌陀 

ゐ る。 

五月 二十 三日 船 

ニ條內 裏に 還 幸 

て參 向せ し に、 天 

速の 功 偏に 汝が 

ぐ ひ 「是 れ 君の 聖 

や」 と 奉 答 し a 先 陣 

あった 時で あら 


生 品 明 神社に 義 

義 ； rjs. もまた 兵 を 

北條 氏の 軍 を 破 

一 族殆ん ど皆自 

佛 くと i? へ て 

上 山 を 御 發载ぁ 

あ そ ばされ た。 

皇 鳳輦の 御簾 高 

忠戰 にあ り」 と の 

文 神武の 德 によ 

を 承って 入京し 


it 一  章 


皇 家中 興 時 代 (： 止 中元 弘時さ 


ral 九 


笫 一 章 


皇 家中 興 時 代 (正 中元 弘 時 代) 


六波羅 亡ぶ 


五辻 宫の御 

霍 


高 氏 六波羅 

を 奉行所と 

す 


高 氏の 勢力 


が、 こ れ は 

を 威壓す 

髙 氏 は 

探題 北條 

逃れん と 

龜山 天皇 

帳 及び 

敏 にも 

て 京 都 

れ な く 

く 彼等 

く て ま 

なりし 

六波羅 


去 

力 

大 


彼の 

る に 

五月 

中 #. 

ノ こ 

し V7 

の 皇 

平 泉 

六 波 

を鎮 

な つ 

を 降 

然た 

に よ 

攻 め 


、い 

時 

-時 

博 


所以で 

千種忠 

^ 菱 


き 出した 

あ つ た (光 


遂 

殆 


顯 等と 

伏 見， 花 

にして 

良 親 王 

0  0  0 

が歷史 

し、 奉行 

時 千 叙 

に 退い 

地方 殆 

得 た、 彼 が 後 

あ る。 

ど 司 じころ- 


は途 

宮守 

著 我 

占領 

こ の 

奈良 

近畿 


六 波 


第 一 步 

0  0  0 

明寺殘 

維 を 

上皇 

れ， 仲 

に 前 

收 「史 

し て 

を 園 

擧 を 

幕府 

望 を 


で あ 

篇. 梅 

攻 め 

_ 光厳 

時 等 

途を 

上 に 

諸 國 

ん で 

謀 ら 


IRl .FN 


現す 

の 形勢 は 


，や が 

論 等 

そ の 

及 び 

近 江 

力 

士 の 

た 北 

と し 

も の 

至 つ 


て 


四 八 

彼の 勢力が 地 

考 )0 

を 破った。 八 

仁王 を 奉じて 

番場 宿に 至，. 

た 自殺し た (速 

五 辻 宮」 參 考)。 

到 を 受け、 北條 

軍 は 最早お つ 

が、 高 氏 之 を 招 

きに 至った。 

の はまた そ P 


方 武士 

日の 隨 

しとき. 

n  0  0 

華 寺 過 

高 氏 は 

氏 こに 

、 

として 

撫 して 

高 氏 は 

赏 力の， 


した- 


良 親 王 の 令旨 を 


三日 九州 探 題， 北 條英時 を 博 多に 討ち 


江 串 入道 

尊 良 親王 


赤松 圓 心 千 

種忠顯 京都 

に 迫る 

北 條氏大 軍 

を 以て 伯 者 

を 侵さん と 

す 


足 利 高 氏の 


高 氏 密書 を 

諸國に 送り 

て 同志 を 招 


し 

た 


た。 博 

まひし 

氏と 連 

太宰府 

門 採 題 

軍 を 率 

京 都  <11 

の 行宮 

を 抱 き- 

ら、 彼 は 

び、 丹 波 

保存して 

これによ 

第 


長 

力 

及 


多 日 

尊 良 

絡が 

に あ 

を滅 

ゐ て 

な り 

を 犯 

三 河 

つ 


を 


0 

一一 一 irt  t 

親王 

あ つ 

つ て 

し、 潘 

ヰメ  J 

行宮 

と の 

さ し 

に 至 

謎 し 

篠村 八幡 

る/同時に 

て 遲疑決 


を 


め 


て 


奉 

ん 

{ 呂 

せ 


ば 肥 

じ て 

で あ 

軍 を 

赤松 

し、 途 

接し. 

に 使 

都 に 

に 於い 

書 を 諸 

ざ り し 


彼柠 郡の 

兵 を 擧 げ 

う。 親王 

帥せられ 

心 は 京 都 

勤王の 兵 

條氏は 名 

る に、 高 氏 

行 宮 に 遣 

つ た. そ し 

てはじめ 

國の 一栄 族 

人々 が 急 


し も、 大 友. 少 武ニ氏 

串三郞 入道な 


の が 

後ち 

ゐ る _ 

攻 め 

寡 つ 

髙 家 • 

出發 

，近 江 

高 家 

義旗 

送 つ 

勤王 


も その 

州 探題 

ついで 

として 

京都に 

利 高 氏 

際旣 に 

宿に 於 

久我繩 

揚 げ (そ 

官軍に 

士 と な 


惠切 

も の、 

日 で 

條英 

居. 导 

向 し、 

つ ち 

し て 

心 あ 

て綸 

の 戰 

せ ん 

も の 


千 


大軍 


旨 

一 J 

ふ15 

少 


を 

寸 

一一 一一 n 

同 


つ て 

を 脫 

ら 

亡 び 

二 氏 

忠顯 

を 率 

氏 再 

賜 は 

死す 

な か 


敗 死 

出し 

ぐ、 菊 

し と 

ま た 

ま た 

ゐ 伯 

典 の 

り な 

る に 

.f 呂 に 

め た、 

つ た 


章 


皇 家中 與時 代 (正 中元 弘 t- 代) 


四 七. 


勤王 Q 兵 所 

在に 起る 


北倏軍 Q 沮 

喪 ， 


新田 義貞官 

軍に 屬す 


天皇 Q 隱岐 

御 K 出 


名 和 長年 天 

皇を 奉戴す 


菊 池 氏の 勤 

王 ： 


正 

多 


を 

國 上野 


本國 

くな か 


增 錢 に 

られ たや 

- J ろ、 警 固 

て 御脫出 

迎 へ ら れ 

再 典 を 祈 

た ま う た 


一 章 

智謀に 

かった 

加 へ た 

、所在に 

所領 を 

つ た。 

歸り， や 

よれば 

う で あ 

の 武士 

て、 船 上 

らしめ _ 

。 時 に 


皇家 中興 時 代 (正 中元 弘 時代) 


る 


舟 


山 の 

且つ 特に 

九州 


もの 大 

護 良 親 

で よ 番 

土が 起 

ん こと 

正 成の 

倉攻の 

王 は ま 

て 天皇 

を 寄 す 

つて 出 

寺 院 を 

袁筆 

は 肥 後 


軍 も 千 叙 破 

王の 令旨 に 

磨の 赤松 圓 

つたの み 

を 恐 れ、 軍 

忠節に 烕 

大將 とな 

た 密 使 を 

は 配所 か 

る ものが 

雲 に 安着 

行 宮 と し 

の 綸 旨. を 


の 菊 池武時 (入 


四 六 

を 攻め あぐ み. 遂 に 之 を 拔 

つ て、 諸 國に 義旗 を擧 ぐる 

、四國 では 伊豫の 土 居 得 能 

す、 金 剛山 下に 於け る北條 

第に 沮喪 し、 潜 に歸國 する 

_ 護 良 親王の 令 旨 を 請 ひ 奉 

人が 實に 新田 義 負で あつ 

に 遣 さ れ、 天皇と 連絡 を 通 

れ出づ る 機 會を窺 ひた ま 

元弘 三年 二 月廿三 日曉霧 

ば され、 つ い で 伯 耆の名 和 

ひ、 綸 旨 を杵築 大社に 下し 

同社の 神 劎を召 し. 寳 叙 R 

道 寂 阿) 夙 に 勤王の 志 あり、 


- J と 

の 日 

，二 氏 

は そ 

の も 

て 本 

じて ゐ 

うたと 

に 乗じ 

長年に 

て 王道 

に用ゐ 

三月 十 


北 條氏謹 良 

親王 及 正 成 

の 首に 懸赏 

す 


赤 坂 吉野陷 

る 

村 上 義光父 

子の 忠節 

B£ 束 のブ軍 

千 劍破械 を 

拔く能 はず.. 


う。 後ち 新田 義 

招に 應じ たもの 

將 士 が， 親 王の 令 

北條 氏の 大軍 

戰 注文 はこれ に 

せし 國々 の 武士 

庄 を、 正 成 を 殺し 

弘 三年 正月 十九 

資の 子) を 大將軍 

,5 石 礫な どを投 

めら れ るので あ 

つ て、 親 王 は踪跡 

人口 に 膾炙して 

潜 み た ま ひ、 正 成 

笫 一 章 


る 

才 


倉 を 

な ぐ 

つ て 

_ 赤 坂- 

第 一 


見 

力 

し 

じ 


攻 め 

中 に 

遠く 

の 史 

て 居 

丹 後 

王 寺 

こ と 

軍 を 

赤 坂 

ま う- 

後 親 

活 動 


は 三 

義負 

の 三 城 


せ 

連 


良 

め 


を 

よ 

充 


し 

弑 

て 


2 
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木 

ISP 


武 

正 

S 

令 

f 


必 すし も義貞 の 

勤王の 


たり 力ら 


攻 

ど！？，， ^られ る 

しめた 太平 記の 

先 づ 陷 り、 つ い で 関 

太平 記に ある 村 上 

は 恐らく 千劍破 城の 

られ たので あら う (太 


皇 家中 興 時 代 (正 中元 弘時 代) 


亂 ^ 志 收 

攻めた 北條 

のに は 近 江 

と 懸賞した 

を 奉じ. 四 條 

成が、 千劍破 

この 書に よ 

一 日 吉野城 

父 子 の 忠 節 

後方 葛 城 山 あ 

平 記 參 考)。 

四 五 


を 

ヒ曰 

光 


木 合 

麻 生 

や、 元 

真 (隆 

上よ 

た 陷 

今 に 
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"5 今， 


正 成 赤坂狨 

を 還す 


ま ^ 良 親王 吉 

野 御 籠城 


正 成 柿 木 城 

及 千 鈕破城 

を 築く 


護 良 親王の 

令旨 四方 に 

飛ぶ 
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日 親王 は 更に 御 自筆の 願 文 (寶 簡集卷 四 十) を 丹 生 明 神に 捧げ た ま ひ、 引 "く， L 

て 二十 八日 二た び 軍兵の 催促 ありし も. 翌年 正 十六 n に 至 b 衆徒 は 全く 之 

を拒絕 したので ある。 

楠 木 正 成 

活 


はこの 年 十一 月 旣に赤 坂 

王の 下に 活動して ゐ たこと は 金剛 寺 

入 り、 親 王 は 吉野藏 王 堂 を 御座所と し 

の， ニ國 を 從 へ ， 天 王 寺に 進 出 し、 や が て 

京 都 を 震 駭 し. 軍 を 引いて、 河 內に歸 り. 

して 金剛 山の 中 に 千 叙 破 城 を 築い 

の 大軍を 引受けん と 準備 を 整 へ た。 

護 良 親王の 令旨に 四方に 飛ん だ、 元 

されて 居 り， 九 州の 大 友. 原 田 その他の 

ま た 紀伊粉 川 寺の 行人 等 も 親王の 下 

れ ば、 廣 く 全國の 寺院 や 武士に 令旨 を 


城 を 奪 ひ 

文書に よ 

て 勤王の 

渡 邊のー 

上 赤 坂 城 一 

つめ じ！？ う 

で 5¥ と 

爪 城と は 

弘 三年 二 

諸氏に 下 

に 馳せ參 

下して 義. 


還 し て 

つても 

兵 を 集 

戰に六 

楠 木 城. 

し， 古野 

最後 の 

月 こよ 

さ れ た 

じ た。 

兵 を 起 


ゐ る そ 

タ レー i 

め ら れ- 

波羅 uef 

： を 0 い 

，こ 連絡 

決戰を 

播磨大 

令 旨 も 

これら 

さ し め 


て 


彼 

) 元 

成 は 


良 親 

年 に 


1- ん 

弘 三 

を 全滅せ しめ て 

で 之に 披っ た. ュ、 

を 通じて 北， 候 氏 

なす 城郭で ある- 

山寺の.^ 徒 を 召 

今に；；^ して ゐる. 

によって 推測す 

た ま うたで あら 


尊 良 親王 以 

下與 謀の 朝 

臣 僧侶の 處 

分 


護 良 親王の 

御 動 


高野山 護 良 

親王 の 召に 

應ぜず 


0 

ら 

ォ 

兵 

る 

親 

は 


の 中 

天皇 

た ま 

1. 匕 

ど 天 

て 髮 

を 募 

こ と 

旨 の 

-  一 E 

八月 二 

■ 弘法大 

第 


で、 嘗 て 否定 

もの も 多い 

京 莉を出 

與 謀の 廷 

具 行 等 は 

は最 n 十 北 

蓄 へられ 

た ま う た 

六月 六日 

進が あつ 

れて 義兵 

じ 奉った 

十七 日 初 


の 

り. 

力 

は 


ら れ 

で、 こ 

立ち 

臂 呂- 

謀 者 

氏 の 

良 親 

0 〇 

花園 


京 

た ( 

を 


ま 

召 し 

か は 疑 

めて 同 

師以來 兵戈 を 動 


力 
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も遽 

ひ し 

そ れ 

て 斬 

な か 

御名 

0  0 

袁記 

あ り- 

鏡 に 

へ る 

あ る 

令旨 

ぬ 遣 


に 重 

翌 日" 

罪と 


そ 


よ 


を 


た- 


王 

後， 


力 

見 


章 


皇 家中 興 時代 (正中 元 


よ 

高 野 

下し 

誡 あり 

弘 時代) 


事 を はじめ その 

博士に 從 ふこと 

良 親 王. 尊 澄 法 親 

條 氏に 處分 せら 

りぶ 滕 房 等 は 流罪 

尊 雲 法 親王 は大 

軍の 總帥 として 

ば 親王が 熊 野. 伊 

また 竹 原 八郞大 

熊 野 か ら， 大 峯 を 

えて ゐる が， こ の 

山 寶 壽 院 文書に 

出兵 を 催促 せら 

といって 命に 從 


記载 

が 出 

王 も 

れ、 資 

に 處 

令 旨 

勢 に 


が 次第に 認め 

來 ない。 

ま た 配 所 に 向 

朝. 俊 基 及び 平. 


せ ら 

ま J I 

を 下 

令 旨 

し て 

て 吉 

野 山 


傳 う 

際髙 

よ れ 

1^ しこ 

ま す、 十 

四 三 


た。 さ 

奥に 於 

勤王の 

下され 

め來れ 

や 高 野 

衆徒が 

はこの 

, 高野山 

十五 


天皇 ii^ 岐 ぬ 

幸 


重 野 博士の 

兒島高 35- 抹 

S 


星 野 田 中 博 

士  Q 高德存 

在說 


宣政等 

を 寧 ^ 皮 

つ た。 

し靈： K 

て 

人 


よ 


力 

子孫 

參考) 


ゐ る 

前 の 

I  J せ 

に. 高 

物 た 

高 德 の 

ら で あ 
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二十 餘人 代って 上洛し 京都 を鎮し た、 ュ、 し 

に 透し 奉 り、 尊 良 親王 を 土佐ト 

明 くれば 元弘ニ  5 正慶元 年) の 

に 幸し た ま う た、 御 道 筋の 有樣 

" 兒島 高德が 天皇 を 奪 ひ 奉 ら 

櫻樹を 削って 詩句 を 題した と 

を 否定 せら れ、 新 田 義 ^ に せ 

、み な 自筆 又 は 花押 を署せ る 

の 文書と 傳へ られる ものが 

を 反 證 す る 所 以 で あると い 

文書が 傳 はって ゐ な い の は 

ら う と 反駁 せら れ、 又 田中義 

と稱せ る よ り、 溯 つ て その 存在 說を 主張して 居ら 

れら星 野. 田 中二 博士の 說には 猶ほ議 すべき もの 


：、 尊 澄 法 親王 

三 月 天皇 は 

は 增 鏡 「久 米 

ん として 失 

0  0  0 

いふ 太平 記 

よ、 楠 木 正 成 

文書 を少く 

すべ て 偽物 

つて 居られ 

恐らく 彼が 


四 二 

て 遂に 十二月 二十 

を 讚 岐に遷 し 奉る 

武士に 護ら れて六 


の 皿 山」 の 章 

敗 し. 美 作 の 

の SIB 事 に 

に せ よ、 ま 


で ある こ 

る。 こ れ 

恩赏を 得 


る 


に 委し 

院庄に 

い て、 重 

名 和 長 

プ  >  遺 

は， 高德 

對し星 

に 至ら 


七日 天皇 


^ と 


成 博士 も 後に 備 前の 宇 喜 多 氏 


こ 


る 、(南北朝 

ありと する 


羅を發 

記され 

り、 行 宮 

安繹 博 

. 結 城 道 

てゐる 

架空の 

1M 博士 

かった 

高德の 

0  0  0 

時代 史 

0  0 

も、 太 平 


天皇 赤 坂 城 

に 向 ひ 給 ふ 

天皇 六波羅 

に 入り 給 ふ 


尊 雲 法 親王 

と 正 成 


良 忠法印 


大佛宣 政 等 

上？ 》 


沸疯直 等の 大 1!^ が 到着せ し 翌日 九月 二十 八日 

藤 房. 季房兄 笫等數 人 を從へ て. 赤 坂 城へ 向 はせ 

軍に 捕 へられた ま ひ、 や がて 六 波 

城から 京に 歸られ た 尊 良 親王 を 

く 捕 へら れ、 そ れん、 武士に 預け 

尊 雲 法 親王 はさきに 笠 置 寺 を 

落城の 後、 北 條軍は 赤 坂 城 に 迫 つ 

を 晦 ま された。 太平 記に は 親王 

うに 書いて ある が、 天 皇が 六波羅 

地に 移し 奉る ことが 親王. 正 成の 

を抽で 、 ゐた 良忠法 印が 天皇 を 奪 ひ 奉ら 

記 事 と、 花 園 天皇 袁記元 弘ニ年 正月の 條と 

策した まふと こ 


始 め、 

ら れ 

脫出 

た， 親 

力 ま 

に 遷 

目 的 


入御 

討幕 

た (光 

し て 

王 は 

野 十 

り た 

で な 


2 


京都に あって 

かくて 鬼に 

^ 一  章 


ta- 近 幾よ しばら 


に な 

0  0  0  0 

明 寺殘篇 

赤 坂 城に 

やがて 正 

津 川 の あ 

まふ 上 は 

I  Jvt  It  , 

ん として 

を 考へ八 口す 

ろ あつたの で あ ら う。 

靜 まつ お、 ヌ 直. 高 氏 等 は關來 


2  ,:s つた。 天，：：1^1 は 暗夜 藤 1^ 

迷 ひて 北條 氏の 

きつ -.、 いて 赤 坂 

た 公卿 等 また 多 


こ 

V7 

• そ 

參 

こ 

-ど 

失 


！? /, 乂"  _  二 

力 utt 丄 

して 引 一 

參 加し 一 

考)。 . 

らせぉ 

と 共 に 1 

り に 落 一 

う か し 一 

な い。 一 

收 しお 

れ ば、 1 


ら 


卵 等 

た が 

出 で 

び ら 

皇 を 

の 下 

ふ 太 

親王 


，笠 置 寺 


れ たや 

安泰の 

に 忠勤 

0  0 

平 記の 

ま 替 に.. 


き 還 し， 大 佛 


皇 家中 與 時代 (正中 元弘時 代) 


四 


文 保 御和談 

と 後 酸醐天 

皇 


院政 Q 踐止 

と 天皇の 結 

對主權 


の 

政 

を 

ら 


第 

君 は 持 

覺寺統 

醐 天皇 

を 裁決 

文 保 御 

覺寺統 

て 締結 

はこの 

天皇に 

つたの 

正統の 

たま ひ 

せられ 

さ て 笠 


章 


皇 家中 與時 代 2 中元 弘 時代) 


上 

醍 

法 


院統の 

天皇の 

皇位に 

た ま う 

談 は 後 

後 宇 多 

られた 

和談に 

した ま 

あって 

皇 で ま 

光明 院 

こと もい 

寺の 行宮 


天皇の 

代 こ 


の 

ふ 

よ 


こ 

V7 

足 


^  I 一 

た 、乂 

ひ し 

る 0 

踐祐 

間 に 

つ な 

等容 

に、 主 

慮 に 

- J と 

後光 

及ばぬ _ 

ル重 


よ ,2 

大覺 

初 め 

成立 

從 つ 

像し 

维 は 

出 で 

厳 浣- 


、、 持 

寺統 

は、 後 


の 

な 

力 

後 


ら 


院統 

上皇 

多 法 

で あ 

な 力 

始 め 

上. 天 

で あ 


の 


皇 


上皇 御 一 人 

一 人 で あ ら 

が 實に治 天 

_ 持 明院統 の 

，當 時兩 統 

は 後 宇 多 法 

たので あ る 

天 皇 より 發 

の 承認した 

。 後に 足 利 

院 がまた 正 


であらせられ、 

せられた。 後 

の 君と して 庶 

後 兑ト： ，M と 

の 代^者に よ 

皇の 院政 時代 

が、 法 皇 が 院政 

動す る こと 、 

ま は ぬ 光嚴院 

氏に 擁立 せら 

統の 天皇で あ 


顯 院. 崇 光 

> 

を はじめ 勤王 將士の 蜜戰も その 甲斐な く、 大 


天皇と 上 s 


兩統迭 立の 

時代に 於け 

る 治 天 の 君 


を 用 ゐられ す 

書 に も 「皇 太 子 

太子と して 待 

の 任免 昇進 等 

元 來我國 に 

もない が、 白 河 

その 主 權の發 

俊 例 臨時の 年 

切 上皇に 移つ 

天の 君 または 

條 に は 「謂，， 法 皇 

に 皇位 を 去ら 

大 覺 寺. 持 明 院 

院叉 は、 一 院な 

笫 一 章 


し て 

避 --儲 

遇せ 

も す 

ケ、 r 

上皇. 

動 を 

中  一丁 

lT  V, ィ 

た の 

治世 

一也」 と 

L こ 

の 兩 

ど ゝ 


還 幸の 儀 

位 於靑闡 

らぇ v" 


て 

ふ气 

し 


無效 

天皇 

院政 

に 任 

如 き 

る。 

と 申 

て ゐ 

又 は 

に 一分 

上 / 


以てせられ， 光嚴 院に對 する 太 上 天皇の 尊 號 詔 

月， 伴，， 仙 遊 於 射岫之 雲 J と あって、 光嚴院 をた 、.- 皇 

た元弘 元年 九月 以後に， 光 嚴院の 行 はれた 公卿 


し 

て 


S ォ 

世 と 

た ま 

の 、 

に も 

、 、 

當 今 

リ 故 

皇 に 

て 以 

ゐ た 


し め 

の 主 

な り- 

み 天 

い つ 

と い 

よ 

の 


ら れてゐ 

櫂 者 で あ 

_ 主 權が御 

態 政治の 

皇 これ を 

たやう に 

ふ 語 さ へ 

位の 繼承 

て 決定せ 

時に 上 鼻 


皇 

で あるが、 政治の 實 權 


る 0 

ら せられ 

讓 位 後の 

御世と な 

行 ひた ま 

當時 上皇 

玉 葉 壽 永 

も、 御 當 主 

らるゝ glS 

が 幾人 も 


る 

ひ、 

V7 

を 


皇家 中興 時代 (： 止 中元 弘時 代) 


こと は 

皇に移 

て、 宮中 

政治の 

しく は 

年 三 月 

る 天皇 

となつ 

ら せら 

有せら 

三 九 


ふ 

、天 

ゐ 


れ、 本 

る ゝ 


ま で 

皇 は 

け る 

は 一 

も 治 

日 の 

は、 旣 

こ 0 

院. 新 

治 天 


賴 山陽の 祌 

器 論 


天皇 光厳 院 

の踐 称を認 

め 4? はず 


第一章  家中 興 時 代 (： 止 中元 弘 時代)  三 八 

の祌 器なくても 天皇 は 正統で あらせら れ、 天 皇が 承認 あらせられざる 御 方 は 

何としても 正統の 天皇と 申すべき ではない。 賴. 3 陽 は 「正 統の あると ころ 神 

器 あ り、 神 器の あると こ ろ必 すし も 正統に あら す」 と 喝破して ゐる。 

天皇が 光 嚴院を どこ /\ ま でも 承認せられ なか つたこと に は 多くの 史料 

が存 して ゐる。 西 園 寺 公宗が 天皇に 蓬 髮を勸 め 奉った と き、 皇 位に ある もの 

は蓬髮 すべき もので ない と、 天 皇 はこれ を 峻拒した ま う た。 ま た 天 皇 は こ の 

後 も 決して 光 嚴院の 年 號正慶 を用ゐ たま は す、 依 然として 元弘 の年號 を用ゐ 

らおて ゐる ので あ つ て、 出 雲 鰓 淵 寺 文書 元弘ニ 年 (正 慶 元 年) 八 月 十 五 日 t^if 勒 

願 文 を は じ め. 天 皇の綸 旨に はすべ て元弘 の年號 になって ゐる。 之に 反して 

光厳 院 及び 北條 氏の 文書に は元弘 元年 を も元德 三年と 書いて ある。 た、，. に 

天皇の みなら す、 護 良 親王に 申す に 及ば す、 勤 王の 將士 が、 正 成 を はじめ 皆 同じ 

く 元 弘の年 號を用 ゐてゐ たの も當然 である。 播磨 大山 寺 文書 元弘 三年 ニガ 

廿ー 日讒良 親王 令旨 及び 攝津瀧 安寺 文書 同年 閏 二月 廿 二日 同 親王 令 g に 天 

皇を當 今 皇帝と 申し上げて ゐる。 後ち 車 駕 京 都に 還 幸せら る 、 や. 重 舴の式 


同時 

に 考 


祌 器に 對す 

る 後^醐 大 

皇の思 召 


II 一種の 神器 

と 皇位の 正 

統 


見 


れ 


し 

と 

八 口 


ン 

ゐ 

I ) 

な 

ら 


ン 乙 

し f 


ま 

ナ 

虽 

る 

寬 

ま 


た 三 種 

れ た か 

る)。 固 

ど 窺 は 

。 後醍 

要せら 

ので あ 

れ たと 

博士 著 

0  0  0 

園 天皇 


の 神器 一 

も 注意 _ 


な い。 

べき も 

うたと 

一 章 


曰 


り 皇 

な い 

天皇 

て 光 

が、 大 

ふ 增 

0  0 

器考 

記 や 

ら れ . 

ふ に、 神 

で あ る 

て も、 北 

皇 家中 與 


皇位 

ベ き 

繼承 

■ 天皇 

ま た 

院 に 

0  0 

本史 

の 記 


證 に 


る 


離る ベ 

と で あ 

題の 起 


璽 渡 

の で 

器 の 

ま い 

條氏 


の 御 確 

した ま 

璽の 宮 

を根據 

た そ の 

記 及び 

hN ぶす 

無 に よ 

力、 る 

强 要せ 


力 

る 一 

を 

土 

ら 


ら 

器 

0 

パな 

合 


さる も 

原兼實 

かった 

下 に 

年靈 


て、 こ 

に あ 

0  0 

門 文 

た -、 

皇位 

に、 後 


の 正 


V7  -V/ 


ので あ 

の 意 見 j 

1 

時代に 

きもの 

進 み に 

I 

の 神 

ら れ" 

璽 を 

る を 一 

よ れ 

の 記-一 

一 

閏 を 一 

天皇： 

一 

め で 


眞 

ht— 


る か 

力 そ 

は. 神 

で な 

な つ 

器 で 

還 幸 

眞 器 


の 

曰 


言 


ば 恐 

事 を 

論す 

力 よ 

あ つ 


時 代 2 中元 弘 時 代) 


な 

し 

三 七 


合 如何 

玉 葉に 

す. る 思 

せ ら 

で 北 

ヾ 問 

ゐ て 

と な 

で あ 

る こ 

の 場 

璽 を 

ば、 具 


力 

す 

1 


正閏 問題 


正閏に 勢力 

の 大小に あ 

らず 


正 閑 問題と 

安德 天皇 後 

鳥 羽 天皇 


皇 

た の 


て 


よ 


ら 

去 


統正 

で あ 

た と 

嘗 て 

統 な 

-.、 道 

さ れ 

歸し 

天皇 

の で 

こ ゝ 

X な 

が 立 


章 


閏 

て 

ぬ. 

力 

ら 

て 


力 

力 

ュ，5 

ゥ 


で 

と 

力 

統 

こ _ 

の 


皇 家中 興 時 代 (正 中 元 

は 去る 明治 四十 四 

の 問題が 起らん と 

ある。 余に 明 治 四 

行 は れ たもの で， つ 

いふ こと を 論す る 

見地に 立って その 

世 一 系の 御 方で な 

し 長い 歲 月の 間に 

に 及んで ゐる。 北 

であらせられる こ 


安 


5ii まひし 


を 論す 

德 天皇 

後.£ 


弘 時代) 

年の 帝 國議會 

してる た こ と 

十一 年に 公に 

まり 二人 以上 

ものである そ 

正閏 いづれ に 

け れ ば、 皇 位 を 

は兩 皇統と な 

畠 親 房が、 神皇 

と を 主張 せん 


-少 


果 


くと も. 1. 女；^ 

奉せられ て 

して 正統の 


三 六 

に 於いて 一 大論爭 

は， ュ、 の 以前から 豫 

せし 本書の 第 一 版 

の 主權^ が あ る 場 

の 勢力の 大小 如何 

あるか を见 るので 

繼承 せらる 、 正統 

つたこと も あるが- 

正統 記 を 著した の 

が爲 めで あつたと 

-後 c 川 Vi?  hS:  ftN  ,1,11 の B1 

都 を 出で たま ひし 

天 皇 で あらせら る 


を 惹起し 

期せられ 

に も、 正 

合に 何れ 

で な く、 耍 

ある 我が 

の 天皇と 

二 た び 一 

は 大 覺 寺 

述べて 置 

係に も 溯 

後. 後 白 河 

、や 否や 


楠 木 正 成 兵 

糧を 集む 


笠 3^ 寺 


の 年 七月 旣に 兵粮 を 集 


柿 木 正 成 赤 

坂 城 を 築く 


大佛 a; 直 足 

利 高 氏 等 笠 

© 寺に 迫る 

北條氏 光厳 

院を 擁立す 


を 賜 

き て 

木津 

あ つ 

奉ら 

坂 城 

匕 

大佛 

で あ 

太子 

も の 

た. こ 


めて ゐ たので あつ て， そ の 胸中に は 夙に 成算 あ り、 御 使 

に 行 宮に 伺候し 奉 り. 討 幕の 策を奏 し、 「正 成 一 人 未だ 生 

は、.. 聖蓮 遂に 開かる ベ し」 と 言 上した。 元 來笠置 寺 は 

上に あ り、 近 の 官軍 を 召募す るに は 尤も 便宜の 地で 

り 得らるべき 處 でなかった、 正 成 は 天皇 を 河 內に迎 へ 

ので ある。 卽ち 急ぎ 引き かへ して 國に歸 り、 新 たに 赤 

親王. 尊 良 親王 もやが て 笠 置 寺 を 去って 入城 せられた „ 

から 諸國の 兵を徵 せしめて 笠 置 寺に 迫らし め、 ついで 

高 氏に 大兵 を 率ゐて 之に 合せ しめたの が 九月 廿 七日 

二階 堂貞藤 をして 承久の 例に より 廢立を 行 はしめ、 皇 

天皇と し、 故 皇太子 邦 良 親王の 御子 康 仁王 を 皇太子に 

文 保 御 和 談に甚 き、 ま た兩 皇統の 迭立を 再現せ しめた- 

で、 實  に元弘 元年 九月 二十 日 、同 時に 二人の 天皇が あらせられる 姿と なつ 

> に 皇統 正闺 問題 は 起る ので ある。 

i ポー 章  皇家 中興 時 代 (正 中元 弘 時代)  三 五 


よって 感激 し • 直 ち 

ありと 聞 召され 候 

川に 臨める 笠 置 山 

たけれ ど. 久 しく 守 

んと 決心して ゐた 

を 築いた。 尊 雲 法 

條 氏 は、 先 づ 六波羅 

負 直. 金 澤 貞 冬. 足 利 

つた。 叉 秋 田高景 

量 仁 親 王 (光 嚴 院) を 

し 奉った。 これ は 


m ねて 天 

の 御 謀 波る 

二階 堂貞藤 

上洛 

天皇 潜に 內 

裏 を 33 で 給 


花山院 師資 

叙 山に 向 ふ 


笠 《 寺 行幸 


^雲 法 親王 

笠 《 寺に 入 

り た ま ふ 


柿 木 正 成 笠 

e?} 行宮に 

參候 


0 一  章 

- ノ北條 氏が 俊 基 

だ。 北 條氏は ま 

らしめ た。 天皇 

四日の 夜 神璽 寳 

は 六波羅 を 攻 め 

は 花 山院師 g を 

衆徒 少 かりし 爲 

深く して 里 遠く- 

幸 あらせられ た- 

し. 御在所  を  知ら 

法 親王 は 山門よ 

笠 置の 行 宮 に 

なる。 太平 記に 

成 を も 御 夢に 託 


0 家中 興 時代 (止 中元 弘時 さ 

等を關 東に 召 下して ゐる 間に、 天皇の 御 計 

た 之 を 偵 ひ 知 り、 八 月、 二階 堂貞藤 をして 兵 

は 鎌 倉の 兵旣に 內裹に 向った との 報 を 得 

0 を 具 し、 奈 良に 向って 潜 幸 あらせられた 

て 後， 叙 山に 行幸 ある 替 であった が、 事 念 に 

遣 さ れた。 天 皇 は 翌日 東大寺 東南 院に御 

め 二 日 御 滯留の 後、 鷲 峯 山金胎 寺に 入 た 

兵 を 集む る に 便なら ざり しょ り、 ま た 一 日 

. 師賢は 尊 雲 法 親王と 相議 し、 天 皇 が 叙 山 

しめぬ やうに したので あった が、 事 露 はれ 

り 逃 れ、 や がて 笠 置 寺に 入りた まうた。 

は 近畿の 武士 が 多 く 集 ま つ た、 參 河の 足 助 

よ れ ば， 天 皇 は さ きに 俊甚 によって 動 王の 

してお 召に なって ゐる。 京都 天寵寺 文書 


1 二 四 

畫 にいよ/、 進ん 

を 率ゐて 京都に 入 

たま ひ， この 月 二十 

U 最初の 御 計畫で 

起 つ た た め、 叙 山 に 

着 ありし も. 味 方 の 

ま ひ し が、 餘 りに 山 

にして 笠 置 寺に 遷 

に行幸ぁ..^し體に 

て， 衆徒 離散し ぼ 雲 

重範も 馳せ参じて 

土と なりし 楠 木 正 

卜； よる に、 正 成 はこ 


吉田定 l:!? 缣 

倉に 密告す 

長 崎 高 上 

洛 


元 年 を迎へ 

密 吿 し、 幕 ^ 


日 野 俊 基 進 

んで 犠牲と 

なる 


鎌 倉 

る)。 

じ て 


を 

て 

人 


に 下つ 

定房は 

ゐ たの 

察す る 

て 未だ 

の 鋒 を 

を 鎌 倉 

に計畫 

政 時代 

ら す、 吉 

消 息 が 

ら ば、 全 , 

一  章 


を 


野 


が，. 四 月に 入 b, 吉 

長 崎 高 貞等を 上 

この 時 俊 甚柬下 

にもい つた 通り 

倉 

め- 

ん 


力く：^ 

、南 都. 叙 

す る  一 \ 

けんが 

吿 げ し 

遂行せ 

雜訴決 

行宮 に 

はれよ 

彼の 心 


あ 


に 密 吿 

行幸の 

らす或 

め に、 俊 

，且 つ 天 

とした 

所 の 主 

つて ま 

0 も し 


事 を 知り 得 


定房 

せ し 

^ よ 

皇 を 

た の 

、討幕 

謀將 

は 自 

の 全 

で ま 

公卿 

最後 

房 の 

な い 


意外 

、俊甚 


平 

育 


ら 進ん で 


る 

の 


力 

、天皇 

評し 

あ る 


討幕の 

じ め-貧 

名文と 

た 人 で 

不可解 

に 進 み- 

する 危 

牲 とな 

り た ま 

0 定房 

の 御 信 

盡 して 

て 彼に 


111, 「口 

あ- 

で  あ 

し か 

機 一 

る に 

は ざ 

が 北 

任少 

ゐ る 

二  、ひ 


S 家中 興 時 代 (• 止 中元 弘時 代) 


畫 につ 

眞 .SM 觀 

て 世に 

り、 天皇 

あるが 

か も、 事 

一 髮に 

に 決心 

る 匕曰 

條 氏 

し も 

の を 

あ つ 

三 111 


等 

、前 

際 

し- 

た 


て 鎌 

を 捕 

ら れ 


後 の 

に 發 

し-一 

以 て 

亡 の 

へ な 

て も 


食 に 

へ て 

て ゐ 

に 參 

情勢 

せ ん 

時 北 

を し 

し， そ 

後、 京 

い の 

こ の 

す る 


僭 圓 觀と弘 

眞 


南都 北锻の 

行幸 


世 良 親王の 

薨去 

北 畠 親 房 の 

出家 


起 


法 


や a 

たと こ ろ 

時 を 想 ひ 

ま？^ こと 

親 王) は 妙 

たまうた 

て ゐ た、 殊 

宗 な る 河 

學 雜 誌 第 一 一 

三 月奈 良に 

て大 講堂の 

めで あつ た 

良 親王 薨 去 

宗 玄と稱 じ 

この間 北 


さ、； Z る を 得 な い 

度、 大 塔 宮と稱 せ 


內 


章  皇家 中興 時代 (正中 元弘 t-  5  三 1 1 

1、 ま た皇 家中 典の 意氣大 に揚る ものが あ り、 遠 く 神武 天皇の 創棠 當 

" 皇子 尊 雲 法 親 王 (護 良 親 王) は 天台 座主と な り た 

られて 一 山の 衆望 を 負 ひた ま ひ、 尊 澄 法 親 王 「宗 良 

、同じく 天台 座主と して 叙 山 を 味方と する に 力め 

觀 や、 醍 醐寺 報恩 院の 僧弘 眞 (文 觀 僧 正) 等 も參 加し 

深き 柬大寺 東南 院の聖 守 惯正 と共に 同じく  M 言 

寺， 及 び 和 £ 水の 久米多 寺な ど を も 加 はらしめ た (史 

醐 天 皇 と 文觀僧 正」 參 考)。 やがて 天皇 は 元德ニ ハ牛 

愈ハ 福 寺 に 詣 で た ま ひ、 つ ,^ いて 叙 山に 行幸せられ 

れ た、 こ れまた 南都 北 E 叙の 僧侶 を 招 き た ま はん 爲 

力くて そ び- 賴. 漸く 熟しつ 、 あ つ たと ころに-この 年 九月 0fi 子 世 

あ り， 天 皇 御 跌 き 一 方 な ら す、 親 王の 傅 北 畠 親 房 は 出家して 法名 を 

儿弘 


院 に 

叉 法 

弘眞 

十八 

行幸 

落 g 


入らせられ 

勝 寺の 僧圓 

は 彼と 關係 

心 寺 や 金剛 

編 余 が 「後 醍 

あり、 東大寺 

供養 を 行 は 

( て そ の 機 

、天 皇 御 歎 き 


條氏は 多少 油斷 して ゐ たやう に 思 は れ る . そ して 何事 もな 


皇太子 邦 良 

親王 藉す 


者 

よ 


量 仁 親王 の 

立太子 


天皇の 御理 

想 


討 慕の 計畫 

犬に 進抄す 

皇子の 御 

活動 


お 夂- 

つ 

王 

の 


を 

力 

を 

ル仙 

こ 


去 

力 

の 

クし 

一 

さ Ta 

の 


東 

ら 


下 


ら 

な 


を 

諸 


力 

早 

章 


して 對 

た。 こ 

も 違 は 

ま ひ ぬ 

、後伏見 

氏 討伐 

ら北條 

にいつ 

く る 眞 

皇位 繼 

畫は更 

く 皇位 

がしめ 

子が 特に 討 

皇家 中興 


杭の 

の 事 

せ た 

れ」 と 

上皇 

の 御 

氏 ぎ 

た や 

の 皇 

承 の 

に 卽 

こ 0 

V7 


策 

-包 

伐 

1コ チ 

車 


を 

匕 

ひ 

復 

奉 


講せ 

畠 親 


子 

-久 

角 

ら 


ら 

そ 

た 


ォ \ 

は そ 

覺 え 

悅 を 

た ま 

に 皇 

武家 

實 に 

得 ら 

、同時 

むた 


の 

天 

.ォ 


あ 

著 

-今 

も 

持 


つた 間 

0  0  0 

神皇正 

こそ 此 


し 


太. 子 


-嘉 

己 

皇 

て 


暦 元年 三 月皇 

にも 叶 


い 「钟 营 5 

^ な き 

r 北 

^ つ. お」 


條氏は 

天皇 は 


承の 問題 を 解決 せんが 爲 

はれて ゐた政 櫂 を囘復 し. 

の 御 理想 で あ り、 そ の實現 

ので ある。 一た び 正中の 

明院 派の 人々 が 皇太子 量 

の 起った こと が、 ま す ， 


太子 

よ す 

正統 

文 保 

更に 

め で 

天皇 

に よ 

仁 親 

討幕 


幕 計畫の 中心と なって 父 天皇と 共に 活動した まう 

時代 (正中 元弘 時代)  -  三 一 


玄禁法 印 


天皇の 御 孝 

、.3 


北 條氏討 SUJ 

の 御 謀洩る 


正中の 變 

萬 里 小路宜 

房 を關東 に 

下さ る 


0 一  章 

こ と を 虞れ て， 時 

ど、 彼等 の 苦 心 は 

天皇 は 至って 

惱 重らせた まふ 

復 する こと 絕ゅ 

天皇 親しく 法皇 

かも この 御 悲歎 

たので あら う、 九 

賴 專多 治 見國長 

に 召し 下された- 

天 皇 は 萬 里 小 

得 た が、 資朝は こ 

に 流さ れ、 俊 基 は 

親王の 左右に あ 


皇家 中興 時 代 2 中元 弘時 代) 

々 玄 惹 法 


如何 

孝 心 

や、 御 

る 間 

の 間 

月 一 - 

等 は 

之 を 

路 宣 

の 事 

歸京 

る 人 


見 

一 W 

々■ 


も 

-11 二— 

舞 

大 

F 

I 一 

て 


P 

VP 

の 


再 


を 

志 

I 一 

擧 


招 

匕 

る 


い で 

も の 

あ ら 

夜中 

つ た 

行幸 

條 氏 

一 人 

へ ら 

い ふ 

下し- 

責任 

着手 

天皇 


韓返之 

が あつ 

せ ら 


♦>  、」ヽ 

力 ュズ 

あ ら 

討伐 

船 木 

れ、 资 

の で 

且 つ 

を す 

し た- 

の  讓 


二 〇 

の 昌 黎 文 奥な どを講 せし む る な 

た。 

た。 正中 元年 四月 後宇多 法， M 御 

く 寮の 御馬 を 給 は り、 嵯 峨 野を牲 

に 至りい よ 御 臨終の 際に は， 

れて. 悲歎に 亦れ たまうた。 し 

計畫を に 進展せ しめた まう 

の 妻から 事が 發^ した。 土岐 

基 また 拘 禁 の，：^ となつ て. 鎌 倉 


あ 


ら 


春 

る 0 

親書 を 

て 一 


高 時に 賜 ひて 僅に 事な きを 

ベ て 一 身に 引受けて、 翌年 八月 佐 渡- 

. 一方 京都に 於いて は 皇太子 邦.！：^ 

位 を 鎌 倉に 迫った。 天皇 もまた 使 


土岐 頓^ i 

多 治 國長 

楠 木 正 成 


六波羅 探題 

の 張 耳 飛 目 

無？ ^ 講 


國に 向つ た， 先 づ 應 

より 紀 伊に 赴いた， 

S の 別」 及 び 太 

心 寺と 關係 深い 

あ つ た (歷 史と地 

米邦武 博士が そ 

つて 居られる の 

い て」 參考 )。 

かく 御 計畫が 

殿 重であった か 

を 催され た、 花 園 

結. 衆 會 合 亂 遊、 或 不， 


じ 

言 

誤 


た 人々 が 土岐賴 真. 多 治 見國長 等であった。 俊甚 

の發 見した 最も 偉い人 物 こそ 實に楠 木 正 成で あ 


參考 )。 正 成は大 覺寺統 の御歷 代傳領 

ある (觀心 寺 緣起御 奥 書參考 )。 叉 園 太 

醐 天皇に 朱 子 學を傳 へ 奉った 玄慧法 

三十 三卷 赤松 俊秀 氏 「楠 木 正 成 の敎養 

oo〇〇〇 、ヽ、 

日本 時代 史 南北朝に 正 成 を 高野山 領 

であら う (史 學雜誌 第二 十 編 藤 田 精 一 


皇 

-着 

講之 衆； 云 々」 の 記事が 


進涉 する に從 ひ、 六 波羅 探題の 張 耳 飛 目 そ 

は 想像され る、 されば こそ 同志の 人々 の 集 

袁記 正中 元年 十一 月朔 日の 條に 「近日 

： 衣 冠； 殆 裸 形、 飮 茶 之 會 有. 之 (中 略) 世 稱，， 之 

ある。 その 會合を 重ねる 間に、 跡密の 


第 一 章 


皇家 中興 時代 (正中 元弘 時代) 


した まひし 

曆正平 七 年 

師の實 子 の 

につい て」 參 

の 給 人なら 

氏 「楠 公の 顯 

の 警戒 網の 

<ls にも 無 

或 人 云、 资 朝 

無 禮講ニ 或 

相談が 外 に 

二 九 


は河內 

つ た (增 

河 內 觀. 

五月の 

綠 者 で 

考)。 久 

ん とい 

彰 に 就 

如何に 

講 など 

俊 S 等 

稱： - 破 禮 

A る x 


>>te トズ^ 

c    ^  ン 

い 产 


』: ダ 


、 . ~ 
た、 ヽ.. へ れ ( \ 

0 


、"每 r ザ〜. 、"な 


林 

パ ，- - 、. で  ^-… つ 

\  に 


一 ： お 令:^ お 
や/^ 铺 * レー ノ 

p?r や ^     、、翁 V  c  >s^ 


m:^-M^UM^:^^.^.r<  z さ敏ゎ そ に' 


0^  ^  ^mw^^mm^M^^^ 


* 條氏 討伐 

は 天皇 親政 

の 先決問題 


に 必要なる 

武力 


北條 氏の 武 

力 


»t 朝悛基 Q 

遊說 


i 米 二 章 

先決問題な りし 

た。 た. - 法皇 御 

る を 待ちた ま う 

前に もい つた 

耍 であつ た， 然 る 

勢 は 文永弘 安の 

その 武力 大に侮 

りて 云った やう 

力 は 恐る ベ きも 

が先づ 困難 な る 

もの こそ 資 朝. 俊 

勢力が 少く 及ん 

き 神社 寺院 及び 

なって 北條 氏の 


皇 家中 與時 代 (正 中元 弘時 代) 


の み 

在世 

た の 

や う 

に 朝 

役 後 

る ベ 

に、 相 

の で 

問題 

基 の 

で ゐ 

そ の 

た め 


な 

廷 

力 

る 


ら す 

は 極 

あ る 

武力 

一 J よ 

く衰 

ら ざ 

つ た 

あ つ 

人 で 

地方 _ 

內 に 

辛 い 


れ が 

て 秘 

有 す 

/A ど 


ま た 天 

密に御 一 


人 

そ 

力 

る 


皇 

1百 


る 北 

武力 

ま た 

が あ 

日 本 

で 如 

れ を 


^ 氏 


と 

ITT 

何 


太 


政の 實を 

を 進めら 

^すに は 

ベ きもの 

を. wi^ ォ ，<: 

記 の 著 者 


擧 

何 


兵 に 當 り 

なる 方面より 

受けて 天皇の 

. 彼等が 第一 に 目 を 

覺寺統 の 御 傳領ま た 

士 であったら う. ま た 

つた 人々 の 子孫で あ 


る 

し 


二八 

所以 

自重 


て も 

. 匕 

ん た 

"化成 

る ほ ど -北 

王の 武士 

御爲に 一身 

つけたの は 

は大 覺寺統 

承 久合戰 に 

つたら う。 


て 

の 


でも あつ 

機會の 到 

武力が 必 

條 氏の 威 

とはい へ， 

の 口 を惜 

條 氏の 武 

を 召 す か 

を 捧げた 

北條 氏の 

に 關系茱 

お^方と 

朝 に^ 


花^ 上皇 後 

醍删 天皇の 

賢才 拔攉を 

赏し給 ふ 


文 保 御和談 

と 北お 氏 


1 一目 に 任せら 

して ゐた こ 

出 で、 三十 餘 

んに 任せら 

そして 元來 

驚かした。 

皇 富 記 元 亨 

さて 後醍 

明院 統の皇 

文 保 御和談 

後宇多 法 皇 

によって 出 

らぬ 理由な」 

つて 定 ま る .： 

^ 一  章 


來 


た。 彼 一 

は 花 園 一 

ま で 大 

こ 0 

い 家柄 

園 上皇へ 

年 二月 

天皇 の 

が あ ら. 

よって 一 

後 伏 見 一 

たので 

の で あ 

きもの 


が ま 

天皇 

^ 言 

も ま 

で あ 

も 非 

條參 

親政 

せ ら 

皇位 

上皇 

あ つ 

る 0 

で あ 


た 花園 上皇の 御 

度 記に 見 え て ゐ 

であった とこ ろ- 

た  恐らく  持明院 

つた もの を かく 

常に 天 皇 の 賢才 

考)。 

と な つ た が、 皇 位 

れ、 第 二に 後ニ條 

の 御 順が 定めら 

との 間に 成った 

て、 法皇 崩御の 後 

天皇の 親政と な 

り、 し かも 文 保 御 


信 任 を 受け、 晨. -上 皇の 御所に も 

じ 


る。 俊 

夫， 皇 は 

登庸 

拔擢 


甚 

不 


を 繼 

天皇 

れ て 

と し 

ま で 

つ た 

ネ き. S 


ら 


承 

、天 

を 


は 同 

思 は 

L こ 

賞揚 

ら る 

*、 

^ 力 

U 尤 

、そ れ 

が 之 

皇位 

る に 一 


を 

れ て 

, J と 

に な 


の 

よ- 

の 


家 

の 


伺 候 

の 末流に 

て， 五位 藏 


皇 


皇 家中 興 時 代 (正 中元 弘 時代) 


ら 

こ 

の 

一七 


で あ 

の 人 

る (花 

、第 一 

る そ 

御 和 

周旋 

は ね 

御 心 

成 す 


ら う， 

々 を 

0  0 

園 天 

- 一 七. V 

し て 

談は 

干涉 

ば な 

に よ 

フ ？ 

め 力 


# こ 


記 錄~阱 0  fa 


：: ん乂 

P  P  一- S 


て 


し 


る 


日 野资. fflf 日 

野 俊 某： の 登 


通 

-皇 

親 政 

老齢 

人 . 

て 腹 

の 二 

野 俊 


出 

を 

皇 

の 


目 に 

腹 心 

二人 

光 


第 

天 


章 


皇 家中 與 時代 (正中 元弘時 代) 


ま 

と し 

で あ 

の 二 


し た 程. 大 覺寺統 

皇 ，こ 共に 朱 子 學 

良 親王の 傅と な 

の 人々 を 顧問 と 

皇は 夙に 起き 夜 

い て 親しく 訴訟 

政の 復古 遠 き 

條氏を 討伐し 

擧げ 得べ くも 

り、 定 房. 親 房 を は 

つ 虞が あつ た。 

た まふ 必要が あ 

る。 资朝 はさ き 

男 で あ り、 年 紀 正 


天 


皇 

を 


の 

を 研 

つ て 

し て 

半 に 

を聽 

に あ 

て 武 

な い 

ど 


皇 と 親 密 な る 

究 し. ま た 伊 勢 

〇 0  0 〇 

ゐ た (尺 素 往来 

出發 せら 

御 寢 み 遊 

斷 せられ * 

ら す と 一 ig 

家政 治 を 

と、 一 大 決 

大覺寺 派 

うしても 世 

つ た、 そ の 選 

に 後伏見 上皇 院 

に 三十 二の 働き 


め、 


ば さ 

御 裁 

歌し 

打破 

心 を 

と 睨 

に 入 


係 を 

道 に 

-考 )。 

皇 の 

て、 鋭 

流 る 


有し 

通 じ. 

親 政 

意 治 

. が 


た の 

^ る 

^ ざ 

力 實 

a.ll 田 ， こ 

盛 り、 官 は 參 


な 

オ 

の 


二 六 

て -.、 博識 多 才 古典 

最も 天皇の 信任 を 得 

は 天下の 視聽 を m か 

を 園り た ま ひ. 先 づ 記 

如 く で あ つ た。 心 あ 

皇政を 復古して 天皇 

で あ る が、 宣 房 は旣に 

人 々 で は、 餘 り に 多 く 

か-り 得る 人 を 物色し 

に •！：： 野 fj:- 朝. n 野 俊 基 

して 鎌 倉に 使し た 日 

議 から やがて 權巾納 


吉田定 els 


北. IS 親 房 


て 

の 

る 


1 丁 よ 

\ィ I 

じ た 

，先づ 

逾ノ 打 

あ つ 

せ ん 

う (彼 

に 近 

て ゐ 

曰 向に 

說き伏 

宣 房. 定 

人物で 

親 は龜 

笫 


政の 如き は， 實 に 彼の 

し， 朝 廷の 施設 大に 見 

撰 ん で 官職 を 任 じ. 評 

神社 佛 寺に 關 する 事な ど. 多 

いで 彼 は ま た 建議し 

請 ひしが 如 き. そ の 獻 

萬 一 記參考 )。 しかし 

の で. そ の 子 藤 房. 季房 

た 定房は 後酲醐 天皇 

天皇の 御爲 めに 盡瘁 

皇 親政 を實 現せし め 

共に 三 房の 一 人と 稱 

" 彼 は 赏 時 まだ 三十 

皇の御 出家と 同時に 

章  皇家 中興 時 代 (；止 中 元 


た德 

に 反 

德 を 


を 

クし 

V7 

，天 

上 


曰 

リ 

な 

せ" 

あ 


意見に 出で たも 

るべき も の あ る 

定 衆. 傳 奏の淸 撰 

く 時弊 を 匿す ベ， 

て、 女房 の 口 入に 

替 の 志、 君 臣相許 

彼 は 後醍醐 天 皇 

の 二人 をして 天 

御 幼少の 顷 より 

して ゐた人 でビ 

こ 0 

せられた 北ね £ 親 

歲に逹 しな かつ 

出 家 し 「父 師 重 は 

弘 時 5 


の で、 鎌 食 幕府の 秕 

を 示して ゐる。 こ 

を はじ め .訴 訟の廉 

きもの で、 文字 通 り 

より 裁許 を 左右す 

せし 様 を 推す に 足 

親政の 年に は、 老軀 

皇に 近侍し 忠節 を 

天皇 を 養育し 奉り • 
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申す の は 

務 を 聽 き 
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かった た 
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奏上した 


後 

皇 


る 


の 君 


こ 

V7 

め、 

の 


時代) 

蛾 法皇 

永 く. 皇 

古文書 

衙等を 
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あらせ 

蛾 法皇 
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の  推 
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ら れ、 
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の 推 
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在位の 天皇で 

つ て、 天皇 親政 

は 上 又 は 法 

られ たまうた 

れば 位繼承 

拜 察せられる。 

られ たこと を 


やがて 龜山 天皇の 皇子 世 仁 親王 (後宇多 天皇) が 皇太子に 立ちた ま ひ、 後 深 草 


立と なって 紛糾す るに 至った の は "後嵯峨 上皇が 後深草 天皇 を 早く 讓 位せし 

め ら れ、 龜 山 天皇 を 立てた まうた ことに 始まる ので ある が、 文 永 九 年後 嵯 蛾 法 

皇 崩御 あそばさ れ. 後 深 草. 龜 山兩 天皇の 母后 大宮院 の 仰と して 發表 せられた 

皇 i 仏 繼 承に 關 する 法皇の 遺 勅 こそ 赏に 皇位 繼 承の 事が 相 紛糾す る 端緒 を 開 

いた ものである。 後深草 天皇の 皇胤 を 持 明 院統と 申 し， 龜 山 天皇の 皇胤 を大 

覺寺統 と 申し 奉る。 
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——後伏見— (量 仁 一) 
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广彌 仁. ：- (緒 仁) 
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^  I 章 

參考 しな けれ 
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厥 園 執行 日記 

か し、 こ の 時代 
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3  0  0  0  0  0 

鑑 (新 訂 增補國 
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神皇 正統 記. 太 

り 第 十五 卷ま 

中義成 博士の 


皇 家中 與時 代 (槪 說) 

ばなら ぬ ものである。 
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園 天皇 ill^ 記. 光 明院宸 記. 後 光 厳 院 袁 記 を 

を はじめ 小 泉 安次郎 氏 編 日本 史籍 年表 

の 研究に は 更に 古文書に 賴る ベ きもの 

篇 (元弘 三年 五 月 後醍醐 天皇 船 

史 大系 第 卅四卷 より 第 卅七卷 

り 知り 置く に は. 大曰本 史. 本 朝 

平 記. 後 鑑 等に 及 び、 且 つ 續 史 愚 

で) な ど も 參考す ベ き で あ り. そ 

南北朝時代 史が 多く 要領 を 得 
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ま で j に收 
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てゐ る。 
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に擧 げられ てゐ る。 し 
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輦 以 後) や、 成 ci?  譲 m 後 

めら れてゐ る。 ま た 此 

づ讀ん で 後， 上 に擧 げた 

補國史 大系 第 十三 卷ょ 

纏められた 著 述 で は 田 
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正中 元弘 時代 


此の 時代に 入る に は先づ 溯って 後嗟峨 天皇から 後醍醐 天皇に 至る まで 皇 
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に 北 畠 親 房の 神皇 正統 記が 

神國 たる 所以 を 述べ、 次に 國 

論す ると 共に 時勢が 如何に 

に 皇統の 正 闺 を寓 し、 我 が 國 

男 氏 所藏本 及び 加 焚 白出祌 

雄 博士 著神皇 正統 記 註 釋、 平 
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第一章  皇家 中興 時 代 (槪 說) 

て 相 競つ て 奮起せ し め、 京 都 は 鎌 倉 

府は文 永 弘安兩 役の 戰 後 經營 に、 財 

一 族の 內 紅と 御家人の 窮乏と は、 た 

であった。 これまで 幕府 をして 鎧 

たる 勢力 を 得て 來 た、 そ こ に 英邁な 

れ て、 皇 家中 興の 大業 を 成した まう 

尤も 武力 を 有する 幕府 を 倒す に 

つ た. し か も. 彼 等の 有力なる もの は 

節を盡 さんと する 人々 でない のに 

んが爲 め 急に 官軍に 參 加し 幕府 を 

中 武家時代に 入る ベ き 主なる 所以 

に そ の 基礎 を 有 す べき もの で あ る 

立て る 知行 制度 を 打破す る ことが 

上に 恩賞 を與 へ ざる を 得な か つた 


1 0 

よ， 0 も活 氣を呈 して 來た。 それに 反 し. is! 

政 的に も 困 雛と なった のみ な ら す. 北 條 氏 

5^ 武家政治に 衰滅の 途を迎 らしむ るの み 

袖 一 觸の成 あらしめ た 朝廷 はかくて 隱然 

る 後醍醐 天皇が 第 九十 六 代の 皇位に 上ら 

たので ある。 

は、 畢 竟す るに また 武士の 力 を藉る 外な か 

幕府の 御家人であって， 必す しも 朝廷に 忠 

、北條 氏の 連 命 窮まる と 見る や， 恩 赏 に预ら 

倒した に 過ぎな か つたこと は. や が て ま た 

であった。 また 天皇 親政 は 元 來郡縣 制度 

、然るに 鎌 倉 幕府 を 倒しても 武士の 據っ て 

出 來 な かった のみなら す、 先 づ 知行 制度 の 

、そ して 多く 制度 を 改革す る 暇な き 間に 二 


皇家 中興と 

武家政治の 

否認 


第 


第 


第 
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る 0 

一 正 

元 亭 元 

月北條 

二 京 

元弘三 

る で 

三 南 

延元 元 

の 京都 

皇 家中 

である _ 

鎌 倉 幕 


中元 弘 時代 

年 十二月 後 

氏の 滅 

者 親政 

年 五月 


船醐 天皇が 記 錄所を 置きて 親政 ありし より 元弘 三年 五 

至る まで。 


亡 に 

時代 

北條氏 滅亡 後、 延元 元年 十二月 後酲醐 天皇の 吉野御 潜 幸に 至 


方 巡 狩 j 

年 十二 一 

御 還 幸 一 

すお. 4' 一 

一 

. さ さ 一 

府 に 移 


な る雜濟 力が 
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時代 

月 後 

に 至 

に 後 

つ た 

あ つ 


酲醐 天皇の 士" 野 御 潜 幸より 元 中 九年闺 十月 後龜山 天皇 

るまで。 

<S5 時代 を 承け て どこ ま 

鳥 羽 上皇 承 久の御 事 一 たび 

とはい へ、 皇室に は傳來 せら 

た。 殊に 大覺 寺持叨 院兩皇 


皇 家中 興 時 代 S 說) 


でも 武家政治 を 

失敗に 歸し， 政治 

れ たる 御領に よ 

統の迭 立に 朝廷 

九 


否認した 時 

の實 權殆ん 

つて M ほ 登 

の 人 々 を し 


I 


力 


こ 

ま 


り ま 

0  0 

日 本 

南北 

元年 

ベ き 


章 


广 中興 時 代 (概 說) 


あ 

合 

とが 出來 

後から 吉 

の で あ ，9" 

幸せられ 

時代 稱 

の 御 理想 

故 に， 余 は 

還 した ま 

明確に こ 


の 


日本 文化史 

大系に も 魚 

なる 時代 稱 

二月 後醍醐 

で あ つ 

. ま た 

と 呼ぶ 

も 行 宮 

るので 

時代の 

皇親 政 

を 皇 家 

元 享 元 

- i つ 


て 

,、 

こ 

あ 

年 

ひ/ 


八 

に 中 村 直 滕氏著 南北朝時代 を收 め、 近く 公に せられた 

澄 惣五郞 氏 著 南北朝 を收 め. 皆 南北朝と 稱 して ゐ る。 

呼 は 南北 兩 朝の 對立を 表現す ると 共に、 股密 にい へば， 

天皇が 京都 花山院 より 吉 野に 潜 幸した ま うた 時に 始 

- その 以前の 關東 討伐 及び 中 典 政治 を も 々リ t し む る こ 

學國 定敎科 書に は 明治 四十 四 年 ま 北朝：. e; 問题の +n 

とに なって ゐ る が、 そ れも 天皇 南 邀 後に 限 ら る ベ き も 

吉野 のみで な く. 賀 名 生. 金 剛 寺. 住 吉を はじめ 諸 所 に 1^」 

る (各 說上 第三 章 歷代皇 都名稱 所在 表參 考)。 

念 を 成るべく 如實に 現す を 必 耍 とする。 後船醐 天皇 

中 典 で あ り、 た 、.- なる 公家 政治の 復活に あら ざ る が 
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參河 長與寺 所蔵 

二 五 


東京 遷都… 響ー 維新 當 時の 讒政 機關… 公議 所 Q 議案… 版藉 奉還から 廢藩 ©縣 へ… 慶窖 追討 Q 

命 下る… 慶喜 Q 恭順… 江戶狨 Q 開 波… 彰義 隊…, S 德川 氏に 對 する 最後の 處分… 奥 羽 北 越 諸 藩の E1 

盟… 佐 慕 Q 諸 藩 官軍に 下る… 封逮制 Q 打破 …版籍 奉還 Q 議 起る… 府藩 縣の 設 …版籍 奉遼… 郡 

縣の 制… S 七 廢藩 置縣… 兵制 改革… 神佛 分離と 排佛 毀釋… 神祇官の 再興… 敎部省 Q 設 S …切 

支 丹 宗門 禁止 Q 高札 撤去… WW 憲政 運動 時代に 入る… 倏約 改正に 對 する 國民 Q 努力と^ 忍… W<0 

條約 改正 成る… 日支關 係… 天ー 琉球國 王尙泰 を琉球 藩主と なす… 天津 條 約…： Mi^M 戰役… 一 11 國 干涉… 

£ 日露 戰 K …日韓 合併… 世界大戦… 大 たる 敎訓 激勵 及び 凤省… moll 


;ga 天皇 親征の 满議… 攘夷 黨 s 1 大打擊 …七 卿 落 …討幕 志士の 失敗…；  大誅 組… 但馬生 野 Q 舉兵… 

MM 長 藩 奉 勅 始末 を 上る… 福 原 越後 二た び 嘆願す… 給 御門の 變… 維新への 新 展開… 生麥 一件 

瞎 藩の 英 艦砲 擊 …水 戸 藩 Q 內訌… 藤 田 結 城兩黨 Q 乾鑠… s< 市川武 田兩黨 Q 爭… 水 戸 藩の 

尊王 黨殆ん ど 倒る …幕府の 長 州 征伐… g ん 第 一 同の 征長… 長 藩 降 を 乞 ひ 三 老臣 を自盡 せしめ 毛 利 侯 

誓 書 を 出す… 慕府長 藩主 を剃髮 せしめ 十 萬 石 を 前る… 1;! き 長 藩 命 を 奉ぜず… 第二次 Q 征長 軍… 家 茂 

薨ず …一橋 慶喜將 軍と なろ …志士の 運動から 諸 藩 聯合へ… 1S1 薩長 兩藩 聯合の 氣運… WIS 太宰府 

は 尊王 討慕黨 Q 中心地… 薩長 聯合 成る… 岩 倉 具視… 1,1 き 一 孝 明 天皇 崩御… 明治天皇 踐， 砟… 卓 勵風發 の 

大變 革… 討 慕 Q 密勅… 慶 喜の 大政奉還… wwa 皇政 復古 Q 大號令 Jg 發… 小 御所の 御前 會議… 慕府 政治 

の 結末… 江戶械 Q 明 渡… S 六 

一章 明治維新 

憲政 時代の 大 なる 意義… 單 なる 皇政 復古に あらず して 皇政 Q 復興な り… 憲政 時 代 Q 四 期：. US 八 

明治維新 時代 Q 资料 及び 參考 書… g 九 慕 府政植 奉還 Q 徑路… Is 一一  國體 Q 自覺… 慕 府に對 する 國民 

の 不滿… 國權 Q 囘復… 國民 Q. 平等… 維新 赏時 Q 國際的 事愦… 對外 寛容 Q 精神… so- 攘夷 は對 

外 平等の 主張… 外 HQ 抑壓… 對外 平等 思想と 國際 平和… 明治維新 Q 開國 政策… 我が 國民 Q 1 大 試鍊… M 

六 明治維新の 特異性… 武家政治 を 打破す る Q みならず 公家 政治 を も 打破す… M 六 1? 五箇 條御 誓文… 

WK 明治； 大皇 の 裒翰 …明治天皇の 御 聖德… 攣國以 來列聖 Q 信條： ま 九 維新 政府に 對 する 不平… 征 

韓論… 征韓論 は西鄕 Q 持論… 舊藩 士族 Q 跡始末… WW 岩會 具ゃ脫 Q 一行 歸朝… 征韓論 敗る… 新に 官制 

を定 む… H!± 官吏の 公選 入札… 公議 輿論の 尊重… Is 一一  遷都の 議… 大坂 遷都の 議… 一 世 一 元の 制… 


第 八 德川 時代の 五 

(ホ) 攘夷 開港 時代 慕府 Q 衰亡と 尊王… 外交問題 は慕府 Q?^ 命 傷… 壤夷 開港 時代 Q 參考 書… ん 

國 防に 對 する 慕府 Q 苦心… ペリ 12- 前 Q 來航 者… W  一一  0 レザノフ Q 來航… 殿 夷 を墓府 Q 直雜 とす… 松 

前 氏に 夷 を 還す… 文化 五 年 Q 外 船 打拂令 …き 二 文政 八 年の 異國 船打拂 令… 異國船 打 拂令を 改め 薪 

水食 料 を給與 せし む… き 一 一一 和 蘭 忠告 書 を 送る… 慕府 Q 祖法 墨守 …幕府 海防 掛を g く… 異國船 打拂の 

困難： -il 孝 明 天皇… 阿部 正弘… 德川齊 B?Q 攘夷… 齊眧 Q 攘夷論 Q 眞相… 5B 藤 田 東 湖… il 國說 

の 發展… 渡 邊畢山 高 野長英 Q 疑獄… WIS ベ リ I 浦 賀に來 る… 久里 濱の會 見… M 一 U 水戸齊 昭和 親 通 

商に 1^ 對す… き IS 將軍 家定… 阿部 正弘 の 態度… き 一八 諸侯に 通商 和親 Q 許否 を 問 ふ… プ チア I チン 

の 來航… き 冗 川路 聖講… き 一一 0 ベリ— 再び 至る… 神 奈川條 約… 吉田松 陰 Q 下獄… き 一二 安政の^ 

條約… 攘夷 派 Q 憤慨… 堀 田 正睦… 藤 田 東 湖 Q 死… き 一二 ハリス 来る… ハリス 將 軍に 謁し 和親 贷 易の 條 

約を缔 結す… 齊昭と 京都と Q 接近… wig 慕 使の 上京… 堀 田正睦 Q 上京… 皇居 炎上… una 長 野 主 K 

の 上？^… 攘夷 派 Q 有 勢… 井伊直弼 大老と なる… 將 軍耱嗣 問題… き 0,- 紀伊德 川 慶福 入って 宗家 を 維ぐ 

…ハリス 倏約 調印 を 迫る… きー六 直弼 勅許 を 待たず 條 約に 調印す… 慶勝齊 昭慶永 調印 を雜 ず… 疫勝等 

蟄居 を 命ぜら る… き P? 老中 間 部詮勝 上京… 賴飼 父子 Q 奔走… 安政 戊 午 Q 大獄… 樓夷 御^ 豫… き K 

橋 本 左內等 就縛… 水 戸 藩士 長 岡驛に 屯し 幕府に 抗 せんとす… 井伊直弼 櫻 田 門外に 袋 はる… き 一ん 內外 

人の 街 突… g〕 東禪寺 一 件… 公武 合體論 Q 接頭… 第 一 Q 公武 合體… 和宫の 御 降嫁… 坂 下 門外 Q 變… 

S 第二 Q 公武 合體 の 失敗… 第三 Q 公武 合體… 勅使 大原 重德東 下… g 二 天下の 赏權 漸く 慕 府を去 

る… 尊王討幕 論の 擡頭… 寺田屋 騒動… 將軍家 茂 Q 上洛… H- き 一 將： 束 攘夷の 勅 を 奉ず… 長 藩の 外 船 砲 B- 


第 十 章 新 武家時代の 六 

第 七德川 時代の 四 

0 一〕 慕 政彌総 時代 松 平定 信 老中と なり 改革 を斷 行す：. E 九 六 田 沼 意次の 處 I  一 I …文武の 獎勵と 風敎の 

振興…關西の文運…中井竹山…西國諸藩にも舉者輩出す…！：^^.? 寬政異 學の禁 …定 信の 學問獎 勵：. S ル八 

諸種の編寡事業；武道の獎勵；風俗の115!1正；<ム事{平：四九^^ 質素 節 儉の勵 行 …旗本の 救濟… 七 分 積 金 

…人足 寄 場… 邑0 尊號 一件と 一橋 治 濟西丸 移轉… 定 信治濟 Q 西 丸 入に 16- 對す… 家 齊と定 信との 疎隔 

…き 一 光格 天皇… 定 信尊號 宣下に 反對 す… き 一一 尊號 宣下 Q 中止… WOlil 國防 問題… 林 子 平… ラ 

クス マン 极 室に 來る… き S 定信 老中 を罷 めら る… 松 平信 明 老中と なる… き M 治濟の 勢力 加 はる… 

定信 Q 改革 事業 多く 畫 餅に 歸す… 文化 時代… 家齊 Q 內寵… き ーハ 格上げ… 相 馬 大作… 慕府 Q 財政 W 難 

…きぶ 娘 夷 開拓 事業… 貨 改鑄… 百姓一揆 Q 頻發… き  <  農村 階級 Q 動搖は 封逮制 Q 致命傷…， 人 

保の飢饉と百姓 1 揆…き^^ 大懸 の 亂… 江戸 城 西の 丸 炎上… 50 水 野忠邦 普請 總 奉行と なる… 大御 

所 家齊薨 ず… 當 時の 文藝 美術… Mil iQ 發達… 庶民 敎育 として Q 心學及 寺子屋… 藩學… 藩 政の 漦 

革と 賢 諸侯… 細 川 重資… S 一一  上 杉 治憲… 農政 經濟の 研究… 本 多 利 明と 佐 藤信调 …天 保の 改革… Ml 一一 一 

天 保 改革の 不 人望… 水野忠 邦の 失脚… W 一四 幕府 衰亡の 大局 的觀察 …幕府 G 救 濟策は 有名 無 

老中の 權カ 諸侯の 間に 輕し… 東西の 權衡… 赏 力の 中心 江戸 を 離る… 江 戶 と 京都との 關係… 

第 十一 章 新 武家時代の 七  . 


大岡忠 相 Q 登 席… 大岡 裁判… 天 一 坊 一 件… 正德新 令の 勵行 …幕政の 緊張… B き 御定百 箇條… 旗本の 

戒飭… 甲府 勤番… 小 普請 入… 修身 齊家 を學問 Q 第 一 義 とす… 四 さ 一 學者を 使 ふ 人… 赏用 の學を 獎勵す 

…養生 所… 蘭 書の 禁を 弛む… 西 川 如 見 を 天文 方と す… 天文 裏… 戒麼興 紫の 獎勵… 新 S 畑 Q 開發 

…米將 軍… 東海 廻り Q 海運… 砂糖の 製造… 甘藷 先生… Bps 産業 獎勵… 古典 ®- 史 Q 研究… 武家の 故 焚 

研究… 弓馬 始と流 鏑矢の 儀 再興… 和學 御用 褂… 關東 古文書 Q 探訪… EK  , 康熙 字典 圃書 集成の 輪 入… 

吉宗の 朝廷に 對 する 態度… 宇佐 奉幣 Q 復興… 京都に 於け る學 問の 復興と 尊王 論… 財政問題… 諸 大名に 上 

米 を 命じ 一時 參勤 交替 制を改 む… EK 足し高…大坂堂島Q米相場開始…ep?^^ お定め 相場… 文字 金 

の 鑄 造… 幕府 財政 Q 困難 次第に 加 はる… 諸 大名 Q 財政 闲難… S 八 0 家格 引上げと 帶刀 御！ ％ …《お 豪の 勢 

力と 士 流の 生活難 …蔵米 札 差… E< 一  切リ 金… 旗本 御家人 株 Q 賣買… 百姓 一 狡… 商人 階教 Q 發達… E0 一 

江戸の 町 火 消… 商工業 都市の 出現… E 〈一一 一  助鄉 制… 人 n 調 杏… 三 卿の 取 立… E<S  士：： 宗の諸 大名 Isl! 週 

…吉宗 Q 隱居 政治… 九 代 將軍家 重… 吉宗薨 ず …宵 力 その も Q  、將 軍… BKH! 老中 松平乘 a …將 軍と 老 

中との 疏隔… E 八 六 吉宗 の 施設 次第に 破 接せら る… 京都に 於け る學 問の 興隆… 竹內 式部 Q 大義名分；？ i 

■:s 式部 京都 を 追放 せらる… 山縣 大甙… E<< 柳 子 新 論… 藤 井 右門… 人 或 右門 刑 せらる… 式部 八 

丈 島に 流さる：. E 〈九 國學 Q 勃興… 荷 田 春滿… 贺茂 眞^… 本居宣 長… 平 E 篤 胤… E き 家 TMIC 化ず… 十 

代 將軍家 治… 田 沼 意次… S た 風俗 Q 淫靡… 武士の 困窮… 座頭 金… S んニ 南銪銀 Q 鎔造… 役人 Q 收膽 

と 百姓 一 揆… 天明の 飢饉… 淺間 山の 噴火… 山師… B5 一一  速上…運上取消の强訴…世^^り大明神…四ん^ 

將軍 Q 世子 家 某： 俄に 卒す… 家 治 じ 家齊將 軍と なる：. SAW! 


民 階級 Q 文化 相… 浮世 搶… 菱川 師宣… 西 鹤と近 松… 商人の 擡頭… 俳諧… 西 山宗因 Q 橙 林 風… 松 尾芭藉 Q 

正風… 蕉 門の 十哲… go 朝廷 幕府 Q 調和… 大 《廿會 Q 再興… 山陵 Q 修理と 細 井 廣澤… 加 茂 葵祭の 復興 

皇室 Q 御 復古 思想 …公武 Q 關 係と 嫁娶… 諸 大名と  <ム 家 堂上との 結婚… 四さ 一 皇女 八十 宮の御 

降嫁と 和宮御 降嫁… 譜代 外樣 Q 差別 を 厳に せず… 望 一一 一 元祿 時代 Q 風紀 類廢… 大佛 殿の 再建… 護 II 寺 

及 護持 院の 建立… 隆光… 生類 憐み Q 令… 靈雲 寺の 建立… 幕府 財政の 困難 …貨幣の 改鑄… 

g 六 乾 字 金… 四 H5 七 柳 澤吉保 大老 格と なる… 元 祿文藝 Q 隆盛… g< 乘 おの 風廢 す… 能榮 Q 降 盛 

…赤 穂 四十七士  Q 義舉… 九 義 舉に對 する 贊否… S さ 知行 制度より 腐祿 制度へ： .S ハー 资永山 

の 出現… 綱吉薨 ず… 六 代將軍 家宣… 新 井 白 石… ea 一  白 石と 林 鳳！；  Q 銜突… 讀史餘 論と 古史 通… 

有職 故 宵の 尊重と 近 衞基熙 の 東 下… 公武 Q 調和… 閑 院宮御 取 立… 白 石 Q 上洛… 四六1 新 野 問答… 折た 

く柴 Q 記… 朝鮮 使節 來聘 一 件… 5 ハ M 財政 Q 整理… 貨 isQ 改鑄… 外 船の 制限… 七 代將眾 家繼… M 六 

近 衞家熙 Q 東 下… 老女 鎗烏 一 件… 先づ銀 货を改 鑄す… 貿易 制限 Q 正 德新令 •： 吉宗將 軍と なる… S 六 七 白 

石の 著述… 藩翰譜 …西洋お 聞と 采覽異 一 百… 東雅… £六〈 

第 九 章 新 武家時代の 五 

第 六 德川 時代の 三 

(ハ〕 慕 政 緊張 時代 八代將 軍の 武家 主義… 植現 樣御定 Q 通リ… 武士 は 武士ら しく… S 六 九 間 部詮房 新 

井 白 石 を 退く… 應狩 Q 復興… 魔將 軍… 追 鳥 狩… 徒士の 水練… 質素 儉約 Q 令… 吉宗 自ら 綿 服 を 用う… S さ 

享 保の 治… 庭眷… 目安 箱… 山 下幸內 上書… 欐狩 はまた R 惜 視察の $3 め… 五代 將軍 時代 Q 人物 起用… s± 


目次  ，  一 八 

第五 德川 時代の 二  S 一一 九 

(n〕 慕 政 修飾 時代 元祿 時代 Q 氣運 醸成… 公家：^ 幕府に 迫る… E  一一  4 织チ 者將： 皋 Q 頫間 となる… 保 科 正 

之と 山 峙闇齋 …綢吉 の 好學… 新 井 白 石 Q 出現… S 一 0 家綱將 軍と なる… 守成 的^ 政… 松 平定 政 劾 

…由 井 正 雪 Q 隱諜 …き 一一 戸次 庄 右衛門 等の 老中 暗殺 計畫… 江 戶府內 浪人 改 Q 令… Els 江戶に 於け 

る 大名屋敷… 消費都市 として 江卢の 發展… 神 田 上水… 玉 川上 水… E き 一一 水 役 銀… 千 川上 水… Eg- 江 

戶の 花… 大名 火 消… 明 暦 Q 大火 …四き 大火 Q 善後策… 江戸 城 本丸の 工事 延期… 諸 大名の 邸宅 制限… 

諸 大名 殿中 祗候 Q 制… 兩國橋 を 架し 験河臺 Q 溝 を 掘る… S 一一： 六 明 暦 大火と 江戸 の藝 術 風俗… 京 坂に 於 

ける 風俗 藝 術の ー韓 期… 士風 武道の 頸廢… 堀 田 正信援 明の 出兵 を 主張して 容 れられ ず… S 七 姊 成功 

の 明 國囘復 …鄭 成功 臺灣 に據 る… 堀 田 正 信の 憤慨… 四 一 ーー<  文學 勃興 Q 氣述… 林道 眷と 慕府 Q 編 募 事業 

…中 江 藤榭… 能； 澤了 介… S 一九 山 崎 闇齋… 垂加 流の 神道… 德 川光园 Q 大 日本史 編募… 光簡叨 Q 逍臣朱 

舜 水を聘 す… Bg 湊川 Q 碑… 水 戸學… 山 鹿 素行… 復古 Q 學… ESI 武家 事 おと 中 朝 事赏… 素行と 大 

石 良 雄… 素行と 吉田松 陰… 松 永 尺 五… 木下顺 庵… 伊藤 仁齋 Q 古學… ES 一一  荻 生 徂徠の 古文 辭 ffi- …佛敎 

僧侶 Q 腐敗 …固 一一 黃蕖禪 の 渡來… 家 綱晚年 Q 慕 政… 下馬 將軍… 家辋藉 ず… 五代 將革辆 告の初 政… EE3 

幕府の 編纂 事業… 貞享 諸家 書 上と 武德 大成 記… 貞享 甲子 暦 Q 頒布… 漉 川 春 海… SS 天文 方… 加 5?K 

…服 忌 令の 改正… 大老 堀 田 正 俊 刺さる… 御用 部屋 他所に 移り 權カ側 用人に 歸す… 元祿 時代の 出現… Bsc 

辋吉 Q 好學… 正月 Q 講釋始 …道 春點 本の 四書 五經… 綱吉自 から 經書を 講ず… 大成 殿 Q 建立… S5 七 释 

奠の禮 …儒官 Q 還俗 蓄髮… 昌平 黌… 北 村季吟 父子 を歜學 方と す… 國學 勃興の 氣速… 契冲阿 ^ 梨… 國學四 

大人… g〈 唐 樣の甞 風… 狩 野 派 Q  盛… 土 佐 光起と 住 吉如慶 父子… 尾 形 光琳… 享氷三 寧： eg 庶 


名の 勢力 を 殺がん とす… S ヌ 千 姬秀賴 に 嫁す… 人佛 Q 再 雄と 社寺 Q 修造 を 勤む… 加 藤^-止 Q 死… so 九 

片桐且 元の 隱忍… 國家 安康の 銘… 且元駭 府に下 リて大 に 辯 解す… S 一  0 且元モ の 領地に 歸る… 家康出 

馬の 準備 を 整へ る… 大坂 冬の 陣… 四 二 木 村 重 成… 本 多 正 純… 大坂 夏の陣… S 一； 一  秀頼薩 摩 落の 說… 

家康薨 ず… S 一一 一一  東 照大權 現… 秀忠の 守成と 慕府 Q 某： 礎… 文學 Q 勃興… 藤 原 惯窩… 家 S ^の 謀 E …本 多 

正 信 正 純 父子… B5 洒井忠 世と 土 井利 勝… 加納 殿… 宇都 宮釣 天井… 本 多 正 純 出 羽に 流さる… 

福 島 正則 Q 改易… 松平忠 輝と 松平忠 直の 流罪… S  二ハ 權現樣 御 定めの 通リ… 秀忠家 光 を 伴って 上洛す 

…江戸の 威勢 京都 を媒 す…： 大海 寬永 寺の 創造… 輪 王 寺の 逮立… S 一ぶ 明 正 天皇 卽位… 秀忠 i„K じ 家 光の 

時代と なる… 家 光輔 佐 Q 臣… 春 日 局 Q 勢力… 四ー<  家 光 最も 家康を 信仰す… 駿河 大納言 忠 長の 一 件… 

四ー^- 加 藤 忠廣の 改易… 加 藤氏 Q 後に 細 川 氏 を 移 封す… 切支丹 一 狡の 蜂起… 0 二 0 耶蘇 敎宣 敎師諸 

國に 潜んで 傳 道す… 南蠻 貿易と 禁敎… 南蠻 貿易… 歸化人 三 浦 按針：. E  一二  ^達 政 宗支倉 常 長を羅 馬に 

遣す… 當 時の 外國船 及び 朱印船 …浪人の 勢力… 四 一一 一一 岛_ 股の 一 揆 領主 Q 兵 を 破る… 贼原 械に據 る… 板 

倉 重昌西 下す… 松 平信 綱戶田 氏鐵西 下す… 四ー 一一 一一 重昌戰 死す… 信 綱 持久 策 を 講ず… 原城陷 る… 宗門 改 

…寺 請證 文と 路繪… き S 鈸國 令… 蘭 館 を 平 戶ょリ 長 崎 出 島に 移す… 海外 往來 の 禁… ジャガ タ ラ 文.： 

四 一一, 大船 を 造る こと を 禁ず… 山 £ 長 政… 海外 貿易と 農村 經濟 …封建制度の 固定 維持… 國 K 文化の 內 

容的璺 富… S 一六 宽永 諸家 系圖傳 の 編 慕… 日本 國郡圖 及び 諸狨圔 の 作成… 後光明 天皇 Q 卽位… 伊勢 祌 

お及び 東照宮の 例幣… 後光明 天皇の 御 英邁… E 一一 七 御 火葬 を 止めて 御 土葬と なす… 家 光薨じ 大老 堀 田 

正 盛 等 殉死す… £ 一一  <  . 

章 新 武家時代の 四 


秀吉 はじめ 堀秀 政に 八州 を與 へん ふ-す… 家 ijl^y 戸城 を修 治して 居城と なす… 一一 一 w 家^ 北倏氏 Q 弊政 

を 除く… 家康 Q 性格… 家康 Q 忍耐力… 1ーー<0  土呂 一 揆… 家 康濱松 城に 移る… 關ケ原 役 後の 德川 氏の 地 

位… 一一 ー<ー 家康頼 朝に 私淑す… 諸侯 3 配！ M …皇室と 幕府との 關係… §1 東海 東 山 二道と 京都 附近に 

は外樣 大名 を ly かず… 直領 譜代大名 外様大名 領 3 錯：； i …底 領の耍 所に 奉行 を 髭く… 京都 所 司 代… 一一 ー<  一一 一 

外様大名に 對 する 螫戒… 御三家… 御 一 門… 一一 一八 S 次第に 西部の 外樣 大名の 勢力 强大 となる… 康海逍 五 

十三 次… 一一； 八 HI 入り 鐵砲出 女… 關所 改めと 關所 手形… 厳重 を 極めた 婦人の 關所 手形… 一一 一 〈六 府に對 

する 諸 大名 Q 義務… 諸 大名 Q 江戸 參勤… 高 輪 御殿… 白山 御殿… 參勤交 I^Q 制…：；： 八 七 諸 火 名のお 守お 

役 …江戸 Q 繁昌… 一一： <<  旗本 武士 困窮の 遠因… 武家 諸 法度… 1ー；〈ん 金 地 院崇傳 …一一ん I 新 儀 城池の 

禁… 家康 Q 京都に 對 する 考 13 …一 5 一  朝廷 Q 特權… 京都 所 司 代 …板金 勝 重… 禁中 幷 公家 御法度… 一 S 一一 

諸家 昇進の 次第 …一一ん 六 女御 入内… 1 一： 九ぶ 東 福 E: お 9 入內… 御附 武家… 所 司 代御附 武家と 傅奏 衆… 朝 

慕の 銜突… 紫 衣 勅許 差 止に つ いて 後水尾 天皇 Q 逆鱗… 一： ん<  渾庵 Q 上疏… 释 =1 局の 幹旋… 明 正 天 As 

卽位… 朝廷 慕" 肿 の 背離と 尊王 論の 萌 f 牙… 一 幕府の 政治 機關… 御用 部 3$： …大老と 老中… 若年 寄…^ 

用 部屋 Q 位 ffi;soo 御 側 衆… 御 取次… 評定 所… 四 31 傅奏 屋敷… 評定 所 Q 式 n 及 立 合： M …寺社 奉行 

…町牵 行… &ョー 勘定 奉 ー仃… 關東 代官… 勘定 所… 目 付 衆… 大目 付… gill 直領に 奉行…^ なる 都市に 

は 町奉行 ん仅寺 及び 別 本山 …江戸の 市制… 五人組… 月 行司… SGS 間口 稅… 地方 三役 …町人の 組合… 

收入 Q 確保 を笫 一 とす… 宗 門 改 奉行… 路 翁の 制… 道中 奉行… 郡 代と 代官… 勘定 吟味 役… 御お 守 

居 役… 御 側 衆… E0 六 其 他 Q 奉行… 御 納戶… 御 使 番…： 束 制… 番頭と 物 頭… 家康 Q 政治 桷關 を述 用す る 

態度… 三 河 来の 譜代大名 旗本 Q み 政 称に 關與 す… 家康 Q 秀 頼に 封す る 態度… 氏 恩 ^9 大 


康伏 見に あ つ て 政務 を 行 ふ… 1 一一き 禿 士：： の 人物…！ S! 事 早い がすき… 人物 を：^ る 明… 秀吉 Q 度量… gl 

思った こと を 思 ふま、 に 行 ふ… 秀吉 Q 機敏… 秀吉 Q 天眞觸 澄なる 性挤… 大政 所に 對す る 秀吉 Q 孝養… sll 

秀吉薨 後 關ケ原 役に 至る 大勢… 石 田 三 成の 人物と その 勢力… 一 Wi 一 利 家 Q 老衰と 家 康の專 横… 一 二 成家康 

を 除かん とす… 武斷 派と 家康… 一一 一成 を 領地に 蟄居せ しむ… 三 成 上 杉 景勝の 臣底江 兼續と 通ず… 一 SS 家 

康 景勝 を 討たん として 東 下す… 一一 一 成舉 兵の 報 至る… 一一 一成 與黨 の 諸將… 家 康諸將 に 向背 を 決せし む… 

天下 分け n: の 戰關ケ 原 役… 闢ケ原 役 東西 兩 兵數… 一 S 六 東西 兩 軍の 陣容… 西： 束返應 者… 西 軍 Q 大敗 

…西 軍の 諸 將處分 さる …量ぶ 三 成 Q 人物… 5< 黑田如水…政ュ2上の全榷江戸に移る…ーーiHI^^ 家康の 

秀 頼に 對 する 態度… 秀吉 Q 海外 貿易… 御朱印船… 龜井 玆矩… 一一 一六 0 原 田 孫 七郎… 耶蘇 敎の 輸入… 切支丹 

の 信者… n  I マ 遣 使 …一二 ハー 信 長 耶蘇 敎を 保護す… 秀吉 耶蘇 敎を 禁止す… 外國船 Q 商 賈は差 支な し：. S ハー 一 

第 七 章 新 武家時代の 三  ， 

第 四 德川 時代の 一 

德川 時代 三百 年の 泰平… 德川 時代の 起點… 一一： 六 六 關ケ原 役 後名 宵 共に 家康 Q 天下と なる… 一一： ^^川時 

代と 嫌 倉 幕府 室町 慕府と 比較… 德川 時代と 歐羅巴 Q 近世と Q 比較… s< 封建制度 下の 德川 時代 武家 政 

治 …一一： 究 近世 都市の 發達… 城下町… 1 一一 さ 鐵砲 Q 輸入と 城下町の 繁 al …武士 本位の 中央 集榷的 封^ 制 

度… SI 參考 書… 一一 一 さ 史實と 俗說… 古今 史謁… Is 一一 一 

(ィ 〕 慕 政 創始 時代 德川氏 Q 出自… 一一 P? 六 家 康藤原 氏を稱 す… 松 平信 康… 海道 一 Q 弓 取… 家康 三遠駭 

の 11 ー國 を：^ す… 甲斐 信 濃 を 2^ ふ… 一一 i  \1 ^吉と 家 麻との 比較… 家 康北條 氏の 舊領關 東 八州 を瓴 す… 1  一一 K 


ずして 征明… 秀吉 Q 意圖… 一一 一 一一 七 秀吉 自ら 渡海 Q 希望 あり… 征明 Q 準備と 計丧… ーー：ーー<  ^吉心 を 海： 車に 

用う… 國 々の 道路 を 開き 船舶 を 造らし む… 不成功 Q 理由… 一一； 一ん 支那 朝鮮 Q 形勢… 支那と 朝鮮と Q 關係… 

8 秀吉 Q 忠實と 細心… 外征 軍 出 發に對 する 軍令… S1 秀吉 朝鮮^ H.: に 叨 先驅 を，^ ず… 一一： き 一 

朝鮮 秀吉 Q 命を聽 かず… 秀吉大 軍 を 發し本 營を名 護 屋に構 ふ… 秀吉 自ら 全軍 を 指揮す… 毛利雠 元と 小 早 川 

隆景… 後陽成 天皇 御製 を 賜 ふ… 量 一一 一 我が 軍 Q 武器… 日本刀の 切れ味… き；： S 蛾 砲… 兵 SgQ 供給… lllls 

通譯 の 事… 朝鲜 人に、 W 呂 波を敎 ふ… 秀吉そ Q 扇に 支那 語の 日本語 譯を 書かし む… 文祿 役の 經過… 一一 一 

我が 軍の 部署… 釜 山上 陸 後 二十日に して 京 城に 入る… 諸將 Q 軍議… 爱七 秀吉先 づ按軍 を 送り 自ら 渡海 

せんとす… 秀吉 渡海 Q 議 止む… 我が 陸軍 八道 を 風靡す る も 水 軍 振 はず… 朝鲜國 王按を 明廷に 求む …量 〈 

明廷沈 惟敬 をして 行 長と 和を議 せし む… 明 廷李如 松 をして 平 壤に向 はしむ… 行 長 平 壤を捡 つ… 碧 蹄：^ の戰 

…購和 Q 議… 諸將 南下す… 一一 IW 媾和の 條件… 明 Q 册封 使來 る…^ 吉 再征 Q 軍を發 す… go 座長 役の 

魎過… 明 軍 至る… 我が 軍 本陣 を签 山に 置く… Is 一  我が 軍 京 城に 迫らん とす 秀吉 許さず… 我が 軍 Q 配 © 

…一 S 二 蔚山 籠城… 秀吉薨 じ 全軍 を引揚 ぐ… 泗川新 塞の 戰… 外征 Q 影饗… 一一 一 G 一一  ェ藝 に 及ぼした 彩 

近世 陶磁器 Q 發達… 茶 湯 Q 道具 調… 魔 取燒… 上野 燒… 有 田燒… 三 河 內燒… 薩摩燒 …一一 IS 获燒… 樂山燒 

…活字本の 出版… 文祿阪 古文 孝經… 圓 光寺の 活字 版… 後陽成 天皇の 勅 版 活字本…^ 峨本… gH! 本邦 印 

刷の 沿革… 百 萬 塔 陀羅尼… 世界 古最 Q 印刷物… 我が 國に 於け る 木版の 佛經… 一 3< 朱 版 一 切經の 渡來… 

舂曰 版… 高 野 版… 正 平 阪論說 …五山 版 …一纏 築城 法：. 滅師… 染物師 …秀 吉薨後 Q 暗雲 …徳川家 康の 野 

心… 文治 派と 武斷 派… 一 s〈 家康 Q 權略武 斷派を 掌中に 收む… 秀吉 の 內 鬨 …北 政所… 淀 君… 秀次 を關白 

とたす… 秀賴 の 出生… 豐臣 氏の 繼 Si 問題… Is 九 秀告秀 次 を- H 殺せし む… 秀告秀 超の 將來を 心配す… 家 


…小 早 川 隆景の 眼識 …一ん ん 本能 寺の 變報… 秀吉毛 利 氏と 和す… 秀吉毛 利 氏に 對 して 信 長の 喪を秘 す… 

本能 寺 Q 變に 際しての 信 長の 病將… 一一 一 00 光秀 京畿を 服す… 秀吉 姬路に 至り 吊合戰 Q 計略 を遝ら す… 山 

崎 合戰… 明智氏 亡ぶ... 一一 10 一  秃吉三 法邮を 擁す… f:s 洲 城の 元老 會議… 秀吉 京都の IT 齊に赏 る… 秀吉と 諸 

將と Q 關係… 一一 一 01 一 柴田勝 家の 苦心… 勝 家 北 條氏を 討たん とす… 秀吉勝 家の 議に 同ぜず… き 一一 一 長濱城 

の 攻略… 賤ケ嶽 Q 戰… 勝 家信 孝 自殺し 一 益 秀吉に 降る… 秀吉大 坂 城 を 築く… 一一 Ks 堺 Q 商人 を大 坂に 移 

す 秀吉內 大臣と なる… 信 雄と 家康… 一一 一 om 信 雄と 秀吉 と絕 つ… 家康信 雄を援 く… 信 雄の. 方略… 秀 吉の對 

策 …一き ハ 小牧 山の ij 陣… 長久 手の 會戰… 秀 家康 和す… 海 內殆ん ど 定まる… 秀 士ぃ關 白と なる… き 七 

秀吉太 政 大臣と なり 搬 3.:E 朝 E の 姓 を 賜 ふ… 近 衞前久 の 周旋… 氏 姓の 變遷… 一一 一 0< 八 姓…， 平 藤 橘… 苗字 

…群雄，親時代と氏姓…ーーーo^- 源平 迭に 起る 思想… 平 秀吉… 一一 二  0  1 字書 出し… 受領… 一一 ニー  叙留… 

武家 Q 官途… 一一 己一 島津氏 Q 勢威… 秀吉 Q 九州 征伐… 島津氏 降る… 秀 吉北條 氏の 上洛 を 促す… 一一 ニー 一一  秀 

吉北條 氏 を 伐つ… 小 田 原 城 攻め… 1  一二  S 北條氏 亡ぶ… 伊逹 政 宗秀吉 に 服す… 天下 始めて 太平 を 謳 欲す… 

1  一一 m 秀吉の 諸 大名 制御と その 配 ffi …家 康北條 氏の 舊 領を與 へらる… 一一 二 六 秀吉信 雄 を 下野に 流す… 

秀 次を堪 張に 秀長を 大和に 封ず… 蒲 生 氏 鄉を會 律に 配す… 五 奉行… 一一 一一 七 秀吉 皇室 を 尊崇す… 後陽成 天 

良の 御踐， t …秀告 の 平和 事業… 敏 山の 再興-二 一一 一八 聚樂第の造脊…ぉ土堪…千利休茶道を中興す…ーーーー^^ 

北 野の 大茶 湯… 大佛 立… 刀 狩… 僧侶 及び K 問の 武器 沒收… き 一 0 三 寶院義 淡… 撿地… き 一一 永 高… 

石 盛… き 一一 一 貨幣制度 Q 改革… 室町 時代の 货 幣制… 甲 州 金… 此 現金 銀の 産出 額 多し… 一一： き 一 天 正大 判 

天 正 小判… 伏见 城の 造脊 …時代精神と 文物の 復與… 古筆 Q 赏^ と 書道 復興… き la 慶 長の 三筆… 綺喪… 

秀士 n の征 i-Q 原因と 動機… lli 天荆 和- W 朝鮮に 使す… 秀吉 外征の 事を宗 氏に 傳ふ… 一一 i 征韓 にあら 


B 次  ニー 

抗す… 長 鳥 一 按 …一一 1?< 本願 寺 毛 利 氏と fll じ 上杉武 E 北 條氏亦 これに 應ず… 信 長 勅， 使 を 仰ぎて 本願 寺と 

和す… 信畏 の-昇 逛… 信 長に 蘭 奢 待 を 賜 ふ -信長 右大臣に 上る… 長德 Q 戰… 一一 七ル 安 十； 城… 樂市… 安 

土 城 Q 天主 閣… 安土 山 記… 一一 八 0 化ぶ城の沿革…稻城…朝鮮式山城…柵. ：恰土城…！？^贺城…ー；八ー 古代の 

兵器… 居 館 寺院 を械 となす • 弘 安の 役後戰 術に 變化… 皇家 中興 時代の 山城… 一； <ー 一 鐵 砲の 渡來 と^ 城 

の發 達… 松 永久 秀信貴 山城に 天主 閣を 築く… 山 械と居 館… 1ー八 一一 一 城下町… 平 城… 山城から 平 城へ… 文 

慶長役 後 築城 術 Q 進歩… 和 蘭人 築城 術を傳 ふ… 一一 八 S 德川 時代 慕 末 Q 新築 城… 信 長の 四方 II 略… 武 E 氏 

の 滅亡 …一. 入 W 勝 頼 H<cn 山に 自殺す… 信 長家 康 をして 甲斐 を 管せ しむ… 信 長と 謙 信… 謙 信 卒し „ マん 勝 後 を 

つぐ… 一一 八 六 信 長 北陸 を 略す… 信 長 中國の 經脊に 全力 を盡 す… 明智 光秀と 木 下 秀告… 秀吉商 松 城に モ利 

と對陣 す… 秀吉信 長 Q 援兵 を 乞 ふ… 1ー<1？ 信 長 上洛 本能 寺に {衍 す… 光秀 信 長を弑 す… 光秀 反逆の 因 

…信 長 Q 人物… 1ー《 信 長 Q 逸事… 信 長 恩 貧と して 諸將に 攻略 Q 地を與 ふ… 一 K ル 信 長 封宗敎 政：^… 安 

土宗 論… 一 i 

第 六 章 新 武家時代の 二  . 

第三 璺臣 時代 

秀吉 の 出現… 秀吉は 自ら 系圆を 作らず：. 一一 九 一一 秀吉松 下 嘉兵衞 Q 許に 身 を 寄す… 參考 料 …一 511 秀吉 

信 長に 仕 へ その 信任 を受 く… 秀古 羽柴氏 を稱す …一一ん 六 秀吉中 國經齊 に る… \!P 利 氏 Q 勢力… 毛 利 氏 本 

願 寺 相 結んで 信 長に 抗す… 秀吉 宇喜多直家 を 降す …一一 ルセ . 秀吉 Q 人物 登庸… 小 西 行 長と 石 田 三 成… 秀士 u 

鳥 取 狨を陷 る… 秀吉高 松 城 を il む… 「ん  <  毛 利 氏 高 松 狨を投 く… 鳥 取 Q かつやが らし 殺し 高 松 Q 水 殺し 


二 九 二 

元 二 


新 武家時代の 一  - 

新 武家時代 は 中央 集權的 封建時代… 德川 時代 Q 泰平と 國 民 的. H 覺… 八 下^3上から赏カ攻1^の時代； 

權カ Q 地方 的 分裂… 全國的 統一 と 絕對的 主權… 下 ® 上と 皇室 中心思想… きぶ 信 長 は 新時代 Q 先騵 者… 

秀 吉の霸 業と 自主的 外交… 完全なる 中央 集權的 封建 制… 一一 さ 西歐 文化の 傳播… 近世 的に して 世界的… 

二 六 一 新 武家時代の K 分… 1ー六ー1 汁お 川 時代の 小分け… 一一 六 1 一一 新 武家時代の 參考 書… lis 

第一 群雄 爭覇 時代 

背 武家 Q 崩 接と 新進 武將の 分立 攻爭 …群雄の 爭親… 新 逸武將 皆領內 の 民政に 注意す… 新 武家時代 

の 精神… 一一 六 六 新 貨幣制度… 信 長 Q 人物… 1 一六 ゼ 信 長 淸洲城 を 拾て V 败阜に 移る… 信長義 昭を迎 ふ… 信 

長 上洛 松 永久 秀來り 降る… 一； 六 〈 

第二 織 田 時代 

我が 國 Q 更生… 信 長 Q 勤王… 5 ハル 伊勢神宮 造替 制の 復舊… ニ條 城の 造營… 信長黨 S 結束… 淺井長 政 

と 朝 倉 義景… 敷 山の 僧徒… 一一 さ 信 長の 對信玄 策： 三方 ケ原戰 …信玄 卒す… 一 m 信長顯 薬 Q 端緒 を 得 

…尾 濃の 地理 的 位 e と 信 長の 新兵 器 利用… 鐵砲 9 傳來… 5 一一  鐵砲锻 冶… 信 長 鐵砲隊 を 編成す… 長條の 

戰… 國友鐵 砲 記… 一一 さ 一 信長鐵 張りの 兵船 を 造る… I 向宗の 勢力… 吉崎 道場と 山 科 本願 寺… 1KS 富 樫 

氏の 滅亡… 一 向宗 一 揆… 日 連宗と I 向宗… 本願 寺攝津 石山に 移る …一； ャ丄 信 長 Q 對策… 姉 川 Q 戰… 叙 山 

の 燒討… 5 六 山 法師 の 勢力 I 掃 せら る… 信 長 坂 本 城 を 築 いて 明智 光秀 をして 守ら しむ… 義昭遙 に信玄 

と 計 リて信 長 を 倒さん とす …一一ぶ 義昭 京都 を逐 はれ 毛 利 氏に 投ず… 淺井朝 倉： € 氏 亡ぶ… 本願 寺 信 長に 


制の 第 四 期… 第三 期 御陵 墓の 名稱 所在… 一一 s 笫四期 御^ 墓の 名稱 所在 …一一 量 伏見宮御^！^の所在… 

一 i 桂 宮御慕 Q 所在… SI- 有 栖川宫 御 墓 Q 所在… 一一 W 閑 院宮御 墓 Q 所在… 地方 的 爭顆… 一一 一 S 

後北條 氏の 關東 八州 經略 氏 網 江戸 城 を 取り 河 越 城 を 取る… 氏 綱 古河 公方と 結ぶ… 一一 =:<  小 弓 御 

C 

所… 鴻臺 の戰… 小 田 原の 繁盛… 外郎… 一一 一一ん 氏康嗣 ぐ… 氏 康山內 憲政 を 破る… 憲政 越後に 走る… 一- so 

.^^武田上杉ニ氏の對抗及び今川氏の滅亡  武田信 虎… 武田 信玄… 信 虎と 信玄 Q 關係… 一一 S 甲 

C 

^…一一 B 一一  山本晴 幸… 川 中島 五戰 記… 信玄 の 事廣 研究の 論文 …一一き 一 信玄 Q 民政… 甲 州 金… 信玄 堤… 家 

康信玄 Q 古法に 據る… 信玄 Q 百 箇條… 信玄 Q 信澳經 略… 一一 信 玄信濃 を 併す… 信 玄謙信 Q 對抗… 越後 

C 畏尾 爲景… 長 尾景 虎… 景虎 出家して 謙 信と いふ… 一一 謙 信 上 杉 氏 を 冒す… 川 中 dSQ 戰…！ ^信の 上洛 

…謙 信 小 田 原 城を圍 む… 一一 謙 信關東 管領 職に 就く… 信玄西 上野 を 略す… 今川義 元… 義元戰 死… 桶 狭 

間の 戰… 一 5< 信 玄今川 氏 を 亡ぼす… 一： S ル 

.3 毛 利 氏 Q 勃興 陰德 太平 記… 赤松 氏 亡ぶ… 一. B ん 大内 氏の 勢力… 勧 合印… 山 口の 繁華… 翁 興 在京 十 

C 

1 年に して 録國 す… 尼 子 氏 起る… 一一 き 義隆 Si ぐ… 大內尼 子 二 氏の 銜突… 毛 利 元 就の 崛起… 尼 子 5^ の 南 

下…  ー2ー  大內 義隆富 田狨を 園む… 大 內氏滅 ぶ… 厳 島 Q 戰… 毛 利 氏 中 國を拘 ふ… 毛 利 尼 子 二 氏 の銜突… 

S 元 就 石 見 銀山 を 朝廷の 御料 所と なす… 元 就 富 田 城を攻 園す… 山中 幸 盛… 元 就 卒し 孫 輝 元 Si ぐ… 一一き 一 

九州と 四國 九州の 狀 勢- ：大 友義 鎮 . ： 龍 造 寺隆信 ， ： 島 津義久 …九州の 大勢 中央に 大 なる 影 I* なし… 

C 

四國 Q 狀勢… li  . 長 曾 我 部 元 親… 一一 t 

ほ 綠田信 長 Q 勃興  錢田氏 もと 藤 原 氏を稱 す… 一一 信秀 Q 勤王… 信 長 Q 武名… 信 長と 信玄… 信 長 

齋 藤氏 を 亡し 岐阜に if る… 一一 Mr 信 長 京都 恢復の 論旨 を 賜 ふ… 信 長 義昭を 奉じて 入京す：. 一一 Is 


第 四 章 中 武家時代の 三  二  03 

第 四 群雄 爭覇 時代  0 

社會 Q 大勢… 一一 CS 古 來の舊 家 多く 亡ぶ …文化の 中心が 失 はれた… 實カ 主義と 皇室 中心 主義… 一一 S 新 

武家時代に 入る 關鍵… 足 利 成 氏… 成 氏と 上 杉 氏と Q 對抗… 古河 公方… 堀 越 御所… 一一 0 六 太 田 道 液と 長 尾 

昌贊… 堀 越 御所の 內訌… 北 條氏茂 § "越 御所 を 襲うて 之に 據る… 氏 茂の 家系… 一一 S 氏 茂 小 田 原 を 取って 

本據 となす… 北 條氏茂 歿す… 北條氏 QK 政… 一一 0< 兩上杉 氏 Q 內ー Id …兩上 杉 氏北條 氏に 壓迫 せらる… Jii 

國の 大勢… 一一 W  土 佐の 一條 氏… 飛 驟の姊 小路 氏… 一二 0 群雄の 割據… 義尹 二た び將 軍と なる… 大内 

義興 管領 代と なる… 澄 元 阿波に 走る… 義尹 名を義 被と 改む… 大內義 興の 歸！ I …一二 一  高 國義械 を 遂ひ義 1" 

を將 軍と なす… 慕府 の 衰頸… 細 川 氏の 内 一 ぼと 强臣の 跋扈… 嗬 元の 入京… 三 好 元 長 義維を 奉ず… 實權三 好 長 

慶に 移る… 一一 ニー  義輝將 軍と なる… 松 永久^ Q 出^…； 止 親 町： 大 皇御踐 * …細 川 氏 亡ぶ… 久秀義 耀を弒 す 

…ニー 一一 一  義昭 朝倉義 景に賴 らんと す義 景應ぜ ず… 義昭信 長に 奉ぜ ら れ て 入京し 將 軍と な る… 皇室 の 式微 

…一一 一 S 後花圚 上皇 崩御… 後土御門 天皇 崩御… 後柏原 天皇 踐. t …一二 M 恒 例 臨時 Q 節會 多く 疲す… 細 川 

政 元の 不遜なる 放言… 三 倐西赏 降の 忠君… 本 願 寺の n 跡號觔 許… ニェハ 损錢 令… 渡 錢 私鑄錢 …ニーゼ 叨 

應九 年の 撰錢 令： 永 正 二 年の 撰錢 令… 永 正 九 年の 撰錢 令… 一二 八 織 田 信 長の 撰錢 令… 撰錢 についての 論爭 

…一一 一九 朝廷 财 政の 闲難… 後奈良 天皇 踐， t …皇室の 式微 その 極に 達す… 一一 一一 一一 土ね やし …天皇の 御 色紙 短册 

…官位 任 叙の 濫授を 許し 給 はず… 一一： 一 一一 一 大內義 隆卽位 料を獻 じて 太 宰大甙 とならん とす …後奈良- 大 皇の般 

若 心經御 書寫… 一一 一； B 後奈良天皇廣筆の般若心！^：御^！墓制の笫ーーー期…ー三^! 御 土葬 Q 復活： 一； 一； 六 御陵せ お 

目次  九 


竊樂… 關 所と 關錢… 一七 九 私關 Q 設置… 新關 設… 津 料の 徵收… 京都 七 u の新關 …一八 0 錢田信 長 

諸國 Q 關を撤 陵す …一八 一 

(ハ) 應仁 文明 時代  應 仁の 大亂と 保 元 合戰… 一  <  一 新 武家時代への 動き… 東 山 時代… 大亂の 接蚰 

機… 一八 一一 斯波 家の 相續 問題…，： S 山 氏 Q 相續 問題… 細 川 勝 元と 山名宗 全… 1<1 一一 赤 入道… 赤松 氏の W 

興… 勝 元宗全 Q1K 目… 宗全 とも 田山義 就… 一八 3 將 sa- 家の 繼承 問題… 義 威と 義 -W …伊勢 貞 親の 專横丄 Am 

大齔 Q 機運 全く 熟す… 大亂 Q 勃發… 一 〈六 義就政 長 を御靈 林に 攻む… 東軍 西 軍の 與 《無 兵力… 1<5？ 勝 

元義政 義視を 擁す… 戰爭の 開始… 義政及 富 子 心 を 西 軍に 寄す… 義視 伊勢に 走る… 一  <<  相國寺 Q 戰… 

戰線 Q 癀大… 京都 Q 大半 焦土と なる… 月 卿 雲 客 地方の 豪族に 親る… 一  <  九 義視 京都に 還る… 宗全 義？^ 

を 迎へ將 軍 兄弟の 爭 となる… 宗全大 覺寺統 Q 後裔 を 奉ず… 一九 0 戰^地方に波及す；^*5*の詁國投亂 

楚… 諸 將戰に 倦む… 勝 元宗全 相つ いで 卒す： 二 九 一 兩軍兵を解ぃて國に就く…義政の-ぉ；^？…慈照寺の 

建立… 四疊牛 Q 茶亭… 5 一  銀閣… 義政 Q 薨去… 美術 ェ藝 史上 Q 來山 時代… 茶 Q 湯の 流行… S 一一  猿 

樂… 觀世家 起る… 義 政諸將 Q 邸に 臨む… 將軍義 -CilQ 好學… 一 S 一  倏兼 良義尙 Q ほに 樵 談治. 变を 著す 

…義 薨ず… 義政藉 じて 義材將 ： 車と なる… 細 川 政 元 足利義 p」 を 擁立す… 一九 l- 義材大 内 氏に 親 リ義尹 

と改稱 す… 義遐將 軍と なリ義 澄と 改稱 す… 細 川 氏の 家 * 爭… 三 好 氏 Q 接頭… 一九 六 室町 時代の 害 ？；^… 

靑蓮院流…禪宗樣の書風…室町時代の搶畫…墨搶の流行…畫僧雪舟…ー^^.? 狩 野淤… 禪僧 Q 活動… 室 

町 幕府 e 外交 使節… 一九  <  著名なる 入 明 使 僧… 勘合 符… 一 化 叨 との 貿易 多く 大 内 氏に す… 1^ 港の 

繁盛… 義政屢 進貢 船を發 遣す… 一一 CO 上 杉憲實 Q 好學 と金 澤文寐 Q 再興… 足利學 校の 起-保… 一一 0 一  上 

杉憲 赏の« 文… 吉 田家 9 神道… 一一 0 二 释 y 本紀 Q 大著… 伊勢 神道… 祌祇 長上… 1  一 01 一一 


B 大內 義弘戰 死… 足利滿 兼の 武藏 * 兵… 今 川 了悛… 北山 行幸… 5< 義 滿の藉 去… 義 持と 義嗣： 

一 W ん 稱光； 大皇受 禪後敏 ほ應 永の 年號を 用う： . 伊 建 新田 及び 北 畠 諸 氏 Q 崛起… 一六 0 慕 府と關 東 八ム方 

…上 杉 氏の 諸家… 上 杉釅秀 Q 亂… 一六 一 京都 嫌 倉 Q 離 16{ …慕 府 扶持 衆… 一 さ 一 義持將 軍職 を義 量に 譲 

る… 義持 Q 薨去… 義敎 還俗して 將 5* となる… 慕 政 Q 振肅… 一 さ 一 . 持 氏將： 束 Q 命に 從 はず… 持 氏 領憲 

赏と銜 突す… 義敎 Q 富士山 遊覽… 義敎嫌 倉 を 討つ… 關東 公方 亡ぶ …一六 S 九州に 於け る 强臣の 鎮壓… 

義 敎越智 一 色 世 保 諸氏 を滅 す… 義昭 殺さる… 急激なる 改革… Is! 義敎 赤松 滿祐に 殺さる… 赤松 氏 亡 

び 山 名 氏 また 盛な リ… 1 六 六 

第三 章 中 武家時代の 二 

第三 室町 時代 下 

(n) 慕 府失威 時代  大亂 Q 醸成 期… Is 社 會の狀 態… 下 魁 上の 窒例… 一六 <  細 川 勝 元 管領と なる 

…斯 波. M 山 二 氏 内訌 を 生じ 細 川 氏 獨り勢 あり… 山 名 持 通乂の 勢力 …一六ん 義政將 軍と なる… 大 覺寺統 W 

興の 運動 …一き 尊 秀王御 自害… 阒滿院 門跡 阆息… 赤松 氏 9 再興… HI 義 政の 秕政… 永 仁 Q 德政 令 

…建武 元年の 德 政令… 一 さ 一 室町 時代の 德政… 正 長 元年 Q 德政 一 揆… 土 1 揆 Q 私德 政… 嘉吉 元年の 德 

政 一 揆… 一き 一 嘉吉 元年 Q 德 政令… 嘉吉德 政令の 重要 味… 享德 一一 一年の 德 政令… 一七 四 康正 元年の 德政 

令 追加… 義政 一 代の 德政 十三 囘 …一お W 融通 機 閥の 杜絶と 庶民 Q 困窮… 寬正ニ 年 Q 飢饉 …幕府の 放 S 

…義 政の 嬖寵 政治… 一 ま 蔭 凉軒季 環： 側室 大館 氏の 政務 容嫁… 夫人 日 野 富 子… 一 七 七 義政弟 義視を 

.#: 子と す… 伊勢 貞執… 義 政の 駭奢… 後 花 圚 天皇 御製の 詩 を 賜 はり 義政を 諷し 給 ふ… ぶへ Sil 河原 勸迎 

自 次  七 


1六七 

一六 七 


第二 室町 時代 上 

(ィ ；} 慕 府專橫 時代  勤王の 諸將 相次いで 斃る… 常な き 足 利 氏の 將士… 一 00 室町*1|府^!-谈の*；^ 

開く… 義 自 から 政權を 執る… 義滿 の 暴慢 驕愤…  一 01 公家 Q 首班に して 武家の 楝梁… 花の 御所… 金 

閣… 北山 行幸… 室町 慕府 の 制度…  一 0 一一  建武 式目の 制定 者… 管領と 所 司… 三 管… 四 職… 所 司 代… 5111 

闢東 公方… 奧州 探題 £ 九州 探題… 地方の 行政 軍事… 守護… ー§ 守護 代… 牛國 守護 …繭 所…？ i 宗の五 

山 十 刹… 五山 Q 制定 まる… Is 五山 文學… 一 0 六 日本 禪林 諸師 Q 別 稱室名 地名… Is  S 夕 窓 練 石 

…七 朝 國師… 虎關 Q 元亨釋 書… 春 屋妙葩 …僧錄 司… Is 五山 文學の 起原… 義堂周 信… 五山 版… 五山 

文學の 二期… 詩文 時代と 注疏 時代 …一一 一六  日本 禪林 撰述 薔 H …一二 3J 義 ffiQ 神社 佛寺造 *Ss …和 

欲 四天王… 寳積經 …一 g  舊佛敎 の 勢力… 延暦 寺の 嗷訴… 足 利 氏と^ 醐寺三 资院… 足 利 氏の 八幡 信 

仰… 一 m 義滿騎 奢の 財源… 段錢と 關錢… 足 利 氏が 明と 國交を 開きし 所以… 海贼衆 Q 海外 發展… ！！^ 寇 

…一 S 一一  明 使 征西將 軍府に 抑留 せらる… 天 龍 寺 船… 建 長 寺 船… 義滿 海賊船 を禁壓 す… 一き 一 m 明關係 

の 史料 及び 參考 論文… 十 年 一 聘人晨 二百… 53 我が 國體 Q 危機… 五山 禪僧 外交に 與 かる…？ i 愤^ 政 

に關與 す… 中津絕 海… 5HI 義堂周 信… 空 華 集… 鹿苑： a 錄 と蔭凉 軒：！ I 錄… 滿濟准 后… 日 鮮關 係… 

一ち ハ 鄺 夢 周 Q 來朝 …朝鮮 Q 水 軍… 李 成桂 使 を 我が 國に 送る… 一 高 SKQ 大藏經 …大內 氏と 朝鮮 

…對 -isQ 佘氏… 應永 Q 外寇…  一 £〈 日鲜 の 貿易… 嘉吉條 約… 一四ん 三 浦 Q 和 館… 海 東諸國 記… 一き 

海 東 Sis 國 記に 見 ゆる 朝鲜 との 通交 定約 者丄 き 對馬宗 氏の 文 引… 朝鲜 3 通信 符… 圃書 …一き 一 海賊 

衆の 頭 梁 朝鮮の 官職 を受 く… 一き 一 永正條 約… 銅 Q 貿易… ー§ 博 多の 海外 赏易… 薩摩 Q 坊律； 南 接 

船の 賀易… 11 琉 球と 朝鮮… 島津 氏と 琉球… 一 IK  = 明兩屬 の 琉球… 足利滿 * …大 內義弘 Q 堪丘 7, 


章 中 武家時代の 一  . 

公家 QI; 勢力と 新 武家の 興起… 縑倉 時代 武家 制度の 破壤… 知行 制度から 大名 制度へ… さ 苗字 時代と 小 

家族 制… 下剋上… 庶民 階級の 向上と 鄕村 制… 力の 向上… < 一 功利主義の 一大 下… 國史に 於け る 最も 悲しむ 

ベ き 時代… 正義 Q 權化 たる 皇室… 新 武士道… 古代 文化 の fi 決^期 …八 一一 近世 文化 の 培養基… 五 山 文學… 

謠 曲お 伽 草紙 現 はる… 文 藝 復興 S 氣運… 八 一：； 朝廷の 式微 時代… 新 佛敎の 勢力 發展 時代… S 中 武家 時 

代の 區分… <M 室町 時代の 小分け… 中 武家時代 Q 參考 書… <六 古文書い： 史蹟 遗物… 記錄… 後鑑 と續史 

愚抄… 〈七 

第一 南方 巡狩 時代 

足 利 氏の 發祥… 足 利庄… 足 利 家 時… <<  足 利 庄と大 覺寺統 …高 氏 御 ff の 一 字 を 賜 はり！： せ 氏と 改む… 靠氏 

の现 想…  <ル 尊 氏と 義良… 1^ 氏 功利 を、 W て 武士 を 誘 ふ… S 幕府 は 建設の 常時から^ 接の 素因 を 有す 

…述武 式目の 制定… 九 一 尊 氏の 煩悶… 天 龍 寺の 創建… ち 一 天 龍 寺 船 Q 發 遣…；^ 氏 朝廷に 降る… 尊 氏の 

信仰： んー 一一 國ご とに 安國寺 を^ つ… 職 暴なる 武將の 輩出… 尊 氏と 直義… 九 S 直義 公武 和談を 主張す… 

花阅 法皇 崩御… 足 利 直 冬 九州に 下る… 直義 出家… 九 Hi 義詮 政務に 預る… 義 朝廷に 降る… @ 氏義詮 京都 

を沒 落す… 夢窓國 師@ 氏直義 9 間 を 周旋す… 邮直 一 族上杉顯能に襲殺せらる；^&冬鎮西採？|となる .ん六 

尊 氏 朝廷に 降る… 天下 御 一 統に す… 尊 氏 死し 義訟嗣 ぐ …九ぶ 足 利 基 氏關^ の 士心を 得… 義滿將 軍と な 

り 細 川 賴之を 管領と す… 斯波義 將等頼 之を黜 けんとす… ん〈 山 名 氏 iwQ 亂… 足 利 氏滿の 踬恣… 兩 皇統の 

御 合 © …化 


目  次  四 

下す… 氏 反す… UK 官軍東下…尊氏兄弟官軍を追ひ西上す…^氏^！？國武士を招く…叙山行幸…は氏大 

敗…！^ 氏 持明院 Q 院宣 を 請 ふ： .w ル 尊 氏 九州に 走る… 菊 池 武敏… 多々.； i5. お Q 戰… 赤松 心. H 旅、 城 を 死守 

す… 尊 氏の 東上… g 湊 川の 戰… 櫻井驟 の 訣別… 正 成の 粮死… 六 一 叙 山 行幸… 名 和 長年 Q 戰… 筇氏光 

明院を 擁立す… 大覺寺 持^ 院兩 皇統の 對立… さ 一 義虫皇太子を奉じて北國に下る；：&-氏灭^^:を花山院に 

幽し 奉る… 皇太子 叙 山に 於いて 受？ S せられし 說… 勤王 Q 將士 四方に 下る… さーー 

第三 南方 巡狩 時代 

天皇 光明 院に偽 器 を 授け 給 ふ… 吉野御 潜 幸… S 勤王の 將士大 に 力 を 得… 金 ケ^ 城陷 る… 北 .W 做 家の 西 

上… S 顯 家の 戰死… 男 山械陷 る… 義貞 の 戰死… 朝廷 Q 害： 策… 六 六 親 \23 常 に 上陸す… ふ： 小 良 親王 井伊 

械に 入りた まふ… 懷良 親王 伊豫に 入リ たま ふ… 後醋簡 天皇 崩御… 六 七 後村上： 大蛊受 fi …親 神 止統 

職 原抄を 著す… 足 利 方の 內訌と 官軍の 裔起… 裙狨親 朝 首 鼠 兩端を 持す… 北 畠 親お 士  3 野に 歸る… 六 〈 S 

親王 九州に 入りた まふ… 親 lias  Q 方略… 九州 Q 捷報… 楠 木 正 行の 活動… 四倐 戰 …六ん 如 恋 輪 堂に 於け 

る正行の和欲…天皇穴太に行幸…高師^^吉野を犯す…南北合 一 論の 接頭… S 足 利 方の 內， 环： 義官 33- 

に 降る… 師 直師泰 殺さる… 尊 氏 降る…； 大下 一 統正 平の 年號を 用う… 七 I 後村上： 大皇 八幡に 行幸… 京都 恢 

復… 新田 氏 Q 再起… さ 一 官軍 敗れ 四條 降资戰 死す… 天皇 また 贺名 生に 幸し 給 ふ… 廣義 門院…； 大下 三分の 

形勢… 親房薨 ず… 慕府の 內-豇 丄 一一 尊 氏 死す… 叛服 常な き 武將… 後村上： 大皇 崩御… 稀 木 正 傻足利 方に 降 

る… 七 S  れ たる 勤王 將士 …九州の 官笨… 長慶； 大皇卽 位 非卽位 論… ま 卽位說 と 非 卽位說 Q 极據と 論 

爭… 七 六 八 代 博士  Q 善 慶大 皇卽位 新說… 七 S 長慶： 大皇御 在位の 事 定まる… 兩良統 Q 御 合體… 兩 

皇统 御合體 Q 條件… 七れ 


1^ 


光厳 院 Q 踐称を 認め 給 はず… 1ー：〈 天皇と 上皇…； S 統迭 立の 時代に 於け る 治灭の 君.： 一一ん 文 保 御 和談と 

後 K 刚天皇 …院政 Q 廢 止と 天皇の 絕對 主權… H3 天皇 赤 坂 城に 向 ひ耠ふ …天皇 六 波 確に 入り 耠ふ… 尊 雲 

法 親王と 正 成… 良忠法 印… 大佛宣 政 等 上洛… H 一  天皇. 1 岐遂 幸… 重 野 博士  Q 兒鳥 高德 抹殺 論… S1 野 m 中 

博士  Q 高德 存在 說… S 一一  尊 良 親王 下與謀 Q 朝臣 僧侶 Q 虚分… 護 良 親王 Q 御 活動… 高野山 護 良 親王 の 召 

に應ぜ ず… g 一  正 成 赤 坂 城 を 奪還す… 護 良 親王 吉野御 籠城… 正 成 楠 木 城 及 千 劍破城 を 築く… 護 良親エ の 

令旨 四方に 飛ぶ： .ES 北 條氏護 良 親王 及 正 成の 首に 懸賞す… 赤 坂 吉野陷 る… 村 上義光 父子の 忠節… 關東 

の 大軍千 劎破城 を 拔く能 はず… 3! 勤王 Q 兵 所在に 起る… 北條 軍の 沮喪… 新 £ 義良 軍に 屬 す…： 大皇の 

隱岐御 K 出… 名 和 長年 天皇 を 奉戴す… 菊 池 氏の 勤王… 5- 江 串 入道… 尊 rttgH,; …赤松 圓心千 種忠顯 京都 

に 迫る… 北 條氏大 軍 を、 W て 伯 者 を 侵さん とす… 足 利 高 氏の 歸順 …高 氏 密書 を 諸国に 送リて 同士 心 を 招く… S 

六波羅 亡ぶ… 五迂宮 Q 御 活動… 高 氏 六 波雜を 奉行所と す… 高 氏の 勢力… S< 新 S 義良嫌 倉を攻 む… 分陪 

河原の 合戰… 北條氏 亡ぶ …天皇 還 幸… 楠 木 正 成 車 駕を兵 it に 奉迎す… E ル 

第二 京都 親政 時代 

新しき 天皇 親政… 關 白を廢 す… 記錄 所の 摘大… き 雑 訴決斷 所の 新設… 國司は 國制… 武者 所… s 

北 も S 親 1132 …北皇 氏と 伊勢… 天皇 親政の 信條… き 一 皇室と 武士… 護 良 親王 を 征夷 大將 5* となす… 中興 新政 

の 至難な りし 所以… 高 氏の 野心と 武士 Q 不平… M 北條 氏の 沒官領 は恩赏 に 足らず… 公武の 不 一 致…！ a? 

里 小路 蔑 房の 遁世… 武士 復古 精神 を 理解せ ず… 天皇 Q 御製… S 恩赏 Q 沙汰… 有限の 地と 無限の 人… 赤 

松 M 心の 不平… Is  ニ倐 河原の 落首… 下剋上… 足 利 尊 氏の 野心… まハ 護 良 親王 嫌 倉に 遷 され^ ふ… @ 

氏に 對 する：  大皇 Q 御 戒心… 義貞と 尊 氏 …ま 中 先代の 亂… 直 義護良 親王 を默 す… 尊 氏 征東將 軍と して m 


4； 親王の 立太子 …脱 仁 親王 Q 立太子… n 淺 原め w5aQ.K 中 亂入… 伏 見 上皇の 院政… 邦^ 親王の 立太子… 

兩^^:統迭立 Q 形勢略成 る …白：ム位繼承問題 に對す る北倏氏 Q 態度…關東^次…兩^^統 Q 御ゅ極 に逮し迭立 の 

約 成る …一八 尊 治 親王 Q 立太子… 兩 皇統 Q 爭と欲 道… 御子 左爲 世と 京極爲 …一九 西 寺货 娘の 勢力 

…後酸醐；大^^^の卽位…文保御和談…文保御和談と兩皇統…さ 文 保 御和談 に^して 北條氏 Q 態度… 文 保 

御 和談は 皇位 繼承 Q 問題 を 解決せ ず…. - 一一 四 統 9 紛糾… 文 保 御 和 談と後 K 醐 天皇… 護 良 親 不；の 御 出家 

…皇位 繼承 問題の 根本的 解決 …一一 一一 辛 酉 革命… 持 明院統 Q 運動… 吉 3 定 e^Q 東 下… 後^醐 IK 良 Q 親政… 

51 武家政治 否認へ Q 天皇 親政… 後宇多； 大皇 Q 御 理想… 萬 里 小路 宣歷… 一： 四 士门 田定 房… 北 も £ 親 …；： W 

記錄所 Q 設 e …北 條氏 討伐 Q 御 深謀… H 野资 朝日 野俊^*  Q 登庸… 1ー六 花^ 上皇 後^^ 灭皇 Q 贤ォ 拔损を 

賞し 給 ふ… 文 保 御和談 と北條 氏… 1 一ぶ 北條氏 討伐 は大皇 親政 Q 先決 問 …北條 氏 討伐に 必要なる 武力… 

北條氏 Q 武力… 安 朝悛基 Q 遊 說…： 入 土岐超贞と多治見國長；楠木正成；六波羅探1|の"张！》-飛=;無？甌 

講丄 一九 玄慧法印…H<皇Q御孝心…北條氏討伐の御謀洩る…正中Qi^:萬里小路宜ぉを關^a-に下さる… 

g 皇太子 邦 良 親王 薨す… 量 仁 親王 Q 立太子… 天皇 Q 御 理想… 討 墓の 計蜜大 に迎涉 す… 諸 皇子の 御 活動 

…一一 一一 僧 圓觀と 弘眞… 南都 北 傲 Q 行幸… 世 良 親王 Q 薨去… 北-: S 親 SSQ 出 家… 一一； 一一 吉田定 dS 嫌 倉に 密告 

す… 長 峰高貞 上洛… 日 野 俊 基 進んで 櫞牲 となる… き 一一 重ねて 天皇 Q 御謀拽 る… 二階 堂貞藤 上洛 …天皇 游 

に 內裏を 出で 給 ふ… 花 山 院師贊 叙 山に 向 ふ… 笠 置 寺 行 串… 尊 雲 法 親王 笠 置 寺に 入りた まふ… 楠 木 正 成 笠 ffi 

の 行宮に 參候： 一 3 梳木正 成 兵糧 を 集む… 笠 置 寺… 楠 木 正 成 赤 坂 城 を 築く… 大佛貞 底 足 利 高 氏 等 笠 3ra 寺 

に 迫る… 北條氏 光厳 院を 擁立す… 2 正閏 問題… 正閏 は 勢力の 大小に あらず… 正 間間 題と 安徳-  大皇後 鳥 

羽 天皇：. S 神器に 對 する 後 醋劂 天皇 Q 思 召… 三種 Q 神器と 皇位 Q 正統… 1  一 P? 賴山 nJQ 神器 論… 天皇 


各 說下卷 
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